
 - 1 - 
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   議事日程第１号      第１回定例会 

   令和４年３月２日（水）  午前９時３０分開議 

 

   開  会 

日程第 １ 会議録署名議員指名 

 〃  ２ 会期決定 

 〃  ３ 諸般の報告 

      （１）定例監査結果等報告について 

      （２）全国高速自動車道市議会協議会第４８回定期総会の報告について 

 〃  ４ 行政報告 

      （１）市政の概況について 

      （２）新第６次寒河江市振興計画行動計画（令和３年度～令和７年度）について 

 〃  ５ 質疑 

 〃  ６ 人権擁護委員の候補者の推薦に関し意見を求めることについて 

 〃  ７ 報告第１号 損害賠償の額の決定についての専決処分の報告について 

 〃  ８ 報告第２号 損害賠償の額の決定についての専決処分の報告について 

 〃  ９ 質疑 

 〃 １０ 承認第１号 専決処分の承認を求めることについて（令和３年度寒河江市一般会計補正予

算（第８号）） 

 〃 １１ 議第 １号 令和３年度寒河江市一般会計補正予算（第９号） 

 〃 １２ 議第 ２号 令和３年度寒河江市国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 

 〃 １３ 議第 ３号 令和４年度寒河江市一般会計予算 

 〃 １４ 議第 ４号 令和４年度寒河江市国民健康保険特別会計予算 

 〃 １５ 議第 ５号 令和４年度寒河江市後期高齢者医療特別会計予算 

 〃 １６ 議第 ６号 令和４年度寒河江市介護保険特別会計予算 

 〃 １７ 議第 ７号 令和４年度寒河江市介護認定審査会共同設置特別会計予算 

 〃 １８ 議第 ８号 令和４年度寒河江市財産区特別会計（高松、醍醐、三泉）予算 

 〃 １９ 議第 ９号 令和４年度寒河江市下水道事業会計予算 

 〃 ２０ 議第１０号 令和４年度寒河江市立病院事業会計予算 

 〃 ２１ 議第１１号 令和４年度寒河江市水道事業会計予算 

 〃 ２２ 議第１２号 寒河江市ゼロカーボンシティ宣言について 

 〃 ２３ 議第１３号 寒河江市課制条例の一部改正について 

 〃 ２４ 議第１４号 寒河江市職員の育児休業等に関する条例の一部改正について 

 〃 ２５ 議第１５号 つのだ地域コミュニティ活性化推進基金条例の制定について 

 〃 ２６ 議第１６号 寒河江市地域経済牽引事業の促進のための固定資産税の課税免除に関する条

例の制定について 

 〃 ２７ 議第１７号 寒河江市立保育所設置条例の一部改正について 

 〃 ２８ 議第１８号 寒河江市市民浴場に関する条例の一部改正について 
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日程第２９ 議第１９号 寒河江市が管理する市道の構造の技術的基準等を定める条例の一部改正につ

いて 

 〃 ３０ 議第２０号 寒河江市都市公園条例の一部改正について 

 〃 ３１ 議第２１号 西村山広域行政事務組合と寒河江市との事務委託に関する規約の一部変更に

ついて 

 〃 ３２ 議第２２号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の一部変更について 

 〃 ３３ 議第２３号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の一部変更について 

 〃 ３４ 請願第１号 人道的見地から沖縄戦戦没者の遺骨等を含む土砂を採取し埋め立てに使用し

ないよう国に意見書提出を求める請願 

 〃 ３５ 施政方針説明 

 〃 ３６ 議案説明 

   散  会 

 

 

   本日の会議に付した事件 

 

   議事日程第１号に同じ 

 

 

 

   開    会    午前９時３０分 

 

○國井輝明議長 おはようございます。 

  ただいまから令和４年第１回寒河江市議会定

例会を開会いたします。 

  本日の欠席通告議員はありません。 

  出席議員は定足数に達しておりますので、こ

れより本日の会議を開きます。 

  なお、報道機関及び企画創成課より本定例会

における写真撮影及び録音の申出があり、議長

においてこれを許可しております。 

  本日の会議は、議事日程第１号によって進め

てまいります。 

 

会議録署名議員指名 

 

○國井輝明議長 日程第１、会議録署名議員指名

を行います。 

  会議録署名議員は、会議規則第87条の規定に

より議長において、５番月光裕晶議員、13番荒

木春吉議員を指名いたします。 

 

会 期 決 定 

 

○國井輝明議長 日程第２、会期決定を議題とい

たします。 

  本定例会の会期など議事日程につきましては、

議会運営委員会で協議を願っておりますので、

その結果について委員長の報告を求めます。阿

部議会運営委員長。 

   〔阿部 清議会運営委員長 登壇〕 

○阿部 清議会運営委員長 議会運営委員会にお

ける協議の結果について御報告申しあげます。 

  本日招集になりました令和４年第１回寒河江

市議会定例会の運営につきましては、去る２月

25日、委員６名全員出席並びに関係者出席の下、

議会運営委員会を開催し、協議いたしました。 
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  会期につきましては、提案されます議案数や

一般質問通告数などを勘案し、本日から３月23

日までの22日間と決定いたしました。その間の

会議等につきましては、お示ししております第

１回定例会日程表のとおり決定いたしました。 

  以上、よろしくお取り計らいくださいますよ

うお願い申しあげ、御報告といたします。 

○國井輝明議長 お諮りいたします。 

  本定例会の会期は、議会運営委員長報告のと

おり決定することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、会期は本日から３月23日までの22日

間と決定いたしました。 

 

第１回定例会日程                        令和４年３月２日（水）開会 

月  日 時  間 会      議 場  所 

３月 ２日（水） 午前９時３０分 本  会  議 

開会、会議録署名議員指

名、会期決定、諸般の報

告、行政報告、質疑、人権

擁護委員候補者推薦、報

告、質疑、議案・請願上

程、施政方針説明、議案説

明 

議   場 

３月 ３日（木） 休   会 （ 議 案 調 査 ） 

３月 ４日（金） 休   会 （ 議 案 調 査 ） 

３月 ５日（土） 休               会 

３月 ６日（日） 休               会 

３月 ７日（月） 午前９時３０分 本  会  議 一  般  質  問 議   場 

３月 ８日（火） 休   会 （ 議 案 調 査 ） 

３月 ９日（水） 午前９時３０分 本  会  議 一  般  質  問 議   場 

３月１０日（木） 

午前９時３０分 本  会  議 
質疑、予算特別委員会設

置、委員会付託 
議   場 

本会議終了後 予算特別委員会 
開会、議案説明、質疑、分

科会分担付託 
議   場 

予算特別委員会 

終  了  後 

総務産業常任委員会 

分 科 会 
付 託 案 件 審 査 議   場 

厚生文教常任委員会 

分 科 会 
付 託 案 件 審 査 

議会第 3･4 

会 議 室 

３月１１日（金） 休   会 （ 議 案 調 査 ） 

３月１２日（土） 休               会 

３月１３日（日） 休               会 
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３月１４日（月） 

午前９時３０分 予算特別委員会 
分科会委員長報告、質疑・

討論・採決、閉会 
議   場 

予算特別委員会 

終  了  後 
本  会  議 

議案上程、委員長報告、質

疑・討論・採決、議案・請

願上程、質疑、予算特別委

員会設置、委員会付託 

議   場 

本会議終了後 予算特別委員会 
開会、議案説明、質疑、分

科会分担付託 
議   場 

予算特別委員会 

終  了  後 

総務産業常任委員会 

分 科 会 
付 託 案 件 審 査 議   場 

厚生文教常任委員会 

分 科 会 
付 託 案 件 審 査 

議会第 3･4 

会 議 室 

３月１５日（火） 午前９時３０分 

総務産業常任委員会 

分 科 会 
付 託 案 件 審 査 議   場 

厚生文教常任委員会 

分 科 会 
付 託 案 件 審 査 

議会第 3･4 

会 議 室 

３月１６日（水） 午後１時００分 

総務産業常任委員会 

分 科 会 
付 託 案 件 審 査 議   場 

厚生文教常任委員会 

分 科 会 
付 託 案 件 審 査 

議会第 3･4 

会 議 室 

３月１７日（木） 午前９時３０分 

総務産業常任委員会 

分 科 会 
付 託 案 件 審 査 議   場 

厚生文教常任委員会 

分 科 会 
付 託 案 件 審 査 

議会第 3･4 

会 議 室 

３月１８日（金） 休   会 （ 事 務 処 理 ） 

３月１９日（土） 休               会 

３月２０日（日） 休               会 

３月２１日（月） 休               会 

３月２２日（火） 休   会 （ 事 務 処 理 ） 

３月２３日（水） 

午前９時３０分 予算特別委員会 
分科会委員長報告、質疑・

討論・採決、閉会 
議   場 

予算特別委員会 

終  了  後 
本  会  議 

議案・請願上程、委員長報

告、質疑・討論・採決、閉会 
議   場 

 

 

諸 般 の 報 告 

 

○國井輝明議長 日程第３、諸般の報告でありま

す。 

  （１）定例監査結果等報告について、（２）

全国高速自動車道市議会協議会第48回定期総会

の報告については、お示ししております文書に

よって御了承願います。 

 

行 政 報 告 

 

○國井輝明議長 日程第４、行政報告であります。 

  （１）市政の概況について、（２）新第６次

寒河江市振興計画行動計画（令和３年度～令和

７年度）について、市長から報告を求めます。
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佐藤市長。 

   〔佐藤洋樹市長 登壇〕 

○佐藤洋樹市長 おはようございます。 

  令和４年第１回定例会の開会に当たりまして、

令和３年第４回定例会以降、今定例会までの主

な市政の概況について御報告を申しあげます。 

  まず初めに、新型コロナウイルス感染症への

対応について申しあげます。 

  新型コロナウイルス感染症については、感染

力が強いとされるオミクロン株により感染者の

確認が拡大しております。県内においても１月

以降に感染者が急増し、一部の自治体を対象と

したまん延防止等重点措置が１月27日から２月

20日まで適用され、その後、２月21日から３月

６日まで全県下で再拡大（リバウンド）防止特

別対策期間が実施されているところであります。 

  本市におきましては、１月11日に市の警戒レ

ベルを「レベル３・特別警戒」に引き上げ、市

独自の無料ＰＣＲ検査や公共施設の利用制限な

どを実施し、感染拡大防止に取り組んでまいり

ました。３月１日現在、本市の感染者数の累計

は503人、うち、先月１か月間の感染者は225人

と、１か月当たりの感染者数が過去最大となっ

ております。市民の皆様には、引き続き感染防

止対策の徹底を強くお願い申しあげるものであ

ります。 

  一方、ワクチン接種につきましては、国が３

回目の接種間隔を短縮したことなどを踏まえ、

医療従事者、高齢者施設等従事者、一般高齢者

への接種開始時期の前倒しを図っており、接種

希望者への３回目接種完了時期は５月末と見込

んでおります。また、５歳から11歳の子供への

接種は、国からの要請を受け、３月４日から実

施することといたしました。今後も、希望する

方が円滑に接種できるよう、医師会と協力を図

りながら接種体制を整備してまいります。 

  次に、新型コロナウイルス感染症の影響によ

る経済対策について申しあげます。 

  新型コロナウイルス感染症拡大の影響により

停滞する地域経済の活性化と消費活動を喚起す

るため、去る12月から寒河江市年末年始お年玉

券を発売いたしました。これは、全世代対応型

で30％のプレミアムがあり、１冊１万円で１万

3,000円分の利用ができるもので、３万冊を発

売し、完売となりました。さらに今年に入り、

急激な感染拡大による市民の外出自粛等の影響

により厳しい経営状況が続く市内事業者に対し

て寒河江市事業継続緊急一時支援金を支給する

こととし、３月１日現在で16件に280万円を交

付しております。引き続き、感染拡大状況と市

内事業者の経営状況に留意しながら、関係機関

と連携を図り、地域経済の回復に向けた施策を

推進してまいります。 

  また、長引く新型コロナウイルス感染症の影

響を受け、経済的に厳しい状況に置かれている

住民税非課税世帯等を対象とした臨時特別給付

金事業を実施することとし、１月25日から給付

対象と見込まれる約2,600世帯に申請書類の発

送を順次開始いたしました。３月１日現在、申

請は約2,200件で、対象見込み世帯の約85％と

なっております。今後も、速やかな給付のため、

迅速に書類審査を進めるとともに、未申請者へ

の広報活動を実施してまいります。 

  改めて申しあげますけれども、市民の皆様に

は、基本的な感染防止策であるマスクの着用、

手洗い、うがい、換気、３密の回避、新しい生

活様式の実践などを引き続き徹底していただき、

感染拡大を抑え込み、平穏な日常生活に戻れる

よう一丸となって取り組んでまいりたいと考え

ております。 

  次に、大雪の状況について申しあげます。 

  今冬は、県内各観測地点で降雪量が平年を上

回り、最深積雪が平年比200％を超える地域も

あるなど豪雪となっております。本市におきま

しても、昨年12月下旬から降雪があり、２月末

現在、市役所前での調査で降雪深の累計は579
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センチメートルで、最高積雪深は２月25日で96

センチメートルとなっております。このため、

市におきましては、去る１月14日に豪雪対策連

絡本部を、さらに１月19日には豪雪対策本部を

設置し、豪雪に対する情報収集並びに市ホーム

ページや寒河江ポケットナビによる市民への雪

害防止情報の提供や被害状況調査などを行って

まいりました。 

  現在までの被害の状況は、雪下ろし中の屋根

からの転落などによる人的被害３件のほか、園

芸用ハウス、育苗用ハウス等の倒壊など、農業

被害が発生しております。 

  また、市道除雪の出動状況につきましては、

市内一斉除雪は12月に５回、１月に９回、２月

に７回と、合計で21回出動しており、例年の倍

近い出動状況にあります。また、自主出動につ

いても、最も多い地区では一斉除雪に加えて５

回出動し、除雪作業を実施したところでありま

す。 

  今後とも、豪雪による市民生活の影響を最小

限に食い止めるべく、雪害防止の注意喚起に努

めるとともに、高齢者世帯等、援護が必要な

方々への除雪対策、農林業関係の除雪や被害の

把握など、必要な対策を積極的に講じてまいり

ます。 

  次に、景気・雇用情勢について申しあげます。 

  ２月25日に発表された日本銀行山形事務所の

山形県金融経済状況では、「山形県の景気は、

全体としては持ち直しの動きが続いているが、

一部に弱い動きがみられる」となっております。 

  山形労働局発表の12月の県内有効求人倍率は、

原数値で1.45倍、ハローワークさがえ管内では

1.00倍、寒河江市内に限りますと1.34倍であり

ます。正社員に係る有効求人倍率は、全国平均

が0.97倍、県平均が1.19倍、寒河江市は1.29倍

であります。また、西村山管内の就職を希望す

る高校生の内定率は、２月末時点で97％となっ

ております。 

  今後も関係機関と連携を図りながら、社会経

済情勢の変化に的確に対応した効果的な雇用対

策を推進してまいります。 

  最後に、やまがた音と光のファンタジア2021

について御報告申しあげます。 

  西村山地域の冬の観光振興施策として、これ

までの「やまがた雪フェスティバル」に代わり、

新たに「やまがた音と光のファンタジア2021」

が最上川ふるさと総合公園をメイン会場に昨年

11月26日からこの２月14日まで開催されました。

西村山地域の回遊性を図るため、最上川ふるさ

と総合公園のほかに４町の道の駅などにサブ会

場を設け、一斉にイルミネーションの点灯を行

い、あいにくスペシャルデーは実施できません

でしたが、81日間の期間中、約６万人の方が来

場され、音楽に合わせて光が変化する幻想的な

イルミネーションを楽しんでいただきました。

今後も、新たな形の冬のイベントとして実施で

きるよう、来場者の声など、今回の実施結果を

分析しながら検討してまいりたいと考えており

ます。 

  以上、令和３年第４回定例会以降の主な市政

の概況を申しあげましたが、今後とも議員各位

の御理解と御協力を賜りながら市政運営に努め

てまいりますので、よろしくお願いを申しあげ

る次第であります。 

  次に、新第６次寒河江市振興計画行動計画

（令和３年度～令和７年度）について、御報告

を申しあげます。 

  内容につきましては、去る２月18日開催の議

会全員協議会におきまして、令和７年度までの

行動計画の見直しについて御協議いただいてお

りますので、それにより御報告に代えさせてい

ただきたいと存じます。 

  以上でございます。 

 

質     疑 
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○國井輝明議長 日程第５、行政報告についての

質疑でありますが、後日行われます一般質問の

通告内容等と重複しないよう、議員において配

慮されますようお願いいたします。 

  ただいまの行政報告中、（１）市政の概況に

ついて質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、（２）新第６次寒河江市振興計画行動

計画（令和３年度～令和７年度）について質疑

はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて質疑を終結いたします。 

 

人権擁護委員の候補者の推薦に 

関し意見を求めることについて 

 

○國井輝明議長 日程第６、人権擁護委員の候補

者の推薦に関し意見を求めることについてを議

題といたします。 

  本件については、お示ししております文書の

とおり、委員候補者３名の推薦について、人権

擁護委員法第６条第３項の規定により、市長よ

り意見を求められております。 

  お諮りいたします。 

  これに同意することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、人権擁護委員の候補者の推薦につい

ては、市長の諮問のとおり同意することに決し

ました。 

 

議 案 上 程 

 

○國井輝明議長 日程第７、報告第１号損害賠償

の額の決定についての専決処分の報告について

及び日程第８、報告第２号損害賠償の額の決定

についての専決処分の報告についての２案件を

一括議題といたします。 

  市長から報告を求めます。佐藤市長。 

   〔佐藤洋樹市長 登壇〕 

○佐藤洋樹市長 まず、報告第１号損害賠償の額

の決定についての専決処分の報告についてを御

説明申しあげます。 

  本件は、令和３年12月３日午後０時30分頃、

寒河江市大字西根字高畑地内の市道下河原宝線

において発生した車両の事故について、示談書

を取り交わすに当たり、地方自治法第180条第

１項の規定により専決処分を行いましたので、

御報告申しあげるものでございます。 

  次に、報告第２号損害賠償の額の決定につい

ての専決処分の報告についてを御説明申しあげ

ます。 

  本件は、令和３年12月５日午後１時30分頃、

寒河江市大字西根字高畑地内の市道下河原宝線

において発生した車両の事故について、示談書

を取り交わすに当たり、地方自治法第180条第

１項の規定により専決処分を行いましたので、

御報告申しあげるものでございます。 

  以上でございます。 

 

質     疑 

 

○國井輝明議長 日程第９、これより質疑に入り

ます。 

  初めに、報告第１号損害賠償の額の決定につ

いての専決処分の報告についてに対する質疑は

ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、報告第２号損害賠償の額の決定につい

ての専決処分の報告についてに対する質疑はあ

りませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて質疑を終結いたします。 

 

 

議 案 上 程 
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○國井輝明議長 日程第10、承認第１号専決処分

の承認を求めることについて（令和３年度寒河

江市一般会計補正予算（第８号））から日程第

34、請願第１号人道的見地から沖縄戦戦没者の

遺骨等を含む土砂を採取し埋め立てに使用しな

いよう国に意見書提出を求める請願までの25案

件を一括議題といたします。 

 

施政方針説明・議案説明 

 

○國井輝明議長 日程第35、施政方針説明及び日

程第36、議案説明について、市長から一括して

説明を求めます。佐藤市長。 

〔佐藤洋樹市長 登壇〕 

○佐藤洋樹市長 本日、令和４年第１回寒河江市

定例会が開催されるに当たりまして、令和４年

度の市政運営に臨む基本方針と施策の大要を申

しあげます。 

  新型コロナウイルス感染症が社会全体に暗い

影を落とし始めてから約２年、そして、私が４

期目の市政を担わせていただいてから早くも１

年が経過いたしました。これまで経験したこと

のない新たな感染症と闘う中で、この寒河江を

何とかしなければならないという強い思いを胸

に、責任の重大さを痛感しつつ、全ての市民の

安全安心を願い、日々悩み、葛藤し続け、今日

に至っておりますが、しかし、明けない夜はあ

りません。冬来たりなば春遠からじであります。

何としても力を合わせて、明るい希望にあふれ

る寒河江の未来を皆様と共につくり上げていき

たいとの決意を新たにしているところでござい

ます。 

  さて、令和４年度は、新第６次寒河江市振興

計画の２年目に入り、新型コロナウイルス感染

症の影響を見極めつつ、新たな未来を展望した

まちづくりを展開する極めて重要な年でござい

ます。 

  そのため、新型コロナウイルス感染症に関す

る対策を一層強化するとともに、人口減少対策

など、寒河江市が抱える当面の課題に重点的に

取り組むべく、基本方針として３つの柱を立て

て施策を推進してまいります。 

  第１の柱は、「新型コロナウイルスを克服し

活力みなぎるまちへ」であります。感染症をし

っかりと抑え込み、影響を大きく受けている商

工業をはじめとする産業の底上げを図るべく、

スピーディーに対策を講じていくことが重要で

あると考えております。 

  そのため、自宅療養者への生活支援や市独自

のＰＣＲ検査実施などの新型コロナウイルス感

染症対策の強化、プレミアム商品券の発行や各

種補助事業の新設などによる中小企業の支援強

化、観光振興計画の策定や観光二次交通支援の

拡充、観光ガイドアプリ運用などによる新たな

形の観光振興を展開し、感染症の影響を払拭す

るための施策を推進してまいります。 

  第２の柱は、「人口減少を打開し未来志向の

まちへ」であります。これまで、人口減少対策

を集中的に進めるべく、戦略を掲げて各種事業

を展開してまいりました。その結果、社会動態

は平成27年が年間マイナス127人であったとこ

ろ、令和３年はマイナス３人となり、一定の成

果があったものと推測されますが、自然動態は

依然として厳しい状況であることを鑑みますと、

今後は社会動態改善の流れを維持しつつ、自然

動態の改善に向け、一層取組を推進することが

急務であると考えております。 

  そのため、新にしね保育所や第六・第七わん

ぱくクラブの整備、市立保育所におけるデジタ

ル化の推進などによる子育て支援の充実、小学

校のトイレ大規模改修や特別教室空調設備の整

備など学習・教育環境の充実、さがえ未来コン

ソーシアムの設置やリーディングスキルテスト

の導入などによる未来志向のひとづくりの推進、

婚活事業拡充による少子化対策の強化、新たな
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人材の活用などによる移住定住の推進、消防団

ビジョンの策定などによる防災対策の強化をは

じめ、認知症の啓発活動強化などによる介護制

度の充実、地域コミュニティー向け補助制度の

拡充などによる安全安心な地域づくり支援の充

実など、重層的な人口減少対策を展開してまい

ります。 

  第３の柱は、「将来を見据え元気を創造する

まちへ」であります。将来にわたって元気な寒

河江であり続けるためには、先を見据えた大胆

なハード整備や、国連で採択されたＳＤＧｓ

（持続可能な開発目標）に基づく取組を一層推

進する必要があります。 

  そのため、環境基本計画及び地球温暖化対策

実行計画の見直しなどによる地球温暖化防止対

策の推進、行政手続のオンライン化や証明書発

行のスマート化などによるデジタルトランスフ

ォーメーションの推進、チェリーランド再整備

の加速化や新市民浴場建設などによる未来志向

のハード整備、道路舗装・側溝・用悪水路整備

の充実など生活関連インフラの充実、気象災害

対策やスマート農業支援など農産物生産販売力

の強化、地域農業の担い手確保対策の強化、地

域林政アドバイザー設置などによる森林環境保

全の推進、老朽空き家解体事業の拡充や各種住

宅関連補助による住宅環境整備の充実など、新

しい寒河江を創造する取組を進めてまいります。 

  以上の結果、一般会計当初予算の規模は231

億円となり、前年度より３億6,000万円、率に

して1.6％増、当初予算ベースでは15年連続増

の過去最大規模となりました。一般会計と５つ

の特別会計、３つの企業会計を合わせた予算総

額は386億7,305万3,000円で、前年度より0.6％

の増でございます。 

  以下、新第６次寒河江市振興計画の５つの基

本政策に沿って大要を申しあげます。 

  第１章の「子どもがすくすく育つまち」であ

ります。 

  まず、「安心して生み育てられる環境づく

り」については、婚活イベントを実施する結婚

支援団体や婚活事業を利用する個人への助成等

を継続して実施するとともに、令和４年度は、

民間事業者への委託による、出会いから成婚ま

での切れ目のない結婚支援の事業化に向けた検

討を進めてまいります。 

  また、令和４年４月以降、不妊治療に医療保

険が適用されることとなり、県において特定不

妊治療の自己負担分に対する支援を検討してお

りますが、市においては保険適用にならない部

分に対し独自助成を実施し、高額な医療費がか

かる不妊治療や不育症治療を受ける夫婦の経済

的負担軽減を図り、妊娠・出産の希望実現を支

援いたします。 

  コロナ禍により子育ての孤独感や負担感が増

加する中、育児不安や発育・発達についての

様々な悩みを抱えている妊産婦が増加しており

ますので、感染リスクを抑えた形で面談するこ

とができるＳＮＳを活用したオンライン相談を

開始するなど、きめ細かな支援につなげてまい

ります。 

  加えて、支援が必要なハイリスク妊婦が増え

ていることから、産科医療機関などと連携して

妊娠期から育児期までの切れ目ない相談支援体

制を充実し、産後ケアや助産師による産前産後

サポート事業など、寒河江型ネウボラに引き続

き取り組むとともに、３歳児健診において屈折

検査を導入することにより、弱視の早期発見・

治療につなげ、子供の適正な視力の発達を促し

てまいります。 

  「きめ細かな保育環境の整備」については、

令和６年度ににしね保育所を民設民営で開所す

る予定としており、令和４年度は敷地の造成と

下水道施設の付け替え工事等を実施いたします。

また、核家族の増加や保護者の就労状況が多様

化する中で、土曜日の共働きも増えてきている

ことから、しらいわ・たかまつ両保育所におい
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ても土曜日の一日保育を実施し、多様化するニ

ーズに対応した保育サービスの充実に努めると

ともに、利便性向上のために保育所業務のＩＣ

Ｔ化に取り組んでまいります。 

  放課後児童クラブについては、寒河江中部小

学校区の児童の増加が今後も予想されることか

ら、令和４年度に新たなクラブを整備し、適正

な人数での運営を推進いたします。 

  「子育てを支える環境づくり」については、

チェリーランド再整備計画に基づき、子育て世

代の交流の場として屋内型児童遊戯施設の建設

整備を進めてまいります。現在、プロポーザル

方式により選定された事業者において実施設計

を進めており、令和４年度より本格的な建設工

事に着手し、令和６年度のオープンを目指しま

す。 

  「豊かな心と健やかな体の育成」については、

心身ともに健やかなさがえっこを育んでいくた

め、さがえっこの育み10か条の啓発を引き続き

進めるとともに、各学校においては、さがえっ

こライフデザインセミナー等を要として、思い

やりの心や規範意識など、命や生き方を大切に

する教育を一層推進してまいります。 

  また、ふるさとを愛し、誇りに思う心を育む

教育の推進については、大江公や慈恩寺をはじ

めとする寒河江市の歴史や貴重な文化遺産、各

地域に残る伝統行事などについて、地域コーデ

ィネーター等の指導による体験的学習の充実に

努めてまいります。 

  子育て世代を社会全体で支えることは子供を

育てやすいまちづくりにつながることから、令

和３年度から行っている小中学校の給食費無料

化を引き続き実施し、子育て世帯の経済的負担

軽減を図ってまいります。 

  学校・家庭・地域が連携した教育の推進とし

ては、令和４年度から全ての小中学校でコミュ

ニティ・スクールを実施し、地域全体で学校の

教育活動を支援する仕組みづくりを進めてまい

ります。 

  「未来を切り拓く学ぶ力の育成」については、

学力向上支援員と特別教育支援員を効果的に活

用するほか、生徒の読解力の現状と課題を把握

し授業改善を図るため、中学校１年生を対象に

リーディングスキルテストを導入し、学力の向

上に努めるとともに、教育相談員を配置し、き

め細かな不登校児童生徒への対応と教育相談の

充実に努めてまいります。 

  情報化や社会のグローバル化に対応した教育

の推進については、全児童生徒に配付されたタ

ブレットパソコン等のＩＣＴ機器を活用し、確

かな学力を身につけるための効果的な授業や家

庭学習等、新たな学習環境を創造してまいりま

す。 

  また、外国語指導助手（ＡＬＴ）を各中学校

に常駐させることにより、ふだんから英語にな

れ親しむことのできる環境を整備するとともに、

英語検定ＧＴＥＣの実施により、英語指導の強

化並びに生徒の英語力向上を進めてまいります。 

  発達に応じた学びを育む教育の推進について

は、学校・企業・地域から成るさがえ未来コン

ソーシアムを立ち上げるなど、子供たちが社会

的自立に向け、基盤となる能力や態度を身につ

け、主体的に進路決定していけるよう、将来を

見据えたキャリア教育を充実してまいります。 

  教育環境の整備については、引き続き特別教

室への空調設備を整備するなど快適な環境づく

りに努めてまいります。 

  また、学校のあり方検討員会の答申を受け策

定した寒河江市学校施設整備計画に基づき、将

来の小中学校像を見据えた整備について、学校

教育課内に学校再編整備室を設けて、計画的に

実施してまいります。 

  第２章の「活力と交流を創成するまち」であ

ります。 

  「魅力と希望のある農業振興」については、

農業生産の維持や所得向上による農業経営の安
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定化を図るため、新たに収入保険制度への加入

促進に対する補助を実施するほか、作業効率向

上のためのスマート農業施設や設備の導入に対

して支援してまいります。 

  また、耕作放棄地の拡大を抑制するため、中

山間地域等直接支払交付金や多面的機能支払交

付金を活用する地域を拡大して取組を支援する

とともに、耕作放棄地発生防止・解消に活用で

きる市独自の補助金を継続し、後押ししてまい

ります。 

  さくらんぼ生産振興については、気象災害に

よる記録的な不作となった昨年の状況を踏まえ、

県などと連携した省力樹形の導入推進や労働力

確保対策により生産体制強化を支援するととも

に、昨年、品種登録30周年を迎えた紅秀峰につ

いては、さらなるブランド力の強化と輸出拡大

を進めるなど、果樹王国やまがたの一翼を担う

べく取組を進めてまいります。 

  また、寒河江ブランド魅力発信協議会を中心

とした農・商・工業者の連携強化を推進し、子

姫芋をはじめとする伝統野菜など、本市が誇る

ブランド農産物の販路拡大や加工品開発等の６

次産業化に向けた取組を支援するとともに、地

産地消や食育推進の環境を充実してまいります。 

  新規就農者の確保については、サポート体制

の充実と農業経営の安定に必要な生産技術の習

得や設備投資の支援などにより新規就農者の育

成に努めるほか、令和４年度から新たに地域お

こし協力隊制度を活用し、地域農業の情報発信

を行いながら就農に向けた活動を通して、その

確保に力を入れてまいります。 

  慈恩寺地区と箕輪地区を結ぶ寒河江中央幹線

農道については、農耕用車両の通行に加え、地

元住民の生活路線及び慈恩寺観光へのアクセス

ルートとして利便性の向上を進めてまいります。 

  「新しい生活様式に沿った観光振興」につい

ては、観光客が本市を安心して訪れ、安全に滞

在できるよう、観光施設等の新しい生活様式に

沿った受入れ体制の整備に対する支援を行うほ

か、観光客の足としてのワンコインタクシーな

ど二次交通を充実し、観光客の満足度向上に資

してまいります。 

  また、四季折々の豊かな自然や慈恩寺を中心

とした文化・歴史など寒河江の魅力ある観光資

源について、令和３年度整備したＡＲ観光ガイ

ドシステムに大河ドラマに関連する情報を追加

して広く情報発信を行うほか、西村山１市４町

の山形どまんなか探訪プロジェクト会議や昨年

発足した村山地域７市７町が連携したＤＭＯさ

くらんぼ山形と連携し、周遊性のある広域観光

を進め、誘客に努めてまいります。 

  自転車などを活用したスポーツツーリズムの

推進のため、ツール・ド・さくらんぼやトライ

アスロン日本選手権大会の開催を中心に、新し

い実施形態を取り入れたサイクルイベント等を

開催し、スポーツのまちの多彩な情報を発信す

るとともに、新たな誘客につなげてまいります。 

  さらに、新しい生活様式に沿った観光のある

べき姿について、市民の皆様からの多様な意見

を聞きながら検討し、観光振興計画を策定して

まいります。 

  「賑わいを生む商工業振興」については、中

心市街地のみならず市内全域の空き店舗解消の

ため、商業者の誘致や新規創業者の育成、支援

に努めるとともに、空き店舗を利用して創業す

る際の市独自の店舗改装支援制度を活用した魅

力あるまちづくりを進め、中心市街地の活性化

を図ってまいります。 

  また、国から認定を受けた創業支援等事業計

画に基づき、さらなる起業・創業の支援充実に

努めるとともに、商店の維持発展を図るため、

既存店舗改装や複数店舗が共同しての販売促進

事業等の支援を強化してまいります。 

  刻一刻と変化する経済環境に地元企業が速や

かに対応できるよう、国及び県と連携しながら、

新たな市場ニーズに対応するための新規事業や
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生産性向上のための設備投資に対する支援及び

インターネット通販やキャッシュレス決済など、

新しい生活様式に対応した環境整備への支援を

行うとともに、新たに地元の特産品をはじめと

する市産品や伝統工芸品の国内外への販路拡大

や後継者確保等に対する支援を実施するなど、

市内中小企業の底支えと活性化を図ってまいり

ます。 

  寒河江中央工業団地については、立地条件の

優位性や優遇制度などにより、残り区画への企

業誘致を進めるとともに、新たな工業団地の造

成への検討を進めながら、本市産業の活性化と

魅力的な就労の場の確保に努めてまいります。 

  「雇用の安定と就労環境の充実」については、

中小企業が新しい分野や技術に挑戦する産業人

材の育成に要する経費への支援制度を市単独で

新たに立ち上げ、将来のものづくりを担う若い

人材の育成に取り組むとともに、技術交流プラ

ザにおける認定職業訓練等を通じて、中小企業

や小規模企業の人材育成を支援してまいります。 

  「質の高い居住環境づくり」については、定

住人口拡大に向け、引き続き子育て世代や転入

者の経済的負担の軽減を図るため、住宅取得を

支援するとともに、住宅リフォームについても

支援を継続し、住環境の整備を推進いたします。

また、今後も見込まれる住宅需要に対し、良好

な住宅地を確保するため、民間等の宅地開発を

積極的に支援してまいります。 

  空き家対策については、寒河江市空き家等対

策計画に基づき、関係団体と連携しながら空き

家相談会を開催するとともに、空き家の流動化

を促進するため、中古住宅購入及び空き家解体

についての支援を拡充いたします。 

  市営住宅に関しましては、陵南アパートが完

成し、令和４年４月から供用を開始いたします。 

  「移住者をはじめとした新たな活力の創出」

については、これまでのＵターン者などを対象

とした奨学金の返還支援やアパートの家賃助成

などに継続して取り組むとともに、令和３年度

からは首都圏などからの移住者に対する自動車

運転免許証の取得費用に対する助成やワーケー

ション施設の運用など、移住定住につなげる取

組を実施しているところであります。令和４年

度はテレワークの拠点整備に向けた調査を行う

ほか、移住者に対する切れ目ない結婚・子育て

支援を促進するため、引っ越し費用等について

支援額を増額し、重層的な取組を加速してまい

ります。 

  第３章の「元気に安心して暮らせるまち」で

あります。 

  「高齢者支援体制の強化」については、要介

護状態になることの予防や要支援状態からの自

立の促進を目的に、介護予防、重度化防止、フ

レイル対策等の多様なサービスを行い、個別支

援と通いの場の充実等、地域づくりの取組を併

せて支援するとともに、認知症についての正し

い理解を啓発し、認知症に優しいまちづくりを

推進いたします。 

  委託２年目となる地域包括支援センターにつ

いては、一層の相談体制の強化を図るため、引

き続き支援してまいります。 

  「健康長寿のまちづくり」については、新型

コロナワクチンの３回目接種を前倒しして実施

しておりますが、今後とも市民の安心安全な暮

らしを守るため、一日も早く希望者の早期完了

を目指し、接種を加速してまいります。 

  「いのちを守る地域医療体制の充実」につい

ては、寒河江市だけでなく西村山地域全体の今

後の地域医療体制の在り方について、地域医療

構想調整会議に加え、県主導による新たなステ

ージの場で関係者との協議を進め、健やかに安

心して暮らせる地域医療体制づくりに努めてま

いります。 

  また、休日診療所については、令和３年度に

休日診療の定点化に関する調査を実施しており

ますので、この調査結果を踏まえ、今後の地域
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医療体制づくりと併せて検討してまいります。 

  「地域防災力の強化」については、近年多発

する水害を想定し、市民一人一人が地域の特性

に応じた災害リスクを認識し、家族構成や生活

環境に合わせた避難行動計画であるマイ・タイ

ムラインの作成に取り組んでまいります。令和

４年度については、浸水想定区域を対象に計画

の作成を進め、避難に必要な情報・判断・行動

への理解を深め、防災意識の向上につなげてま

いります。 

  また、市消防団は、住民の安心と安全を守る

重要な役割を担っておりますが、近年、人口減

少、社会情勢の変化などにより消防団を取り巻

く環境も変化しており、団員の確保などが課題

になっていることから、市消防団が今後とも社

会の変化に柔軟に対応し、地域住民の安心安全

を確保する組織であり続けるために、行動指針

となる寒河江市消防団ビジョンの策定に取り組

んでまいります。 

  「交通事故や犯罪のない地域づくり」につい

ては、第11次寒河江市交通安全計画に基づき、

より一層の交通事故の減少を目指し、高齢者運

転免許証自主返納支援事業の利用促進や、関係

団体及び地域住民と一体となった交通安全対策

を講じてまいります。 

  防犯活動の推進につきましては、公共空間の

安全を確保するため、新たな住宅地等への防犯

街路灯の設置や道路等屋外への防犯カメラの設

置を推進し、地域の防犯や通学路の安全確保に

努めるなど、安全安心のまちづくりを進めてま

いります。 

  消費者保護の推進につきましては、全国的に

多発している特殊詐欺の被害防止に重点的に取

り組むため、市民に対する情報提供や、特に高

齢者が被害に遭わないために出前講座等を積極

的に開催するほか、民法改正による成年年齢18

歳引下げに伴う若年層の消費者被害防止のため、

中高生に対して、被害防止啓発と併せて消費者

教育を実施してまいります。 

  第４章の「一人ひとりが力を発揮するまち」

であります。 

  「市民一人ひとりが主役の地域づくり」につ

いては、市外の多様な人材を地域の活力につな

げ、地域活動を活性化するため、平成25年度よ

り地域おこし協力隊を配置しており、これまで

10名の隊員より活動いただいているところであ

りますが、令和４年度は農業や教育分野にも活

動範囲を広げて配置し、地域に新しい風を吹き

込み、さらなる活性化につなげてまいります。 

  「豊かな人生の生きがいづくり」については、

地域における生涯学習の拠点施設となる地区公

民館分館を安全で快適に利用できるよう、引き

続き支援を拡充してまいります。 

  図書館につきましては、学校、保育所、幼稚

園等との連携により、子供たちの様々な読書活

動を支援する環境を継続するなど、幅広い読書

普及事業により読書の盛んなまちづくりを一層

推進してまいります。 

  芸術文化の振興につきましては、慈恩寺コン

サートや文化公演など、質の高い芸術文化の鑑

賞機会を提供するとともに、より多くの市民が

芸術文化活動に関わることができるよう活動団

体の発表機会の充実に努めます。また、文化セ

ンターの屋根防水改修工事を実施し、利用者へ

の安全な文化施設の提供に努めます。 

  歴史文化関係事業につきましては、令和４年

度から令和６年度までの３年間で実施される本

山慈恩寺本堂のかやぶき屋根全面ふき替え事業

に補助するとともに、県指定等の文化財の修復

事業等を支援してまいります。 

  また、貴重な文化財を将来にわたって適切に

保存し、市の歴史文化振興等に活用していくた

めの総合的な計画である文化財保存活用地域計

画の令和４年度の文化庁認定を目指してまいり

ます。 

  昨年５月にオープンした慈恩寺テラスについ
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ては、１月末現在で８万人を超える来館者数と

なっておりますが、シアターの映像を新たに２

本追加し、さらなる魅力向上に努めるとともに、

修験の道ウォーキングや慈恩寺舞楽等の文化財

ＰＲ事業などの実施により、広く情報発信し、

交流人口の拡大を目指してまいります。 

  あわせて、上の寺遺跡等の国史跡追加指定に

向け、文化庁への具申書提出に取り組んでまい

ります。 

  生涯スポーツの推進については、スポーツの

新しい形態やオリンピック・パラリンピックの

話題性などを踏まえ、ローラースポーツで使用

するパンプトラックを整備するなど、スポーツ

に親しむ環境づくりや競技力向上のための取組

をより一層進めてまいります。 

  「市民のニーズを捉えた行財政運営」につい

ては、情報端末等からの電子申請により、いつ

でも、どこでも、誰でも行政手続や行政サービ

スが受けられるよう、市行政のデジタル化を推

進してまいります。 

  また、電子商品券等管理アプリの活用につい

て、電子商品券に加え、各種のポイント付与給

付事業の電子化により利便性の向上を図るとと

もに、市内経済の活性化に取り組んでまいりま

す。 

  さらに、令和４年度より、窓口における住民

票等の証明書手数料の支払いについてキャッシ

ュレス決済を導入するほか、住民票や戸籍謄抄

本などの各種証明書をマイナンバーカードによ

る本人確認の上、来庁せずに自宅で申請から支

払いの決済まで行い、郵送で受け取ることがで

きるよう、新たにオンライン申請のサービスを

実施し、コロナ禍における生活様式に対応した

市民サービスの充実に努めてまいります。 

  人口減少などによる公共施設の利用需要の変

化に対応するため、平成27年度に策定した寒河

江市公共施設等総合管理計画の見直しを行うと

ともに、総合管理計画で定めた基本的な考え方

や施設ごとの管理に関する方針を踏まえ、さら

には寒河江市学校施設整備計画に基づく学校の

再編計画も含めた施設ごとの改修・更新等の実

施計画となる個別施設計画の策定を進めてまい

ります。 

  また、ふるさと納税で頂いた寄附金について

は、寄附者の意思を踏まえ、市の重要な施策に

充当させていただいており、引き続き返礼品を

通して本市特産物等のＰＲを行うとともに、地

域産業の振興に資してまいります。 

  第５章の「便利で快適に生活できるまち」で

あります。 

  「心地よい都市空間づくり」については、寒

河江川堤防の桜回廊の整備やチェリー・クアパ

ーク周辺の寒河江地区かわまちづくり関連の整

備を行うほか、民間活力の導入により整備を進

めている新市民浴場については、令和４年度に

おいて施設本体の建設工事を行い、令和５年春

の開場を予定しております。 

  「人と自然が共生するまちづくり」について

は、猫の不妊・去勢手術に対する助成を継続し

て行い、野良猫の数や多頭飼育の抑制に努める

とともに、令和４年度からは動物愛護と適正飼

養に関する普及啓発活動を行う団体を支援し、

市民の動物に対する愛護精神と適正飼養知識の

普及啓発を行ってまいります。 

  「地球温暖化防止に取り組むまちづくり」に

ついては、2050年ゼロカーボンシティの実現に

向け、環境基本計画及び地球温暖化対策実行計

画の見直しを行い、省エネルギー活動による二

酸化炭素排出量の大幅削減への取組の意識啓発

や環境教育等の充実に努めるとともに、住宅と

電気自動車の相互充放電を可能にするＶ２Ｈ設

備への補助や、公共施設における自然エネルギ

ー由来の電力使用等により再生可能エネルギー

の利用拡大を進めてまいります。 

  「交通ネットワークの整備」については、町

会からの各種要望に対して、寒河江市公共事業
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整備優先順位基準を踏まえながら、寒河江市橋

梁長寿命化修繕計画並びに寒河江市道路舗装長

寿命化計画に基づき、計画的に道路橋梁の維持

補修や整備を行い、道路施設等の長寿命化に取

り組んでまいります。 

  広域道路ネットワークに関しましては、現在

整備中の都市計画道路落衣島線西根工区の進捗

を図ってまいります。 

  また、冬期間における生活道路の維持管理に

つきましては、除雪車運行管理システムを活用

するとともに、老朽化した除雪機や散水消雪施

設の更新により、スムーズできめ細かな除雪を

実施してまいります。 

  次に、「生活を守る上下水道の整備」につい

てであります。上水道については、深井戸の更

新や川原ポンプ場から木ノ沢配水池までの送水

管や老朽化した配水管の長寿命化と強靱化を図

り、安全で安心な水道水の安定供給に努め、新

水道ビジョンによる持続可能な経営基盤の確立

を目指し、効率的な漏水調査の実施と迅速な修

繕により有収率の向上に努めてまいります。 

  また、洪水ハザードマップにより浸水想定区

域となっている水道施設について、耐水化を進

めてまいります。 

  公共下水道事業では、寒河江中央工業団地な

ど未整備箇所の継続的な整備を行い、合併浄化

槽整備事業とともに、水洗化の普及促進に向け

た取組を強化し、持続的な下水道機能の確保と

ライフサイクルコストの縮減を図るため、下水

道ストックマネジメント計画に基づく汚水管渠

等の点検・調査と浄化センター施設の計画的な

改修及び修繕を行ってまいります。 

  そして、近年多発する局地的な大雨による内

水氾濫に備え、雨水排水整備計画に基づき日田

地内などの冠水箇所の解消を図るとともに、内

川の排水対策につきましては、排水機場の整備

に向けた調査を実施してまいります。 

  以上、令和４年度の市政運営に臨む所信の一

端を申しあげたところでございます。 

  今日、オミクロン株など変異株の出現とその

影響により、新型コロナウイルス感染症は依然

として世界中を翻弄し、日本も本県も、そして

寒河江市民の皆さんもいまだ大変な状況にござ

います。 

  そうした中においても、コロナウイルスの特

性に関する研究が進み、抗原検査やＰＣＲ検査

などによって発見が容易となり、またワクチン

接種も進み、そして抗ウイルス薬が開発・承認

されるなど、不透明な中にも明るさが見え始め、

世界は着実に前に向かっていると感じておりま

すが、この局面を乗り越えていくためには、ま

だまだ多くの時間と困難が想定されるところで

あります。 

  しかし、我々は未来を見据えて、ウィズコロ

ナ、コロナとの共存という中で、冷静に対処し、

前を向いて着実に歩んでいく必要があると思っ

ております。この道のりは必ずしも平たんでは

なく、もちろん行政のみで乗り越えられるもの

ではありません。市民の英知を結集し、互いに

協力し合ってこそなし得るものと思います。市

民の皆さんお一人お一人が勇気と希望を持って

協力し、行動すれば、必ずやこの難局を克服で

きると確信しております。 

  明るく元気な新しい寒河江を次世代を担う子

供たちに残すべく、力の限り尽くしてまいりま

すので、ぜひ一丸となって行動してまいりまし

ょう。 

  議員各位には引き続き格別の御指導を賜りま

すよう、お願い申しあげる次第であります。 

  以上、令和４年度の市政運営の基本方針及び

施策の大要を申しあげました。市議会議員各位

並びに市民の皆様の御理解と御協力を賜り、市

政運営に向けて誠心誠意取り組んでまいります

ので、よろしくお願いを申しあげます。 

  次に、承認第１号専決処分の承認を求めるこ

とについて（令和３年度寒河江市一般会計補正
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予算（第８号））を御説明申しあげます。 

  住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金

に係る経費の計上及び寒波による降雪量の増加

に伴う除排雪経費追加のため、令和３年度寒河

江市一般会計補正予算（第８号）について、議

会を招集する時間的余裕がなく、急を要しまし

たので、専決処分を行ったものでございます。 

  次に、本定例会に上程いたします議案につい

て、御説明申しあげます。 

  初めに、議第１号令和３年度寒河江市一般会

計補正予算（第９号）について御説明を申しあ

げます。 

  このたびの補正予算は、将来の市有施設整備

に向けて基金管理事業費の追加等を行うもので

ございます。その結果、歳入歳出それぞれ６億

8,253万3,000円を追加し、予算総額を278億

6,508万円とするものでございます。 

  次に、議第２号令和３年度寒河江市国民健康

保険特別会計補正予算（第１号）について御説

明を申しあげます。 

  このたびの補正予算は、前年度決算に伴う基

金積立金及び保険給付費等交付金の精算に伴う

償還金等を追加するものでございます。その結

果、予算総額を歳入歳出それぞれ41億566万

6,000円とするものでございます。 

  次に、議第３号令和４年度寒河江市一般会計

予算について御説明申しあげます。 

  先ほどの施政方針説明でも申しあげましたが、

令和４年度は新型コロナウイルス感染症に対す

る対策を一層強化し、人口減少対策を重点的に

進め、未来を見据えたまちづくりを展開するた

めに、積極的な予算編成を行ったところでござ

います。その結果、予算総額は歳入歳出それぞ

れ231億円で、前年度当初予算と比較して1.6％

の増となり、過去最大規模となったところでご

ざいます。 

  次に、議第４号令和４年度寒河江市国民健康

保険特別会計予算について御説明申しあげます。 

  受診控えが顕著に表れた保険給付費も、現在

はコロナ禍以前の水準に戻っており、国民健康

保険税の減収も見据え、予算編成を行ったとこ

ろでございます。その結果、予算総額は歳入歳

出それぞれ39億6,738万9,000円で、前年度当初

予算と比較して1,684万円の減となったところ

でございます。 

  次に、議第５号令和４年度寒河江市後期高齢

者医療特別会計予算について御説明申しあげま

す。 

  後期高齢者医療に係る納付金や保険料徴収等、

各種申請などの窓口業務を行うための経費を計

上するものであります。その結果、予算総額は

歳入歳出それぞれ５億5,877万5,000円で、前年

度当初予算と比較して2,308万7,000円の増とな

ったところでございます。 

  次に、議第６号令和４年度寒河江市介護保険

特別会計予算について御説明申しあげます。 

  第８期介護保険事業計画に基づき、介護予防

や認知症施策を進めるとともに、地域の状況を

踏まえた各種支援事業の実施と安定した財政運

営を行うべく予算編成を行ったところでござい

ます。その結果、予算総額は歳入歳出それぞれ

45億4,060万6,000円で、前年度当初予算と比較

して1,017万2,000円の減となったところでござ

います。 

  次に、議第７号令和４年度寒河江市介護認定

審査会共同設置特別会計予算について御説明申

しあげます。 

  被保険者の介護の必要性の有無及びその程度

を審査判定するための介護認定審査会に係る経

費を計上するものでございます。その結果、予

算総額は歳入歳出それぞれ2,409万3,000円で、

前年度当初予算と比較して117万7,000円の増と

なったところでございます。 

  次に、議第８号令和４年度寒河江市財産区特

別会計（高松、醍醐、三泉）予算について御説

明申しあげます。 
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  各財産区とも、管理運営のための経費を計上

するものでございます。その結果、予算総額は

歳入歳出それぞれ22万4,000円の増となったと

ころでございます。 

  次に、議第９号令和４年度寒河江市下水道事

業会計予算について御説明申しあげます。 

  公共用水域の水質保全と快適で文化的な生活

環境の改善を目指し、適切かつ効果的な整備促

進に努め、水洗化率の向上と雨水浸水対策に重

点的に取り組み、持続可能な経営基盤の確立を

テーマとして予算編成をしたところであります。 

  収益的収入及び支出については、収入総額15

億264万8,000円、支出総額14億4,869万2,000円

とし、資本的収入及び支出については、収入総

額６億3,651万7,000円、支出総額11億5,981万

5,000円とするものでございます。 

  次に、議第10号令和４年度寒河江市立病院事

業会計予算について御説明申しあげます。 

  地域の医療ニーズに的確に応え、回復期機能

の充実を図り、市民がいつでも安心して受診で

きる病院づくりを進めながら、病院経営の健全

化に向けた予算編成を行ったところであります。 

  収益的収入及び支出については、収入総額及

び支出総額とも20億1,380万円とし、資本的収

入及び支出については、収入総額を１億2,540

万2,000円に、支出総額を１億7,110万円にする

ものでございます。 

  次に、議第11号令和４年度寒河江市水道事業

会計予算について御説明申しあげます。 

  水道施設の強靱化、安全で安心な水道水の安

定供給、有収率の向上及び持続可能な経営基盤

の確立をテーマとして予算編成をしたところで

ございます。 

  収益的収入及び支出については、収入総額は

11億416万8,000円、支出総額は10億3,070万

9,000円とし、資本的収入及び支出については、

収入総額は１億5,568万2,000円、支出総額は６

億5,714万円とするものでございます。 

  次に、議第12号寒河江市ゼロカーボンシティ

宣言についてを御説明申しあげます。 

  地球温暖化が原因と考えられる気候変動に対

し、持続可能な脱炭素型社会の実現に向けた取

組を進め、2050年までに二酸化炭素の排出量を

実質ゼロにするまちを目指し、寒河江市ゼロカ

ーボンシティ宣言を行うものでございます。 

  次に、議第13号寒河江市課制条例の一部改正

についてを御説明申しあげます。 

  教育委員会で総合的に慈恩寺振興を担うため、

所要の改正をしようとするものでございます。 

  次に、議第14号寒河江市職員の育児休業等に

関する条例の一部改正についてを御説明申しあ

げます。 

  非常勤職員の育児休業及び部分休業の取得要

件の緩和等を行うため、所要の改正をしようと

するものでございます。 

  次に、議第15号つのだ地域コミュニティ活性

化推進基金条例の制定についてを御説明申しあ

げます。 

  角田商事株式会社からの寄附金を原資にして、

地域コミュニティーの活性化を推進する事業を

実施するため、本条例を制定しようとするもの

でございます。 

  次に、議第16号寒河江市地域経済牽引事業の

促進のための固定資産税の課税免除に関する条

例の制定についてを御説明申しあげます。 

  地域経済牽引事業の促進による地域の成長発

展の基盤強化に関する法律による地域経済牽引

事業の計画に基づく固定資産税を設置した事業

者に対する固定資産税を免除するため、本条例

を制定しようとするものでございます。 

  次に、議第17号寒河江市立保育所設置条例の

一部改正についてを御説明申しあげます。 

  寒河江市立しばはし保育所が民間立の保育施

設に移行するため、所要の改正をしようとする

ものでございます。 

  次に、議第18号寒河江市市民浴場に関する条
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例の一部改正についてを御説明申しあげます。 

  東日本大震災の被災者等に対し、市民浴場の

使用料を無料とする期間を１年間延長するため、

所要の改正をしようとするものでございます。 

  次に、議第19号寒河江市が管理する市道の構

造の技術的基準等を定める条例の一部改正につ

いてを御説明申しあげます。 

  高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に

関する法律等の一部改正に伴い、所要の改正を

しようとするものでございます。 

  次に、議第20号寒河江市都市公園条例の一部

改正についてを御説明申しあげます。 

  成年となる年齢の引下げに伴い、所要の改正

をしようとするものでございます。 

  次に、議第21号西村山広域行政事務組合と寒

河江市との事務委託に関する規約の一部変更に

ついてを御説明申しあげます。 

  交通災害共済事業を廃止することに伴い、西

村山広域行政事務組合と寒河江市との事務委託

に関する規約の一部を変更する必要があるため、

地方自治法第252条の14第３項の規定により提

案するものでございます。 

  次に、議第22号辺地に係る公共的施設の総合

整備計画の一部変更についてを御説明申しあげ

ます。 

  幸生辺地の公共的施設整備につきましては、

第10期辺地総合整備計画に基づき実施している

ところでありますが、観光施設整備について新

たに工事を行う必要があるため、辺地に係る公

共的施設の総合整備のための財政上の特別措置

等に関する法律第３条の規定により、第10期幸

生辺地総合整備計画を変更しようとするもので

あります。 

  次に、議第23号辺地に係る公共的施設の総合

整備計画の一部変更についてを御説明申しあげ

ます。 

  田代辺地の公共的施設整備につきましては、

第10期辺地総合整備計画に基づき実施している

ところでありますが、観光施設整備について新

たに工事を行う必要があるため、辺地に係る公

共的施設の総合整備のための財政上の特別措置

等に関する法律第３条の規定により、第10期田

代辺地総合整備計画を変更しようとするもので

あります。 

  以上、24案件を御提案申しあげましたが、よ

ろしく御審議の上、御可決くださいますよう、

お願い申しあげる次第であります。 

 

   散    会    午前１０時４４分 

 

○國井輝明議長 本日はこれにて散会いたします。 

  御苦労さまでした。 
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農 業 委 員 会 
事 務 局 長 

 小 林 博 之  商工推進課長 

鈴 木   隆  健康福祉課長  今 野 育 男  高齢者支援課長 

眞 木 立 子  子育て推進課長  小 林 弘 之  病 院 事 務 長 

佐 藤   肇  学校教育課長     

○事務局職員出席者 

高 林 雅 彦  事 務 局 長  東海林 茂 美  総 務 主 幹 

兼 子 拓 也  総 務 係 主 任  古 谷 駿 幸  総 務 係 主 事 
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   議事日程第２号      第１回定例会 

   令和４年３月７日（月）  午前９時３０分開議 

 

   再  開 

日程第 １ 一般質問 

 〃  ２ 議会案第１号 ロシアによるウクライナ侵略に断固抗議する決議 

 〃  ３ 議案説明 

 〃  ４ 質疑・討論・採決 

   散  会 

 

 

   本日の会議に付した事件 

 

   議事日程第２号に同じ 

 

 

 

   再    開     午前９時３０分 

 

○國井輝明議長 おはようございます。 

  ただいまから本会議を再開いたします。 

  本日の欠席通告議員はありません。 

  出席議員は定足数に達しておりますので、こ

れより本日の会議を開きます。 

  ここで、本日の会議運営について、議会運営

委員長の報告を求めます。阿部議会運営委員長。 

   〔阿部 清議会運営委員長 登壇〕 

○阿部 清議会運営委員長 おはようございます。 

 本日の議会運営につきましては、本日、委員６

名全員出席並びに関係者出席の下、議会運営委員

会を開催し協議いたしましたので、その結果につ

いて御報告申しあげます。 

 初めに、本日追加されます案件について申しあ

げます。 

 追加案件は、議会案第１号ロシアによるウクラ

イナ侵略に断固抗議する決議の１件であります。 

 このことにより、議事日程の一部変更が必要と

なります。 

  日程変更の詳細につきましては、お示しして

おります日程表のとおり変更となります。 

  以上、よろしくお取り計らいくださいますよ

うお願い申しあげ、報告といたします。 

○國井輝明議長 お諮りいたします。 

  本日の会議運営は、ただいまの議会運営委員

長報告のとおり決定することに御異議ありませ

んか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、本日の会議運営は議会運営委員長報

告のとおり決定いたしました。 

  本日の会議は、議事日程第２号によって進め

てまいります。 

 

一 般 質 問 

 

○國井輝明議長 日程第１、これより一般質問を

行います。 

  通告順に質問を許します。質問時間は、１議

員につき答弁時間を含め60分以内となっており

ますので、要領よくかつ有効に進行されますよ
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うお願いいたします。 

  この際、執行部におきましても、質問者の意

をよく捉えられ、簡潔にして適切に答弁される

よう要望いたします。 

 

 一般質問通告書   

 令和４年３月７日（月）                         （第１回定例会） 

番号 質 問 事 項 要          旨 質  問  者 答 弁 者 

１ 

 

 

 

２ 

 

３ 

 

高齢者が健康に生

きていくために 

 

 

さがえこうのとり

応援事業について 

気候危機の中、急

がれるゼロカーボ

ン 

（１）高齢者の聞こえ難さへの補聴器の

補助について 

（２）要介護４・５の高齢者が受けられ

る特別障害者手当について 

 ４月より、不妊治療が保険適用になる

が、この事業の今後の展開について 

 気候危機への対応や世界共通の目標で

ある温室効果ガス削減に向けた寒河江市

の対応について 

２番 

太 田 陽 子 

市 長 

 

 

 

市 長 

 

市 長 

 

４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域の活性化と人

口減少対策につい

て 

 

（１）定住人口が減少する中、移住定住

や二地域居住に向けた施策について 

  ア ワーケーションの利用状況等に

ついて 

  イ 空き家解消も兼ねた今後の取組

について 

（２）地域の活性化につながる生活環境

の充実に向けた施策について 

  ア 私道等の解消に向けて 

  イ 高屋西浦地区の市営住宅跡地に

ついて 

  ウ 学校整備計画（案）で南部小学

校が統合されることについて 

（３）若者の流出対策と交流人口増加に

ついて 

  ア 若者や若年女性の流出対策につ

いて 

  イ 寒河江工業高等学校の令和６年 

   ４月供用開始に向けて 

  ウ 寒河江スケートパークについて 

３番 

鈴 木 みゆき 

市 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

感染症拡大防止対

策で混乱と混迷が

（１）看護・介護・保育現場のいわゆる

エッセンシャルワーカーの処遇改善

７番 

渡 邉 賢 一 

市 長 

病院事業管理者 
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番号 質 問 事 項 要          旨 質  問  者 答 弁 者 

 

 

 

 

 

 

 

６ 

続き、深刻な影響

を受けている地域

経済の再生、市民

生活の再建に向け

たさらなる緊急対

策について 

 

さがえっ子の未来

を築き、明日への

希望を実感できる

「学校施設整備計

画（案）」につい

て 

について 

（２）コロナ関連の現場で働く職員の負

担軽減を図るため、業務量に見合っ

た適正な人員配置について 

（３）定年制延長に伴う職員採用計画に

ついて 

（４）職員採用試験見直しについて 

（１）アンケート調査等の意見反映にい

て 

（２）市民への説明責任について 

（３）中学校３校統廃合による一極集中

の問題点について 

（４）新中学校建設予定地について 

（５）さらなる過疎化の進行と人口減少

問題への対応について 

 

 

 

 

 

 

 

市 長 

教 育 長 

７ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 

空き家対策につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

農業全般について 

 

（１）現在の空き家件数について 

（２）今後の対応について 

（３）２次調査はいつからどのような方

法で行うのかについて 

（４）「寒河江市空き家等対策協議会」

のメンバーについて 

（５）「寒河江市空き家相談窓口」の設

置で何件の相談があったのか、相談

の内容について 

（６）空き家バンクに登録している人数

について 

（７）空き家バンクへの登録のメリット

について 

（８）空き家の利活用について 

（９）空き家対策の進捗について 

（１）「はえぬき」など米価が大幅に下

がったことについて 

（２）本県の米農家への緊急支援につい

て 

（３）作付転換の推進について 

（４）収入保険の加入について 

１０番 

太 田 芳 彦 

市 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市 長 
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番号 質 問 事 項 要          旨 質  問  者 答 弁 者 

（５）樹木や施設の雪の被害について 

（６）凍霜害予防の設備普及について 

（７）さくらんぼの将来について 

９ 

 

 

 

 

 

１０ 

 

 

１１ 

 

将来の学校と教育

について 

 

 

 

 

市立学校が統合さ

れ、廃校となった

学校の姿について 

少子化対策につい

て 

（１）新中学校建設の予定地について 

（２）学校運営協議会やコミュニティ・

スクールの方向性について 

（３）小中学校の通学手段について 

（４）国際交流について 

（５）郷土愛を育む教育について 

 市立学校が統合された後、廃校となっ

た学校の利活用について 

 

（１）本市の産婦人科医院の状況につい

て 

（２）子育て環境について 

９番 

佐 藤 耕 治 

教 育 長 

 

 

 

 

 

市 長 

 

 

市 長 

 ※表内の文字表記は実際の通告書に基づき掲載しております。 

 

 

太田陽子議員の質問 

 

○國井輝明議長 通告番号１番から３番までにつ

いて、２番太田陽子議員。 

○太田陽子議員 おはようございます。日本共産

党の太田陽子です。 

  今年度は、日本全国を覆う豪雪で、今まで経

験のないことの繰り返しでした。昨日も３月に

しては大雪で、我が家は、今朝、除雪機を出動

しました。 

  また、ロシアがウクライナへの侵略を開始し

たなど、大雪などは止められませんが、戦争は

国連や多くの国々の英知を集め、地球を守るた

め戦争を回避するのが、今、全ての地球に住む

者が目指すべき一番のことと思います。子や孫

へ平和な地球を残すことが、政治家の使命だと

思います。 

  昨夜ニュースで、ウクライナのある町で爆撃

を受け、子供が頭にけがを負い病院に運ばれて

いるシーンがありました。皆さんも御覧になっ

たと思いますが、あれを見て、夫と２人で見て

いたのですが、２人で涙を流さずにいられない、 

そんな思いで見ました。何の罪もない子供が、

今そういう状況に遭っています。ぜひ皆さん、

戦争はやめようと大きく声を上げていこうでは

ありませんか。 

  日本国憲法の前文では、「日本国民は、恒久

の平和を念願し、人間相互の関係を支配する崇

高な理想を深く自覚するのであって、平和を愛

する諸国民の公正と信義に信頼して、われらの

安全と生存を保持しようと決意した。われらは、

平和を維持し、専制と隷従、圧迫と偏狭を地上

から永遠に除去しようと努めている国際社会に

おいて、名誉ある地位を占めたいと思う。われ

らは、全世界の国民が、ひとしく恐怖と欠乏か

ら免かれ、平和のうちに生存する権利を有する

ことを確認する。」とあります。今こそ、この

精神の下、国際社会に訴え、平和裏に話合いの

場を持つことをすべきではないでしょうか。早



 - 26 - 

くウクライナに平穏の日々が訪れるように、願

わずにはいられません。 

  私は、日本共産党と、この質問に関心を寄せ

ている市民を代表して質問いたします。誠意あ

る答弁をお願いいたします。 

  通告番号１番、高齢者が健康に生きていくた

めに、であります。 

  高齢性難聴者への補聴器の補助についてであ

ります。 

  最近、親しくしておりました高齢者の方が認

知症にかかりました。数年前から、耳の聞こえ

が悪くなったと話しておられました。ＪＡなど

で補聴器のモニタリングなどをし、販売するな

どのときに補聴器をつけてみたことがあり、補

聴器をつけると聞こえがよくなると話しており

ました。が、値段を聞くと、自分の年金ではど

うしようもない金額で、話が折り合わずという

ことを話しておられました。そのまま治療もな

く生活を続けておられましたが、加齢によるも

のだという諦めもありました。ここ二、三年の

うちに運転免許証も返納し、認知症はみるみる

進んでいったようで、徘回などもするようにな

りました。 

  難聴は認知症の一因でありますが、聞こえだ

けが認知症の原因とは考えられません。でも、

聞こえがよくなっていたらと思うと残念であり

ます。 

  全国的に広がりを見せている補聴器購入助成

を寒河江市でも行うことができないでしょうか、

お伺いいたします。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 おはようございます。 

  太田議員からは、高齢者への補聴器の助成に

ついてどうかということでありますが、認知症

については、御案内のとおり、高血圧とか糖尿

病、それから喫煙、また加齢による聞こえ難さ

など、様々な要因で発症するというふうに考え

られているわけでありますけれども、高齢者の

４人に１人が認知症、またはその予備群と言わ

れているわけであります。誰もがなり得る可能

性のある身近な病気だというふうに言われてお

ります。 

  この認知症に関しては、生活習慣病の予防や

社会参加による社会的孤立の解消、さらには運

動や食事の改善などが発症の予防につながる可

能性が高いと言われているわけであります。 

  そういった意味で、本市におきましては、効

果的な予防方法を収集しながら、予防も含めた

認知症への備えとして、フレイル予防やＭＣＩ、

これは軽度認知障がいのことでありますけれど

も、ＭＣＩ対策の取組を推進しているところで

あります。 

  このフレイルというのは、御案内かと思いま

すが、加齢によって身体機能や予備機能が低下

した状態をいうんだそうでありますが、健康な

状態と要介護となる状態の間に位置するという

ことで、フレイルの状態であれば、栄養状態や

運動を改善することで、再び健康な状態に戻る

ことができるものというふうに考えられている

ところであります。 

  そのようなことから寒河江市では、高齢者に

なっても住み慣れた地域の中で、健康で安心し

て生きがいを持って暮らしていけるように、は

つらつコグニサイズ運動教室、また聞き慣れな

い名前のあれが出てきましたけれども、コグニ

サイズ運動教室、それから、はつらつ転倒予防

教室などのフレイル転倒予防事業、さらには元

気高齢者づくりポイント制度などで、社会参加

事業などに取り組んで認知症対策を推奨してい

るところであります。 

  このコグニサイズというのは、国立長寿医療

研究センターが開発した運動と認知課題、計算

するとか、しりとりをするなどということで、

そういうものを組み合わせた認知症予防を目的

とした取組の総称をいうのであります。英語の

コグニッション（認知）とエクササイズ（運
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動）を組み合わせたものということで、そうい

うものを教室の中で取り入れて実践していると

いうことであります。 

  認知症の方を地域で支えるための仕組みづく

りというのも大事でありまして、認知症につい

て正しく理解していただくための啓発などを

我々も行って、優しいまちづくりを推進してい

るところであります。 

  御質問にありました認知症対策としての高齢

者への補聴器購入補助でございますけれども、

議員御指摘のとおり、加齢による聞こえ難さも

認知症発症の要因の一つであるというふうに考

えられておりますので、今後、いろんな自治体

で取組を進めている状況でありますから、そう

いう状況を我々も研究させていただいて、また、

国県などの動向なども注視しながら、実態を把

握した上で検討していきたいというふうに考え

ております。 

○國井輝明議長 太田議員。 

○太田陽子議員 いろいろな教室などを市で開い

てくださっているのは分かりますが、耳の聞こ

えが悪くなるとそういう教室への参加も疎まし

くなり、なかなかそういうことに参加できなく

なるという現状もあります。やっぱ聞こえは大

事なので、考えていただきたいと思います。 

  県内初となりますが、庄内町で、この新年度

予算で補聴器の補助を実施します。いろいろな

制限はありますが、２万円の助成を実施すると

いうのが決まっています。ぜひ寒河江市でも考

えていただきたいと思います。 

  老化は病気であり、治療することによって健

康を維持し、長生きできるということを研究し

ている方がいるということですが、長生きする

ことを心から喜べない現状があるのではないで

しょうか。 

  年金は４月より減り、10月より、所得の条件

はありますが、後期高齢者の医療費の窓口負担

が２倍になります。高齢者に優しいことが、今

のところ何一つ見当たらない状況です。 

  市会議員になるときに、市民の皆さんから寄

せられた声で一番多かったのが、「国保税の負

担が大きい」「年金で入所できる高齢者施設」

というのが圧倒的でした。私ぐらいの年齢は、

自分も年金生活なのに、親の介護や子や孫の世

話もあり働き続けているなど、大変な生活を強

いられている方も多いと思います。 

  老いに対しての恐怖心をあおるようなテレビ

ショッピング。膝、腰、物忘れ、あれもこれも

と考えたら、サプリは１回何錠飲めばいいでし

ょうか。最低でも３か月飲み続けるなど、うた

い文句です。幾らお金があっても足りません。

安心して老えられるように、白内障の手術が保

険適用になったように、加齢性の難聴や老眼な

ど保険適用になるよう、今後、国に働きかけを

していくことが大事であると思います。ぜひ市

長会などでも考えていただきたいと思います。 

  次に、要介護４・５の認定を受けている高齢

者への特別障害者手当の支給についてでありま

す。 

  今、特別障害者手当の支給の現状はどうなっ

ているのでしょうか、お伺いいたします。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 御質問の特別障害者手当につい

ては、昭和61年の４月に、これまでの福祉手当

制度が廃止されて、障がい者の生活の基盤とな

る所得保障制度を確立するために、障害基礎年

金と合わせて新たに創設された制度の手当であ

ります。 

  精神または身体の重度の障がいによって、在

宅での日常生活において常時特別の介護を必要

とする状態にあるため、その負担を軽減するこ

とを目的にした手当になっております。 

  御質問にありました本市の状況でありますが、

この令和４年２月現在で41名の方が支給対象と

なっておりますが、そのうち２名の方は、本人

または扶養義務者の所得制限により支給停止と
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なっております。また、ここ10年の支給対象者

数の平均は37名ということで、大きな増減はな

い状況であります。 

  なお、現在の支給対象者の年齢別状況として

は、20歳から40歳未満の方が半数以上の23名、

56％、65歳以上の方は９名、22％となっており

ますが、重度の障がい者として障害者手帳を取

得した方々が主で、特別な介護が必要とされる

方の全員が要介護認定を受けているという状況

になってございます。 

○國井輝明議長 太田議員。 

○太田陽子議員 この特別障害者手当というのは、

先ほど市長からもあったように、重度の介護が

必要な方も対象になるのでないかと思うのです

が、在宅介護で御苦労している方に対して、こ

ういう制度がある、対象になる人が制度を知ら

なかったということがないように、啓発活動も

大事なのではないかと思います。今後どのよう

に啓発していくのか、お伺いしたいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 この特別障害者手当制度の啓発

については、市報において毎年、この特別障害

者手当制度だけでなくて、福祉手当や児童扶養

手当などの紹介も含めて、子育てと福祉のため

の各種手当制度の周知のために特集を組ませて

いただいております。また、市のホームページ

にも掲載し、広く一般の方にも周知しておりま

すし、また、障がい者団体に対しても定期的に

様々な情報を含めて提供しているところであり

ます。 

  また、障がい児・者に対しての支援に関する

情報については各医療機関などとも連携してお

りますので、医療機関からは、特別障害者手当

に限らず、障がい児・者の支援に関する様々な

情報提供と、各種申請に関する指導、助言をい

ただいております。医療機関からの勧めで特別

障害者手当の申請をなさる方もおられますので、

今後も関係機関、団体とも連携を密にしながら、

情報の提供に一層努めてまいりたいというふう

に考えているところでございます。 

○國井輝明議長 太田議員。 

○太田陽子議員 この間は学校の特集がありまし

たが、あのように市報で定期的に取り上げてい

ただくのは大変よいことだと思うので、ぜひ継

続していただきたいと思います。 

  今、在宅介護で御苦労している方や困難を抱

えている方など、手を挙げられなくている方も

いらっしゃるのではないかと思います。特別障

害者手当がその方々への応援になるのではない

かと思うので、支給要件に合う方に対しては、

今後支給をできるのだという周知と、そういう

支給を受けられるという状態をつくっていただ

きたいと思います。 

  「介護を社会的なもの」にということで介護

保険が始まって、もう今年度で22年目になりま

す。介護疲れの心中、殺人など、悲劇が後を絶

ちません。安心して老いられる環境はまだまだ

十分とは言えません。かえって悪化しているの

ではないかとさえ思われます。 

  お金がなければ介護も受けられない、こんな

状況が本当にあっていいのかと私は常々思って

おります。80になっても働かなければならない

と、一生懸命歯を食いしばって頑張っている方

など、「在宅介護は大変だけど、入所施設はも

っとお金が足りなくて大変だ」「いつまで続く

か分からない。大学だったら４年で卒業するけ

れども、介護は卒業がない」など聞こえてきま

す。せめてもの応援として、在宅介護者に対し

て何か激励金のようなものがあってもよいので

ないかと思います。ぜひ市として考えていただ

きたいなと希望します。 

  通告番号２番、さがえこうのとり応援事業に

ついてであります。 

  不妊治療が令和４年度から保険適用になりま

す。高額で諦めていた方なども、保険適用によ

り治療を受けやすくなるのではないでしょうか。
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治療が成功し、妊娠に至る確率が20％以下だと

いうのを、この間、保健師さんからお伺いしま

した。そうであれば、高額な不妊治療を受けよ

うか悩んでいる方も多いのではないでしょうか。 

  この間の山新では、１回の不妊治療に50万円

くらいかかるということが書いてありました。

保険が適用されるのであれば、治療を受けてみ

ようかと考える方も増えるのではないでしょう

か。 

  不妊治療に対しての応援補助金を支給する

「さがえこうのとり応援事業」、令和３年はど

のくらいの市民が事業を活用していたのか、お

伺いいたします。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 寒河江市におきましては、この

特定不妊治療費への助成については、平成19年

度から実施をしているのでありますが、平成30

年度からは「さがえこうのとり応援事業」とい

うことで、医療保険適用外の高額な治療費のか

かる体外受精や顕微授精などの特定不妊治療に

対して、県の補助事業へ上乗せして助成を行っ

ているわけであります。 

  また、市の独自事業として、一般不妊治療と

しての人工授精への助成を実施しております。

さらには、令和元年度からは、高額な医療費の

かかる不育症治療への助成事業も追加をさせて

いただいて、子供を持ちたいと希望されている

御夫婦に対して、経済的な面から支援を実施さ

せていただいております。 

  御質問の令和３年度の事業の活用状況であり

ますが、この２月末現在におきましては、特定

不妊治療費助成事業は28件、一般不妊治療費助

成事業は５件、不育症治療費助成事業は１件と

いうことでございます。 

○國井輝明議長 太田議員。 

○太田陽子議員 令和２年度の決算ですと、特定

不妊治療が40件ありました。この間28件と、大

分減っているなあという感じがありますが、で

も、まだこのぐらいの需要があり、子供が生ま

れる可能性が出ているのであれば、やっぱり充

実してほしいなと思います。 

  令和４年４月より不妊治療が健康保険の適用

になるのですが、この予算案でも400万円のさ

がえこうのとり応援事業が計上されております。

この事業をどのように継続していくのかお伺い

したいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 ただいま議員から御指摘のとお

り、令和４年４月の診療報酬改定におきまして、

高額な不妊治療への医療保険の適用が拡大され

ることになって、治療を受ける方の窓口負担は

原則３割になるわけであります。 

  そして、治療費が高額になる場合は、高額療

養費制度が適用されて自己負担の一部が払戻し

されることになるわけでありますが、一定程度

の自己負担が生じることが推測されるわけであ

ります。そのため県では、自己負担分について

一部助成することを予定しております。負担軽

減が図られることが期待されているわけであり

ます。 

  現時点において、明示されている保険適用に

なる対象内容の一つとしては、対象治療開始時

に、女性が40歳未満の場合は１子につき６回ま

で、40歳以上43歳未満の場合は１子につき３回

までという、対象者の年齢や回数制限の設定が

あるようでございます。 

  寒河江市としては、新年度より、40歳以上43

歳未満の場合でも、４回目以降でも、保険適用

外の自由診療において治療を希望する御夫婦に

対しまして、６回まで、上限30万円の助成金を

支給させていただいて、経済的負担の軽減を図

ってまいりたいというふうに考えているところ

であります。また、不育症治療についても、従

来どおり助成を実施していきたいというふうに

考えております。 

  今申しあげましたが、現時点で保険適用後の
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全容というのが明らかになっておりませんので、

受益者負担の動向というのが予測できないとこ

ろでありますので、その適用後の受診者負担状

況などを十分注視しながら、また、国県の支援

の動向などを考えながら今後も対応してまいり

たいというふうに考えております。 

○國井輝明議長 太田議員。 

○太田陽子議員 不妊に悩む女性にとって、大変

応援になるのではないかと思います。ぜひ融通

の利く、その時点時点で臨機応変に対応してく

ださるようお願いします。 

  今、制度の改正など、多くの市民が活用でき

るようになるという不妊治療なんですけれども、

この情報とか周知徹底する方法とか、あと相談

窓口など、どのように考えていくのかお伺いし

たいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 これまでも申しあげましたが、

保険適用外で高額な治療費がかかる不妊治療が、

保険適用の対象になるということは画期的なこ

となのではないかというふうに思いますし、子

供さんを持ちたいと希望しながらも、治療が必

要な御夫婦にとっては朗報であるというふうに

思います。 

  国においても、広報や各種メディアなどで情

報提供されるということが予測されるわけであ

りますけれども、市におきましても、もちろん、

市報をはじめ市のホームページや寒河江ぽけっ

とナビなどを活用するなど、機会を捉えて治療

の保険適用化、そして、寒河江市のそれを補う

さがえこうのとり応援事業に関しての情報を的

確かつ積極的に発信をして、子供さんを持ちた

いと希望する方が情報を入手しやすいような環

境をつくっていきたい、周知には工夫をしてい

きたいというふうに考えております。 

○國井輝明議長 太田議員。 

○太田陽子議員 この間、議会と高校生の意見交

換会で高校生が言うには、ツイッターとかをよ

く見るということでした。寒河江市も公式ツイ

ッターをしているので、例えば不妊というのは

どういうふうなことで不妊になるのかなど、き

ちんとそういうものをツイッターなどで発信す

るというのも一つなのではないでしょうか。ぜ

ひＳＮＳを活用して、若い世代に周知徹底でき

るよう取り組んでいただきたいと思います。 

  14人に１人が体外受精で生まれる時代だそう

です。保険適用になり不妊治療を受けやすくな

りましたが、今後の課題としてですが、寒河江

市ではこの間、市職員に対して不妊治療を受け

やすいように規則を改正しておりますが、市内

の事業所や自営業、農業などへの支援、まだま

だ足りないのではないかと考えられます。 

  市以外の事業所に対しての周知徹底など、先

進地域ではどういうふうにしているのかなど研

究していただいて、寒河江市で何ができるか検

討し、少子化の克服の一環として、このよい施

策を生かした市政運営にしていただきたいと希

望します。 

  出生率が2.0になるよう、国が滅びないよう

に、寒河江市としても、今後より一層の少子化

対策に取り組んでいただきたいと思います。 

  続いて、通告番号３番です。気候危機の中、

急がれるゼロカーボンについてであります。 

  気候危機への対応や世界共通の目標である温

室効果ガスの削減に向けた寒河江市の対応につ

いてお伺いします。 

  一昨年の豪雨災害や今年の豪雪など、気候変

動が大きく、今まで経験したことのないような

ことが起こり、目の当たりにしてきました。一

昨年の豪雨災害など、あと１日大雨が降ったら、

我が家は寒河江川で浸水の危険があったのでは

ないかと実感しました。もう家すれすれまで、

水が怖いくらいに上がってきました。 

  世界は、ＣＯＰ26などゼロカーボンに向けて

本気の取組をしています。日本は、またＣＯＰ

26でも化石賞を受賞してしまいました。しかし、
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ぐだぐだ言っている時間はない。とにかく地球

に生きる一人として、どのような取組が必要か

みんなで考え、国連・ＩＰＣＣ（気候変動に関

する政府間パネル）「1.5℃特別報告書」は、

2030年までに、大気中の温室効果ガス（その大

半はＣＯ２の排出）を2010年比で45％削減、

2050年までに実質ゼロを達成できないと、世界

の平均気温の上昇を、産業革命前に比して1.5

度までに抑え込むことができないことを明らか

にしました。 

  目標は、外国並みにＣＯ２の削減に取り組む

ことが大事であり、地球を守ることにつながり

ます。来年度、ゼロカーボンシティ宣言をする

に当たり、寒河江市として具体的にどのような

施策を考えているのかお伺いします。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 太田議員御指摘のとおり、近年、

地球温暖化が原因と見られる異常気象により自

然災害が多発しております。私たちの暮らしに

深刻な影響を及ぼしている状況であります。 

  地球温暖化対策は、全世界共通の喫緊の課題

というふうになっておりまして、御指摘のとお

り、2015年に合意されたパリ協定では、産業革

命からの平均気温上昇の幅を２℃未満として、

1.5℃に抑えるよう努力するという目標が国際

的に広く共有されております。 

  その後、2018年に公表されたＩＰＣＣ・国連

の気温変動に関する政府間パネルの特別報告書

では、気温上昇を２℃よりリスクの低い1.5℃

に抑えるためには、2050年までに二酸化炭素の

排出量を実質ゼロにする必要があると公表され

たところでございます。 

  我が国においては、2020年10月に、「2050年

カーボンニュートラル、脱炭素社会の実現を目

指す」との宣言をいたしました。こうした状況

を踏まえまして、本市におきましても、今定例

会において「寒河江市ゼロカーボンシティ宣

言」を議案として上程させていただいていると

ころであります。 

  このゼロカーボンシティ宣言につきましては、

議第12号の宣言案のとおりでございますが、

2050年までに温室効果ガスの排出量を実質ゼロ

にすることを目指して、持続可能な脱炭素型社

会の実現に向けた取組を進めていくことの表明

でございます。 

  本市においては、既に新第６次寒河江市振興

計画において、ゼロカーボンシティの実現に向

けて、省エネルギー活動や再生可能エネルギー

の普及拡大を図るという重点目標を掲げて、太

陽光発電など再生可能エネルギー設備導入への

支援でありますとか、小中学校での環境教育を

実施しているところでございます。 

  今後のさらなる取組としては、令和４年度よ

り、公共施設における使用電力を自然エネルギ

ー由来である再生可能エネルギーへと転換を進

めていき、温室効果ガスの削減を図ってまいり

たいと考えているところであります。 

  また、寒河江市環境基本計画と寒河江市地球

温暖化対策実行計画の見直しを予定して、その

計画見直し過程の中で、本市に適した地球温暖

化対策を検討して、ゼロカーボンシティに向け

た新たな施策、指標を策定していきたいという

ふうに考えているところでございます。 

○國井輝明議長 太田議員。 

○太田陽子議員 具体的な施策など、今回の第６

次振興計画の見直しで、Ｖ２Ｈ設備への補助な

どを新たに検討していることもありますが、な

かなか電気自動車の購入や太陽光発電・蓄電な

ど、機材を用意するのに高価であるとか、あと

古い家では屋根が対応できず、太陽光発電のパ

ネルが上げられないなどなど、個人の再エネに

対しては今後も支援の充実が必要と思われるの

ですが、どのようにお考えでしょうか。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 ただいま御指摘にありました再

生可能エネルギー設備導入への支援であります
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けれども、市内の一般住宅や事業所を対象とし

て、太陽光発電設備や蓄電池、木質バイオマス

燃料機器等の設置について補助を行っておりま

す。これは平成30年度から行わせていただいて

おりますが、市民の皆さんの再生可能エネルギ

ーへの意識が高まっているということから、今

年度におきましては、昨年の９月に補正予算で

追加をさせていただいている状況でございます。

来年度も実施していくということになりますが、

さらに令和４年度からは、先ほどありましたこ

れまでのメニューに加えて、電気自動車と住宅

の相互充放電を可能にするＶ２Ｈ設備について

も、補助対象にすることを予定しているところ

であります。 

  今後も、再生可能エネルギーの活用について

は、新しい技術が展開されていくということが

想定される分野でありますので、そのような技

術革新に合わせて、設備導入への補助対象の拡

充でありますとか適切な情報の提供などを行っ

て、再生可能エネルギー設備の普及促進をさら

に進めていきたいというふうに考えております。 

  さらに、こういった設備導入への支援と併せ

て、ライフスタイルの変革や消費電力の削減と

いった省エネルギー活動の実践も前からやって

いるわけですけれども、さらに意識の高揚を図

りながら総合的に取り組んでいくということが

必要かというふうに思います。そういう取組を

進めて、ゼロカーボンシティに向けた持続可能

な循環型社会の構築に向かって進んでまいりた

いというふうに考えているところでございます。 

○國井輝明議長 太田議員。 

○太田陽子議員 ますます省エネなど必要になっ

てくるのでないかと思います。断熱による省エ

ネ住宅へのリフォームとか、太陽光パネル、蓄

電池への補助とか、多くの市民が利用できるよ

うになってほしいと思います。 

  あと、ＣＯ２削減目標の意味と緊急性を広く

市民に理解してもらうため、啓発活動が重要に

なってくるのではないか、一人一人の考え方を

変えていかなければならないのではないかと私

は思っておりますが、市長はどのようにお考え

かお伺いします。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 これまでお答え申しあげたとお

り、国では、パリ協定以降の国際的な流れを受

けて、令和２年10月に、「2050年カーボンニュ

ートラル、脱炭素社会の実現を目指す」という

ことを宣言し、令和３年４月に、この実現に向

けた中期目標として、2030年度に温室効果ガス

を46％削減、さらには、50％の高みに向け挑戦

を続けることを表明しているわけであります。 

  この2030年までというのは、残すところ８年

しかないわけであります。この大きな目標に対

して予断を許さない状況なのではないかという

ふうに思いますし、市におきましても全力を挙

げて目標達成に向かって取り組んでいく必要が

あるというふうに思っております。 

  この目標を達成していくためには、市民の皆

さんからも、温室効果ガスの排出量削減の重要

性について改めて広く知っていただくというこ

とが肝要かというふうに思います。これまでも

市のほうでは、市報で温暖化対策の特集記事の

掲載をしたり、また、小学４年生を対象にして、

タブレットを使ってのエコチャレンジ、出前講

座などの環境教育を実施してきたりということ

で、啓発活動を行ってきたわけでありますけれ

ども、来年度におきましては、こうした市報で

の連載や小学生の環境教育の推進のほかに、エ

コドライブ講習や講演会の実施など、市民の皆

さんに関心を持ってもらえるような様々な機会

を設けていきたいというふうに考えているとこ

ろでございます。 

  また、節電とか節水、それから食品ロスをな

くすこと、私たちが身の回りから始められる、

国が進めているゼロカーボンアクション30など

の取組も広く紹介していきたいというふうに考
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えているところであります。 

  いずれにいたしましても、市民の皆さんお一

人お一人が、この気候変動に起因して生ずる生

活、社会、経済、そして自然環境における影響

というものを理解していただいて、地球温暖化

防止に対する意識を身近なものとして考えて、

小さなことからでも行動に移していってもらえ

るよう、そういったきめ細かな情報を発信して

いくことが大事なのではないかというふうに考

えておりますので、これからもそういった意味

で啓発活動により一層力を入れてまいりたいと

いうふうに考えているところであります。 

○國井輝明議長 太田議員。 

○太田陽子議員 地球に住む一人一人が自覚を持

って、エネルギー問題、ＣＯ２の削減を考えて

いかなければならない世の中になってきたなあ

と、私もこの質問をするに当たりいろいろな本

を読んで本当に感じております。 

  営農型太陽光発電、小水力発電、地域の条件

に合った自然エネルギーが必要で、あと８年に

迫った2030年までの目標達成に、市民の力を活

用し本当に達成していかなければ、国際社会か

ら取り残されてしまうのではないかと危惧して

おります。 

  学校教育の中でも、エコチャレンジとか、先

ほど市長のほうからあったようにやっていると

いうこともありますが、かもがわ出版で出して

いる「こども気候変動アクション30」という本

なんですが〔資料を示す〕、こういう本なんか

も結構何冊も出ております。ぜひ学校の図書と

か、図書館にもあるのではないかと思いますが、

配置していただきたいと思います。 

  また、営農型太陽光発電は農林課、小水力発

電も農林課など、やっぱり各担当課を超えての、

寒河江市全体としてみんなで取り組めるような、

「こんなところから省エネ」など、市民の皆さ

んの声を寄せてもらうコンテストとか、多くの

方々を巻き込んだ運動にしていくことが重要な

のではないでしょうか。各課を超えて、市とし

てワンストップの相談窓口や、そういうふうな

小水力発電をしてみたいとか、営農型太陽光発

電に取り組みたいとかそういう声が出れば、担

当課を度外視して、ワンストップで相談を受け

られる窓口などを設けるのが今後の課題ではな

いかと思います。 

  脱炭素化、省エネと再生可能エネルギーの推

進は、生活水準の悪化や耐乏生活を強いるので

も、経済の悪化や停滞をもたらすものでもあり

ません。それどころか、新しい雇用を生み出し、

地域経済を活性化し、新たな技術の開発など、

持続可能な成長の大きな可能性を持っています。 

  私も、この子供用の本を勉強して〔資料を示

す〕、生ごみを出さないようにするとか食事を

残さないで食べるなど、自分ができる省エネ、

脱炭素のことを考えて生活していくきっかけに、

この質問がきっかけになったなと思います。ぜ

ひ、市民全体、市民一人一人がこの問題に取り

組み、すぐにでも動き出すことを要望し、質問

を終わります。 

  ありがとうございました。 

 

鈴木みゆき議員の質問 

 

○國井輝明議長 通告番号４番について、３番鈴

木みゆき議員。 

○鈴木みゆき議員 国民・立憲民主クラブの鈴木

みゆきです。 

  ロシアがウクライナに侵攻して約11日が過ぎ

ようとしています。この間、被害が拡大してい

ます。被爆国日本は、この侵攻が何も生まない、

悲しみと苦しみしか残らないということを知っ

ています。犠牲となられた方々に哀悼の意を表

するとともに、新型コロナウイルス感染症の一

日も早い終息をお祈り申しあげます。 

  それでは、一般質問をさせていただきます。

よろしくお願い申しあげます。 
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  通告番号４番、地域の活性化と人口減少対策

について。 

  （１）定住人口が減少する中、移住や二地域

居住に向けた施策について。 

  現在、本市の人口は４万人台を保っている状

態にあります。令和３年３月に改定されました

「寒河江市人口ビジョン」を拝見しますと、皆

様御存じのとおり、2005年以降、人口減少傾向

にあります。特徴としては、自然動態として、

出生数が死亡数を上回る自然減の増加、そして、

10代後半の学生が大学を卒業後、本市に戻らず

就職をする、また若年女性の流出傾向が強まっ

ている等であります。 

  山形県の各市町村におきましても、令和３年

11月現在の数値を見ますと、東根市を除く全て

の市町村で人口減少となっております。これは、

東北においてだけでなく、国全体の問題でもあ

ります。このことから見ましても、全ての地域

で人口減少が進む中、定住人口を増やすことは

なかなか難しいのではないかと考えられます。 

  そこで、新型コロナウイルス感染症を契機に

注目されているのが二地域居住であります。い

わゆる都市住民が、本人や家族のニーズに応じ

て、主な生活拠点とは別に、特定の地域に生活

拠点を設ける暮らしです。 

  本市では、ワーケーションとして、さがえ心

地体験住宅「さがえベース」を募集しており、

寒河江市での生活体験ができる施設を設けまし

た。まずは、そのさがえベースの利用状況につ

いて伺います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 鈴木みゆき議員から、ワーケー

ション利用状況ということで御質問がありまし

たが、御指摘のとおり寒河江市では、移住定住

を促進して地域活性化を図るということを目的

として、市外の方に一定期間本市での生活体験

をしてもらって、納得して移住定住してもらう

ための新たな取組として、昨年８月に、さがえ

心地体験住宅「さがえベース」を開設したとこ

ろであります。 

  開設の時期がコロナの第５波と重なって、緊

急事態宣言とかまん延防止等重点措置の発令地

域からの利用制限などがあって、実際は10月か

ら利用開始になっておるわけでありますが、利

用状況としては、これまでのところ３組の利用

がございました。３組というと少ないという感

じがいたしますけれども、この利用期間につい

ては、短い組は３日程度でありますが、長い組

は３か月というのもあって、この３組でありま

す。出身地を見ると、宮城県、神奈川県、大阪

府、年齢も30代、40代、50代と多岐にわたって

いるところでございます。 

  今後の予約状況などを見ますと、実施要綱に

よって半年先の９月まで予約可能というふうに

しておるんですけれども、既に７組の予約をい

ただいているところであります。ほぼ空きがな

くなっている状況というふうになってございま

す。 

○國井輝明議長 鈴木議員。 

○鈴木みゆき議員 現在のところ、定住につなが

るような事例はありましたでしょうか。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 まだ残念ながら定住につながっ

たという事例はございません。我々としては、

寒河江のベストシーズンというのは初夏であり

ますから、それに向けて魅力を体感していただ

いて、多くの方より移住先として選んでいただ

けるよう、さらに取組を進めていきたいという

ふうに考えております。 

○國井輝明議長 鈴木議員。 

○鈴木みゆき議員 予約で埋まっているというこ

とで、大変期待ができる状態だと思います。今

後も、寒河江市移住体験ができる「さがえベー

ス」という窓口は、常に継続して開設していた

だきたいと思います。 

  私の知り合いに、60歳の定年を迎えたら、都
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市部の自宅はそのままにしておき、春から秋に

実家に戻り、畑などをして暮らしたいという方

がいました。さきに挙げた二地域居住をしたい

という要望です。 

  また、昨年12月に放送された某テレビ局の人

気番組「ポツンと一軒家」で、大分県日田市の

山奥にある一軒家にたどり着く内容でしたが、

情報を提供してくれた住民が都会から移住して

きた夫婦でした。リモートワークで仕事ができ

るようになり、念願だった環境のよい田舎で暮

らしたいという要望から、古民家をリフォーム

して暮らし始めたそうです。古民家と田んぼも

込みで約300万円のところ、自治体などの補助

があったため半額の150万円ほどで購入できた

そうです。 

  長い人生において、仕事も一区切りでき、多

様なライフスタイルを実現したいと願う50代か

ら60代前半ぐらいの人も増えてきているのでは

ないかと思います。 

  国土交通省の調査で、コロナ禍における国民

の意識の変化を見てみますと、令和２年６月時

点で、「地方暮らしへの関心が高まりました

か」の問いに、とても高まった14.2％、やや高

まった31.8％、合わせて46％と半数近くになり、

移住定住よりも二地域居住を考えると答えた方

が42.4％と、これも半数近くになります。 

  本市でも、ホームページ等で公開しておりま

す空き家バンク、空き家を有効活用して定住の

促進や地域の活性化を図る目的ですが、ほかの

自治体に比較してみても、これまでの登録件数

が少ないのではないかと思います。これは、空

き家や土地の所有者に対し行政側がアクション

を起こしにくい、所有者が亡くなり相続する親

族が遠方にいるなど、困難な状況になっている

ことも考えられます。 

  令和３年４月に、所有者が不明な土地の解消

に向けて法律が改正されました。法改正により、

相続登記や住所変更などに伴う登記の申請が義

務化されます。法令の施行日は、令和５年４月

１日から段階的に施行されるそうです。義務化

となれば、所有者不明土地発生の予防にもなり、

円滑な土地利用につながるのではないかと考え

られます。 

  そこで、空き家等が増えていくと推測される

中、空き家調査の後、所有者を特定し、売却や

賃貸などができるように、民間と連携しながら、

物件をなるべく多くホームページ等で発信して

いくための専門部門を設けるなど、積極的に取

り組んでいかれてはいかがでしょうか、市長の

お考えをお聞きします。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 空き家についての御質問であり

ますが、空き家の適正管理については、寒河江

市ではこれまで、平成30年３月に策定をいたし

ました「寒河江市空き家等対策計画」に基づい

て取り組んでいるところでありまして、空き家

の管理台帳というものを作成して、毎年、空き

家の適正管理について所有者の方に注意喚起を

させていただいているところであります。 

  御質問の法改正に伴う空き家対策の強化につ

いてでございますけれども、市としては、これ

までも毎年、寒河江市司法書士会、それから宅

地建物取引業協会寒河江の各団体の御協力の下

に、空き家の解消に向けての相談会を開催した

り、また、空き家の利活用方策の一つとして、

御指摘のあった空き家バンクへの登録をお願い

したりしているわけであります。こういったこ

とをホームページに掲載し、情報を発信してい

るわけであります。 

  そういった意味で、現時点で、引き続き空き

家の調査、それから民間事業者との連携、情報

発信などについては、寒河江市の担当部署にお

いて確認をして、関係団体とも十分連携をしな

がら、その対策に取り組んでいきたいというふ

うに考えているところでございます。 

○國井輝明議長 鈴木議員。 
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○鈴木みゆき議員 今後とも、ぜひほかの部門と

連携しながら力を入れていっていただきたいと

思います。 

  件数は決して多くはないと思うんですけれど

も、空き家などに人が入ることにより、その地

域の活性化につながり防犯にもなることと思い

ます。そして、ホームページ等に、移住者の方

の感想などもアップしていただけると、親近感

も湧くのではないかなと思いますので、ぜひよ

ろしくお願いいたします。 

  次に、（２）地域の活性化につながる生活環

境の充実に向けた施策についてです。 

  南部地区や寒河江市内各所に見受けられる私

道等は、居住者が高齢になると、狭い道路のた

め、自家用車運転や降雪のときの除雪など困難

になってきます。そこで、私道等に面した建物

が空き家などになり、市道認定条件を満たせる

見通しが立つ場合、道路整備をするための制度

などを伺いたい。よろしくお願いします。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 私道についての御質問でありま

すが、私道については、個人または団体などが

所有している土地を道路として使用している区

域になりますので、維持管理については原則、

私道の所有者もしくは利用者の方で行っていた

だくことになるわけであります。 

  しかしながら、御質問にもありました除雪作

業など、生活に支障を来すような問題の解決に

は、市として支援、協力していくという観点で、

市内一斉除雪の出動時において、朝の７時から

９時までの間に私道除雪の受付をさせていただ

いて、市道除雪完了後になるわけでありますけ

れども、市除雪オペレーターが手分けをして私

道の除雪を実施しているところでございます。 

  御質問の趣旨は、空き家が出た場合に、空き

家などを解体して道路を拡張する場合、そうい

うことについての支援制度はどうかという御質

問かというふうに思いますけれども、現在、ま

ず空き家解消対策として、解体費用について助

成制度、老朽危険空き家解体事業費補助制度と

いうのを設けているところであります。 

  また一方で、私道の整備に対する支援として

は、路面の舗装、側溝・擁壁の新設または改築

などについて、寒河江市私道整備補助制度を設

けているところでございます。この制度は、費

用の80％以内、100万円を限度に補助金を交付

するということになっております。ぜひ有効に

活用していただければというふうに考えている

ところでございます。 

○國井輝明議長 鈴木議員。 

○鈴木みゆき議員 解体補助制度など、そういっ

た制度を組み合わせて利用することにより、私

道を徐々に市道認定のほうに近づけられるとい

うことが分かりました。高齢化が進む中、住民

もこのような制度を利用し、今後の暮らしやす

い地域、まちづくりにつながるよう、市民の皆

様に私のほうからも広めていきたいと思います。 

  次に、市営住宅の跡地の利活用についてです。 

  新しい市営住宅が間もなく完成します。そこ

で、現在の南部地区にある老朽化した市営住宅

の跡地を解体するとのことですが、町会長のほ

うから、グラウンドゴルフやゲートボールがで

きるような公園にしてほしいと要望が上がって

きたことと思います。 

  また、高屋西浦地区は新興住宅地で、住民が

公民館を建てましたが、そのとき駐車場も取れ

なかったほど狭いところにあります。そのよう

なことも踏まえた上で、住民と話し合い、より

よい跡地利用をしていただきたいと思いますが、

いかがでしょうか。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 現在、老朽化が進行している市

営住宅であります西寒河江住宅、高屋住宅、西

浦住宅を一つにして建て替えて、陵南アパート

として、令和４年、今年の４月の供用開始に向

けて今準備を進めているところであります。間
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もなくでありますが、完成した暁には、西寒河

江住宅、高屋住宅、西浦住宅にお住まいの方か

ら陵南アパートへ転居をしていただいて、転居

が完了した住宅から順次取壊しを行う予定にし

ているところであります。 

  御質問の市営住宅の跡地利用についてであり

ますけれども、都市計画用途地域の指定では、

西寒河江住宅のある緑町は第一種住居地域、西

浦住宅の高屋西浦地区は第一種中高層住居専用

地域となっておりまして、良好な住居環境を保

護するための地域となっているわけであります。 

  また、高屋住宅がある高屋地区は無指定です

けれども、周辺に、御案内のとおり住宅地が広

がっているところであります。市営住宅の跡地

利用については、周辺の環境に十分配慮して、

定住人口の増加を図るための方策を検討してい

きたいというふうに考えているところでござい

ます。 

  御指摘のとおり、高屋１町会からは、子供さ

んや高齢者のための公園の設置についての要望

書が提出されておりますので、今後、改めて御

意見をお聞かせいただきながら、土地利用検討

委員会において有効な活用を検討していきたい

というふうに考えているところであります。 

○國井輝明議長 鈴木議員。 

○鈴木みゆき議員 ぜひ住民の意見を取り入れて

いただいて、そして、跡地を有効利用していた

だきたいと思います。よろしくお願いいたしま

す。 

  次に、学校整備計画（案）についてです。 

  現在、パブリックコメントを募集している状

況であると思います。中学校３校を１校に、小

学校も統合されていく計画を策定しています。

特に南部地区におきましては、陵南中学校も市

内中心部に統合され移動し、南部小学校も寒河

江小学校と統合するか、または社会情勢の変化

によっては、中部小学校と柴橋小学校の統合校

へ統合するとなっております。 

  学校がそれぞれ遠方へ移動するとなると、地

域の活性化もなくなり、子育て世代が南部地区

に移住しにくくなるのではないかと懸念されま

す。恐らく過疎化が急速に進むのではないかと

も心配されます。 

  さらに、南部小学校は、災害時の避難所に指

定されています。市民の安心・安全を保つため

にも、小学校をなくす代わりに、コミュニティ

ーセンター等それに代わるようなものを建築す

る必要があるのではないかと思いますが、御所

見を伺います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 御案内のとおり学校施設という

のは、学習の場としての利用のみならず、地域

の生涯学習や文化スポーツ活動などにも利用さ

れている、身近な公共施設であるわけでありま

す。そして、御指摘のとおり、災害時には地域

の避難場所としての役割を果たすということで、

大変地域にとっては重要な施設になっていると

いうふうに認識をしております。 

  寒河江市といたしましては、今後、学校施設

整備計画を踏まえて、統合の検討と併せて、現

在の校舎や屋内運動施設などの建物及び土地の

利活用については、各地域の皆様の御意見を十

分お聞きしてまいらなければならないというふ

うに考えているところであります。 

  御質問の陵南中学校及び南部小学校統合後の

避難所や地域活動の中心となる施設についてで

ありますけれども、地区公民館など他の公共施

設もありますので、これから広く検討していく

必要があるというふうに考えを持っているとこ

ろでございます。 

  いずれにしても、高齢化の進展、あるいは有

事などを想定いたしますと、地域内の結びつき

や支え合いというのがこれまで以上に重要にな

ってまいりますので、学校統合後における避難

所の指定、それから地域コミュニティー活動の

拠点施設の整備につきましては、安全・安心で
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地域の活性化につながるものとなるように、市

と関係団体及び地域の皆さんとしっかり連携を

密にして進めてまいりたいなというふうに考え

ているところでございます。 

○國井輝明議長 この際、暫時休憩いたします。 

  再開は11時といたします。 

 休 憩 午前１０時４４分  

 再 開 午前１１時００分  

○國井輝明議長 休憩前に引き続き会議を開きま

す。 

  鈴木議員。 

○鈴木みゆき議員 南部小学校は避難所に指定さ

れておりますので、地域の方々の意見を集約し

ながら、今後どのような施設が南部地区にある

べきか検討して、調整していっていただきたい

と思います。よろしくお願いいたします。 

  （３）若者の流出対策と交流人口増加につい

てです。 

  寒河江市人口ビジョンのとおり、特に10代の

若者が大学進学などで県外に行ってしまい、本

市には戻らず、そのまま就職をする。その後、

20代後半におけるＵターン転入者が多くはなる

ものの、転出超過の数までは届かないとありま

す。これは、家庭の事情や離職したときなど、

何かきっかけがあれば地元に戻りたいと考えて

いる若者が多いのではないかと推測されます。 

  中でも注目すべきは、若年女性の流出傾向が

高い点です。そこで提案にはなりますが、商工

団体などと連携して、20代女性が地元に就職し

たいと思うような就職先や職場環境などをピッ

クアップし、活躍している女性を紹介し、生徒

に情報発信をしてみてはいかがでしょうか。 

  また、子供の進路に強い影響力を持つ保護者

に対しても、地元企業の情報発信や講演会、ワ

ークショップなどを開催し参加してもらう、ま

た、寒河江市に就職したときの暮らしをシミュ

レーションし、都会暮らしに比較してどれぐら

い住みやすいのかなどを調査、公開するなど、

独自性のある事業を展開してみてはどうかと思

います。市長の考えをお聞きします。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 鈴木議員から様々貴重な御提案

をいただきまして、ありがとうございます。 

  御指摘のとおり、昨年３月に改定をした「寒

河江市人口ビジョン」でもお示しをしているわ

けでありますけれども、若年層については男女

ともに、高校卒業後は大学などへの進学を機に

市外へ転出して、卒業後は本市には戻らずに就

職する方が多いと推察されるわけでありますけ

れども、特に若い女性の市外への流出傾向が強

まっているというふうに認識をしているところ

であります。 

  人口減少が進む中で地元への回帰定着を促し

て、若者や女性の活躍を推進すること、そうい

うことは地域経済や地域社会の活性化に欠かせ

ないというふうに思ってございます。 

  議員からの御質問の中にもありましたが、地

元で若手や女性が生き生きと活躍している企業

でありますとか、仕事と家庭、子育て、地域活

動といった、仕事以外の生活の両立支援に積極

的に取り組む地元企業などの存在というのは、

地域の魅力を高める要素の一つでございますの

で、こうした企業について、学生だけでなくて、

保護者の方にも積極的に情報を発信して、ふる

さと寒河江に関心を持ってもらえるよう、市と

して関係団体と連携して、そういう取組を進め

ていきたいというふうに考えております。 

  県のほうでは、県内市町村と移住支援情報を

取りまとめて、移住総合支援ガイドブック「Ｌ

ｉｆｅ ｉｎ 山形」というのを発行して、こ

ういうものを発行しているわけですけれども

〔資料を示す〕、こういう中で、子育て期間か

ら退職するまでの30年間に、「山形暮らし」と

「東京暮らし」の収支比較を掲載しているんで

ありますね。こういう表を掲載するわけであり

ますけれども、貯蓄面で見ると、「山形暮ら
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し」のほうが貯蓄額が1.4倍になっているとい

うデータが示されているところであります。こ

うした点なども含めて、地元寒河江に戻ってき

たい、住み続けたいと思っていただけるように、

様々な機会を捉えて、子育て支援、Ｕターン支

援制度などの情報発信に努めていきたいという

ふうに考えているところであります。 

  さらに、本市ではこれまでも、「さがえっこ

ライフデザインセミナー」というのを学校のほ

うで実施をしていただいています。小学生のう

ちから郷土愛、それから職業観の醸成に取り組

んでいるというところでありますが、これまで

の枠組みにとらわれないような独自性のある取

組が必要だというふうに思いますので、我々と

しても新たな取組を、女性、それから学生、さ

らには保護者の方々に対して、地元で暮らす魅

力を訴えかけるような工夫をしていきたいとい

うふうに考えているところであります。 

○國井輝明議長 鈴木議員。 

○鈴木みゆき議員 ぜひ、女性が働きやすい環境

づくりは必要だと思います。そして、生き生き

と働いている、女性が輝いている職場が増える

ように、本市としてもぜひ誘導していっていた

だきたいと思います。よろしくお願いいたしま

す。 

  次に、寒河江工業高等学校の令和６年４月の

供用開始に向け、整備事業が現在進められてい

るようであります。特色ある教育と地域産業を

担う優秀な工業技術者を育成する学校でありま

す。 

  令和元年のデータによると、107名在籍のう

ち60名が県内企業へ就職していました。おおよ

そ半数近くが県内に就職しているようです。寒

河江中央工業団地に就職する生徒が多くなれば、 

寒河江市の発展につながるのではないでしょう

か。本市として、この新しい校舎の整備を転機

に、どのように連携していくのでしょうか。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 県立寒河江工業高等学校に関し

ましては、これまでも地域と密着したものづく

り教育などを推進していただいて、地元企業と

地域との連携交流によって、優れた技術者を多

数輩出していただいているところであります。 

  同校の今春卒業予定者の就職内定状況を先般

伺ったところ、２月末現在では、104名の卒業

予定者のうち39名が県内企業へ、そして、うち

10名が市内企業に就職予定ということでありま

す。これは、年によって若干ばらつきがあると

いうふうにもなっているようであります。 

  寒河江市といたしましては、雇用対策事業と

いうことで、就職を希望している市内及び西村

山地域の高校１年生から３年生までを対象にし

て、地域産業の発展を担う人材育成を目的にし

て、インターンシップの事業でありますとか、

研修会、講習会などの開催などをさせていただ

いて、職業に関する知識の習得と自覚を促して、

就業の促進というものを図ってきたところであ

ります。 

  また、高校生の地元企業説明会ということで、

積極的に高校生に地元企業の方と話をする機会

をつくって、より興味と関心を持っていただく

よう取り組んできたところでございます。 

  御案内とおり、令和６年４月に供用開始予定

となっております県立寒河江工業高等学校の新

校舎の計画概要を拝見させていただきますと、

産学連携拠点としての機能なども設置されてい

ると伺っているところであります。 

  一方、このたびの入試志願状況を見ると、大

変厳しい倍率となっている状況でございます。

市としては、より魅力ある工業高校として改築

整備されて、工業団地に隣接するそういう強み

を生かして、立地企業との交流によって地元企

業への理解が一層進むよう、大いに期待をして

いるところでございます。 

  市といたしましては、今後とも可能な限り支

援を行うことにしているところでありますし、
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先ほど御意見にもありました保護者の方に対し

ての地元企業に関する情報発信など、地元定着

率増加に向けた取組については、市の商工会、

寒河江中央工業団地振興協会など関係団体とも

十分連携をさせていただいて、実施をしていき

たいというふうに考えているところであります。 

○國井輝明議長 鈴木議員。 

○鈴木みゆき議員 新しい校舎になるということ

ですので、ぜひ、その魅力で学生を引き寄せる

ような高校になってほしいと思いますし、本市

としても、今までどおり、いやそれ以上に支援

していただいて、寒河江中央工業団地に就職し

ていただくのを目的として、今後も連携してい

っていただきたいと思います。 

  次に、交流人口増加に向けた施策についてで

あります。 

  本市におきましては、数々のイベントや昨年

オープンした慈恩寺テラス、今後建設予定のチ

ェリーランド再整備計画のアクティビティエリ

アや新市民浴場など、交流人口の増加につなが

る事業が既に展開されていると考えます。 

  そこで、さらなる交流人口増加が期待できる

と思われる高瀬山の寒河江スケートパークにス

トリートエリアを整備中です。東北最先端の施

設で、東京オリンピックで選手が活躍した人気

のあるスポーツです。スケートボード教室には、 

「順番待ち」と報道されるほどでありました。

現在、本市にあるようなスケートパークは東北

にどの程度あるのか伺います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 御質問のスケートボード競技に

ついては、昨年夏の東京オリンピック2020での

日本人選手の活躍などもあって、大変盛り上が

っている状況かというふうに思います。 

  御指摘のとおり、本市には東北最大規模とさ

れるスケートパークが整備されております。設

置者は山形県ということでありますが、今年度

から３か年事業で、競技種目に合わせた改修工

事が今進められています。 

  東北地方におけるスケートパークの施設数は

どのくらいかということで御質問でありました

が、行政などが設置する屋外型のコンクリート

パークとしては13か所ほどあるということでご

ざいます。県別に見ると、山形県が３か所、宮

城県が４か所、岩手、秋田、福島各県が２か所

ずつということであります。施設の面積として

は、寒河江スケートパークが最大のようでござ

います。 

○國井輝明議長 鈴木議員。 

○鈴木みゆき議員 面積では寒河江が一番最大と

いうことで、ほかにも宮城県などにもスケート

パークが存在するということですが、今後、オ

リンピック選手を招いてイベントの開催や大会

を誘致するなど、寒河江市を全国にアピールし、

地域活性化につなげてはどうかと思いますが、

お考えを伺います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 去年の夏の東京オリンピック

2020大会では、御案内とおり寒河江市は韓国の

スケートボードチームとホストタウンを結んで、

様々な事前の取組などをさせていただいたわけ

でありますが、そういったつながりから、日本

スケートボード連盟、あるいはスケートボード

関係者との協力関係というのが構築されている

ところでございます。 

  そういったことから、今後もその機運を生か

しながら、寒河江スケートパーク改修工事の完

了時期などに合わせて、国内のトッププロが出

場するような大会の誘致でありますとかいろん

なイベントなどを、県の施設でありますから県

と共同で取り組んでいきたいというふうに考え

ているところでありますし、その際には、オリ

ンピックで活躍した選手の招致なども実現でき

ればというふうに考えているところであります。 

○國井輝明議長 鈴木議員。 

○鈴木みゆき議員 ぜひ韓国チームとの交流、そ
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してメダリストを招待していただいて、イベン

トを盛り上げていっていただきたいと思います。 

  次に、県内には、屋内の子供のための遊戯場

がたくさんあります。大半が、幼児から12歳く

らいまで対応する屋内で遊べる施設です。そう

しますと、中学生や若者が遊べるようなところ

がないように感じます。そこで、中学生から若

者、大人も遊ぶことのできる屋根のついたスケ

ートパークを、ふるさと総合公園内に増設して

はどうかと提案いたします。 

  子供から親の世代まで一緒に楽しむことがで

き、それは、スポーツの振興や交流人口の拡大、

県内外から若者が集う街となると思います。市

長の見解を伺います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 今、改修工事を起こしているわ

けでありますので、そのリニューアル後に、リ

ニューアルになったスケートパークの利用状況、

それから利用者の御意見などを踏まえて、さら

に交流人口の拡大、それから地域活性化につな

がるように、山形県に対して設備の設置の要望

なども状況によって検討していきたいというふ

うに、今の時点では考えているところでありま

す。 

  ３年のリニューアル計画でありますから少し

時間がありますが、実は来年度、市では、スケ

ートボードや自転車などが楽しめるような、移

動式の凹凸コースであるパンプトラックを購入

して、気軽に楽しんでもらえるような取組を進

めていきたいというふうに考えているところで

あります。もちろん野外でも使えますし、屋内

でも使える移動式のものでありますから、いろ

んなところで若い方に使っていただいて、スポ

ーツの振興、交流人口の拡大などにもつなげて

いければというふうに今考えているところでご

ざいます。 

○國井輝明議長 鈴木議員。 

○鈴木みゆき議員 ぜひその移動式のパンプトラ

ック、そういったものも取り入れていただいて、

そして、できれば県と相談しながら、利用状況

を見て要望として上げていただき、御検討いた

だきたいなというふうに思います。 

  例えば、パークゴルフ場の傾斜を利用しても

いいかなというふうに、坂を利用して滑るとい

うふうなこともいいのではないかと思います。

上級者向けや初心者向けの施設があるとなれば

必ず注目を浴び、経済や地域活性化につながる

と思います。 

  最後に、新型コロナウイルス感染症の第６波

が押し寄せ、また、ウクライナ侵攻も経済に影

響を及ぼしています。ここまで長期戦になると、

打撃を受けている業界の人々だけでなく、市民

全体の意欲低下が続きます。こんなときにこそ、

夢のある事業や希望を与えるような事業を展開

するのもよいのではないかと思います。 

  本市の持つ魅力を活用し、活性化と発展につ

ながるよう、まちづくりを進めていただくよう

お願い申しあげ、一般質問を終わります。あり

がとうございました。 

 

渡邉賢一議員の質問 

 

○國井輝明議長 通告番号５番、６番について、

７番渡邉賢一議員。 

○渡邉賢一議員 国民・立憲民主クラブの渡邉賢

一であります。市民を代表し、御質問をいたし

ます。 

  まず、ウクライナ国国民の主権と命、安全・

安心を脅かす所業を、断固としてこれは許せな

い。非難、糾弾をしたいと思います。 

  ３月４日、先週の金曜日にフローラ・ＳＡＧ

ＡＥ前で、市民の皆さんと私ども議員有志で抗

議行動を行いました。私も参加をさせていただ

きましたけれども、多くの市民と共有をしてま

いりました。ロシアのプーチン大統領による自

衛を名目にしたウクライナ国への軍事侵略は、
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いかなる理由があろうとも、他国に攻め入り、

罪のない子供や市民を巻き込んだ軍事行動その

ものであり、戦争に大義はございません。大量

殺人、無差別テロ行為、何といっても今世紀最

大の愚行だというふうに思います。 

  さらに、プーチン大統領は、核兵器でウクラ

イナを威嚇しています。私たち日本人が、アメ

リカ軍の二度にわたる核兵器攻撃で、広島、長

崎の多くの市民が無差別に虐殺された過去を持

つ民族、国民として、決して許すことはできま

せん。直ちに攻撃を中止し、ロシア軍の撤退を

命じるよう求めます。 

  また、原子力発電所を狙った攻撃は、福島原

発事故、チェルノブイリ原発事故の悲劇を繰り

返すことになり、ロシア、ヨーロッパ全土が死

の海になることを意味しています。こうした自

爆テロ的な攻撃は狂気の沙汰にほかなりません。 

  一方、国内では、これに乗じた核兵器共有、

「武力には武力を」などと議論を巻き起こそう

とする動きがございます。安倍晋三元総理や高

市自民党政務調査会長はじめ自民党の一部、ま

た日本維新の会は、北大西洋条約機構（ＮＡＴ

Ｏ）加盟国の一部が採用している、アメリカの

核兵器を自国領土内に配備して共同運用する、

核共有の政策について日本でも議論すべきだと

いう考えをテレビなどで示しました。ロシアの

ウクライナ侵攻に乗じたこの主張は、日本の非

核三原則と相入れないものであり、ニュークリ

ア・シェアリング（核兵器の共有）に断固反対

するものでございます。 

  さて、２年連続となる豪雪で春の訪れが待ち

遠しい中、先週３月４日から、５歳以上11歳以

下対象のワクチン集団接種が始まりました。コ

ロナ感染により、私の地元西根小学校は昨日ま

で一斉休校となりましたけれども、今日から元

気に登校していかれました。公立高校の一般入

試も間もなくですが、受験生の感染予防がとて

も心配であります。 

  今回の一般質問は、コロナによる地域経済の

再生、市民生活の再建に向けた緊急対策や課題

について、もう一つは、今日も多くの傍聴の皆

さんがいらしていますけれども、さがえっこの

未来、明日への希望につながるような学校施設

整備計画について、通告順に御質問させていた

だきますので、よろしくお願いいたします。 

  まず、通告番号５番、感染症拡大防止対策で

混乱と混迷が続き、深刻な影響を受けている地

域経済の再生、市民生活の再建に向けたさらな

る緊急対策についてお尋ねします。 

  １つ目が、看護・介護・保育の現場で働く、

いわゆるエッセンシャルワーカーの皆さんの処

遇改善についてでございます。 

  質問の内容ですが、岸田政権の肝煎り政策と

して打ち出した、コロナ克服・新時代開拓のた

めの経済対策に基づき、「未来社会を切り拓く

「新しい資本主義」の起動」「分配戦略～安心

と成長を呼ぶ「人」への投資の強化～」と称し

て、公的部門における分配機能の強化を行うと

しています。 

  具体的には、看護・介護・保育・幼児教育な

どの現場で働く方々の収入の引上げなど、新型

コロナウイルス感染症の第一線での対応と少子

高齢化への対応が重なる、そうした職場におい

て働く方々の収入の引上げを含め、全ての職員

を対象に公的価格の在り方を抜本的に見直す等、

民間部門における春闘に向けた賃上げの議論に

先んじて、岸田人勧というべきこの賃上げ対策

効果が継続される取組を前提として、収入を

３％ほど引き上げるための措置を、２月、先月

から前倒しで実施するということになっていま

す。 

  本市において、市立病院、介護事業所、保育

所や幼稚園、放課後児童クラブなどがございま

すけれども、今回の国の補正予算1,665億円で、

対象となる看護師等には月額4,000円、介護士、

保育士、幼稚園教諭等には月額9,000円の賃金
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改善が行われているようなんですけれども、本

市においてどのような状況になっているのか。 

  また、全ての労働者の同一労働同一賃金の趣

旨から、非正規労働者も対象なのか、現状につ

いてどのように対応されているかお尋ねしたい

と思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 渡邉議員から、エッセンシャル

ワーカーの処遇改善について御質問がありまし

たが、病院については久保田管理者のほうから

御答弁申しあげますので、私からはそれ以外の

エッセンシャルワーカーの方への対応について

お答えを申しあげたいというふうに思いますが、

ただ、現時点での状況について答弁させていた

だくということを御了承いただきたいなという

ふうに思います。 

  まずは、本市内における介護職員の処遇改善

の対象となる事業所というのは、訪問介護事業

所、通所介護事業所、デイサービスですね、そ

れから特別養護老人ホームなどで49施設となっ

ております。 

  処遇改善の実施の有無については、各事業所

の判断において検討されている状況であります

し、また対象者についても、原則、介護職員と

なっておりますけれども、他の職員の処遇改善

に拡充できるよう、柔軟な運用が認められてお

りますので、各事業者の判断において対象者を

検討している状況になってございます。 

  また、保育所や幼稚園については、市が運営

している４施設及び民間事業者が運営している

12施設に勤務する全ての職員が対象になるわけ

であります。市が運営している４施設について

は、会計年度任用職員の保育士及び保育補助71

名の時給額を、この令和４年２月分から、

2.2％から2.6％増額をしております。 

  正職員の保育士につきましては、県の人事委

員会勧告に準拠する一般行政職給料表を採用し

ていること、さらには他の自治体の動向などを

踏まえて、現時点では処遇改善は行わないと判

断しておりますけれども、今後の県や他の市町

の動向を注視してまいりたいというふうに考え

ているところであります。 

  そのほか、民間事業者が運営している12施設

についてでありますけれども、実際に処遇改善

を行う対象者及び改善額については事業者の判

断ということになっております。そういうこと

で、現在検討している状況だというふうに聞い

ております。 

  それから、放課後児童クラブについては16ク

ラブ、18の支援単位が対象であります。こちら

も処遇改善を行う対象者及び改善額については、

各クラブにおいて現在検討している状況だとい

うふうに聞いているところでございます。 

○國井輝明議長 久保田病院事業管理者。 

○久保田洋子病院事業管理者 市立病院について

でありますが、まずは、先月公表いたしました

当院職員の新型コロナウイルス感染の確認に関

して御心配をおかけいたしましたが、継続して

診療しておりますので御安心いただきたいと存

じます。 

  さて、当院につきましては、新型コロナウイ

ルス感染症により生じた事態に対処するため、

現在、発熱外来を担当した医師や看護師、臨床

検査技師に対し、防疫等作業手当の措置を講じ

ております。 

  さらに、このたび、国の看護職員等処遇改善

事業として、２月から９月までの賃金引上げに

係る補助事業、また、10月以降には、診療報酬

改定による対応が創設予定とされております。 

  当該補助事業につきましては、県の担当課に

おいて、県内医療機関に対して調査を行い、補

助要件に該当するほとんどの民間・公立病院20

以上が、実施に向けて検討していると聞いてお

ります。 

  当院においても、対象職員として、会計年度

任用職員を含む看護職員79人程度と想定し、処
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遇改善事業に合わせて、今年度分からの実施を

前向きに検討してまいります。 

○國井輝明議長 渡邉議員。 

○渡邉賢一議員 ありがとうございます。 

  まだ検討中のところも結構あるんですね。で

すが、ぜひこれは国のほうで強力に進めている

ものでありまして、公務員に関しては人勧制度

のほかに、今回そうやって賃上げというふうな

ことでなってきましたのでちょっと変則的なん

ですけれども、処遇改善に変則も何もないとい

うふうに私は思うんですけれども、ぜひ今後の

最低賃金引上げは、前から言っていますけれど

も、時給1,000円以上というふうなところが、

これは岸田さんもおっしゃっているわけであり

まして、こうした改善にもつながっていくとい

うふうに思っております。 

  看護職員等の処遇改善事業補助金、また、今

回の介護職員処遇改善補助金等について、引き

続き、これは９月までというふうな期間がある

わけですけれども、10月以降の対応についても

さらに御検討いただき、多くの皆さんにこの賃

上げ効果が及ぶようにしていただきたいという

ふうに思っています。 

  さて、次の（２）ですが、コロナ関連の現場

で働く職員の負担軽減を図るため、業務量に見

合った適正な人員配置について御質問させてい

ただきます。 

  これまで、長年にわたる行財政改革によって

人員削減が進められてきた中で、通常業務に加

え、今回のコロナ対応や災害関連業務など危機

管理対策にも追われ、職場における職員お一人

お一人の業務量は増す一方だと伺っております。

職員の精神的負担の増大と、心身の健康破壊等

を招いているとも言われています。 

  新型コロナウイルスワクチン接種対策室の事

務職員についてですが、各課の職員の配置など

を拝見しますと、兼務辞令や併任辞令などによ

って、１人の職員が本来の業務と掛け持ちで勤

務されているという、大変忙しいというふうに

伺っています。 

  また、国のコロナ関連補正予算の対応で、時

間外勤務を余儀なくされている、労働強化にな

っていると言われています。労使で締結してい

る労働基準法第36条協定、いわゆる三六協定、

30時間等を上回る残業時間の80時間超とか100

時間超、これは、恒常的になれば健康破壊は間

違いなく起こりますし、家庭も崩壊すると思い

ます。 

  こうした実態を踏まえ、新年度に向け人員配

置を抜本的に見直して、必要な人員を適正配置

する人事異動を行うべきだと思います。個別職

場の今の時間外勤務状況などを踏まえた市長の

御所見をお伺いします。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 御案内のとおり、新型コロナウ

イルス感染症、全世界に蔓延してから２年が経

過するわけであります。その間、寒河江市とし

ては、ワクチン接種をはじめ感染防止対策、経

済対策といった様々な関連業務を推進してきま

した。特に、国を挙げて取り組むワクチン接種

については、ワクチンの供給や前倒し接種など

日々状況が変化する中で、手探りの状態の対応

などもあって、担当する職員も試行錯誤しなが

ら、市民の命を守ることに汗を流していただい

ているところでございます。 

  さて、時間外労働勤務の状況でありますが、

市の職員労働組合への時間外労働限度時間、月

30時間以上の時間外勤務でありますが、この延

長協議として、今年度２月までの新型コロナ関

連業務による協議実績は、延べ13所属43人分と

なっております。時間外勤務の増加が見られた

のは、先ほどありましたが、経済対策、それか

ら感染対策、ワクチン接種などを担当する部署

というふうになっております。 

  また、長時間勤務に伴う産業医による面接指

導の状況でありますが、今年２月までに面接指
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導の対象となった職員は９名でありますけれど

も、面接指導が必須となる職員はおりません。

本人の申出による面接指導の該当者もおりませ

んでした。 

  一方、人員配置の見直しということでありま

すけれども、コロナ禍で事業の縮小を余儀なく

された部署、あるいは逆にコロナ禍によって業

務拡大となった部署もあるわけでありますので、

全部の課から事務事業の執行状況などをきちっ

と聞き取りをしながら、業務量に見合った職員

の適正配置を心がけてきたつもりでありますし、

さらに、来年度に向けて、今年度採用した内定

者は退職者よりも上回る人数となっております

ので、新年度に向けた人事異動などにおいては、

さらに業務の実態に合わせた適正配置に努めて

まいりたいというふうに考えているところであ

ります。 

○國井輝明議長 渡邉議員。 

○渡邉賢一議員 今ほど市長からは人数まではお

話しされませんでしたけれども、定年・自己都

合退職者含めて14人で、新規採用予定者が15人

ということで、新年度に向けては新規採用のほ

うが上回っているというふうな事務的なお話も

私もお聞きしていましたので、ぜひそういった

改善などを引き続き行っていただければという

ふうに思います。 

  続いて、（３）の定年制延長に伴う職員採用

計画についてでございます。 

  これも関連しますけれども、国家公務員同様、

地方公務員について、定年年齢の引上げによっ

て、来年度から2031年度にかけて今後10年間で、

現在の60歳定年が65歳定年になります。管理職

の上限年齢を設ける役職定年制などが導入され

る予定になっています。したがって、２年に一

度しか退職者が発生しないというふうになりま

すので、単純計算では新規採用者が大幅に減っ

てしまうというふうになります。 

  暫定、再任用職員は原則フルタイムとなって

いますが、定数外再任用職員や定数内部分の部

分休業などの多様な働き方を踏まえた制度にな

っておりまして、フルタイムで働く職員が減っ

てくれば、必然的に職場は残された職員への労

働強化となってしまう仕組みです。 

  本市は、前佐藤市長時代、極端な行財政改革

によって、10年ほどの間、新規採用募集すら行

われてこなかったことによる、40代職員の皆さ

んが極端に少ない、いびつな年齢構成になって

いることが前から大きな問題となっています。 

  県は、職員定数の引上げの可否について検討

を行うというふうな予定ですけれども、本市に

おいてもこれから10年間は過渡期であり、激変

緩和による新規採用の平準化が求められると思

います。 

  2016年６月に私もここで一般質問させていた

だきましたけれども、退職後の再任用職員にな

っても、60歳を超えても意欲を持って働くため

に、定年制延長の新たな60代現役職員の配置を

踏まえた今後の新規採用計画と、条例上の職員

定数について市長はどのようにお考えなのか、

御所見をお伺いします。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 御指摘のとおり、地方公務員法

の改正によりまして、令和５年度から地方公務

員の定年が60歳から65歳まで、２年に１歳ずつ

段階的に引き上げられるということであります。 

  御指摘のとおり、組織全体としての活力の維

持、それから高齢期における多様な働き方の支

援などを図るために、管理職の上限年齢を設け

る役職定年制、さらには60歳以降に短時間勤務

の職に採用される定年前再任用短期間勤務制な

ど、様々な働き方が導入される見込みとなって

いるわけであります。 

  実際、導入までのスケジュール、今後のスケ

ジュールでありますけれども、市職員労働組合

との協議を経て、関連する条例改正を今年の12

月定例会をめどに進めていきたいなというふう
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に考えているところでございます。 

  新規採用計画と条例上の職員定数についてで

ありますけれども、まず初めに、定年延長の対

象となる職員を対象に制度の情報提供を行い、

勤務状態の意思確認を進めさせていただくとい

うことになろうかと思います。そして、その状

況を踏まえて、新規採用の平準化も含めた職員

採用計画を定めていくということになるという

ふうに考えているところでございます。 

  その新規採用職員の平準化を実施する場合に

おいても、現在の市職員定数条例に定めており

ます職員定数の範囲内で、職員の採用、配置は

行われるのではないかというふうに今認識をし

ているところでございます。 

○國井輝明議長 渡邉議員。 

○渡邉賢一議員 今ほどの市長の御答弁の中では、

定数条例には手をつけないで、そのまま引き続

き平準化に向けた対応を行っていきたいという

ふうな回答だったと思います。安心したところ

でありますし、私も同世代なんですね、これか

ら退職する皆さんと同世代なもんですから、い

ろんな方から本当にどうなっていくんだべと、

ねんきん定期便が来たと、それを見ると75歳ま

で働けと、年金はそれ以降に選択すれば1.3倍

ぐらいに増やしてやるからなんていうふうな、

脅しではないんですけれども、こういう選択も

あるよというふうな定期便が来たんですけれど

も、私は本当に怒り心頭でした。せっかく60歳

まで働いたら、60定年後は自分の人生をしっか

り、また第二の人生を踏んでいただきたいとい

うふうに思います。 

  また、これからも引き続くんですけれども、

若い人にしっかりと就職の場も提供しなくちゃ

ならないというふうなことも半分ありますので、

しっかりそういった価値感も持ち合わせていな

いと駄目だろうなというふうに思うのでありま

す。これは私見ですけれども、次の質問に入り

ます。 

  次が、職員採用試験の見直しについてであり

ます。 

  今年の箱根駅伝では、本市寒河江小、陵東中

出身の優秀な選手が、初日の第５区山上り区間

において、昨年に引き続き区間賞獲得、区間記

録に迫る歴代２位の激走で、市民に勇気と感動

を、子供たちに夢と希望を与えてくれました。

昨日の東京マラソンでも、日本学生歴代３位と

いう好記録をたたき出し、解説者からは「公務

員最強ランナーになるだろう」というふうな高

い評価も得ていたようです。 

  ２年連続の見事な走り、山の神の偉業に、市

民の皆さんからは「あっぱれの大活躍だった」

と、陸上競技関係者にもお褒めの言葉をいただ

いた一方で、就職先が本市でなく隣の自治体と

分かるや否や、なぜ寒河江市役所に就職しなか

ったんだという厳しいお叱りもいただくことに

なりました。 

  言葉は悪いですけれども、隣の自治体をはじ

めとする一本釣りのようなリクルートアプロー

チは、「本市はそういうことがないんですね」

と、「スポーツ振興に後ろ向きなんですね」な

どという、残念な思いをしている人も少なくあ

りません。 

  さて、地方創生の時代を担う多種多様な能力

のある人材確保について私も以前御質問させて

いただきましたけれども、市長からは、さらに

研究をしていくという前向きな御答弁でした。

けれども、他の自治体では、先んじて新たな採

用枠をつくっておって、後れを取っているとい

うふうに思うのであります。 

  本市の社会人経験枠というふうな採用試験の

募集定数のほかに、その自治体では、ＵＪＩタ

ーン枠、自己アピール枠、あと特別選考枠など

で優秀な人材の確保を進めてきており、そんな

中、今回のような、これ天童市なんですけれど

も、特別待遇で内定されてしまうというふうな

悲劇が起きているわけであります。 
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  こうした制度は、天童市だけでなくて、上山

市、山形市などでも行っているわけで、今後せ

っかく手塩にかけて育てた本市の優秀なランナ

ーも含め、人材が流出してしまいかねない危機

的な状況だというふうに思います。ぜひ市長の

研究結果を踏まえ、新年度から募集要項を見直

していただきたいというふうに思うのですが、

御所見をお伺いします。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 箱根駅伝の往路５区で、２年連

続区間賞を本市出身の選手が獲得されたという

ことは大変すばらしいことであります。昨日の

マラソンでも活躍されたと、大変な誇りに思っ

ております。 

  一方、先ほどありましたが、新聞報道により

ますと、４月から、その方は天童市役所職員と

して勤務されるというふうに伺っています。寒

河江市職員でないということは大変残念に思い

ますが、御自身で選択された進路でありますの

で、市職員として、今後、住民福祉の向上のた

めに一層頑張っていただきたいというふうに期

待しているところでございます。 

  御質問は、寒河江市の採用試験の実施方法に

ついてでありますけれども、職種ごとに実施を

しているということでありますが、令和２年度

は年１回の試験でありましたが、令和３年度、

昨年実施をしているわけですけれども、令和３

年度は受験の機会を増やしていきたいというこ

とと、採用の予定者が多かったこともあって、

６月から８月の前期試験と、９月から10月まで

の後期試験の２回を実施したところであります。 

  前期試験では、１次試験を全国の約280か所

のテストセンターで受験できるようにして、公

務員試験の専門試験をなくすなど、受験しやす

いようなそういう環境整備を図ったところであ

ります。また、行政職以外の専門職については、

社会人経験枠も設けて実施をいたしました。 

  採用試験においては、これまでどおり職種ご

とに採用試験を実施することで、公平公正に選

考するというのが前提であるわけでありますが、

議員御指摘のような、そういう多種多様な能力

のある人材の確保という観点から、全国的に秀

でた成績を収められた方などを対象にする、い

わゆる特別選考といった方法の導入なども一つ

の方法だというふうに我々も認識をしていると

ころであります。 

  今後の職員採用について、先ほどもお答えを

しましたが、定年延長に伴う職員採用計画など

もありますので、そういったところを十分見極

めながら検討していく必要があるというふうに

思っております。 

○國井輝明議長 渡邉議員。 

○渡邉賢一議員 ぜひ特別選考枠の開拓に向けて、

市長からはさらなる御努力をお願いするしか私

はありません。陸上関係のＯＢの先輩方からは、

電話で「何やってるんだ」というふうなお叱り

のお電話を何本もいただいたこともお伝え申し

あげ、それくらい人材確保を真剣にですね、真

剣でないとは言っていませんよ。でも、本当に、

さらに頑張っていかなければ他市に負けてしま

うのではないかというふうに思うのであります。

ぜひよろしくお願いしたいと思います。 

  続いて、通告番号６番、さがえっ子の未来を

築き、明日への希望を実感できる「学校施設整

備計画（案）」についてお尋ねをいたします。 

  まず初めに、学校のあり方検討会の委員の皆

さんによる10回もの会議の御努力に深く敬意を

表し、感謝を申しあげる次第です。 

  私は、議員に立候補した当初から、本市の教

育の充実を進めていくことを公約の柱の一つに

据えてまいりました。児童生徒の皆さんは大切

な未来の創造者であり、牽引者になっていく宝

物にほかならないからであります。教育に力を

入れない国は衰退していくと、歴史は教えてい

ます。 

  我が国はどうなっていくのだろうと、本市は
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大丈夫なのか、そんなことを日々思いながら、

今回の答申を拝読させていただいたところです。

そして、この答申について、年末年始から市民

の皆さんに、私も独自で、自分の議会報告を作

って、多くの市民の皆さんから御意見を拝聴し

てまいりました。 

  先日の議員懇談会で学校施設整備計画が提案

されたわけですけれども、今までにない、20年

に及ぶ大事業となるわけでありまして、私ども

議員にとっても、いずれ議会において最終決定

しなければならない重大な課題を与えられたと

いうふうに思います。そのような思いを込めな

がら御質問させていただきます。 

  （１）のアンケート調査等の意見反映につい

てであります。 

  市民からは、今回の中学校１校にする統廃合

案は、カーリング競技でいえばトリプルテイク

アウトで１個しか残らない、何を考えているん

だという厳しい声が上がっているわけでありま

す。 

  そのあり方検討で行った中学校保護者のアン

ケート調査の結果、陵東中、陵南中のほぼ６割

が、統廃合は必要ない、現状維持と答えていま

す。また、これらの学区の小学校の保護者につ

いても、三泉小学校以外は、６割から８割再編

は必要ないというふうに答えています。こうし

た民意、現在の２校を望んでいることも十分踏

まえているのでしょうか。 

  10回の検討会でも委員の皆さんがまとめ切れ

ず、１校案賛成３人、２校案賛成５人、どちら

とも言えない６人という議事録を拝見すると、

最終的な両論併記という結果にせざるを得なか

った。つまり、非常に悩ましい答申だったとい

うふうに思っています。 

  なぜ１校なのか、２校で駄目なのか、この詳

細についても計画の中でははっきりせず、結果

的にこの答申が最大限尊重されていないという

ふうに私も思います。 

  本市において、幾ら何でも都市型のマンモス

校１校に、1,000人規模の１校に統廃合する案

はかなり無理が生じます。本市の目指すべきは、

陵南中学校と陵東・陵西中学校の統合中学校と、

中規模校２校が身の丈に合った自然な集約の形

ではないでしょうか。 

  また、本市の地理的な特殊性を踏まえ、これ

は後から図解して申しあげますけれども、中学

校１校に統廃合することによって、計画ではメ

リットしか記載されていませんけれども、デメ

リットが数多くあります。保護者の声である２

校による切磋琢磨というのは時代錯誤なのでし

ょうか。グローバル時代とかリモートのＧＩＧ

Ａスクールなど、それはそれで分かるんですけ

れども、市民には大変分かりにくい内容だとい

うふうに思います。 

  また、財政面で70億から80億、規模が大きい

と100億の予算だというふうに議事録にも書か

れているわけですけれども、事務局の考えが反

映された内容だと思いますが、それ以外の理想

的な２校案を支持している大多数の意見を踏ま

えていないことは、誰が見ても明らかでありま

して、一つにまとめればいいんだと一方だけに

偏重していて、折衷案とか修正案などの柔軟な

検討がこの短期間で行われてきたのかどうか甚

だ疑問でなりません。 

  当初から、１校の結論ありきだったのではな

いかというふうに市民から思われても致し方な

いというふうに思います。幅広く今行っている

パブリックコメントなど、多数の市民の意見を

もっと尊重すべきです。 

  ２月14日にも、日教組の組織である県教組西

北村山支部の先生方の組合の皆さんが、教育長

にもその要望書などを、丁寧な議論を行ってほ

しいというふうな要望書なども出ていると思い

ますので、それを踏まえた教育長の御所見をお

伺いします。 

○國井輝明議長 軽部教育長。 
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○軽部 賢教育長 まず、アンケート調査の意見

反映ということですけれども、あり方検討委員

会では、まず令和元年11月に、市内保育所等に

通所する年少児から中学校に在籍する中学校３

年生までの生徒を持つ保護者4,384名を対象に

アンケート調査を行っております。 

  中学校の統合に関しては、陵西中学校区の保

護者の半数が統合を必要としています。一方で、

先ほどございましたけれども、陵東中、陵南中

の保護者のほぼ６割が必要ではないと回答して

います。 

  ただ、小学校については、三泉小に加え、先

ほど議員からございましたけれども、実は陵西

中学校区の全ての小学校区の保護者で、統合は

必要ないと回答した割合は１割から４割という

ふうになっています。 

  検討委員会の諮問の背景の一つに、児童生徒

の減少と地域への不均衡があり、これはまさに

陵西中学校区が該当する地域であり、アンケー

ト結果から、当該学区の保護者は、統合の必要

性を感じていたことの表れであるというふうに

捉えているところであります。 

  このたびの学校施設整備計画を検討するに当

たっては、このアンケートの結果を尊重しなが

らも、これを参考としながら、検討委員の方が

総合的に判断して行っていただいたというふう

に捉えております。 

  そのことから、適正規模、適正配置について

は、答申で示された方向性としまして、１つは、

１学級当たりの児童生徒数を「さんさん」プラ

ンを基本とすること、それから複式学級は早期

に解消すること。２つは、クラス替えができる

複数学級、２学級以上とすること。それから、

３つ目は、現行の学区を合わせることがあって

も、分割することはしないというふうなことを

十分に考慮した内容とさせていただきました。 

  中学校の整備につきましては、答申でも一つ

の方向性にまとめ切れず、１校、２校案の両論

併記とせざるを得なかったわけでございますが、

他施設との併設、財政の見直し等、市全体の将

来像も勘案して、市当局の判断に委ねるという

ふうな検討委員会の御意見でありましたので、

そのことを記載させていただきました。 

  検討していく中で、中学校２校案とした場合、

学区を分けないという答申を踏まえた基本的な

考え方がございますので、陵南中学校区を分割

しないままで、陵東、陵西の統合というふうに

なるわけでございますが、この２つを統合して

も、年数を経過するに従って現在の陵東中学校

と同等の生徒数となり、陵南中との不均衡が生

じるということは懸念されているわけでありま

す。 

  コロナ禍が加速させたＩＣＴ環境整備をはじ

め、新しい教育の推進への対応が急務であるこ

とから、統合時の生徒数だけではなくて、先ほ

どありましたように、10年先、20年先の生徒数

の減少を見据えるとともに、未来の寒河江を担

う人材育成に向けた統一した教育ビジョンを、

市民のコンセンサスを基に策定し、さらには、

教育資源、財源を一つに集中し、より効率的、

かつ、より優良な教育環境を構築していくため、

１校案を採択するというふうにさせていただい

たところであります。（「そのとおりだ」の声あ

り） 

  現在、この計画に対して、市民の意見を幅広

くいただくためにパブリックコメントを実施し

ているわけでありますが、なお、今パブリック

コメント中でありますが、３月６日時点で提出

いただいたコメントにつきましては５件でござ

います。統合を進めることに対して否定的な意

見がありますけれども、ただいま私が申しあげ

たことなどを丁寧に説明してまいりたいという

ふうに考えているところでございます。 

○國井輝明議長 この際、暫時休憩いたします。 

  再開は午後１時といたします。 

 休 憩 午後０時０１分  
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 再 開 午後１時００分  

○國井輝明議長 休憩前に引き続き会議を開きま

す。 

  渡邉議員。 

○渡邉賢一議員 私の午前中の発言で、高市早苗

氏の役職を幹事長と申しあげたんですが、正し

くは政務調査会長でした。訂正させていただき

ます。 

  続いて、（２）の市民への説明責任について

であります。 

  答申については、各戸の回覧板やホームペー

ジでの掲示がありましたけれども、今回予定し

ていた４回のうち、一番重要な西部地区、ある

いは南部地区、この２回が中止になり、質疑応

答や意見集約の機会がなくなりました。計画に

ついても、全く知らない市民が今もまだまだ数

多くいらっしゃいます。この答申を受けてから

あまりにもタイトなスケジュールで、市民に対

する説明が極めて不十分ではないでしょうか、

この重要性に関しての教育長の御認識をお伺い

します。 

○國井輝明議長 軽部教育長。 

○軽部 賢教育長 あり方の答申、それから学校

施設整備計画についての市民への説明責任の重

要性ということでありますが、答申につきまし

ては、本来、検討委員会に諮問された項目につ

いて、協議・検討した結果を答申にまとめると

いうのが委員会の仕事であります。そういった

ことから、市内３地区を網羅して、各年齢層、

関係団体の代表、学識経験者、公募委員合わせ

て17名の委員の方より、より幅広い考えを吸い

上げながら御議論いただいたところです。 

  この整備計画を作成するに当たっても、検討

委員会で出された答申内容を尊重しながら業務

を進めてきたところであります。答申を受けた

後は、答申の重要性を考慮して、市民の皆様へ

の周知として、ホームページへの掲載をはじめ

町内の回覧板配布、市内学校の保護者等で構成

するさくら連絡網、4,296件が保護者登録して

いるわけですが、送信させていただいて、

3,880件の閲覧をいただいております。 

  学校再編については、将来の教育の展望や地

域コミュニティーの在り方とも直結する重要な

事項でありますので、審議会答申ではあまり例

のない、市民の皆様への地区説明会を開催する

ことにいたしましたが、新型コロナ感染防止の

ため、議員から今御指摘あったように、残念な

がら一部中止せざるを得ない状況になっており

ます。 

  学校の在り方検討につきましては、市民の皆

様の大きな関心事でもあることから、令和元年

７月に会議が開始された当初から会議を公開す

るとともに、報道機関からの取材にも積極的に

応じ、記事にしていただくことで、市民の皆様

の間で、将来の学校の在り方について大いに議

論を巻き起こしてほしいというふうな姿勢で取

り組んできたところであります。 

  また、学校施設整備計画（案）につきまして

も、ホームページへの掲載をはじめさくら連絡

網で、市内4,430件の全保護者の皆様に周知す

るとともに、市の規定に従いパブリックコメン

トを実施しており、市民への説明を積極的に行

ってきたというふうに認識しておるところであ

ります。 

○國井輝明議長 渡邉議員。 

○渡邉賢一議員 教育長そうおっしゃるのであれ

ば、現在、ホームページを御覧の市民の皆さん

は、今回の計画と答申の比較が非常にしにくく

なっています。トップ画面から答申が消去され

ており、検討会でどのような議論が行われたの

か、具体的にどんな内容が答申になったのか、

今現在なかなか見られなくなっています。ぜひ、

議事録も含めて公開をしていただきたいという

ふうに思います。 

  また、計画案には、議事録のリンクを張って

いただくとともに、市民に分かりやすく丁寧に
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説明して、質問に答える機会をぜひ今後つくっ

ていただきたい。これは教育長いかがですか。 

○國井輝明議長 軽部教育長。 

○軽部 賢教育長 今申しあげたとおり、答申に

つきましても、それから整備計画につきまして

も、私たちができる限りの説明をしてきたつも

りであります。 

  それで、今パブコメ中でもありますけれども、

その質問についても、一つ一つ私たちの意が伝

わるように説明していきたいなというふうに思

っておりますし、ぜひいろんなところで情報発

信しているというふうなことを議員からもお伝

えしていただいて、より多くの方から答申、そ

してそれを踏まえた整備計画の中身がどういう

ふうになっているかということを多くの方から

見ていただいて、そして、いろんな議論を巻き

起こして、そして、将来の寒河江の教育がどう

あるべきかということを市民多くの方から話題

にしていただいて、そしてその方向性をみんな

で議論していただきたいなというふうに思って

いるところです。 

○國井輝明議長 渡邉議員。 

○渡邉賢一議員 時間もありませんので次に入り

ますけれども、中学校３校統合による一極集中

の問題点について申しあげたいと思います。 

  まず、陵西学区については、小中学校が将来

皆無になることから、地域住民の方が非常に不

便になりバランスを欠き、均衡ある市勢発展に

逆行するとおっしゃっています。 

  統合予定の醍醐小学校は、急傾斜地と浸水想

定区域の大変危険な場所に立地されているとい

うふうなことから、専門家からもあまり安全と

は言い難いと助言されています。 

  地域の中心部から遠く離れてしまう、地域と

いうのは陵西学区の地域の中心部のことを言う

んですけれども、醍醐小学校は比較的新しいか

らといって、統合先に固執するのは非常に現実

的ではないのではないかと。ごく少数の児童が

徒歩通学で、大部分がスクールバスというのは

本末転倒ではないですか。老朽化した高松小学

校の改築など、今後、安全なところに新たに陵

西小学校を建設すべきではないかというふうな

声も出されています。 

  ２つ目、陵南中学校の跡地利用は一切触れて

いませんけれども、万一、統合中学校が陵南中

学校周辺になれば、陵東学区からのアクセスが

非常に不便になります。それは御覧になってい

ただきたいと思いますが〔資料を示す〕、ＪＲ

左沢線によって跨線橋が３本しかなく、踏切を

横切るためにスクールバス、スクールタクシー

など、渋滞に巻き込まれるというふうなことは

もう目に見えています。特に冬期間は除雪が追

いつかず、徒歩通学が困難になり、結局保護者

が送迎しているという今の現状がさらにひどく

なるんじゃないかと、渋滞が深刻になると思い

ます。 

  寒河江中学校を陵東中学校と陵南中学校に分

けたというふうなことも、これは歴史的経過か

ら、教育長も御案内のとおり、アクセス条件と

均等距離というものをよく考えて、それぞれ建

てられたと聞いています。それぞれ半世紀以上

の歴史が刻まれているわけですけれども、先人

たちの先見の明をもっと尊重すべきであるとい

うふうに言われています。 

  ３つ目、1,000人規模のマンモス校について、

都市型の１学年９クラスというふうなところは

本当に無理なんじゃないかと。あり方検討会で

も、中学校の校長先生が野球に例えて、「本市

の場合は、内野に１校建てるような条件はない

ので、外野に２校造るべきなんじゃないです

か」とおっしゃっていました。 

  また、マンモス校となれば、いじめや不登校

の増加、また、天童市や酒田市の中学校で残念

な自殺なども起きていますので、そういった問

題もございます。本市の目指すべきは、陵南中

学校と陵東・陵西の統合中学校、（仮称）緑ケ
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丘中学校とか桜ケ丘中学校とそれぞれ名前をつ

けてもいいんですけれども、身の丈に合った自

然な集約の形ではないかというふうに思います。 

  ４つ目、将来の小学校については、またいろ

んな議論があるわけですけれども、陵西学区に

きちんと小学校を残してくれというふうなこと

が地域の皆さんの声でもあります。一番安全な

高松小学校跡地など、老朽化した高松小学校の

改築とともに統合小学校を造ってくれないかと

いうふうな声が、陵西地区の市民の方から多く

出されているわけであります。 

  これら代表的な意見について申しあげました

が、教育長としてどのように受け止めていらっ

しゃるのか、また、今後の計画案の修正を含め

てお考えがあるのか、はっきりとお伺いしたい

と思います。 

○國井輝明議長 軽部教育長。 

○軽部 賢教育長 議員おっしゃる陵西地区への

小学校の整備というふうなことでありますが、

在り方検討が行われた理由の一つに、校舎の老

朽化への対応があります。学校施設整備計画に

もお示しさせていただいたように、高松小学校

の劣化状況評価の健全度が市内では最も低く、

醍醐小学校が最も高いというふうなことから、

醍醐小学校を核とした統合を考えさせていただ

いたというところであります。 

  また、少子化の進行によって、陵西地区の小

学校を統合しても、１学年単学級が解消できな

いというふうなことから、中学校区をまたいで

の再統合もやむなしだろうというふうな委員の

非常に苦渋の御意見もあって、中学校を１校に

統合した後、空いた陵東中学校の跡地に、西根

小学校と今複式がある三泉小学校を統合した小

学校との再統合もロードマップに示させていた

だいたというところであります。 

  大規模校についてのことがございましたけれ

ども、１クラスの人数が、「さんさん」プラン

では21から31名というふうなことで、国で進め

ている35人学級よりも下回った人数で本県では

学級編制を行っているわけで、先ほどもいろん

な問題点を挙げられましたけれども、１クラス

の規模が小さいわけですので、きめ細やかな指

導ができるものというふうに捉えているところ

であります。 

  また、国の文科省で出しております適正規

模・適正配置の手引に照らして、統合した際は

大規模校の範疇にはなろうかというふうに思い

ますが、過大規模校には該当しないというふう

に想定しておりますので、先ほど申しあげまし

たように、年数が経過するに従って生徒数が減

少するということを考えれば、将来的に１校に

統合する時期が来ることが予想されて、２校を

新しく造るということは効率的あるいは合理的

ではないというふうに考えたところでございま

す。 

  また、統合中学校の場所につきましては、陵

南中学校の跡地になるかどうかも含め、現時点

では全くの白紙の状態でございます。 

  繰り返しになりますけれども、先ほど来、い

ろんなパブリックコメントを含めて御意見、御

要望を聴取しておりますので、それに対して丁

寧に説明していきたいというふうに考えている

ところでございます。 

○國井輝明議長 渡邉議員。 

○渡邉賢一議員 今、教育長から御答弁いただき

ましたけれども、今、世界の、日本もそうです

けれども、世界の先進国や先進自治体が目指す

ところは、個性最適化教育といって、これは文

科省で言っているわけですけれども、一人一人

にきちんと学力を身につけさせ、そして個性を

引き伸ばしていくという、子供たちの未来にき

ちんと先行投資すべきでないかということも、

いろんな方から御意見がありましたので、申し

添えたいと思います。 

  時間がありませんので、今ほど建設予定地に

ついては白紙だというふうなお話でしたけれど
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も、御質問させていただきますが、現在の都市

計画マスタープランの重要変更となった場合に、

また適地であったとしても、時間的な制限が出

てくるのではないかと、結果的に建設予定地が

限定されてしまうんじゃないかというふうな問

題もございます。 

  また〔資料を示す〕、周りが川で囲まれて、

しかも活断層のある、そして真ん中に緑が丘、

長陵の里、長岡山（寒河江公園）があって、こ

れで分断されているという極めて特殊な地域で

あるがゆえに、ここぞという適地は今後発掘さ

れるというふうにお考えですか、これをお聞き

したいと思います。 

○國井輝明議長 軽部教育長。 

○軽部 賢教育長 繰り返しになりますけれども、 

新しい学校の建設予定地については白紙だとい

うことで、予定地の選定をこれから行っていく

わけでございますけれども、議員からありまし

たように、活断層、あるいはハザードマップに

おける浸水想定地域を考慮した、防災・減災の

視点を大事にしなければいけないなと。 

  それから、先ほど御指摘ありましたけれども、

交通の利便性なども勘案しながら、今後、庁内

で総合的な観点から多角的に検討して、決定し

ていくということになろうかというふうに考え

ているところでございます。 

○國井輝明議長 渡邉議員。 

○渡邉賢一議員 時間もありませんのではしょり

ますけれども、（５）のさらなる過疎化の進行

と人口減少問題への対応について、今日も質問

が同僚議員のほうからあったわけですけれども、

市長に御質問させていただきますが、新年度施

政方針となる市政運営の要旨が先週出され、新

年度予算も提示されました。 

  新年度は、学校教育課の中に学校再編整備室

を設け、計画的に整備を実施するとしています。 

また、ホームページの「市長の部屋」には、こ

ういう記述になっていますけれども、「人にや

さしく、人が集い、賑わい、楽しみ、豊かに暮

らせる活気あるまちづくりをめざす」というふ

うに市長は書かれていますし、そうやって明日

への希望を実感できるまちづくりを進めたいと

いうことで、４期目の選挙でも熱弁を振るわれ

ていたわけです。 

  ところが、今回のこの計画案というのは、そ

れに逆行するというか、市長のお考えと正反対

のものではないかなというふうに捉えています

けれども、市長として、ここは公約の問題とか

選挙公約の問題もそうですけれども、本当にこ

れを進めようと思っていらっしゃるのか、その

ところ御所見をお伺いしたいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 あまり時間もありませんが、市

民一人一人が幸せに暮らしていけるような施策

を展開していく。ただ、その中で、人口減少、

少子化なども進行している状況でありますから、

そういう状況を踏まえて、その中でも地域がい

かに活力あるような地域を創造していくかとい

うのが我々の大きな仕事だというふうに思いま

す。 

  そういった状況の中で、この学校再編の問題

と真摯に向き合って、その中で整備計画が示さ

れるわけでありますから、そういったことを進

めていくにあっても、やはり地域の活性化、引

き続き元気な地域を維持していく、盛り立てて

いくということについて、どうしていくかとい

うことをこれから考えていく、大変重要な節目

になっているのではないかというふうに我々は

認識をしております。 

○國井輝明議長 渡邉議員。 

○渡邉賢一議員 ぜひ、最終決定は市長だと思い

ますので、最終的に議会の中で合意を得て進め

ていただくようにお願いをしたいと思います。 

  多くの意見をしっかり受け止めていただきた

い。これは教育長にも申しあげましたけれども、

まだパブコメが５本しか来てないというのは、
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まだ知られてないからです、市長。ぜひ市長に

もお願いしたいのは、これからまた市民の皆さ

んにも、分かりやすく丁寧に説明を進めていた

だきたいというふうに思います。 

  その上で、パブコメの期間も本当に短過ぎる

と思いますので、２週間以上延長するなどもぜ

ひ検討していただきたい。これは要望とさせて

いただきます。 

  結びに、これは先日お亡くなりになった故宇

井 啓先生らが編集に携わった「大江公物語」、

これが〔資料を示す〕リライト版として出され

ております。私も読ませていただきました。 

  大河ドラマ「鎌倉殿の13人」の登場人物で、

本市の礎を築いた大江広元公は、平安時代末期

の初めは朝廷に仕える下級貴族でしたけれども、

鎌倉に行ってから頼朝の側近となり、今の官房

長官ですかね、鎌倉幕府及び公文所の政所、初

代別当を務め、幕府創設に貢献された方です。

特に、近世以来、武家政権の礎となった守護地

頭制度を提言した方だというふうに言われてい

ます。頼朝の側近中の側近でした。 

  大江家は江家と呼ばれ、学問の神様と言われ

る菅原道真（菅家）と並び、古くから学問に秀

でた家系で有名な大江家であります。ぜひ、今

の時代を引き継いだ私たちの責務であると、偉

大な先人たちの思いを子孫そして末代まで形に

していくことが、学校を造るということも含め

て、今、我々に課せられた大きな責務であると

いうことは言うまでもございません。この多く

の苦難を乗り越え、新たな時代を切り開いてき

たことを思いながら、これで質問を終わらせて

いただきます。ありがとうございました。 

 

太田芳彦議員の質問 

 

○國井輝明議長 通告番号７番、８番について、

10番太田芳彦議員。 

○太田芳彦議員 冬季オリンピックも閉幕しまし

て、金メダルのラッシュまでとはいきませんで

したが、３個の金メダル獲得で残念がる方もお

られると思いますが、私は改めて世界の頂点に

立つのは極めて難しいことなんだと思い知らさ

れた結果でありまして、選手の皆様には大変御

苦労さまと申しあげたいと思います。 

  それでは、通告番号７番、空き家対策につい

て質問をさせていただきます。 

  御存じのように、人口の減少や高齢化により、

日本では空き家の数が増え続けています。空き

家には様々な種類がありますが、中でも問題と

なっているのが放置された状態の空き家です。 

  管理されていない空き家は、地域の景観を損

ねるだけでなく、安全面、衛生面、治安面から

も深刻な問題が多いのが現状です。平成30年住

宅・土地統計調査の結果、空き家が848万9,000

件と過去最多となり、全国の住宅の13.6％を占

めていることが分かりました。 

  そんな中、空き家の対応を盛り込んだ「空家

等対策特別措置法」が平成27年５月に全面施行

され、これを受けて、本市でも平成30年から令

和９年までの10か年、「寒河江市空き家等対策

計画」を策定しておりますので、その成果と課

題について質問をさせていただきます。 

  私の地域でも、町会によっては３軒連ねて空

き家もあり、本市全体を見れば相当な数と推測

されますが、①現在の空き家の戸数はどの程度

か、調査結果をお聞きしたいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 太田議員から現在の空き家の件

数についてお尋ねがございましたが、先ほどあ

りましたとおり、空き家対策を総合的かつ計画

的に進めて、危険度の高い管理不全な空き家の

発生防止と空き家の利活用を図ることを目的と

して、平成30年３月に「寒河江市空き家等対策

計画」を策定しているところでありますが、市

においては既に、その前の平成27年度に空き家

の実態調査を初めて行っているところでありま
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す。さらに、令和元年度に追跡調査を実施して

いるところであります。 

  その結果、令和２年１月現在では、空き家は

市内で346件というふうになっております。内

訳を見ますと、使用可能と思われるものが29件、 

修繕が必要なものが312件、老朽化が進み要注

意と判断された空き家が５件というふうになっ

ています。 

  その後、市の職員による実況確認を実施して

おります。今年の１月現在において空き家の件

数を確認しておりますが、これは299件という

ふうになっております。令和２年４月より47件

減少しているというふうになっております。 

○國井輝明議長 太田議員。 

○太田芳彦議員 答弁ありがとうございます。 

  令和２年で346件、それが令和３年は299件ま

で減ったということで、随分47件ほど減ってい

るということのようでありまして、結果が出て

いるのかなと、そんなふうに感じました。 

  次に、全国の空き家率の低い都道府県ランキ

ングを見てみましたら、山形県は７位で12％の

空き家率ということで推移しており、特に山形

県が多いということではないようです。しかし、 

本市の町並みが、空き家が増加し、大きく変化

していることを最近強く感じるのは私だけでし

ょうか。 

  先ほど空き家戸数が報告されましたように、

まだ多くの空き家が存在するようです。先ほど

調査結果をお聞きしたのですが、②調査結果を

踏まえて今後どのように対応していくのか、お

聞きしたい。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 元年度に実態調査を行った際に

空き家の管理台帳というものを作りましたが、

その台帳を基にして、空き家の所有者の適正な

管理方法についての啓発をしたり、また、空き

家の相談会の案内でありますとか、補助事業が

ありますので補助事業の活用などについて文書

で情報提供を行っているところであります。 

  それから、令和４年度からですが、納税通知

書に適正な管理方法についてのチラシを同封す

ることにしておりまして、今後も引き続き所有

者に対して、空き家の適正な管理について要請

をしていくということにしているところであり

ます。 

○國井輝明議長 太田議員。 

○太田芳彦議員 次の質問が、１次調査を終えて

から２次調査に入るとのことでしたけれども、

いつからどのような方法で行うのか教えてくだ

さいとの質問予定でしたんですけれども、これ

は既に終了しているということでしたので、③

で、今後の家屋の実態調査はどのようになって

いるのか教えていただきたいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 今後の実態調査ということであ

りますけれども、山形県宅地建物取引業協会寒

河江など関係団体の皆さんから御協力をいただ

いて、また、地域の空き家の実態に詳しいのは

町会長さんでありますから、町会長さんなどに

も御協力をいただいて、空き家の情報を提供し

ていただきたいというふうに思っています。 

  その寄せられた情報を基に、市の職員が物件

の管理状態について外観からの目視調査を行っ

て、引き続きその台帳を整理していくというこ

とにしていきたいというふうに考えております。 

○國井輝明議長 太田議員。 

○太田芳彦議員 管理台帳を作って、知識人、町

会長とかその他の方に相談をして、市民の方に

啓蒙していくというようなお話でございました。 

  空家法第７条に基づいた寒河江市空き家等対

策協議会を設置しているとありますけれども、

④協議会のメンバーはどのようになっているの

かお聞きします。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 寒河江市空き家等対策協議会に

ついては、関係団体の連携を図る、また、空き
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家対策についての協議・検討をする場として、

空家等対策の推進に関する特別措置法により定

められております。 

  メンバーとしては、寒河江市司法書士会の代

表の方、寒河江市建設総合組合の代表の方、そ

れから西村山広域行政事務組合消防本部、それ

に山形県宅地建物取引業協会寒河江、そして山

形県建築士会西村山支部の代表の方、それに市

を代表して市長というふうなメンバーをもって

構成しているところであります。 

  毎年、空き家等の情報を交換したり確認をし

たりしながら、空き家等対策計画に関する意見

を頂戴しているという状況であります。 

○國井輝明議長 太田議員。 

○太田芳彦議員 いろんな関係各位の方が集まっ

て委員会を立ち上げるということでございます

ので、この辺はしっかり対応をお願いしたいと

思います。 

  具体的な対策の中に、寒河江市空き家相談窓

口の設置とありましたが、⑤何件の相談があっ

たのか、相談の内容はどんなものだったのか、

教えてください。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 何度も申しあげますが、平成30

年３月に計画が策定されて、その後相談窓口が

設置されたということでございます。毎年、20

件ほどの相談が寄せられております。これまで

の合計でいうと73件ほどになっています。 

  内容については、敷地内の樹木や雑草が繁茂

しているということとか、建築物の破損や積雪

に関することなどが多く寄せられているところ

でありまして、そういった寄せられた相談につ

きましては、所有者の方へ文書で通知をしたり、

また電話などで連絡を差し上げて、改善につい

てお願いをしているというところでございます。 

○國井輝明議長 太田議員。 

○太田芳彦議員 年に20件、トータルで75件とい

うことで、そんなにも多くないんでしょうかね。 

  次に、現在、空き家バンクに登録している人

は何人いるのか、お聞きしたいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 現在の空き家バンクに登録した

件数は、令和３年度で申しあげますと３件であ

ります。利活用したい空き家の情報を登録して

いただいて、市のホームページで公開しており

まして、空き家の利活用のための情報提供を行

っているということでありますが、公開する情

報については、賃貸か売却かの別でありますと

か、所在地とか写真などで８項目になっており

ますが、令和３年度は３件登録ありましたが、

そのうち２件が売買契約に至ったということに

なっております。 

○國井輝明議長 太田議員。 

○太田芳彦議員 登録者した人が３件ということ

で、２件の方が売買に至ったということで、３

分の２があれですから、すごく多く対象になっ

たんだなと思いました。 

  トータルで言えば、登録件数が３件というこ

とで、⑦で、空き家バンクに登録するとどんな

メリットがあるのか教えていただきたいと思い

ます。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 寒河江市の空き家バンクは、市

が主体となって運営するサービスになるわけで

ありますが、そういった意味で、自治体が主体

ですので、利用者にとっては安心して情報を掲

載できるということになろうかと思いますし、

閲覧も安心してできる、こういうことがあるか

と思います。 

  また、空き家バンクの利用者の方には、改修

工事を行う際に、空き家バンク利活用リフォー

ム事業として最大40万円の補助が行われます。

また、市が、山形県宅地建物取引業協会寒河江

に仲介をあっせんして、物件の契約まで取り交

わしていくということになりますので、安心し

て利用できて、また、初期投資も抑えることが
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できるというふうに、そういうメリットがある

というふうに思っております。 

○國井輝明議長 太田議員。 

○太田芳彦議員 ありがとうございます。空き家

バンクに登録すると40万円の補助金が使えると

いうことなので、やっぱり40万円といったら大

きいですよね。まだまだ、メリットとかそうい

う利点ということを市民の方はまだ知らないで

いるのではないかなと思うんですね。まだまだ

ＰＲをして、空き家解消に努めていただきたい

と思います。 

  せっかくですので、先進的な空き家バンク事

例を紹介したいと思います。 

  岩手県遠野市では、観光、グリーンツーリズ

ムから始まり、短期滞在、長期滞在を経て、定

住につなげていくという段階別戦略を取ってい

るのが特徴的で、最終目標である定住の受皿と

なる住宅の確保にも力を入れています。 

  山梨県山梨市では、山梨県宅地建物取引業協

会と協力し、空き家の有効活用の促進を図って

おり、さらに、移住交流希望者の利便性の向上

のために、周辺の市と共に同一フォーマットに

よる情報提供を行う試みがなされている。また、

インターネット上での空き家バンク連携の試み

も活発に行われています。 

  次に、島根県江津市では、空き家物件の案内

の際に、地元の特定非営利活動法人の協力を得

て空き家バンクを運営しております。また、地

元宅建業者など、多くの企業、団体との連携体

制を構築している点も特徴的になっています。 

  また、同じ島根県の雲南市では、定住推進を

通して、移住交流希望者からの空き家物件に関

する問合せへの対応を行っている。ホームペー

ジ上で公開している空き家物件情報を最小限の

ものとし、詳しい内容については定住推進員に

問い合わせているという仕組みが特徴的です。 

  定住推進員は、物件紹介のほか調査を行って

おり、きめ細かな対応ができる点が、物件成約

件数の高さにつながっている等々、他県でも頑

張ってはいるようですが、どこも悪戦苦闘して

いるようです。⑧そこで、本市の空き家の利活

用について伺いたいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 寒河江市のほうでは、所有者の

方に、空き家の今後の利活用について意向調査

を行ったところであります。自身で管理を続け

るか、あるいは売却などを検討しているのか、

取壊しを検討しているのか、その他の活用はど

うかなどということで意向調査を行っています。

その結果を基に、それぞれの空き家についての

所有者の方の考え方がありますので、それに沿

って、相談会でありますとか、補助事業の案内

などを差し上げて、有効活用に結びつくように

進めているところであります。 

  今後どうしていくのかということになります

が、先ほど太田議員からも紹介の事例などもあ

りましたから、そういうことも参考にしながら、

まちづくりを進めていく上で空き家の活用とい

うのは大変、300件近くあるわけなので、それ

も地域にいろいろ点在しているわけであります

ので、そういった空き家をうまく活用していく

かということは、それぞれの地域づくりにとっ

て大変重要なことになっているというふうにも

思いますので、そういったことについては、逆

に町会などで、空き家などについてうまく使っ

ていきたいなどというところがあれば検討して

いくということで、そういう利活用の方法など

についても地域の皆さんと話合いをさせていた

だいて、積極的に取り組んでいければというふ

うに考えているところであります。 

○國井輝明議長 太田議員。 

○太田芳彦議員 ありがとうございます。意向調

査を行い、有効活用につなげていくということ

でございますので、そういうふうにして頑張っ

ていただきたいと思います。 

  空き家対策も、地域によっては大きな違いが
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あるようです。市役所周辺で平たん地ですと空

き家は取り壊され、分譲して売りに出されてお

り、市民からの苦情もあまりないように思いま

すが、本市でも土地の価格が低いところ、不便

なところでは、⑨なかなか空き家対策は進んで

いないような気がするんですが、市長の御所見

を伺いたいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 先ほど来申しあげておりますけ

れども、今年の１月現在では、過去２年間で47

件の空き家が減少しているということに調査で

はなっております。 

  この47件の減少した内容を見ると、空き家が

解消するというのは、１つには空き家を再利用

するということと、空き家を解体するという大

きく２つあるんだというふうに思いますが、そ

の空き家を再利用するということについては、

手前みそになりますけれども、住宅建築の推進

事業でありますとか子育て定住住宅建築事業な

どを活用して、市外の方がリフォームしてそこ

に居住するということで解消になるという例も

ありますし、また、解体などについては先ほど

お話ししましたけれども、老朽危険空き家解体

補助事業などを活用して解体をする、これは、

令和３年度は９件ございます。そういうことを

いろんな補助制度なども活用していただいて進

めていっているということでありますから、い

ろんな対策の効果が出てきているのではないか

というふうに思います。 

  それから、市街地と周辺でどうなのかという

御質問でありますけれども、補助制度を活用し

た例などを見ますと、市街地と周辺についての

利用の差についてはさほど見受けられないよう

でございます。 

  いずれにしても、今後も、我々としては補助

制度などをうまく活用し、また充実をして、空

き家バンク、相談会の開催などを通して、より

効果的な空き家対策について一層取り組んでま

いりたいというふうに考えているところであり

ます。 

○國井輝明議長 太田議員。 

○太田芳彦議員 ありがとうございます。私も、

解体するとなるとお金も今の時代相当かかるよ

うでありまして、市長が言うように、空き家を

ちょっと改造して、都会から来てもらって住ん

でもらう、これが一番理想のような気がします

ので、そのように進めていっていただきたいと

思います。 

  我々も、空き家問題がそう簡単に解決できる

とは考えておりません。市民にとっては大変大

きな心配事のようでありますので、これは対策

を急いでいただきたいことを希望して、この質

問を終わらせていただきます。 

  次に、通告番号８番、農業全般について質問

をいたします。 

  昨年は、農業に携わる人にとって最悪の年で

ありました。果樹は凍霜害や降ひょう被害によ

り、また米は、収量は確保できましたが、本市

の主力品種である「はえぬき」の前渡金が１万

円を切るという状況で、多大な減収になってし

まいました。農家にとって、本年は正念場では

ないかと思っているところです。 

  そこで、今後の農業経営を維持するために何

点か質問をさせていただきます。 

  初めに、米の価格下落の問題ですが、人口の

減少や高齢化等による米消費減少傾向に加え、

新型コロナウイルス感染症により外食需要が低

迷し、特に業務用米の需要が落ち込み、全国的

に米の民間在庫が近年になく過剰な状態になっ

ている。 

  このような厳しい需要環境を背景に、実質的

な主食用米の価格の指標となるＪＡ概算金が全

国的に引き下げられ、本県においても、全国に

誇るブランド米の「つや姫」の下げ幅は最小限

に抑えられたものの、県内作付の６割以上を占

める「はえぬき」などは大幅値下げとなってし
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まいました。 

  県においては、県産米の消費拡大に向けた緊

急対策を実施していただいたが、コロナ禍が長

期化し需要の回復が見通せない中で、今後さら

に販売環境が著しくなることが予想され、最大

限の努力を尽くしても、稲作経営が立ち行かな

くなるおそれがあります。 

  農業者等が将来に希望を持ち、安心して米生

産を継続できるよう、国へ強く要望いただくと

ともに、県としても、さらなる支援対策の実施

を要請するといった内容で、昨年の10月に山形

県農業法人協会より緊急要請されておりました

が、①本市も同じ状況かと思いますけれども、

市長の御所見を伺いたいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 米価の下落に関しましては、太

田議員から御指摘のとおり、コロナ禍による外

食需要の落ち込みに加えて、食生活の多様化に

より、パンや麺類など主食の選択肢が増えて、

相対的に米の割合が減少していることなどから、  

需給バランスが崩れてしまったことが要因であ

るというふうに認識をしているところでありま

す。 

  はえぬきをはじめとした令和３年産米の概算

金の下落については、稲作農家の経営に多大な

影響を及ぼすおそれがあることから、概算金の

状況が判明した昨年の９月13日に、山形県市長

会のほうから県及び国に対して、対策実施を求

める緊急要望を行ったところでございます。 

  また、本市におきましては、概算金下落の影

響を緩和して、稲作農家の皆さんの営農意欲減

退を防ぐために、昨年の12月補正予算におきま

して、市の独自支援を御可決いただいて実施を

しているというところでございます。支援の内

容については、米の販売農家を対象にして、令

和３年の作付面積に応じて、10アール当たり

2,000円を助成するというものでございます。 

  去る２月25日に、寒河江市農業再生協議会を

通して申請のあった501名の方に対して、対象

面積956.22ヘクタール分、1,912万4,400円を交

付させていただいているところであります。 

○國井輝明議長 太田議員。 

○太田芳彦議員 ありがとうございます。そうで

すね、昨年の12月議会で補正を組んでいただい

て、2,000円ずつ、これあれなのかな、2,000円

というのは１俵当たり2,000円でしたっけ、10

アールだっけ。（「10アール」の声あり）すみま

せん、10アール2,000円ということのようでご

ざいます。 

  本県でも、米農家への緊急支援を行っている

そうなんですけれども、その中身について伺い

たいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 山形県の米農家への緊急支援対

策ということですけれども、名称は稲作経営緊

急応援事業費補助金ということで、米の販売農

家を対象に、これも令和３年の作付面積10アー

ル当たり1,000円を支給する事業が、市とは別

に実施されております。こちらについても、寒

河江市農業再生協議会を通じて501名に、２月

25日に956万2,200円が申請者に交付されている

という状況であります。 

○國井輝明議長 太田議員。 

○太田芳彦議員 県では、独自に10アール当たり

1,000円の補助金ということで、支援金になっ

ているということでございます。 

  今後、米の供給過剰を防ぐべく、飼料用米を

はじめとする非主食米や麦、大豆への③作付転

換を推進していくべきと思いますが、市長の見

解を伺いたいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 米価を安定させていくためには、

やっぱり米の需給に応じた生産というのが必要

であろうかというふうに思いますが、これは農

家の皆さん一丸となって取り組むということが

大変重要であるというふうに認識をしておりま
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す。 

  地元農協、それから市内生産組織などで構成

する寒河江市農業再生協議会というのがござい

ますが、ここでは、山形県農業再生協議会が設

定し、各市町村ごとに配分する米の生産の目安

の達成に向けて、これまでも生産者の皆さんに

主食用米の作付上限や転作作物の作付拡大など

について御協力をしていただいたところであり

ます。 

  令和３年産の米については、生産の目安とい

うのは、寒河江市に対しまして1,039ヘクター

ルの配分があったわけでありますが、これが令

和４年産については993ヘクタールということ

になっております。昨年に比べてさらに46ヘク

タール分を、主食用米から新規需要米や大豆な

どの転作作物への作付転換を実施する必要があ

るというふうになってございます。そういった

意味から、農家の皆さんには大変御苦労をおか

けすることになるわけでありますけれども、米

価の安定のために御協力をお願いしたいという

ふうに考えているところであります。 

○國井輝明議長 太田議員。 

○太田芳彦議員 ありがとうございます。これは

要望になるんですけれども、主食用米の輸出を

より一層推進していただいて、米の消費を図っ

ていただきたい、このように思います。 

  次の質問は、米農家ばかりでなく、果樹農家

も同じなんですけれども、昨年の反省を踏まえ

て、④収入保険の加入数は上がっていると思う

が、教えていただきたい。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 寒河江市におきます収入保険の

加入状況でありますけれども、令和元年度加入

件数は14件でありました。これが令和２年度に

なりますと31件、さらに令和３年度、今年度で

ありますけれども、これは今年の１月末現在で

63件ということで、年々倍増しているところで

あります。特に今年度は、加入件数が多いとい

うことになっています。 

  これは、山形県収入保険加入推進協議会とい

うのが設置されているＮＯＳＡＩ山形のほうに

お聞きをしますと、昨年の凍霜害と米価下落の

２つの大きな要因が収入保険制度に目を向けさ

せる契機となって、県全体でも加入件数の増加

傾向が見られるということでありました。 

  寒河江市としては、収入保険への加入促進の

ための助成事業、助成制度を新年度予算案に計

上させていただいておりますが、引き続き農家

の安定した経営環境を支援していくために、努

力してまいりたいというふうに考えております。 

○國井輝明議長 太田議員。 

○太田芳彦議員 令和元年からは倍倍倍というこ

とで増えているということなので、若干安心し

たところでございます。やはり今からの農業、

何が災害あるか分からない状況なので、石橋を

たたくようなつもりで、保険金も高いんでしょ

うけれども、こちらのほうは増えるように努力

をお願いしたいと思います。 

  この質問の最後になりますけれども、稲作農

家の営農意欲の減退を防ぐため、今後も状況に

対応した支援策をお願いして、米についての質

問は終わります。 

  次に、１月19日に寒河江市豪雪対策本部を設

置し対策に当たっていただきましたが、⑤本市

の樹木や施設の雪の被害についてお聞きしたい

と思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 この冬の果樹の枝折れ被害につ

いてでありますけれども、まだ途中なので状況

がはっきり把握できていない部分はありますが、

２月末現在では、大きな被害が発生していると

いう連絡はいただいておりません。 

  また、農業用被害については、昨年の12月25

日からの降雪によって、市内８か所で育苗ハウ

スや農業機械倉庫などの小規模なパイプハウス

の倒壊、破損が確認されているところでありま
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す。 

  今後の融雪によって、農道や園地において新

たな被害を生じることがあるかと思いますけれ

ども、一昨年12月に発生した大きな降雪被害を

受けて、農家の皆さんは、今冬は小まめに施設

の雪下ろしや枝の雪払いなどを実施していると

いう努力をしていただいて、今のところ被害の

確認が少なくなっているのではないかというふ

うに考えております。 

○國井輝明議長 太田議員。 

○太田芳彦議員 ありがとうございます。私もそ

んなには、市内を聞いて歩いても、大きい被害

……、でも、これは今から雪の解け具合によっ

て出てくるのではないかという気もしますけれ

ども、でも、そんなに大きいトラブルが出てい

ないということでほっとしたところでございま

す。 

  冒頭にも申しあげましたが、昨年は凍霜害等

により、さくらんぼに始まり多くの果樹が大打

撃を受けました。現在、本市では、大雪の中、

樹木の剪定が行われており、今年の果樹の花見

は非常に充実していて期待が持てるとの話でし

たが、昨年のことを考えますと今年は大丈夫と

言い難く、そこで昨年の反省を踏まえ、⑥凍霜

害予防の設備普及は進んでいるのかお聞きした

いと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 寒河江市におきましては、昨年

４月の果樹の凍霜被害を受けて、農協とも協力

をさせていただいて、さらに国や県の補助事業

などを活用しながら、霜対策に有効である散水

氷結法を実施するために必要となる井戸掘削、

それからスプリンクラーの設置、また、園地を

温めるためのオイルヒーターの導入などを推進

してきたところであります。 

  令和３年度散水氷結法に必要なスプリンクラ

ー設備を導入した方は市内で13名、そのうち５

名の方については井戸掘削による水源確保も実

施しているところであります。また、オイルヒ

ーターについては15名の方が導入を進めている

というところでございます。 

  令和４年度につきましても引き続き、さくら

んぼをはじめとした果樹の安定生産に向けて、

様々国や県の補助事業などを活用しながら、防

霜設備の導入促進に努めて、安定生産に資して

いきたいというふうに考えているところであり

ます。 

○國井輝明議長 太田議員。 

○太田芳彦議員 そうですね、どんどんと設備普

及が進んではほしいんですけれども、相当経費

がかかるものでございますので、そう簡単には

進まないとは思うんですが、地道に設置数を進

めていただきたいと思います。 

  次に、さくらんぼの将来について伺いたいと

思います。 

  先日、市内で米や果樹を大きく経営している

農家の方より、山形からさくらんぼがなくなっ

てしまうといった、耳を疑うような話を伺って

きました。農家も高齢化が進み、樹木を切って

整理している方が目に止まります。貸すわけに

はいかなかったのか、もったいないなと思って

おりましたが、雨よけハウスの骨材が経年劣化

し、貸そうにも貸せない状況なんだそうです。 

  私も、そういう角度からさくらんぼの将来を

考えたことがありませんでしたので、驚いた次

第です。骨材の寿命が20年くらいとしたら、今

生産しているさくらんぼ農家でも、該当する方

が大勢出てくるのではとの心配から発した言葉

だったみたいです。 

  １反当たり、雨よけハウスの骨材と建設費は

幾らかかるのかと聞いたところ、250万から300

万かかるとのことで、私に話をしてくれた農家

自身がそこに直面しており、これから先どうな

っていくのか大きな不安を感じているようでし

た。 

  そこで、⑦さくらんぼの設備の老朽化と将来
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について、市長の御所見を伺いたいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 御案内のとおり、さくらんぼは

雨による実割れが発生してしまうと商品価値が

ないというわけで、さくらんぼについては雨よ

けハウスが整備をされているわけであります。 

  この雨よけハウスの設置については、自費で

整備している方もいらっしゃいますし、補助事

業などをうまく活用して整備されている方も多

くいらっしゃるわけでありますが、農業経営に

おいても、他の事業を営む方も同じでしょうけ

れども、設備投資により取得した財産について、 

経年劣化によりその資産価値や機能が年々低下

していくわけでありますから、更新が必要にな

る将来に向けて、資金を計画的に確保していた

だかなければならないというのは大前提ではあ

るかというふうに思いますが、他方、御指摘の

ように、農業者の高齢化、それから後継者不足

などがあって、高額な設備投資が新たにできず

に、木を切り、さくらんぼ栽培をやめてしまう

という例もあるわけであります。そういうのが

事実あるわけでありますので、これはもちろん

寒河江市のみの問題でなくて、県内全体にそう

いうことがあるわけでありますから、県におい

て昨年の10月に、さくらんぼを核とする果樹産

地の中長期的な方向性を議論して、抜本的な産

地再生と強靱化を図るという目的で、果樹王国

やまがた再生・強靱化協議会というのを設置し

ております。私もその委員になっているわけで

ありますけれども、この協議会において、いろ

いろ果樹王国やまがた再生に向けて、様々な立

場の人から御意見が出されているわけでありま

す。その出された内容については、市の新年度

予算などにも反映されているというふうに思い

ます。 

  御質問の雨よけハウスの改修に対する支援な

どについても、新たに実施されるということに

なっております。雨よけハウスの更新は必要だ

けれども、様々な理由で再整備は難しいという

方についても、ハウスの一部を交換、改修する

という場合にも活用可能だという補助制度のよ

うでありますので、ぜひ活用いただいて、再利

用、再生産に取り組んでいただければなという

ふうに思っているところであります。 

  我々としても、これから生産者の皆さんから

の様々な御意見、御要望をいろんな機会を通じ

てお聞きをしながら、県や農協と共に持続可能

な生産体制の維持に支援をして、本市のシンボ

ルであるさくらんぼの振興に、より一層取り組

んでまいりたいというふうに考えているところ

であります。 

○國井輝明議長 太田議員。 

○太田芳彦議員 今、答弁をいただきましたが、

この件については、「今すぐ対策を」とは考え

ておりません。この話を伺ってから、さくらん

ぼのハウスを眺めることが増えましたが、大変

さびが浮いている園地が多くありまして、５年

後、10年後が心配です。さくらんぼ生産日本一

の山形県でありますので、その存続をかけて安

定した農業経営ができるよう、本市とＪＡさん

に指導をお願いして、私の一般質問を終わりま

す。ありがとうございました。 

 

佐藤耕治議員の質問 

 

○國井輝明議長 通告番号９番から11番までにつ

いて、９番佐藤耕治議員。 

○佐藤耕治議員 寒政クラブの佐藤耕治です。よ

ろしくお願いいたします。 

  本日の一般質問者、私が最後となりました。

長時間にわたる御答弁お疲れさまでございます。 

  今年の冬は２年連続の大雪となり、除雪作業

等に御尽力くださった全ての方々に感謝と敬意

を申しあげます。 

  新型コロナウイルス感染者数も下がらない状

況下でありますが、２月下旬よりステルスオミ
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クロン株（ＢＡ.２）の報道がなされており、

感染力が強いことに心配しております。人類は

ウイルスと共に共存しなければならなく、生き

ていかなければならないと思っているところで

あります。 

  早速、一般質問をさせていただきます。 

  通告番号９番、将来の学校と教育について。

（１）新中学校建設の予定地について。 

  地方の時代と言われて数十年、地方の人口流

出や少子化により、避けては通れない問題が山

積しております。 

  昨年12月に、本市の学校のあり方検討委員会

の答申が出されました。17名の検討委員の皆様

には、２年５か月という長きにわたり10回の会

議が開催され、様々な観点から検討していただ

き、感謝とお礼を申しあげます。 

  その後、議員懇談会において、学校施設整備

計画が示され説明をいただきました。学校施設

整備ロードマップでは、令和10年に市内中学校

は１校に統合されます。令和４年度中に用地選

定が示されており、用地選定には様々な環境要

因が必要と考えます。 

  １つ、安全な場所。自然災害や、地震の活断

層や洪水ハザードマップの危険区域を除くこと

など。 

  ２つ目、閑静な場所。市街地を避け、広大な

場所で、校舎はもとより、グラウンドや体育館

をはじめ、武道場やプール施設等々、芸術文化

等のスペースが必要とされ、さらに避難所の役

割も重要であります。 

  ３つ目、交通の利便性。通勤時間帯の渋滞に

巻き込まれず、冬場の道路事情に左右されにく

い場所が適切ではないでしょうか。 

  以上のことを私は考えますが、教育長の御所

見をお伺いします。 

○國井輝明議長 軽部教育長。 

○軽部 賢教育長 新しい中学校の建設予定地に

つきましては、学校施設整備計画のロードマッ

プでも示しておりますように、今、議員からも

御指摘ありましたけれども、来年度から用地選

定に入るということでございますので、結論を

申しあげれば、先ほど渡邉議員にも申しあげま

したけれども、現時点では、その場所につきま

しては全くの白紙の状態でございます。 

  予定地の選定に当たっての要件でございます

が、議員おっしゃるとおり、災害の可能性の極

めて低い場所である必要があることから、活断

層やハザードマップの危険区域を避けるのは基

本であるというふうに考えております。 

  閑静な場所がよいのではないかということに

つきましては、中学校が統合されれば、生徒数

が増加するとともに部活動の選択肢も増えるこ

とから、教育環境の整備として施設面積も広く

確保する必要があることから、閑静な場所にな

らざるを得ないのかなというふうに想定してい

るところであります。 

  そして、生徒の登下校の安全確保と適正な登

校時間についての配慮も必要でありますので、

交通の利便性の視点も欠かすことができないと

いうふうに捉えているところでございます。 

○國井輝明議長 佐藤議員。 

○佐藤耕治議員 答弁をいただきました。当然の

ごとく、学校が一つになるということは、大変

大きな広大な面積も必要であります。しかしな

がら、寒河江市内から集中して一つの学校に来

るということは、当然のように、大人の朝の通

勤者の交通量状況や、利便性と除雪体系の万全

を期していることなどを鑑み、国道112号線、

国道287号線沿線が私は適当ではないかと考え

ますが、教育長のお考えをお伺いします。 

○國井輝明議長 軽部教育長。 

○軽部 賢教育長 もちろん通学時の渋滞、それ

から冬期間の除雪体制は大切な要因であると思

われます。反面、交通量の多い道路に隣接する

と、その危険性ですね、それから防犯上の配慮

なども必要なことから、国道沿線も考慮に入れ
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つつ、総合的に判断していくことが必要である

というふうに考えているところであります。 

○國井輝明議長 佐藤議員。 

○佐藤耕治議員 この用地選定につきましては、

本当に一つの学区の中では、４万人の人口の中

で子供たちが一斉に集うわけでございますので、

広大な場所が必要だと思います。当然、市街地

を避けるという意味からすると、農用地が指定

されるのではないかと私は推測されますが、当

然、土地改良区等の話の中で、様々な検討がな

されているのではないかなというふうなことも

思われます。 

  しかしながら、土地はあくまでも農家の皆さ

んの土地でもございます。本当に、これから

様々な形で連携をするときにも丁寧に進めてい

かないと、反発、反対、様々な問題がこれから

起こり得るのではないかと考えるところでござ

います。その際の用地選定の際に、土地の面積

と予算等で想定されているものがございました

ら、お伺いしたいと思います。 

○國井輝明議長 軽部教育長。 

○軽部 賢教育長 建設に係る費用につきまして

は、建設時の生徒数とか、それを踏まえた校舎、 

グラウンドの面積を考慮しながら、また資材価

格の推移等も見ながら今後検討していく、積算

していくということになろうかというふうに考

えております。 

  面積につきましても、生徒数が増えるという

こともあり、また部活動で、生徒が支障なく活

動できる面積というふうなことが必要になるの

ではないかというふうに考えているところでご

ざいます。 

○國井輝明議長 佐藤議員。 

○佐藤耕治議員 ぜひ私は、広大な土地を求めら

れるように、うまくここ１年で場所を選定した

上でも、面積は大きく取れるようなことを強く

望んでおります。 

  続きまして、（２）学校運営協議会やコミュ

ニティ・スクールの方向性についてお伺いした

いと思います。 

  地域の学校という意味合いからも、これまで

学校運営協議会やコミュニティ・スクールなど

の取組がなされてきており、今後、全学校で実

施するとのことであります。学校が統合されて

からの学校運営協議会やコミュニティ・スクー

ルの方向性についてお伺いいたします。 

○國井輝明議長 軽部教育長。 

○軽部 賢教育長 今、議員から御指摘ありまし

たように、本市におきましては、来年度から市

内全ての小中学校が、学校運営協議会を設置す

るコミュニティ・スクールというふうになりま

す。 

  コミュニティ・スクールは、学校と地域がパ

ートナーになることで、保護者や地域住民等も

教育の当事者となり、責任感を持って積極的に

子供の教育に携わるようになるとともに、保護

者、地域住民等が学校運営や教育活動へ参画す

ることで、保護者、地域住民等と学校が顔が見

える関係となり、保護者や地域住民等の理解と

協力を得た学校運営が実現することが可能とな

ってまいります。 

  また、学校と地域の協力体制が築かれること

で、生徒指導や防犯・防災等の面においても、

課題解決に向けて効果が期待されることから、

統合後も各学校におけるコミュニティ・スクー

ルの取組を進めてまいりたいというふうに考え

ております。 

  コミュニティ・スクールのコミュニティとは、

その学校を構成する地域、学区のことを意味し

ておりますので、統合によって学校が広くなっ

たとしても、その学校が新たなコミュニティー

を形成し、新しい学校を核にした地域づくりを

推進していくことが大切であるというふうに考

えております。 

  コミュニティ・スクールの枠組みを活用して、

地域住民が学校運営に参画することが、新たな
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コミュニティー形成に資することにつながり、

統合後の新しい学校づくりが円滑に進むものと

期待しているところであります。 

  学校の統合によって、学校が捉える地域の範

囲もこれまでより広いものとなります。市とし

ましても、統合後も地域住民の方々との連携を

密に図りながら、コミュニティ・スクールを核

とした、地域と共にある学校づくりを一層進め

てまいりたいというふうに考えております。 

○國井輝明議長 この際、暫時休憩いたします。 

  再開は午後２時30分といたします。 

 休 憩 午後２時１８分  

 再 開 午後２時３０分  

○國井輝明議長 休憩前に引き続き会議を開きま

す。 

  佐藤議員。 

○佐藤耕治議員 答弁をいただきました。教育長

のお話のとおり、私もそのようだと思っており

ます。しかしながら、学校が統合するというこ

とは、地域の方々がこれまでの学区以外の方々

と交流するわけですから、丁寧に進めていって

いただきたいなと思っているところでございま

す。よろしくお願いいたします。 

  次に、（３）小中学校の通学手段についてお

伺いしたいと思います。 

  小中学校の統合が図られることで、通学距離

が遠くなることや安全に通学できるよう、スク

ールバス、スクールタクシー、循環バス、企業

バス等の活用を検討されると示されております。 

  中学生は一般人として乗車できることから、

登校・下校以外の時間帯に、交通弱者、高齢者

等に市民バスと兼用して活用することで、車両

の費用対効果やドライバーの雇用対策も図られ、

有効利用ができるのではないかと私は考えます

が、このことについて教育長の御所見をお伺い

します。 

○國井輝明議長 軽部教育長。 

○軽部 賢教育長 現在の本市のスクールバスの

状況をまずお話し申しあげたいと思いますが、

現在は、市が所有しているバスを委託業者が運

行するというふうな形で、幸生地区と白岩小、

しらいわ保育所及び陵西中を結ぶ１台、それか

らもう１台が、田代地区と白岩小及び陵西中を

結ぶ１台の合計２台で運行しているということ

になっております。 

  運行業務の内容につきましては、登下校の送

迎、それから本市12小中学校の校外活動、学習

活動の送迎及び中学校の部活動や各種競技大会

参加への送迎というふうになっており、登下校

のほかにも日中の活用、それから土日、祝日の

活用も有効に活用しているというような状況で

あります。 

  今後、本市小中学校の再編に伴って、さらな

るスクールバスの整備が必要となってくるとい

うふうに考えておりますが、新たなスクールバ

スの購入とかリース、あるいは循環バスや市内

企業が所有するバス等の活用等を検討していく

ほか、議員から御提案ございました交通弱者等

への市民バスとしての活用についても、学区及

び地域の特性あるいは必要性、こういったもの

を勘案しながら今後検討してまいりたいという

ふうに考えております。 

○國井輝明議長 佐藤議員。 

○佐藤耕治議員 これから、スクールバス２台か

ら３台になるか４台になるかは当然分からない

ところでもあります。当然、夏場と冬場によっ

ての交通量というか、通学時間、車の時間も

様々なことで想定される中で、台数も増やして

いく可能性もあるかと思いますけれども、生徒

の皆さんが、通学時間、乗車時間が長くならな

いようなことを考えていただきたいと思ってい

るところでございます。 

  次に、（４）国際交流について。 

  タブレット端末も導入され、デジタル化社会

に向けて、情報発信が国際水準まで引き上げら

れてきております。ＡＬＴ（外国語指導助手）



 - 66 - 

やＡＥＴ（日本人英語講師）を導入して、英会

話に子供たちがなれ親しんできております。 

  さらに、子供たちは人と人との触れ合いをす

る交流が大切であり、ホームステイやファーム

ステイを体験させることも私は必要と考えます

が、教育長の御所見をお伺いいたします。 

○國井輝明議長 軽部教育長。 

○軽部 賢教育長 議員から御指摘のあったとお

り、本市の学校でも急速にＩＣＴ機器を駆使し

た学び、あるいは教育のＤＸ（デジタルトラン

スフォーメーション）が進行しております。し

かしながら、時代がいかに進もうとも、子供の

感性、それから探求心の育成、健全な成長には、

直接体験は欠かせないというふうに考えており

ます。 

  また、平成23年度より小学校３年生以上で外

国語活動、平成29年度より５、６年生が、教科

としての外国語が教育課程に位置づけられて、

学校では英語の学習が実施されております。外

国語の習得や異文化理解にも、これもまた、人

と人とが時間をかけて直接触れ合う場面が有効

であるというふうに考えております。 

  教育委員会としましては、昨年の夏に、外国

語指導助手や日本人の英語講師、ＡＬＴやＡＥ

Ｔ、それから、これに加えて小学校の先生方か

らもスタッフとして加わっていただいて、イン

グリッシュデーという、子供たちが丸一日英語

に浸れる授業を実施したところであります。30

人の募集定員でありましたけれども、２倍以上

の応募があるなど、本市の子供たちには外国語

に対する大きなニーズがあるんだなということ

が分かったところであります。 

  議員から御提案のありましたホームステイや

ファームステイといった直接体験は、子供たち

の成長をさらに促す有効なものであるというふ

うに認識しているところであります。 

○國井輝明議長 佐藤議員。 

○佐藤耕治議員 答弁をいただきました。今、コ

ロナウイルス感染で大変厳しい状況下でもあり

ます。しかしながら、今後のことを考えますと、 

国際交流というものがすごく重要になってくる

のではないかなと思って、この質問をさせても

らっているところでございます。 

  当然、先ほど来からもウクライナ問題も出ま

して、本当に海外、国際交流ということは、安

全なところでないとなかなか難しいかなという

ふうに私も思っているところでございます。 

  そんな中で、前回、令和元年第４回定例会に

おいて、阿部議員の一般質問で紹介していただ

きました台湾斗南鎮の斗南ロータリークラブと

寒河江ロータリークラブの交流がなされており、

さらに、トップセールスでつながりのある台湾

と、コロナ終息後にホームステイやファームス

テイに向けて進めていくためにも、今後オンラ

イン交流から始めてはどうでしょうか、このこ

とについて教育長の御所見をお伺いいたします。 

○國井輝明議長 軽部教育長。 

○軽部 賢教育長 国際交流につきましては、相

手先の求めるものがこちらのニーズとも合致し

て、双方にとって交流の趣旨、内容、方法等が

有意義なものかどうか、また、単発でなくて持

続可能なものになるかをしっかり見極め、双方

で合意形成を図っていくということが重要であ

るというふうに考えております。 

  議員から御提案のあった台湾の交流のように、

様々な団体がこれまで築き上げてきた既存の良

好な関係性を活用させていただくということが

できれば、双方にとっては有益な国際交流が、

できるだけ早く実現できるのではないかという

ふうに思っております。 

  コロナ禍の現在でありますので、ホームステ

イなどの直接体験は難しいものの、アフターコ

ロナ時代を見据えて、オンライン等による国際

交流を、今できることとして実行するというふ

うな視点は、大事にしていきたいというふうに

考えているところであります。 
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○國井輝明議長 佐藤議員。 

○佐藤耕治議員 ぜひホームステイ、ファームス

テイ、オンライン交流、本当に世界には国がた

くさんございますけれども、当然、トルコのギ

レスン市とも姉妹都市にもなっております。し

かしながら、私が議員になってからも、一度も

訪問できるような状況下にはない。しかし、韓

国の安東市にも行かせていただきました。本当

に国際交流というのは安全が第一かなと。 

  ただ、子供たちを家庭で海外へ連れていきた

いと思っても、金銭的なものがあったり、あと

治安的なものがあったり様々な観点からすると、

外国人の方との知り合い関係が、普通一般人の

方は、持っている方もいますでしょうが、持っ

ていない方のほうが、知り合いが少ないのでは

ないかと。やっぱり学校の教育の中で、そのよ

うなことをこれからも推進していっていただき

たいと思って質問させていただきましたので、

今後ともよろしくお願いいたします。 

  次に、（５）郷土愛を育む教育について。 

  部落の行事や集落的な風習が薄れてきており、 

道徳や倫理などに関わることが少なくなってき

ているのではないかと感じております。 

  青春時代に都会生活に憧れ、首都圏に旅立ち

たいという気持ちは理解できます。若いときこ

そ、広い視野からの見聞により物事を俯瞰的に

見られ、その中から将来の展望を導き出すこと

が大人へのスタートと思います。ぜひ、将来、

寒河江市の活性化に向けて活躍してほしいと私

は願っております。教育長は、郷土愛を育む教

育についてどのように考えておられるのか、お

伺いいたします。 

○國井輝明議長 軽部教育長。 

○軽部 賢教育長 市の第２次教育振興計画の基

本方針、あるいは基本目標にも示しております

けれども、本市では、様々な変化が予想される

社会の中で、「ふるさとを愛する心を持ちなが

ら、夢のある未来を切り拓いていくたくましい

ひとづくり」を目指した教育を推進していると

ころであります。 

  これまでも市内の各学校におきまして、地域

の方をはじめ市内外の各界で活躍している方に

講話をしていただいたり、子供たちが直接体験

を通して自分たちの生き方を見詰め、あるいは

自分の将来について考えるといった「さがえっ

こライフデザインセミナー」を実施しておりま

す。 

  また、地域の歴史、文化について深く学んだ

り、企業の方からいただいた課題に対して解決

策を自分たちで考えて、そして自分たちで提案、

プレゼンテーションをしていくという、地域を

柱にした探究型学習が行われているところであ

ります。 

  また、郷土の出来事への興味関心を広げたり、

郷土への理解を深めたりするために、小学校高

学年以上の学級では、新聞を活用した教育も意

欲的に行っているところであります。 

  さらに、来年度からは、さがえ未来コンソー

シアムを立ち上げて、それを中核として、コミ

ュニティ・スクール間の横の連携を図りながら、

学校と企業が連携した探究的な学習、地域に関

する学習を一層推進し、さらなる郷土愛の醸成

に努めてまいりたいというふうに考えておりま

す。 

  子供たちが、これらの学習活動を通して、地

域の出来事や歴史、伝統、また地域で頑張って

いる方々の生き方、仕事ぶりに触れることで、

その姿や思いが子供たちの心の中に刻まれて、

ふるさとへの思いをより強くすることにつなが

るものではないかなというふうに考えていると

ころでございます。 

○國井輝明議長 佐藤議員。 

○佐藤耕治議員 私も、郷土愛というものはどう

いうものなのかということを文献で調べて読ん

でも、自分の心の中で、これまで生きてきた65

年間という歳月の中で、自分はどうあるべきか
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など、そして、小学校、中学校、高校と山形県

内の学校にお世話になっている中でも、時代背

景の中で心が揺れ動くときも当然あります。し

かし、青春時代に、様々なきっかけで様々な出

会いもあります。しかし、ここで、義務教育の

中で郷土愛というものは、先ほど国際交流とい

うこともお話ししましたが、心の礎となるよう

なものがないと、ふるさとということは歌のよ

うにはうまくいかないし、やっぱり親、先祖の

気持ちを絶え間なく心に刻むということでお盆

にお墓参りをする、そのことによって様々なこ

とが地域社会でも活性化もできる。 

  一つには、神輿の祭典をはじめとして部落の

行事とか様々ありますが、これが、目の前のこ

とだけが自分の幸せと考えることか、それとも

子孫を残すために考えることなのか、様々な観

点から見れば、人間の成長というのは死ぬまで

当然勉強でもございます。しかしながら、人間

は人と人が支え合っていかなければ生きていけ

ない。そして、なおかつ、先祖を敬う気持ちが

郷土愛を育んでいただければ私はすごくありが

たいな、そして地域で働いていただきたいなと

いう気持ちでこの質問をさせていただきました。 

  先ほどの教育長の答弁にも、かなり同感、感

銘もしております。本当にこれから、ただ一方

通行で話をしても、子供たちがそれをどれだけ

心の中に残っているかということが一番問題で

ないかと私は思っているところでございますの

で、今後とも様々な観点から、職業講話等も行

っているということを聞いてもおりますが、そ

れも年に１回、２回でも、歴史の勉強が好きな

人もいれば嫌いな人がいてもそれは当然ですけ

れども、大切にするものをどれが大切にするか

と教えるよりも、自分の心に刻まれるような教

育をこれからも推進していただきたいと思って

いるところでございます。 

  次に、通告番号10番、市立学校が統合され、

廃校となった学校の姿について質問させていた

だきます。 

  市立学校が統合された後、廃校となった学校

の利活用について、本市の公共施設も老朽化が

進んでいる状況下ではありますが、市立学校が

統合され廃校となった学校の利活用について、

市長はどのように考えておられるのかお伺いい

たします。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 現在、寒河江市学校施設整備計

画についてはパブリックコメント中であるわけ

であります。その後、計画として策定されるわ

けでありますが、それに伴って、将来廃校とな

っていくであろう学校の施設の利活用について

も、この整備計画の進捗と併せて、並行して検

討していく必要があるというふうに思っており

ます。 

  先般の鈴木議員、それから渡邉議員の御質問

にもお答えをしましたけれども、地域における

学校の存在というのは、単なる公共施設という

だけでなくて、単に児童生徒の学習活動の場と

いうことだけでなくて、地域コミュニティーの

拠点の施設でもあるし、また、災害時の避難場

所などにも位置づけられているというわけであ

りますから、常に地域社会の中にあって中心的

な施設でありますので、それが廃校ということ

になって、その後どういうふうに利活用してい

くのかということについては、やはり地域住民

の皆さんの意向を十分に尊重して、確認をした

上で、御理解をいただいた上で進めていくとい

うのが大前提になるというふうに思っておりま

す。 

  御案内のとおり、寒河江市での廃校の校舎の

利活用の事例というのは、一つには、平成30年

度に旧田代小学校が廃校によってリノベーショ

ンされて、宿泊施設、それから里山レストラン

として今運営されております。それから、昨年

３月に廃校となりました旧幸生小学校について

は、現在、この間もお答え申しあげましたけれ
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ども、利活用の方針が決定されるまでの間、幸

生地区が地区の催事などで利用できるよう使用

の賃貸借契約を締結して、地域の方から御利用

していただいております。 

  昨年11月に、利活用に関する住民の皆さんの

意向調査、意向を確認するためのアンケート調

査を実施させていただきました。幸生地区全世

帯から調査をさせていただいて、９割の世帯の

方から回答をいただいております。 

  利活用の方向性としては、高齢者の福祉施設

がいいという方が３割で一番多かったわけであ

りますが、次いで災害時の避難施設を望む声が

２割ということでありました。特に利活用を望

まないという回答も約２割を占めておったとこ

ろであります。 

  幸生地区の方に、田代地区のような地域づく

りについて実施はどうかという設問をさせてい

ただきましたが、実施していきたいという回答

は約１割にとどまっていたという状況でありま

す。 

  いずれにしても、旧幸生小学校の利活用につ

いては、市として責任を持って、その方向性を

できるだけ早く、少なくとも来年度中に決定し

ていきたいというふうに考えているところであ

ります。 

  それから、御質問は、今後進められるであろ

う学校施設の整備計画に伴う廃校舎の利活用と

いうことでありますが、御提案のような多角的

な視点からいろんな検討を進めながら、もちろ

ん住民の皆さんの意向を踏まえていかなければ

ならないし、そういう意味で地域の将来にとっ

て大変重要な施設でありますから、活性化につ

ながるような利活用について検討していかなけ

ればならないというふうに考えているところで

あります。 

○國井輝明議長 佐藤議員。 

○佐藤耕治議員 答弁をいただきました。学校の

統合によって公共施設が増える、１年前にも、

財政課のほうから議員のほうに公共施設のアン

ケート調査等もあって、これから来年に向けて、

利活用について様々公共施設をやるということ

でもありますが、学びの里ＴＡＳＳＨＯのよう

に商売で成っていくというのは、私も会派のほ

うで行政視察に行ったこともあって、成功して

いる事例というのはありますが、本当に商売と

して５年たてば消滅してしまうような、最初は

普通の飲食店と同じように、こんなことを言っ

てはちょっと語弊かもしれませんけれども、最

初のうちは商売としても成ってくるということ

もあったり、当然、学校の建屋を掃除する、利

用するという形で住民の方に押しつけてもいけ

ないし、本当に市長が言われたように、住民の

意向によってこれから考えなくてはならないこ

とが多岐にわたると思います。 

  行政のほうからこうするんだと言われてやっ

ても、住民の人が捉えたときに、本当にこれが

果たしてよかったのかということも当然出てく

ると思います。その中では、今後、様々な観点

から検討なされるかとは思いますけれども、負

の財産にならないためには、考え方として幾つ

かの考え方がある中で、今、市長が言われた中

のほかにも、例えばですけれども、これは可能

性ですけれども、それは利用できるか分かりま

せんけれども、公募によって事業者の方に利活

用を求めていく方法論とか、それも市内である

か市外であるか、そういうことも検討項目にも

値するのかなと。 

  幾つかの小学校が統合されれば、幾つかのも

のが当然廃校になってきますので、田代、幸生

だけにとどまらず、将来、５年後、10年後、15

年後となってくると、かなりの学校の数が、公

共施設というものが、果たして必要性として、

住民が求めていくものと合致するのかというも

のが、すごく私は懸念もするし、当然心配もす

るんですけれども、その中でどれが一番いいか

ということは多分誰も分からないかもしれませ
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ん。 

  商売をするにも、今かなり、３年一昔という

言葉もありますけれども、１年たてば全く情勢

が変わってくるような、近年、コロナ関係で大

変な事業者の方々たくさんいらっしゃいますの

で、その辺を鑑みますと、本当にこれからの方

向性というものは、これだけ何回も論議したか

ら大丈夫だという安易な気持ちのほうがあえて

危ないのかなと。なかなかその辺のかじ取りと

いうのはすごく難しい状況下でありますので、

何度も何度もこれは繰り返しながら、商工会も

含めていろんな方々の御意見を賜りながら進め

ていっていただきたいなと思っているところで

もあります。 

  次に、通告番号11番、少子化対策について。 

  （１）本市の産婦人科医院の状況について。 

  本市では、子育て支援の住宅支援をはじめと

した切れ目のない支援を進めてきております。

子育て支援では、近年、小児科医院も開業され、

市民の皆さんからも感謝の声を聞いております。

しかし、子供の誕生に関わる大切な市内の産婦

人科医院２か所が４月からの営業を縮小してい

くと聞いており、現在の状況についてお尋ねい

たします。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 御案内のとおり、市内には現在

分娩を取り扱う産婦人科医院は２施設、２つの

施設があるわけでありますが、これまで令和元

年からの出産状況を見ると、各年度とも、市内

の妊婦さんの約６割の方が市内２施設において

出産をしているという状況であります。令和元

年度は61％、令和２年度は62％、令和３年度、

今年の２月までですが、63％ということで、６

割の方が出産をし、大変そういう意味では重要

なというか、ありがたい施設になっているわけ

でありますが、我々が把握しております範囲内

で申しあげますと、この施設の動向であります

が、２施設のうち１施設が、医院のホームペー

ジにおいて、令和４年４月末をもって分娩の取

扱いを休止する旨の情報をホームページで掲載

をしていると、そういう情報があるところであ

ります。 

  その後につきましては、妊婦さんに対しては、

希望する分娩取扱医療機関への紹介であります

とか、産科セミオープンシステム、これは後で

説明しますが、産科セミオープンシステムを活

用して妊婦健診を実施していく、また、婦人科

外来診療などはこれまでどおり対応されるとい

うふうに聞いているところであります。 

  もう一つの施設につきましては、今後もこれ

までどおりの体制で行われるということで、分

娩の取扱いについても継続実施されるというこ

とでございます。 

  いずれにしても、本市の今後の子育て環境に

与える影響は少なくないというふうに思ってい

るところであります。 

○國井輝明議長 佐藤議員。 

○佐藤耕治議員 答弁をいただきましてありがと

うございました。 

  （２）子育て環境についてお尋ねしたいと思

います。 

  「子育てをするなら寒河江市へ」と旗揚げを

することにおいても、地元に産婦人科医院や小

児科医院が存在することは必要な環境整備でな

いかと私は考えますが、市長の御所見をお伺い

いたします。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 子育て世代が安心して子供を産

み育てていけるようにしていくためには、小児

科医院、それから産婦人科医院は必要性の高い

医療機関の一つであるというふうに思いますの

で、市内の産婦人科医院が一部縮小されるとい

うことについては、寒河江市にとりましても非

常に残念なことだというふうに思っているとこ

ろであります。 

  県の地域医療構想においても、村山地域全体
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の課題の一つとして、分娩取扱医療機関の減少、

それから、将来的な地域の分娩施設の確保など

についてが課題として列挙されているところで

あります。 

  こうした課題克服のために、県においては、

診療所などと総合病院の役割分担と連携を進め

て、妊婦の利便性及び安心感の向上と医師の負

担軽減を図るために、先ほど申しあげましたが、

産科セミオープンシステムというものを推進し

ているところであります。 

  これは、妊娠前期や中期については近隣の産

婦人科医院などで妊婦健診を受けて、後期から

産後１か月は出産を希望する総合病院を利用し

て、その間、共通診療ノートで施設間の連携を

図る仕組みでございまして、地域全体で出産を

サポートする体制整備が図られるものというふ

うになっているところであります。寒河江市の

２つの産婦人科医療機関におきましては、この

システムに参加しておりますので、今後も利活

用が図れるというふうに思っているところであ

ります。 

  市といたしましては、産婦人科医療を含めた

周産期医療体制の充実というのは、申しあげる

までもなく、命を守る地域医療体制の充実のみ

ならず、市が推進しております魅力ある子育て

環境の整備という観点からも大変重要な課題で

ありますので、市民からのニーズも高いものと

いうふうに認識しております。 

  人口減少、それから分娩件数の減少が進んで

いる状況でありますので、新たな産婦人科医院

の開設を見込むというのは大変難しいというふ

うには思っておりますけれども、今後とも、産

婦人科を含む地域の周産期医療体制の充実を図

ることは大変、何回も申しあげますが、重要で

ありますので、引き続き様々な方策を検討して

いきたいというふうに考えているところであり

ます。 

○國井輝明議長 佐藤議員。 

○佐藤耕治議員 私も担当課のほうから、産科セ

ミオープンシステムの利用ということで資料を

頂きました。本当にこの前段の中で一番問題な

のが、全国的に産婦人科数が少ないということ

が、まず一番問題になってくるのかなと思って

いるところです。 

  これは、久保田管理者も含めまして、様々な

医師関係の連携も取りながら、働きかけをしな

がら進めていって、先ほど小児科の話もしまし

たけれども、１件が２件に医院が増えたことに

よって、すごく働き方改革も改善されると。や

っぱりお父さん、お母さんたちが働けると、当

然、産婦人科も何とか通院しなければならない

ということもあれば、当然、近くでは天童市に

も有名な産婦人科があって、実際のところ寒河

江市のまちを横断して、そして天童まで行くと

20分、30分かかってしまうということからすれ

ば、通勤するお父さん、お母さんに対しても、

近くに医療機関があることによって、すごく働

き方で負担がかからない。特に、２子、３子と

子供を産んでくることによって、家庭の事情が

大変目まぐるしく忙しくなってきます。当然、

妊婦さんであれば通院するかもしれませんけれ

ども、第１子の子供を保育所に連れていかなく

ちゃならないということであれば、できるだけ

時間が短いところに、近いところに医院があれ

ば助かるなと。 

  市長の強い御回答も得ましたので、本当に今

後、産婦人科医院を、今後とも安心して産み育

てるためにも推進を図っていただきますようお

願いいたしまして、私の一般質問を終わらせて

いただきます。ありがとうございました。 

 

議 案 上 程 

 

○國井輝明議長 日程第２、議会案第１号ロシア

によるウクライナ侵略に断固抗議する決議を議

題といたします。 
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議 案 説 明 

 

○國井輝明議長 日程第３、議案説明であります。 

  議会運営委員長から提案理由の説明を求めま

す。阿部議会運営委員長。 

   〔阿部 清議会運営委員長 登壇〕 

○阿部 清議会運営委員長 ロシアによるウクラ

イナ侵略に断固抗議する決議 

  ２月24日、ロシアは、世界中の平和を望む切

なる願いに反し、ウクライナへの侵略を開始し

た。さらに現在は、核の力を背景に国際社会の

安定を一層脅かしている。 

  ロシア軍の侵略により多くの人々が住み慣れ

た土地を追われ、避難を余儀なくされている。

武力攻撃は居住地にも及び、幼い命が奪われる

など罪のない民間人にも被害が広がっている。 

  このようなウクライナの主権と領土を侵害す

る行為は、明らかに国際法、国連憲章に違反し

ている。 

  また、今般のロシアの行動は、欧州にとどま

らず、海を挟んで対面する日本はもとより、ア

ジアを含む国際社会の秩序の根幹を揺るがしか

ねないもので、断じて看過できない。 

  よって、本市議会は、ロシアのウクライナへ

の侵略に対し断固抗議するとともに、即時無条

件でのロシア軍の完全撤退を強く求める。 

  令和４年３月 

  寒河江市議会 

  上記のことについて、別紙のとおり寒河江市

議会会議規則（昭和42年議会規則第１号）第14

条第２項の規定により提出します。 

  令和４年３月７日 

  提出者 議会運営委員会委員長 阿部 清 

 

質疑・討論・採決 

 

○國井輝明議長 日程第４、これより質疑・討

論・採決に入ります。 

  議会案第１号について質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて質疑を終結いたします。 

  討論に入ります。討論はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  討論を終結いたします。 

  これより、議会案第１号ロシアによるウクラ

イナ侵略に断固抗議する決議を採決いたします。 

  本案は原案のとおり決することに御異議あり

ませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、議会案第１号は原案のとおり可決さ

れました。 

 

   散    会    午後３時１１分 

 

○國井輝明議長 以上をもちまして、本日の日程

は終了いたしました。 

  本日はこれにて散会いたします。 

  御苦労さまでした。 
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   議事日程第３号      第１回定例会 

   令和４年３月９日（水）  午前９時３０分開議 

 

   再  開 

日程第 １ 一般質問 

   散  会 

 

 

   本日の会議に付した事件 

 

   議事日程第３号に同じ 

 

 

 

   再    開     午前９時３０分 

 

○國井輝明議長 おはようございます。 

  ただいまから本会議を再開いたします。 

  本日の欠席通告議員はありません。 

  出席議員は定足数に達しておりますので、こ

れより本日の会議を開きます。 

  本日の会議は、議事日程第３号によって進め

てまいります。 

 

一 般 質 問 

 

○國井輝明議長 日程第１、引き続き一般質問を

行います。 

  通告順に質問を許します。 

 

 一般質問通告書   

 令和４年３月９日（水）                         （第１回定例会） 

番号 質 問 事 項 要          旨 質  問  者 答 弁 者 

１２ 

 

 

１３ 

 

新型コロナウイル 

ス感染症について 

 

キャッシュレス決

済の促進について 

（１）現況について 

（２）子どもへのワクチン接種について 

（３）これからの対策の重点について 

 ＩＣチップ搭載型のカードについて 

５番 

月 光 裕 晶  

市 長 

教 育 長 

 

市 長 

 

１４ 

 

 

 

 

 

１５ 

市内経済活性化に

向けた支援につい

て 

 

 

 

防災及び自主防災

組織の強化につい

（１）幅広い支援の必要性について 

（２）上下水道使用料や固定資産税の減

免措置、臨時支援給付金について 

（３）積極的に後押しする支援策について  

（４）伝統工芸品事業者の事業承継の支

援策について 

（１）防災マップの修正箇所について 

（２）ＳＮＳによる広域的避難情報の情

８番 

古 沢 清 志 

市 長  

 

 

 

 

 

市 長 
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番号 質 問 事 項 要          旨 質  問  者 答 弁 者 

て 報提供について 

（３）現在の自主防災組織の組織率につ

いて 

（４）今年度の自主防災組織への支援内

容について 

（５）防災士及び自主防災組織の強化に

ついて 

１６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

１７ 

デジタル社会に向

けた、取組と課題

について 

 

 

 

 

 

 

地域医療の課題と

今後の取組につい

て  

（１）デジタル戦略課の設置から１年、

これまでの実績について伺いたい 

（２）デジタル戦略計画作成に当たり、

行われたアンケート調査の方法と内

容について 

（３）高齢者（デジタル弱者）のデジタ

ル技術習得について具体的対応策は 

（４）技術者の人材確保を始めデジタル

施策の課題について 

（１）西村山地域公立病院の再編問題に

ついて県に対する要望書提出から２

年となる、その後の進捗状況は 

（２）今後の取り組み方について 

１４番 

柏 倉 信 一 

市 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

市 長 

１８ 除雪について （１）令和３年度の除雪件数について 

  寒河江市除雪協力会除雪出動回数・

雪総合窓口への申込みによる出動件数

と地区民主導の補助金による除排雪作

業件数について 

（２）建物の北側にある道路除雪につい

て 

  ア 除雪後も雪が残る凸凹道の対策

について 

  イ 道路マンホール周りの除雪につ

いて 

  ウ 路線バス通りの除雪について 

  エ 日中除雪後のロータリー車によ

る幅だしについて 

  オ 雪捨て場の確保による除雪につ

いて 

１１番 

阿 部   清 

市 長 

教 育 長 
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番号 質 問 事 項 要          旨 質  問  者 答 弁 者 

（３）その他の除雪について 

  ア 県道と市道の除雪による段差に

ついて 

  イ 雪の排雪場所について 

  ウ 丁字路の除雪排雪について 

（４）歩道のない通学路の除雪について 

  ア 通学路点検・通学路除雪につい

て 

  イ 定期的なロータリー車による除

雪について 

 

 

 

 

１９ 教育問題 （１）コロナ禍の小中学校での授業への

影響状況 

（２）小学校教科担任制の実施状況 

１３番 

荒 木 春 吉 

教 育 長 

 ※表内の文字表記は実際の通告書に基づき掲載しております。 

 

 

月光裕晶議員の質問 

 

○國井輝明議長 通告番号12番、13番について、

５番月光裕晶議員。 

○月光裕晶議員 おはようございます。月光裕晶

と申します。よろしくお願いいたします。 

  通告番号12、新型コロナウイルス感染症につ

いて。 

  ここのところ、毎日ロシアのウクライナ侵攻

がメディアを騒がせております。一般市民を巻

き込んだ戦争はとても耐え難く、一刻も早く終

わることを願うばかりでございます。 

  そしてもう一つ、一刻も早く終わってほしい

ものが新型コロナウイルスとの闘いでございま

す。人類はもう２年以上もこの闘いを続けてお

ります。当初はこんなに長引くとは思っていな

い人のほうが多かったのではないでしょうか。

政府も、自治体も、それぞれ個人個人も、その

ときにできることを精いっぱいやってここまで

きていると思っております。対策を立てては、

新たな変異株が現れ、新たに対策を練り直す、

そしてまた新たな変異株が現れる、この繰り返

しがいつまで続くのかと少しお疲れぎみになっ

ている方も多いのかと感じております。 

  昨年末に少し感染者数も落ち着き、希望の光

が見えてきたかと思ったその矢先に、今年に入

ってから猛威を振るっているのがオミクロン株

でございます。皆様御存じのとおり、重症化は

あまりしないが、感染力が強く、見る見るうち

に感染者数が増えていっております。多くの場

所で過去最多の感染者数を記録しているのでは

ないでしょうか。 

  それは、山形県や寒河江市でも例外ではあり

ません。連日、多くの感染者数や施設、学校な

どの閉鎖の記事が新聞で公表されております。

私の娘の保育園も一時休園となりました。その

ほかの保育園でも休園があったようです。子供

の感染がこれまでのデルタ株などとは違い、と

ても多くなっている状態でありますので、心配

な保護者は多いはずです。 

  そんなとき、ついに５歳から11歳の子供にも

ワクチン接種が始まりました。保護者としては、

自分のときと違い、子供への接種は少し考える
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ところがあるようです。注射の痛みと副反応の

痛みがあります。それに、子供は万が一感染し

ても重症化しにくいというネットやテレビから

の情報、何よりこれから人生長い子供たちに、

もしワクチンの後遺症でも出てしまったらと思

うと、子供のワクチン接種には慎重になってし

まうところもあるかもしれません。 

  しかし、最終的に決定するのはやはり親や保

護者などで、今その方たちが欲しているのは、

子供たちのワクチン接種に対して接種をするか

しないか判断材料となるより多くの情報かと考

えます。 

  今の現況についてお聞きします。本来ですと、

子供の感染状況をお聞きしたいところではある

のですが、事前にお聞きしましたところ、区切

りが10歳までですとか、10代、20代と分類され

ており、未就学児や小学生、中学生などの分類

での感染者数というのは分かりかねるというこ

とでした。それでは正確な判断ができる情報と

は言い難くなってしまいますので、そこで一つ

指標となります今年に入ってからの寒河江市の

休園、休校の状況をお尋ねいたします。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 おはようございます。 

  月光議員からコロナの感染状況について御質

問がありましたが、御案内のとおり、なかなか

ここに来ても、山形県全体も、そして寒河江市

も収まっていかないというところで、大変苦慮

しているわけであります。 

  その中で、例えば３月に入って、３月１日か

ら昨日までで寒河江市内で120名の方が感染し

ているという報告が出ているわけですけれども、

そのうち10歳未満の方が25人、10代の方が22人

ということで、合わせて47人ほどですかね、全

体の39％ぐらいになっているという県の発表の

データからしますと、そういうところでありま

すから、若い方が大変多いという状況になって

いるのかなと思います。 

  お尋ねは、市内における保育所、幼稚園の感

染、また休園の状況ということでありますが、

今年に入ってから昨日までで、保育所、幼稚園、

合わせて６施設で休園が行われています。もち

ろん今現在休園しているのが６という意味では

なくて、これまで休園して、また復活してとい

うのも入れてですけれども、６施設ということ

であります。 

  また、小中学校においては、小学校が４校で

休校しております。それから、学年閉鎖は小学

校が３校、中学校が１校であります。それから、

学級閉鎖については、小学校が２校、中学校が

１校という今年に入ってからの状況になってい

るところであります。 

○國井輝明議長 月光議員。 

○月光裕晶議員 ありがとうございます。 

  私たちが触れる情報は、例えば新聞ですとか

テレビのニュースですとか、今日何があった、

今日の感染者数が幾つだとか、今日保育所は何

校休園になったとか、そういった今日の情報が

多数ですので、改めてトータルの数字をお聞き

すると、思ったより多くの休園、休校数で、や

はりオミクロン株、かなり感染者が多くなって

きていますし、感染力が高いのだなと本当に感

じさせられました。 

  こういった情報は、今回のような保護者の判

断材料や感染症対策において少し気が緩んでき

た人たちにとって、新たに気を引き締めるもの

になるのではないかとも考えます。もっと市民

がこういった情報を簡単に入手できるように、

市内の休園や休校の情報などもホームページな

どで簡単に確認できるようにはできないのでし

ょうか、お聞きしたいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 各市町村というか、自治体のホ

ームページなどで休園や休校の情報を掲載する

ということについて、それぞれの自治体の状況

なんかをお話ししますと、３月１日現在で県内



 - 78 - 

には13の市があるわけでありますけれども、そ

れと、西村山４町の状況などをお話ししますと、

寒河江市もそうですけれども、寒河江市を含む

11の市と町で、全部で17のうちの11の市と町に

おいては、そういうことを掲載しておりません。

公立保育所の園名、園の名前と、それから休園

の期間を掲載しているというのが１市だけであ

ります。それから、公立保育所及び小中学校の

閉鎖、閉校の学校数と期間だけを掲載している

というのが５つの市になっております。さっき

申しあげた、寒河江市と同じように休園、休校

情報を掲載しないというのは、この近辺ですね、

山形市、天童市、東根市、村山市、新庄市、長

井市と、それから西村山の４つの町というのが

大体同じような状況で掲載していないという状

況になっております。 

  ただ、寒河江市内の民間立の保育施設などに

おいては、休園情報などをそれぞれホームペー

ジに掲載している施設などもあると聞いている

ところであります。 

  寒河江市でも、何でもかんでも情報提供しな

いということではもちろんありませんで、例え

ば一般の方が、不特定多数の方が利用できる公

共施設について、その利用制限などについては、

広く、随時ホームページなどでお知らせしてい

るわけでありますけれども、コロナ感染症に関

する情報の掲載については、コロナが発生した

直後から、そういうところで注意喚起をしてい

るわけですけれども、感染者の方、あるいはそ

の家族の方や関係者などに対する誹謗中傷など

が起こっていかないようにということで、特定

されないようにするという配慮が必要かと思っ

ているところであります。そういう意味で、学

校名や施設名などを掲載するということについ

ては、その目的とか、掲載することによる影響

などを十分考慮していく必要があると思ってお

りますので、今後も慎重に対応していきたいと

考えております。 

○國井輝明議長 月光議員。 

○月光裕晶議員 あまり詳しいところまでではな

くとも、今幾つの保育所が休園しているのか、

幾つのクラスが学級閉鎖になっているのかとか、

そういった数字だけでもいいですので、公開し

ていただけるとありがたいかなとは思いますが、

やはり市民の安全が第一ですので、誹謗中傷な

どを危惧していると、そういった考え方で判断

してくださっているのなら、うれしい限りでご

ざいますので、これからも市民第一でよろしく

お願いいたします。 

  先ほど、私の娘の保育園も休園になったと申

しあげましたが、うちの娘の保育園の場合はマ

スクをしっかりしていたのでしょうか、濃厚接

触者はいない状況でした。感染者がお一人出た

状態でしたけれども、濃厚接触者はいない状態

でした。日々の保育士の皆様の努力に感謝をす

るところでございます。 

  その中で、新型コロナウイルス対策に当たる

政府の分科会が、感染対策として子供のマスク

の着用を可能な範囲で推奨するとしたことにつ

いて、今現在、保育所や学校など子供たちのマ

スクの着用について、基礎疾患を持っていてマ

スクをできないですとか、幼児になるとマスク

をすること自体嫌がる子供も出てくるかと思い

ます。子供は比較的運動量が多いので、マスク

をしていることによって呼吸が困難になって体

調を崩したりしないかなど、保護者の心配は尽

きません。しかし、マスクが感染を防ぐ手だて

として優れているのも分かります。 

  そこで、幼稚園や保育園、学校など、保護者

が見ることのできない状況で、現在把握されて

いるマスクの着脱状況などはどのようになって

いるのかお聞きしたいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 まず、保育所や幼稚園の園児の

マスクの着用について、先ほどお話がありまし

たが、厚生労働省から保育所等における感染対
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策というものが示されて、発育状況などからマ

スクの着用が無理なく可能と判断される満２歳

以上の園児については、可能な範囲でマスクの

着用を推奨しているということでありますので、

各施設においてもこの対策を基本として対応し

ている状況になっております。 

  また、小中学校においては、登下校時も含め

てマスクを着用するよう、児童生徒に指導がな

されているところでありまして、特に給食など

あるわけでありますけれども、給食時にはマス

クを外しての会話というのが最大の感染リスク

という指摘があるわけでありますので、会話を

しない黙食ですね、それから十分な間隔を取っ

て、同じ方向を向いて食事をするということな

どに十分留意している状況であります。 

○國井輝明議長 月光議員。 

○月光裕晶議員 確かに小中学生、私のうちの前

を通るときとかもマスクをしている子ばかりで、

給食のときも黙食ということで、そのときに友

達と話をするというのが一つの楽しみなのでし

ょうが、そうも言ってはいられない状況であり

ますし、やはり子供たちにも少し頑張っていた

だいて、御協力いただいて、感染拡大にならな

いように、これからもどうか子供たちに周知の

ほう、よろしくお願いいたします。 

  ただ、やはり保護者としては、マスクをする

ことによって体調が悪くなったりという心配も

ありますけれども、何よりもやはり感染をする

というのが一番心配ですので、ぜひこのまま続

けていっていただければありがたいなと思いま

す。 

  では、次に子供へのワクチン接種についてお

聞きします。 

  オミクロン株は重症化しにくいと言われてお

りますが、ほぼ全ての人がワクチンの２回接種

を終えている状況であったから重症化していな

いということも、もしかしたらあるのかもしれ

ません。 

  そして、５歳から11歳の子供のワクチン接種

が寒河江市でも始まりました。今回は事前にサ

イトに登録し、その後登録者に接種券が郵送さ

れてくるといったシステムになっているようで

すが、保護者としては、ほかの保護者の考えも

参考にしたいのではないかと思っております。 

  そこで、分かっている限りで結構でございま

すので、最新の子供のワクチン接種の申込み状

況などをお尋ねいたします。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 寒河江市におきましては、５歳

以上11歳以下の子供への接種については、３月

４日から集団接種を開始している状況であるわ

けですが、御指摘のとおり、対象者の方が接種

を希望される場合は、市が作成した接種希望申

込みサイトに登録をしていただくよう、保護者

の方へ案内しているところでございます。 

  既に申込みサイトは２月15日から受付を開始

しているわけでありますが、昨日、３月８日ま

での登録者数は約1,100名ということでありま

す。対象者は約2,400名でありますので、約

46％の方が申込みをされているというふうにな

っている状況であります。 

○國井輝明議長 月光議員。 

○月光裕晶議員 46％ということでしたが、これ

が多いのか、少ないのか。個人の感じ方でしょ

うが、私としては思ったより多かったなと思っ

ております。やはり100％を目指すのであれば、

まだ46％なので、まだまだちょっと登録者数は

伸びていない状況でしょうが、まだ時間はある

でしょうから、これからどうなるか、また私の

ほうでも随時この数字は当局に聞かせていただ

きたいと考えております。 

  子供へのワクチン接種は、まずは８月までと

いうことで予定しているようですが、先ほども

申しあげましたとおり、保護者としてはいろい

ろな思いもあり、期間内８月までですと、子供

のワクチン接種にはなかなか踏み切れない方も
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いらっしゃるのかなと思っております。しかし、

後々状況が変わったりですとか、多くの情報を

手に入れ、考慮した上、やはり自分の子供にも

ワクチンを打っておくべきだと考えが変わり、

接種を希望する方が出てくるのではないかと予

想します。そういった方への対応などはお考え

なのかお聞きしたいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 先ほど申しあげましたとおり、

寒河江市の５歳以上11歳以下の子供へのワクチ

ンの接種計画期間というのは、３月４日から８

月末までとしているわけであります。これは、

対象者約2,400人全員が接種を希望することを

前提にして、医師会、それから小児科医の先生

方と協議をして計画したところでございます。 

  国では、現在のところ、予防接種実施要領に

よって、９月末までを５歳から11歳の方を含め、

全ての対象者への接種実施期間として位置づけ

ておりますので、本市では９月末まで希望者数

に応じた接種体制を維持しているというところ

でございます。 

  お尋ねはそれ以降ということでありますが、

10月以降に接種を希望される場合ですけれども、

これについては国のほうでまだ方向性を示して

おりませんので、現在のところ、我々としては

お答えできない状況でございますが、今後国か

ら方針が示されることになると思いますので、

国から方針が示されれば、医師会などともまた

御協力をいただきながら、接種体制について市

民の皆さんにしっかりとお伝えしていきたいと

考えております。 

○國井輝明議長 月光議員。 

○月光裕晶議員 やはり国の方針がありますので、

各自治体の判断で行動するというのは限界があ

るのかと思います。 

  本来ですと、感染者の中で２回のワクチン接

種済みの方、それでも感染してしまった、いわ

ゆるブレークスルー感染の方の割合なども、で

きれば参考にさせていただきたかったところな

んですが、そちらもやはり市ではなかなか分か

りかねるということでしたので、ぜひそういっ

た情報ですね、分かり次第周知をしていただけ

ますよう、よろしくお願いいたします。 

  そうしますと、後々保育所、幼稚園ですとか

小学校、クラス内にワクチンを打った子供と打

っていない子供が混在するということになって

くるかもしれません。保護者として心配なのは、

ワクチン接種の有無により子供に不利益が生じ

ないかということです。小学校ですと、ワクチ

ンを打っていないことでいじめを受けたりです

とか、そういったことも考えられるのではない

かと思います。そのためには、事前に子供たち

や保護者にある程度ワクチン接種は任意である

ことや、ワクチンを接種していようが、そうで

なかろうが、同じ教室で今までどおり授業する

という説明も必要になってくるかと思います。

そういったワクチン接種に関係したいじめに対

して、未然に防止するような対応などはお考え

なのかお聞きしたいと思います。 

○國井輝明議長 軽部教育長。 

○軽部 賢教育長 まず、コロナウイルス感染症

全体に関わるいじめの未然防止について申しあ

げたいと思いますが、市内の各小中学校では、

これまでもコロナへの感染というのは誰にでも

起こり得ることであると、そして本人の責任で

はないということを前提にして、偏見、差別は

絶対に許されないということを指導しており、

コロナに関わるいじめ、誹謗中傷等が起きるこ

とがないように努めてきたところであります。 

  また、昨年３月には市のいじめ防止基本方針

を改定いたしまして、感染症等に関わる人権へ

の配慮、それから対応についての項目を新たに

追加したところであります。各学校におけるい

じめ防止基本方針につきましても、この市の改

定に合わせて見直しを行うよう、各学校にも通

知しているところでございます。 
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  今、議員からございましたワクチン接種に関

わるいじめの未然防止ということでございます

が、今議員からも御指摘あったように、ワクチ

ン接種を受けるかどうかにつきましては、本人

の希望と保護者の同意というものが前提である

と認識しておりますので、身体的な理由、ある

いは様々な事情で接種できない人がいるという

ことを踏まえて、その判断を尊重していくとい

うことが求められております。 

  教育委員会としましても、接種の有無、接種

をする、しないで差別やいじめが学校で起きる

ことのないよう、児童生徒に指導あるいは配慮

を行うことが重要であると考えているところで

あります。同調圧力を生まないために、教員に

対してもワクチン接種を促したり、接種の有無

を確認したりすることがないように指導も行っ

ており、引き続き適切な対応を行うよう、学校

に周知してまいりたいと考えております。 

○國井輝明議長 月光議員。 

○月光裕晶議員 思ったよりしっかりと対応して

くださっているようで、本当にありがとうござ

います。やはり子供はすごく、悪気がなくても

敏感になってしまいます。そして、そこからい

じめにつながるようなこともあるかもしれませ

んので、今後も引き続きフォローのほうよろし

くお願いいたします。 

  それでは、これからの対策の重点についてお

聞きします。 

  厚生労働省は、新型コロナウイルスの影響で

全面休園している保育所や認定こども園が、先

月のある時点での情報ですが、43都道府県で

777か所、少し古い情報で申し訳ございません

が、それぐらい多くあるとなっておりました。

変異株オミクロン株の拡大に伴い、園児や職員

にコロナ感染者が相次いでいると発表しました。 

  今後も、オミクロン株よりもっと子供に感染

しやすいようなウイルスが出ないとも限りませ

ん。実際、現在でももっと感染力の強いステル

スオミクロンという亜種のウイルスが、先日は

山形県内でも確認されていると報道されており

ます。そうしますと、今よりもさらに休校や休

園が多くなってしまう危険性もあるのかもしれ

ません。 

  そして、そこに厚生労働省が発表したのが、

代替保育の促進です。現行では休園した園の子

供を、ほかの施設や公民館で預かる場合を想定

した政策のようです。今回、何か所かは休園し

てはいましたが、やむを得ず登園しなければな

らない子供たちにはしっかりと対応してくださ

っておりました。急に仕事を休むことのできな

い保護者としてはありがたいことではあります

が、今後政府の発表したような、ほかの施設や

公民館で預かるといった代替保育は必要と考え

ているのかお聞きしたいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 代替保育の必要性については、

議員御指摘のとおり、国の方針もあって、保育

所は感染拡大の緊急事態状況下においても原則

開所するということで、休園する場合には代替

保育を確保して、地域の保育を維持するという

のが国の方針であります。 

  寒河江市においては、先ほど議員御指摘のと

おり、他の施設で預かる代替保育については、

感染拡大防止の観点などから、実施することは

難しいのではないかという判断の基に、どうし

ても保育が必要な場合などは、施設を休園して

いる場合であっても、その施設において消毒な

どの感染対策を十分に講じた上でお預かりして

いるという状況であります。 

  ただ、御指摘のとおり、だんだんさらに感染

が拡大していくなどということがなきにしもあ

らずというふうにも思いますので、そういった

場合に、そういう代替施設を確保していかなけ

ればならないのかどうかなどについて、今のう

ちから少し研究しながら、保育機能の維持につ

いて、しっかりと対応していく必要があると考
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えているところであります。 

○國井輝明議長 月光議員。 

○月光裕晶議員 ありがとうございます。もっと

感染が拡大した場合のことまで、しっかりと考

えてくださっているようで安心しております。 

  保護者としては、子供が今までなれ親しんだ

場所や、保育士の先生方に預かっていただくと

いうのが最も安心であると思いますので、これ

からも、できればでいいですので、保育士の先

生方には御迷惑になるかとは思うんですけれど

も、今までどおりに保育所で預かれるようであ

れば、やむを得ない方の保育だけでもやってい

ただければと考えております。 

  ちなみに、うちの娘の行っている保育所で、

かなりの人数はいるのですけれども、一応その

保育所に今日何人ぐらい来ていますかと電話で

聞いてみたら、２人しか園児が来ていなかった

というので、結構皆様頑張って自宅での保育を

やってくれています。市民も頑張っております

ので、ぜひこれからも対応をしっかり考えてい

ただけるよう、よろしくお願いいたします。 

  オミクロン株によって、クラスター発生の中

心が飲食店から学校や保育所、幼稚園、介護施

設に変わったことにより、コロナ対策の重点も

変えていかなければならないですし、変わって

いっていると考えております。今後もまた違っ

た特徴を持った新たなタイプが出てくるかと思

いますが、そういったコロナの特徴に合った柔

軟な対応が必要になってくるかと思いますが、

これからについて当局のお考えをお聞きします。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 御指摘のとおり、今年に入って

感染力の強いオミクロン株などによって、急速

に感染が拡大しているわけであります。昨日あ

たりは少し、当時の10万人から、全国的には５

万人台ということで、少し収まりつつあるわけ

でありますけれども、県内を見ると、最大350

人とまではいきませんが、昨日は250人という

こともあって、なかなか収まらないという状況

にあります。特に先ほど来お話がありましたと

おり、乳幼児、小学生などに感染者が多数見ら

れるということで、県内の保育所や学校なども

クラスターが発生と連日報道されているわけで

あります。 

  寒河江市において、これまでも、昨年度から

ですね、子供たちの感染防止対策に取り組んで

きました。当然のことながらマスクの配布をは

じめ、学校への手洗い自動水栓などの整備、そ

れから保育所や学校にアルコール消毒液の設置

なども進めさせていただいておりますし、今年

に入ってからは、先ほど来お話ししていますけ

れども、５歳から11歳までのワクチン接種も開

始しているという状況であります。 

  現在、保育所などにおいては、県で作成して

いただいた感染症対策マニュアルに基づいて、

徹底して対策を講じていただいているところで

ありますが、来年度、保育所においても手洗い

の自動水栓などの整備を予定させていただいて

おります。 

  一方、学校においても不織布のマスク着用、

それから換気の徹底ということで、基本的な感

染防止対策をしていただいておりますが、さら

に登校前の健康観察の徹底、リスクの高い学習

活動を控えるなどの取組を実施していただいて

おります。 

  今後、新たな変異株などが県内では確認され

ているわけでありますので、市としても引き続

きワクチン接種などを加速するとともに、その

状況に応じた適切な対策を速やかに実施してい

く必要があるということで、鋭意取り組んでま

いりたいと考えております。 

○國井輝明議長 月光議員。 

○月光裕晶議員 ありがとうございます。 

  やはり自動水栓の整備ですとか、そういった

ものもしっかり考えてくださっているのは、と

てもありがたいことであります。 
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  もしこれからもっと休園が増えてしまって、

これはしようがないことかもしれませんが、も

し増えてしまいますと、例えばいつも頑張って

くださっている保育士さん、この前うちの娘の

保育所では、園児２人に対して先生が５人ぐら

いいらっしゃったかな。いろいろなお仕事が、

事務仕事とかもいろいろあるので、そのぐらい

だとは言っておりましたけれども、やはり何人

かの先生は休まれていらっしゃるわけでありま

す。もしそれが続いてしまったりすると、保育

士への保障ですとか、例えば休園で自宅保育を

することにより収入が減ってしまった保護者、

そういった方への保障など、小中学校において

は休校となってしまった場合の、それも休校が

長引いてしまった場合は、やはりリモートでの

授業を促進するですとか、そういった対応が望

まれますし、そして飲食店でのクラスターがほ

ぼなくなったのであれば、家族での外食や少人

数での会食、こういったことを警戒し過ぎない

ように周知するなど、コロナウイルスの特徴に

合った対応とフォローの充実を、これまでどお

り臨機応変にお願いしたいと思っております。 

  次に、通告番号13、キャッシュレス決済の促

進について質問させていただきます。 

  先日、私と妻はチェリンＰａｙを全て使い切

らせていただきました。とても経済的に助かり

ましたし、何よりもアプリを通じて、登録され

ているお店からお得な情報などが発信されると

いうのはすごく魅力的でした。キャッシュレス

決済をあまり使用しない妻も、小銭を出さなく

ていいから便利と言っておりました。私として

は、これからもぜひ継続的にやっていただきた

いと思っております。 

  しかし、バーコード決済はかなり浸透してき

てはおりますが、まだまだスマートフォンを持

たない高齢の方には、ハードルが高いのではな

いかと考えます。スマートフォンを持っていな

い方ですと、キャッシュレス決済のためにスマ

ートフォンを購入すること、そういったことは

まずありませんし、スマートフォンを既にお持

ちの方でも、アプリのダウンロードやアカウン

トの作成、本人確認など様々なステップを踏む

必要があり、途中で諦めてしまう方も多いので

はないでしょうか。 

  そこで私は、ＩＣチップを搭載したカード型

の電子マネー、いわゆるＩＣカードでの電子マ

ネーが一番使いやすいのではないかと考えてお

ります。今最も有名なものですと、ＪＲで発行

しているＳｕｉｃａがそれに当たるかと思いま

す。 

  日本には現金主義が根強く残っており、電子

マネーと聞くと嫌がる方もいるかと思います。

しかし、一切電子マネーを使わず、ようやくク

レジットカードを使うようになった私の母の話

で申し訳ございませんが、よく新幹線なども使

いますので、Ｓｕｉｃａだけは使っているよう

です。そして今、そのＳｕｉｃａの機能、プラ

スアルファを持った山形県のＩＣカードもバス

会社より登場しました。 

  ＩＣカード型の電子マネーは、チャージした

分だけ使え、使い過ぎることもありません。さ

らに、ワンタッチで決済が可能となっておりま

すので、実際には非接触タイプですが、かざす

だけとなります。会計のときになってアプリを

立ち上げ、余計に時間がかかってしまうという

こともなく、さらに、スマートフォンの電池が

なくなってしまい、電源が入らなくなったとき

などでも使えるという利点があります。私は多

くの電子マネーを使っておりますが、コンビニ

など、いろんな種類の電子マネーが使える状況

のときは、迷わずかざすだけで決済するものを

選びます。 

  そこで、これから市の窓口業務など、ＤＸを

推進していくことを考えると、電子マネーの種

類としては、ＩＣチップを使った電子マネーを

導入するのが、幅広い年齢層に受け入れられる
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かと考えます。そして、後々は市内の事業者へ

ＩＣカード対応決済端末の導入への補助などを

進めていけば、不安な現金チャージなどもよく

知ったお店の人のところでできるようになった

り、そのままそのお店で電子マネーでお買物を

したりと、先日お示しいただいた寒河江市デジ

タル戦略計画にあります、市民一人一人が幸せ

を実感できるデジタル社会の創造に一歩前進で

きるかと考えますが、当局のお考えをお聞きい

たします。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 寒河江市におきましては、これ

まで市税などの納付に当たって、スマートフォ

ンなどで納付書のバーコードを直接読み取って、

決済サービスアプリを利用し、電子納付サービ

スの提供というものを行ってきたところであり

ますし、また先ほど議員からもありましたが、

昨年９月には地域経済の活性化とキャッシュレ

ス化による新しい生活様式の推進を図るため、

チェリンＰａｙを導入して活用していただいて

いるところでありますが、これらの決済はバー

コード決済であります。しかし、ＩＣカード付

のタッチ決済には対応していない状況になって

いるわけであります。 

  このＩＣカード型のタッチ決済、月光議員か

らありましたが、様々な事業者がＩＣカードを

活用した電子マネーサービスを提供している、

広く出回っているわけであります。また、扱い

も簡便であるということで、そういう多くの利

点があると承知しています。 

  こうした状況がありますので、寒河江市では

令和４年度になりますが、来年度になりますが、

市民生活課、それから税務課の窓口において、

証明書手数料等の支払いにキャッシュレス決済

を可能にする機器を導入する予定にしておりま

すので、費用対効果などを検証しながら、ＩＣ

カード型のタッチ決済も含めて、幅広い決済方

法に対応した機器を検討して、導入を進めてい

きたいと考えております。そういった意味で、

より利便性の高い決済方法について進めていき

たいと考えているところであります。 

○國井輝明議長 月光議員。 

○月光裕晶議員 ありがとうございます。やはり

導入の費用ですとか、そういったものも全てト

ータルして考えて、導入するようになると思い

ます。 

  経済産業省が発表した、日本でキャッシュレ

ス化が進展しない要因には、現金への信頼性の

高さ、治安のよさ、レジの処理が正確で速い、

ＡＴＭ利便性の高さなどが挙げられております。

現金でも不便さがないことが背景にあるとのこ

とです。褒め言葉が並んでおりますので、とて

も誇らしいことだとは思うのですが、そうも言

ってはいられない状況ではないかと思います。 

  多くはないのですが、今はおさい銭も電子マ

ネーになっているところもあります。日光の社

寺などは、比較的大きな外国人観光客が多いと

ころでそういった動きがあるようです。私個人

としては、電子マネー大好きなんですけれども、

おさい銭に関しては、投げ入れておさい銭箱に

ぶつかって、そのまま落ちて、落ちたとき小銭

と小銭がぶつかる音などがおさい銭という感じ

がしますので、どうかなとは思うんですけれど

も、それでも時代の流れ、諸外国の流れは間違

いなくキャッシュレスの方向かと思います。 

  そして、キャッシュレス決済は初期の方向性

が大切で、ある程度浸透してから途中で方向転

換はしづらいものですので、先ほどおっしゃい

ました、市役所の窓口業務などで導入しようと

するのであれば、先ほどの導入の費用など、そ

ういったものも含め、慎重にお考えいただいて、

選定していただきたいと思っております。 

  寒河江市では、誰も置き去りにしないような

市民に優しいＤＸを進めていっていただければ

ありがたいと思っております。 

  これで私の一般質問は以上でございます。 
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古沢清志議員の質問 

 

○國井輝明議長 通告番号14番、15番について、

８番古沢清志議員。 

○古沢清志議員 おはようございます。公明党の

古沢清志です。どうぞよろしくお願いいたしま

す。 

  今年は近年にない大雪で、雪かきにも疲れ果

てたところでした。しかし、昨日あたりから気

温も上がり、今度は一層春めいた季節になるこ

とでしょう。 

  私は西川町生まれですから、非常に雪が多い

地域でした。小学校時代にも大雪に見舞われ、

除雪も追いつかず、小屋の２階の窓から出入り

した経験があります。 

  市内におきましても人的被害が３名、建物被

害が２棟、農業被害としてビニールハウス被害

が９棟など、現時点の被害だそうですが、今後、

雪が解け、果樹の被害も現れてくるだろうと思

います。被害に遭われた方には、心からお見舞

いを申しあげます。 

  では、一般質問をさせていただきます。 

  通告番号14の市内経済活性化に向けて質問さ

せていただきます。 

  新型コロナ感染症も今年で３年目を迎え、日

本国内にとどまらず、世界を網羅しております。

私自身、昨年のワクチン接種を２度打った時点

で鎮静化に向かうものと思っておりましたが、

思いとは裏腹に増加に転じてまいりました。 

  本市におきましても、市民の命と健康と生活

を守るための感染症対策や、その影響を受けて

いる市内中小企業、小規模事業者への緊急経済

対策に支援をいただき感謝しているところです。 

  我が国経済は、新型コロナウイルス感染症の

影響の長期化により低迷を続けておりますが、

新型コロナウイルス感染症との闘いも、ワクチ

ン接種の進展で経済活動も徐々に再開されてい

ますが、感染力が極めて強いと言われているオ

ミクロン株等変異株の拡大による影響が懸念さ

れています。 

  こうした中、市内中小企業、小規模事業者は、

緊急事態宣言やまん延防止等重点措置の期間延

長、対象地域が拡大されたことによる国内外の

需要の蒸発などにより、幅広い業種で厳しい経

営環境に置かれております。 

  市内経済においても好不調の二極化が進み、

景気回復の兆しが見えない状態に見舞われてお

ります。市内中小企業、小規模事業者は、国、

県及び本市の各種支援策を最大限活用しながら

事業存続のための努力を続けておりますが、今

後コロナ禍がさらに長期化した場合、倒産、廃

業の急増や市内経済の収縮が避けられない状況

です。 

  本市におきましても、ワクチン接種の推進に

取り組みつつ、中小企業、小規模事業者向け融

資や補助金等による支援など数々の対策を展開

されておりますが、コロナ後の持続的成長、発

展につなげるには、さらなる施策展開が不可欠

であると考えます。今回の予算におきましても

支援策が盛り込まれておりますが、コロナが収

束するまで、飲食だけでなく、幅広い支援の必

要を感じますが、市長の所見を伺います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 古沢議員から市内経済活性化に

向けた支援ということで御質問いただきました

が、新型コロナウイルス感染症による景気低迷

の影響というのは、地域、それから業種を問わ

ず大変大きな影を落としています。県内でも、

先月まで一部地域でまん延防止等重点措置が適

用されて、その後は全県下でクラスター抑制重

点対策というのが実施されていますが、先ほど

来申しあげておりますとおり、大変厳しい状況

が続いている。 

  その中で、市内でも大変厳しい状況が続いて

いるわけでありますけれども、市としては去年



 - 86 - 

からですか、おととしあたりからも含めますと、

大変期間は長くなるわけでありますけれども、

去年から特に緊急経済対策事業として、緊急事

態宣言に伴う感染症拡大防止協力金や継続協力

金、それから緊急事態宣言等影響緩和一時金の

支給などさせていただきました。 

  振り返ってみますと、ちょうど去年３月の県

独自の緊急事態宣言から１年になるわけであり

ますけれども、そういう対策を講じさせていた

だきましたが、それからチェリンＰａｙ、さら

には年末年始のお年玉券といった商品券発行事

業など、感染状況や経済状況などを見ながら各

種の対策を幅広く展開してきたところでありま

す。 

  一方、国におきましては、中小法人や個人事

業者を対象として、コロナの影響を受けた事業

の継続、回復を支援するための事業復活支援金

というのをつくっていただいて、また県のほう

では飲食業等緊急支援給付金という制度を実施

していただいております。こうした国や県から

の給付金、確かにありがたいわけでありますが、

申請から給付までは若干時間がかかるというこ

とでありましたので、そういうことで商工会か

らの強い要望などもあって、寒河江市では給付

までの一時支援金として、事業継続緊急一時支

援金というものをつくらせていただいて、これ

は飲食業のみならず、幅広い業種を対象に、早

期に給付ができるような制度を創設して、実施

したところであります。 

  先般の行政報告でも申しあげたところであり

ますが、今後もそういったことで、特に商工業

者の皆さんを中心にして、いろいろな状況など

を、商工会通じて関係機関からお伺いしたいと

思いますし、そういった団体で組織する緊急経

済対策実行委員会というものをつくっていただ

いておりますので、そういったところなどとも

十分連携しながら、そして地域経済の回復を停

滞させないような、継続して切れ目のないよう

な支援というのが必要だと思いますし、必要な

業種には幅広くきちっと手当てをしていかなけ

ればならないということで、今後ともそういう

取組を進めてまいりたいと考えております。 

○國井輝明議長 古沢議員。 

○古沢清志議員 ありがとうございます。 

  様々な支援策を講じておられますけれども、

要するに事業をやっていくには、今必要なのは

現金なんだと。生活するにしても、商売を続け

るにしても、今ないのが現金なんだと。そこの

ところ、事業者の方が多く言っておられました

ので、様々な施策が講じられておりますけれど

も、いま一度支援をお願いしたいと思います。 

  業態別に見た具体的な取組について申しあげ

ますと、商業、飲食、観光関係について様々な

支援策が講じられておりますが、事業継続のた

めにも臨時支援給付金を設ける、または無利子

の支援金を設けるなど、また工業、建設業関係

については、半導体などの物不足、木材等住宅

関連原材料高騰による利益減少などにより工事

が進まない状況になっております。水道、下水

道使用料の猶予や、固定資産税の減免措置や臨

時支援給付金の創設などにより、市内事業所を

守っていただくことによって事業継続の道が開

けると思います。市長の見解をお伺いいたしま

す。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 最初に結論的なことを申しあげ

ますが、緊急事態なわけです。今、そういうこ

とですから、こうしたときに市内の事業者の皆

さんを守っていくように努力するというのは、

我々行政の使命、役割だと思いますので、そう

いった観点から、いろんな施策を、状況をお聞

きしながら対応していきたいと考えています。 

  上下水道の使用料、それから固定資産税の減

免、それから臨時支援給付金の創設ということ

で御質問がありましたので、順次お答えを申し

あげたいと思いますけれども、初めに上下水道
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使用料でございますけれども、実際に今コロナ

の影響で経営的に困っている方々に対しまして

は、令和２年４月から上下水道使用料について

の相談窓口というものを開設させていただいて、

その相談内容に基づいて納付の猶予であります

とか、分割納付というもので対応させていただ

いているところであります。コロナの収束がな

かなか見えない状況でありますので、長期的な

猶予なども可能でありますけれども、御質問の

減免措置については、今後の推移などを十分見

極めながらということで御理解をいただきたい

と思っているところであります。 

  それから、固定資産税の減免措置でございま

すが、これは令和３年度に限って、国の制度と

して実施されたところであります。令和２年２

月から10月までの３か月間の収入が30％以上減

少した中小企業者の事業用家屋と償却資産に対

する固定資産税と都市計画税の減免措置という

ことでありますが、実際は186件の申請があっ

て、軽減税額は約１億2,700万円の実績があり

ます。令和４年度はどうかというと、御案内の

とおり、この特例が終了しているわけでありま

すね。ですから、そういう意味では普通の課税

になっているという状況にあります。固定資産

税の減免措置については、地方税法及び市税条

例の規定によって、災害により被害を受けた場

合や生活保護受給者などに限定されているとい

うことでありますので、市独自の減免措置の適

用というのは難しいものではないかと考えてい

るところであります。 

  固定資産税、御案内のとおり、市税の約45％

を占めるということで、基幹的な税目になって

いるわけであります。市独自の減免措置という

ことは、地方交付税にも大変影響を及ぼしてく

るということで、市の財政に与える影響が大き

いということであります。ですから、固定資産

税の減免措置などについては、令和３年度と同

様に、国全体として議論して対応していただき

たいと思っているところであります。 

  それから、コロナのみならず、原材料価格の

高騰などもあって、市内の経済に相当な影響が

出てきているということがあります。そういっ

たことは十分我々も理解しておりますので、固

定資産税については、なかなか納付が難しいと

いう場合は、納付猶予の方法で対応していきた

いということで考えていますので、ぜひ御相談

をお願いしたいと考えているところであります。 

  それから、最後に事業継続のための臨時支援

給付金の実施でありますが、国の支援制度で幅

広い業種を対象として、コロナの影響を受けた

事業の継続、回復を支援するための、先ほど申

しました事業復活支援金のほかに、特例措置が

延長された雇用調整助成金、また日本政策金融

公庫の新型コロナウイルス感染症特別貸付と、

中小企業基盤整備機構の特別利子補給制度を併

用するということで、実質無利子になる融資制

度なども行われているところであります。 

  しかし、それでも十分ではない場合が多々あ

るわけでありますので、市独自の新たな支援制

度、それから融資制度というものについて、こ

れからいろんな経済団体のほうからの御要望な

ども十分お聞きしながら、時期を失しないよう

に、適宜適切に検討していきたいと考えている

ところであります。 

○國井輝明議長 古沢議員。 

○古沢清志議員 今、市長から水道や下水道使用

料のことでありましたけれども、やはりそれを

免ずるのではなくて猶予していく、幅広く長め

に支払いができるようなことをやっていくのだ

ということ、分かりました。 

  また、固定資産税についても、いろいろ税法

上の問題がありまして、これを安くすると何か

交付税にも関係してくるということなので、や

はりなかなか難しいことなんだなという感じが

いたしました。 

  臨時支援給付金などについても、市の融資制
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度もよく考えていただきまして、時期を失しな

いようなことについて、やっていただきたいと

思います。 

  企業が倒産または廃業した場合は、経営者た

ちだけでなく、従業員も職を失ってしまいます

ので、手厚い保護を引き続きお願いするととも

に、コロナが収束するまでの支援策をお願いい

たします。 

  次に、アフターコロナを見据えた設備投資に

対する支援拡充についてお伺いいたします。 

  コロナ禍の極めて厳しい経営環境下において、

管内企業はコロナ禍からの再建に向け、需要構

造の変化など外部環境の激変に対し、ビジネス

モデルの転換やイノベーション、生産性向上等

について設備投資を行いながら、積極果敢に挑

戦し続けております。管内企業のチャレンジを、

アフターコロナを見据え、積極的に後押しする

支援施策が、国としても支援策を講じるように

も言われておりますが、市としても補助金の創

設を考えておられるのか市長の見解を伺います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 アフターコロナを見据えた、事

業者を積極的に後押しする支援策はどうかとい

うことでありますが、これまでも市としては技

術振興販路拡大推進事業というのがありまして、

その中でコロナに対応した店舗改装やホームペ

ージ改修などを行った事業者に対して、その経

費や新商品開発に係る経費などを支援している

ところであります。 

  さらに、今後の取組でありますけれども、コ

ロナ禍における新生活様式への対応を考慮して、

先ほど来申しあげておりますが、キャッシュレ

ス決済システムの導入費用などについて支援し

ていくということも考えているところでありま

す。 

  さらには、新分野展開、それから事業、業種

の転換など、経済社会の変化に対応していくた

めに、新たな事業展開に取り組む事業者の方へ

の支援として、国あるいは県と連携しながら、

国の事業再構築補助金などを活用していただき

ながら、さらには国などの事業に採択されなか

った事業について、市独自に支援していくとい

うことも考えていきたいと思います。そうした

ことで、市内中小企業の底支え、活性化を図っ

ていきたいと思います。 

  さらに、まち・ひと・しごと創生事業の中で、

コロナ禍による経営課題を克服すべく、新しい

分野や技術に挑戦する産業人材を育成するため

に、市内企業が行う人材育成事業に要する経費

について支援していくということも進めていっ

て、アフターコロナの激しい変化、社会情勢の

変化の中にあっても、地元企業が速やかに対応

していけるような、そういう取組を支援してい

きたいと考えているところであります。 

○國井輝明議長 古沢議員。 

○古沢清志議員 ありがとうございます。新たな

仕事を見つけられれば、そっちのほうに目を向

けていく必要もあるのかなという感じがいたし

ております。 

  次に、市内における伝統工芸品事業者につい

て伺います。 

  本市には、伝統的な技術、技法で製造された

伝統工芸品と称される数々の工芸品があります。

歴史の変遷を経て、一部機械化が導入される工

程もありますが、ほとんどは伝統的な職人によ

るたくみの技をもって手作りで生み出されるも

のであり、地域の気候風土の特質を生かした、

原材料を主としながら、地域文化として脈々と

承継されてきた本市の貴重な伝統技術や工芸品

であります。 

  長引くコロナ禍の影響は、本市の各種伝統工

芸品従事者に対しても、存続の危機に瀕するな

ど多大な影響を及ぼしていることから、本市の

貴重な伝統工芸品従事者の事業承継についての

支援策も必要と考えますが、市長の見解をお伺

いいたします。 
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○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 ただいま古沢議員からもござい

ましたが、寒河江市には優れた伝統技術や技法

などが受け継がれて、地域の工芸品として認知

されて、また日常生活の用に供されてきたもの

として、例えば草履などのわら細工、それから、

こいのぼりなどの染色工芸品などがありまして、

山形県ふるさと工芸品として紹介されている状

況であります。 

  こうした伝統工芸品については、地域の資源、

技術などを基盤として、長い歴史、風土の中で

培われてきた、そして地域産業、地域経済に大

変貢献されてきたものでございます。 

  しかし、生活様式の多様化などにより、需要

が減少し、さらには職員の高齢化、そして御指

摘のあったとおり、長引く新型コロナウイルス

感染症による販売、取引の低迷などの影響によ

って、その存続、それから技術の承継が大きな

課題となっているところであります。 

  このことについては、市の商工会からも伝統

工芸品従事者の事業継続支援についての要望と

いう形で私が要望書を受けているところでござ

います。 

  若年後継者創出の面では、学生や高校生など

から伝統工芸品に興味を持ってもらうための機

会として実施する制作体験、それから講習会に

係る経費などを支援していく。さらには、伝統

工芸品の技術技法、伝承しやすい環境を整える

ために、その制作過程などをデジタル化して保

存するための経費などをサポートしていく、そ

ういう支援をしてまいりたいと考えているとこ

ろであります。 

  問題は、事業継続や承継には、収益性の確保

というのが極めて大きい、大事な要素になって

くるわけであります。そういった意味で、百貨

店などでの実践販売に係る経費でありますとか、

ＰＲするための動画作成についての支援などを

実施して、何とか寒河江の歴史ある伝統工芸品

を守って、そして振興していければと考えてお

りますので、御理解を賜りたいと思います。 

○國井輝明議長 この際、暫時休憩いたします。 

  再開は11時といたします。 

 休 憩 午前１０時４５分  

 再 開 午前１１時００分  

○國井輝明議長 休憩前に引き続き会議を開きま

す。 

  古沢議員。 

○古沢清志議員 先ほどの市長の答弁もありまし

たけれども、伝統工芸品従事者にも御理解をい

ただき、ありがとうございます。 

  続きまして、通告番号15番の防災及び自主防

災組織の強化についてお伺いいたします。 

  令和４年の最初の市報に、市長と語る市政ミ

ーティングの内容が掲載されておりました。西

根地区、三泉地区、柴橋地区で出された主な御

意見が紹介されておりました。その多くは、防

災・減災、自主防災組織についていろいろ話し

合われたようですが、防災に対する意識が非常

に強いものと受け取りました。最近は毎年のよ

うに襲ってくる洪水に対し、近隣住民の安否と

財産を守るために、まだまだ不安が払拭されて

いないことの表れと思い、一般質問させていた

だきます。 

  令和元年と令和２年の洪水を経験し、現在作

成中の防災マップの修正箇所について、お伺い

いたします。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 現在作成中でありますけれども、

防災マップについては、平成29年３月に策定し

た防災マップと令和元年９月に作りました洪水

ハザードマップというのを統合して、昨年５月

の災害基本法の改正内容などを新たに掲載して

作ろうとしているところでありまして、今最終

的な調整作業に入っているところであります。

できれば今月中などに完成させて、新年度、各

御家庭にお配りをしたいなと思っているところ
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であります。 

  主な修正箇所ということでありますが、令和

２年７月の豪雨時に、避難者の方が一部の避難

所に集中したことがありました。また、駐車場

が不足したということで混乱したという状況な

どがありましたので、それを踏まえて、最上川、

それから沼川が氾濫した際の避難場所を事前に

町会ごとに割り振りさせていただいております。 

  また、新たに民間施設借用による避難所、そ

れから駐車場などの情報などについても掲載し

ていくことにしております。 

  それから、避難所における多目的トイレやス

ロープ設置の有無など、いわゆるバリアフリー

対応の状況でありますとか、福祉避難所の情報

などについても掲載しておりますので、避難が

必要な方の避難行動にも大変活用していただけ

るのではないかと思います。 

  このたびの統合したマップの作成によって、

より一層市民の皆さんの防災意識が高まって、

災害時の避難行動などに役立っていければと考

えております。 

○國井輝明議長 古沢議員。 

○古沢清志議員 市長から答弁ありましたけれど

も、防災マップが新しくなって、今月にも早け

れば出回るみたいなことをお聞きしまして、非

常に楽しみにしております。 

  また、この洪水を機に揚水機場が整備される

ことが決定し、一歩前進であると喜ばしいこと

だと思っているところです。 

  また、このミーティングの話の中で、自主防

災会で防災訓練を実施した際、防災行政無線が

聞こえなかったので増設等はできないのかとの

質問に対し、市長からは、聞こえないことのな

いように防災行政無線の音量を高めに設定変更

しているとの回答でした。 

  また、防災行政無線が聞こえにくい場合の解

決策として、ソーシャルネットワーキングサー

ビス、ＳＮＳ等の併用など検討してはどうかと

の質問に対し、市長の回答として、避難情報等

は防災行政無線のほか、緊急速報メール、つま

りエリアメールでお知らせし、防災行政無線が

聞こえにくい地域には戸別受信機を配付してお

りますが、今後ツイッター等のＳＮＳも活用し

てまいりますとの回答でした。 

  聞くところによると、寒河江市内の人はその

地域のみの連絡で、市外に出れば連絡が来なく

なり、高齢者等を家に置いている場合、非常に

心配になるとの声でした。そこで、ＳＮＳなど

により広域に緊急避難情報を流せないものか伺

います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 議員からただいま御指摘があり

ましたが、令和２年７月の豪雨の際には、避難

情報等の発信については、防災行政無線と緊急

速報メール、エリアメール、それから市のホー

ムページなどで情報発信をしたわけであります

けれども、これは市内を対象にした情報発信に

は大きな役割を果たしているわけでありますが、

御指摘のとおり、市外にいらっしゃる場合、情

報を取得できないということがあって、こうい

うことがないように、市外にいる方も含めて、

多くの皆さんが災害情報を受け取ることができ

るように、ＳＮＳの活用に取り組んでいます。 

  令和２年11月から市の公式ツイッターの運用

を開始して、防災、災害情報の発信を可能にし

ておりますし、今年１月にはフェイスブック、

ＬＩＮＥ、登録電子メールの使用、運用を開始

して、来月には本格運用していきたいと考えて

いるところであります。ぜひ市民の皆さんには

電子メールの登録をしていただいて、避難行動

に役立てていただきたいと思います。 

  寒河江市としては、引き続き広域的な避難情

報の発信手段として、ＳＮＳなどを活用しなが

ら、迅速な災害情報の提供に努めていきたいと

考えているところであります。 

○國井輝明議長 古沢議員。 
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○古沢清志議員 ありがとうございます。様々な

もので、いろんなツールを使って発信してくれ

ているのだなということはつくづく感銘いたし

ました。 

  令和２年の洪水のときにも、町会長にいろい

ろ話が行って、それが私のところに伝わってき

まして、全然知らなかった、エリアメールでも

届かないんだなという話も聞きまして、もうち

ょっと、連携中枢都市なんかも組んでいるわけ

ですから、その辺も広く運用していただいて、

市民の安全、安心につなげていっていただきた

いと思います。 

  災害が起きた場合、自力で避難できない方は

どうするのかとの質問に対しては、当然近隣住

民で支え合っていかなければならないと思って

います。そこで、自主防災組織が力を発揮する

ところと思います。現在の自主防災組織の組織

率はどうなっているか。本市及び近隣の山形市、

天童市、東根市なども分かればお伺いいたしま

す。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 寒河江市の自主防災組織の組織

率でありますけれども、今年２月末現在で

95.2％になっております。 

  他市の状況を申しあげますと、昨年12月、令

和３年12月現在ですけれども、山形市が84.5％、

天童市は96.4％、東根市は100％ということに

なっております。なお、全国平均につきまして

は、令和３年４月現在でありますけれども、

84.4％となってございます。 

  市としては、引き続き未組織の町会に対して、

様々な機会を通して自主防災組織の設立に向け

た働きかけを引き続き行っていきたいと考えて

いるところであります。 

○國井輝明議長 古沢議員。 

○古沢清志議員 山形県の組織率は、直近の数字

で91.7％で東北では一番高くなっております。

先ほども市長からありましたけれども、全国平

均は84％といったところで、全国平均よりも上

回っているという状況といったところでしょう

か。 

  せっかくつくった自主防災組織を有名無実に

しないためにも、もう一度組織内容を点検し、

県によるアドバイザー派遣を、市の防災危機管

理課を通してできるような制度もあるようなの

で、市民のためになるような配慮をしていただ

きたいと思います。 

  令和３年度はコロナ禍でもあり、各地域の自

主防災組織においては、予定していた活動も制

限されたものと思っておりますが、今年度の自

主防災組織への補助金などの支援内容について

お伺いいたします。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 令和３年度の寒河江市地域防災

力強化支援事業費補助金ということで、自主防

災組織などに対する補助でありますけれども、

これまで令和３年度は８組織から申請がござい

ました。防災倉庫、それから発電機及び防災服

の購入、それから地域防災マップ作成などの費

用に対しての補助でありますが、総額は66万

4,000円を交付してございます。また、水防資

材として、洪水時などに使用する土のう袋です

ね、11組織に対して1,065袋を配備させていた

だきました。それから、防災士資格取得支援と

して、１名の方の資格取得に係る経費なども助

成させていただいたところであります。 

○國井輝明議長 古沢議員。 

○古沢清志議員 ありがとうございます。 

  昨年、市において、市内に住む方の防災士登

録の募集をしておりましたので、私も早速登録

いたしました。最近いただいた御案内には、市

内で13名の方の登録があったようです。この登

録により、市として何を防災士に望み、またど

のように自主防災組織を強化していくお考えな

のかお伺いいたします。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 
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○佐藤洋樹市長 御案内のとおり、近年地球温暖

化などの影響に伴って、災害などになる大雨と

か集中豪雨が多発しているわけであります。自

然災害から暮らしを守って、災害が発生しても

被害を最小限に食い止める、そういう減災、そ

れから防災対策というのは、大変地域にとって

は重要でありまして、地域防災力の向上という

のが大きな課題になっていると思っております。 

  特に大規模な災害時などにおきましては、公

的機関による支援開始までには時間を要するこ

とも想定されるわけであります。そういった場

合は、災害発生直後においては、各地域におい

て災害軽減に努める、各地域で努めていく必要

がある。それから、避難所の運営とか、避難誘

導などについても、地域の方々の協力というの

は必要不可欠になっているわけであります。 

  そういった意味で、防災士の方には、減災と

防災力向上のための基礎的な、基本的な知識を、

古沢議員もそうですけれども、お持ちな方なわ

けでありますので、地域における防災のリーダ

ーとしていろんな活動をしていただくことを

我々は期待するわけであります。 

  先ほどお話ありましたが、市で協力をいただ

く防災士の方を募集して、13名の方に御応募い

ただいたわけであります。登録していただいた

防災士の方々から、来年度ですね、各防災組織

の方々を対象にした研修会などにも参加してい

ただいて、そして防災行動、避難行動、それか

ら避難所運営などの防災知識のさらなる向上に

も協力していただければと思いますし、防災士

の方から、各地域である防災事業というんです

かね、防災訓練などに参加していただくと、そ

この中で指導していただければ、その訓練、防

災事業も有効に市民の方に伝わっていくのでは

ないかと。そのことがそれぞれの自主防災組織

の機能強化につながっていくのではないかとい

うことで、我々としては防災士の皆さんの活躍

というのですか、存在は大変ありがたく、また

重要で期待をしていると考えております。 

○國井輝明議長 古沢議員。 

○古沢清志議員 私も市民のため頑張りたいと思

いますので、ぜひお声がけをお願いしたいと思

います。 

  以上をもちまして、一般質問を終了させてい

ただきます。ありがとうございました。 

 

柏倉信一議員の質問 

 

○國井輝明議長 通告番号16番、17番について、

14番柏倉信一議員。 

○柏倉信一議員 令和の会の柏倉です。通告順に

質問に入らせていただきます。 

  通告番号16番、デジタル社会に向けた取組と

問題についてでありますが、私は平成13年３月

議会から４回、ＩＴ関連の一般質問をさせてい

ただきました。当時、私の質問の趣旨は、ＩＴ

は距離、時間のハンデを克服する大きな力とな

る。大都市より地方自治体こそ、ＩＴを有効活

用していくべきであると主張してきました。 

  ここ２年、世界中がコロナとの闘いで、あら

ゆる分野でデジタルは活用され、その技術は大

きな進化を遂げています。こうしたコロナの影

響も鑑み、令和３年９月１日、ＩＴ基本法の全

面的な見直しを行い、デジタル社会の形成に関

する司令塔としてデジタル庁が設置されました。 

  本市においても、こうしたデジタル社会を想

定し、政府の動きより一足早く、昨年４月デジ

タル戦略課が設置されたこと、的を射た対応と

言えます。そこで、この１年の活動実績につい

て伺います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 柏倉議員から、デジタル社会に

向けた取組と課題、問題ということで御質問い

ただきましたが、デジタル戦略課につきまして

は、昨年、令和３年度の市組織改革の目玉とし

て、将来に向けたデジタル改革をスピード感を
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持って戦略的に推進し、市民サービスの向上、

それから行政事務の効率化を図る目的で設置さ

せていただきました。 

  今年度、令和３年度の実績ということであり

ますが、１点目については、市民、それから団

体、職員などから様々な御意見を頂戴して、そ

の内容を反映させたデジタル戦略計画の策定に

取り組んできたことでございます。この計画は

今年度中に作成するということになっておりま

すが、計画の基本理念としている「いつでもど

こでも幸せ実感ＤＸさがえ」の具現化によって、

新たな創造による持続的で健全な発展と市民一

人一人が幸せな生活を営めるような社会を形成

するという狙いを持っているところでございま

す。 

  ２つ目は、令和３年度から市民の申請手段の

多様化と利便性の向上を図るために、国が提供

しているマイナンバーカードと電子申請サービ

スのぴったりサービスを利用した申請を開始し

ているところでございます。令和４年度におき

ましては、ぴったりサービスにより申請できる

項目をさらに充実していくことにしております

し、処理の迅速化、正確化を図って、市民の利

便性の向上を目指していきたいと考えておりま

す。 

  ３点目については、市職員のテレワークの試

行を開始したところでございます。昨年12月か

ら試行を開始して、２月末まで23人の職員が43

日間テレワークを実施しております。今後３月

まで試行することにしておりますが、その結果

を踏まえて、来年度は本格的に実行していく予

定にしております。 

  そのほか、ＤＸの一環としては、市民向けに

スマートフォンアプリのぽけっとナビ、それか

ら今年１月から、先ほど来申しあげております

が、ツイッター、フェイスブック、ＬＩＮＥ、

登録メールの４媒体に同時に市の市政情報を発

信することができるＳＮＳ一括管理システムを

導入して、迅速に広範囲な情報発信に取り組ん

だところでございます。情報を受ける市民の皆

さんも、わざわざ新たなＳＮＳの登録をする必

要もなく、これまで使用しているもので、本市

の様々な情報を受け取ることが可能となってい

るところであります。 

  今後も市民サービスの向上、行政事務の効率

化を目指して、鋭意デジタル改革に取り組んで

いきたいと考えているところであります。 

○國井輝明議長 柏倉議員。 

○柏倉信一議員 今、実績について市長から御報

告をいただいたわけでございますけれども、あ

えて申しあげるまでもなく、デジタル社会に向

けての取組は今後ますます重要となることは、

改めて申しあげるまでもないことですが、そう

した背景も踏まえ、先ほど来お話のあったデジ

タル戦略計画が作成されたものと私も理解して

いるところです。 

  対外的には、本市のＰＲ、各種イベント開催

に向けた集客、ふるさと納税をはじめとするも

のなどには、タイムリーでレベルの高い技術が

求められ、市民向けにはシンプルなデジタルト

ランスフォーメーションが求められると考えま

す。今後の取組に期待させていただくところで

あります。 

  次に、アンケート調査の方法について伺いま

す。 

  本市の令和４年１月末現在の人口は４万428

人、うち65歳以上は１万2,957人、男性5,730人、

女性7,227人、率にして32.1％、３人に１人は

65歳以上なわけで、こうした現実を考えますと、

このたびのアンケート調査の対象になぜ65歳以

上が入らなかったのでしょうか。65歳以上のデ

ジタルに対する意識、知識、操作レベル実態を

把握することこそ、施策実現にはエビデンスと

なる重要なデータと考えるのですが。また、ア

ンケート依頼は紙ベースで、回答はなぜオンラ

イン限定なのか。この進め方だと、デジタル機



 - 94 - 

器をある程度操作できる人だけが対象となりま

す。むしろ、デジタル機器をあまり有効活用で

きていない人の実態を把握することが重要と考

えるのですが、御所見を伺います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 アンケート調査につきましては、

このデジタル戦略計画策定の基礎とするために、

昨年８月19日から９月末までの約１か月余りに

わたって実施し、その際無作為に抽出した16歳

以上65歳以下の市民の皆さん3,000人の方にア

ンケートの協力依頼のはがきを送らせていただ

いたところであります。そのほか、ツイッター

や市ホームページなどでも呼びかけを行ったと

ころでございます。 

  議員からは、65歳以上の方もアンケートの対

象にすべきではないのかという御指摘でありま

すけれども、国の情報通信白書の資料によりま

すと、60歳以上の方がモバイル端末を所有する

割合というのは８割を超えるとの調査もありま

す。市内の高齢者の方も多くの方がモバイル端

末等を利用されているものと思っているところ

でありますが、今後の寒河江市におけるデジタ

ル化の在り方を尋ねていくに当たって、ＩＣＴ

に関し、知識の豊富な世代、若い世代、それか

ら常に仕事などで活用している現役世代のほう

が、より市の行政、それから日常生活でのデジ

タル化に対する要望や不満などを多く、また多

岐にわたって抱えていると考えたところであり

まして、こうしたデジタル化についての要望や

不満の内容などは、世代を超えてある程度共通

のものではないかと判断して、65歳以下を対象

とさせていただいたところであります。 

  また、本アンケートの回答手段をオンライン

のみとさせていただいたわけでありますけれど

も、市行政のデジタル化について、特に申請や

手続のオンライン化を促進するに当たり、この

アンケートが今後の市行政におけるデジタル化

をアピールする方法の１つとして大変有効では

ないかということで、お願いしたところでござ

います。今にして思いますと、高齢者の方々の

意向やデジタル機器に疎い方々の声なども確認

した上で進めたほうがよかったのではないかと

考えているところであります。 

  市としては、今後様々な市の計画づくりを進

める際に当たって、幅広く、多くの市民の皆さ

んの声を反映させるためのアンケート調査の在

り方、方法については、十分配慮していく必要

があると考えているところであります。 

  なお、このデジタル戦略計画については適宜

見直すことにしておりますので、今後様々な機

会を通して、高齢者の皆さんはじめ、多くの市

民の皆さんから御意見を頂戴しながら、デジタ

ル化の推進に一層取り組んでまいりたいと考え

ているところであります。 

○國井輝明議長 柏倉議員。 

○柏倉信一議員 私の意図するところは御理解を

いただいたのかなと思っております。ぜひ機会

をつくっていただいて、実態を把握していただ

きたいと。そして、本市の市民生活におけるデ

ジタルトランスフォーメーションの取組に活用

していただきたいものだと思います。 

  デジタル機器の高齢者の利用で私が思い出さ

れるのは、平成27年７月に会派視察でお邪魔し

た徳島県上勝町、人口1,600人で高齢化率約

50％、葉っぱビジネスを高齢者主体で元気に頑

張っております。町が配信する上勝情報ネット

ワークに70から80代の高齢者が、パソコン、タ

ブレットからアクセス、全国市場の情報を取得、

自らマーケティングを行い、モミジ、イチョウ

の葉など約300種類を出荷しております。おば

あちゃんたちがタブレットをけさがけに働いて

いる光景を思い出します。高齢者が十分な年金

受給を受けられる福祉政策が理想ばかりとは限

らない。一日中何もすることがなく、高齢者の

社交場である病院に毎日姿を見せる生活より、

元気なうちは働いて稼ぐ、働くことで脳を使い、
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採取作業で足腰を鍛える、こんな老後が送れた

ら理想だなあと思ったものであります。 

  話が少し横道にそれた嫌いがありますが、私

自身、ウィズコロナの現在、ステイホームが奨

励されたこともあり、デジタル社会の到来に乗

り遅れないよう、現在ささやかな抵抗中であり

ます。ＳＮＳから始まり、ウェブ会議に浸透し

ているＺｏｏｍ、スマホに初期段階で設定され

ているアプリにチャレンジさせていただきまし

た。様々なアプリの中から、私のライフワーク、

ライフスタイルに有効活用できるよう、パソコ

ン、スマホ、タブレットと奮闘中であります。

うまく使いこなせないアプリなどもありました

が、大概は便利に使わせてもらっています。 

  ただ、悲しいかな、やはり高齢化している私

の頭脳では、しばらくたつとすぐに忘れてしま

います。総じて生かじりではありますが、感じ

たのは、高齢者こそ自身のライフスタイルに重

宝なスマホはじめ、デジタル機器を活用しても

らいたいと思います。 

  また、高齢者の技術習得にこだわるのは、先

ほど来もございましたが、昨年11月に経済対策

として、ＱＲコードのみ使用ということで発行

したチェリンＰａｙと、年末に出したお年玉券

の反響を見てであります。前者は補助率５割、

後者は３割にもかかわらず、発売後間もなく満

員御礼。前者の評価はいまいち。要因は、高齢

者にとってスマホを使いこなせない、あるいは

スマホに対しアレルギーを起こしている高齢者

が多かったことが要因と思われます。高齢者に

とって、受入れ準備ができていなかったという

ことだと思います。 

  かといって、先のことを想定すると、このま

までは困るのではないでしょうか。せっかく市

民に有益となる施策をつくっても、使えない高

齢者が大半ではもったいない限りであります。

長年寒河江市を愛し、寒河江市の発展に寄与し、

寒河江市に納税してきた方々です。こうした高

齢者への対応策として、本市デジタル戦略計画

ではデジタルコンシェルジュの配置とあります

が、専従の地域おこし協力隊を設置してはどう

でしょうか。どうしてもスマホはじめ、デジタ

ル機器の活用ができない方には、本人と行政と

のファクター役に、本人が信頼できる親族を指

定してもらうことも選択肢と考えますが、御所

見を伺います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 高齢者におけるデジタル技術習

得への支援ということでお尋ねがございました

が、先ほど申しあげましたけれども、寒河江市

の高齢者の方もモバイル端末の所有状況は高い

ものではないかと思うわけでありますが、しか

し御指摘のとおり、チェリンＰａｙではなかな

か高齢者には難しいということで、利用してい

ただいた方からは便利だと評価をいただいたと

ころでありますが、そういう意味で評価が必ず

しも高くはなかったということがあるわけであ

ります。 

  現在、国を挙げてデジタル化を進めているわ

けでありますけれども、高齢者の方はこの急速

なデジタル化に対する戸惑いというのが増えて

きているのではないかと懸念されるところでご

ざいまして、国でもこういった状況を踏まえて、

高齢者の情報端末の利活用能力向上を図るため

に、大手携帯電話会社などを通じて新たに講習

会などを実施していく予定と聞いています。 

  当然寒河江市では、令和４年度に国の講習会

の実施の施策を取り入れていきたいと思います

し、またデジタル戦略計画の案では、スマート

フォンなどの相談が気軽にできるよう、外部人

材の登用、例えばデジタルコンシェルジュの配

置などを想定しているわけでありますが、柏倉

議員から地域おこし協力隊はどうかという御提

案もありましたから、その辺のところも併せて

いろいろ検討していきたいと思っております。 

  こうしたいろんな取組をして、高齢者をはじ
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め、市民の皆さんのデジタル化への戸惑いなど

を軽減して、それから端末の活用における苦手

意識などを弱めていく、低減していく、そして

使うことの便利さ、楽しさを味わっていただけ

るようにしていきたいと思っています。 

  また、御提案ありましたが、どうしても情報

端末の活用ができない方のために、本人と行政

のつなぎ役として、信頼できる親族などを指名

してはどうかという御提案がございました。情

報端末の活用方法や使い方といった簡単なこと

から、本人に代わって情報端末を使って実際に

申請するということまで想定されるということ

でありますので、今後検討していく必要がある

と思いますが、いずれにしても親族の方からも

御協力をいただけるところは御協力をいただい

て、また行政においてもサポートを加えながら、

高齢者の皆さんがデジタル化によって生活の質

や幅を広げられるよう、鋭意取り組んでいきた

いと考えております。 

○國井輝明議長 柏倉議員。 

○柏倉信一議員 いろいろ制約もある中でござい

ますので、私の提案をそのままというわけには

なかなか簡単にはいかないということは重々私

も承知しておるのですけれども、先ほども申し

あげましたとおり、私でも使えたということを

考えると、そんなに難しいというか、内容のも

のはあまりないのかなと思っている部分があり

ます。 

  ただ、使える側からすると、使えない人間に

操作方法を教えるときというのは、自分のレベ

ルで物を考えるものだから、スマホでもタブレ

ットでも借りると、自分が「何分からないの、

こうだよ」とぱぱっとやるんですよね。やられ

るほうは一からの知識がないものだから、これ

じゃ俺にはできないと、大体そういう解釈が多

いのかなと思っているんです。 

  だから、学校で子供に物を教えるのと違って、

一線レベルで物を教えるのは、非常に相手には

理解し難いという部分があって、自分のレベル

の知識がどうなのかよりも、相手のレベルがど

うなのかということを理解しないと、なかなか

しんどいのかなと思っていたんですけれども、

私がやってみてその程度だったので、そんなに

はという気がしております。 

  我が寒河江市が取り組もうとしているデジタ

ル戦略計画を進めることで、何度も申しあげま

すが、一番恩恵を受けるのは、私は高齢者にな

ると思うし、ぜひそうなることが理想だという

ふうにも思っております。全てのデジタル機器

を使いこなすなんてことは、別に考える必要は

ないのではないか。自分のライフスタイルに関

係する中で、行政情報の入手であったり、医療

関連、あるいは趣味等をはじめとする情報の補

完、老後に有意義な生活を送る上で有効活用し

てもらいたいなあと思っております。 

  例えばではありますが、田畑で農作業中に具

合が悪くなった。その場合、スマホから、携帯

から消防署に電話しても、現在は個人情報保護

という観点から、突っ込んで場所を限定するこ

とができないとなっておるわけで、実際広域の

消防本部にも問合せをさせていただきましたが、

そこまで詳細なことはできないんだというよう

なことで、もしそういう第三者が位置情報を確

認するということであれば、これは警察が犯罪

者にしかできないというようなこともあったよ

うであります。 

  こうした場合、スマホの位置情報を開示して、

家族や友人から救急車に連絡させていただき、

場所を告げる。あるいは、救急車で搬送中にか

かりつけの自分の医療情報をスマホにインプッ

トしておくことで、スピーディーな告知に大変

役立つことは間違いないということで、不測の

事態が起きた場合、スマホに誰々に電話して助

けて、あとは電源をそのままにしておく、それ

だけで、話しかけるだけでいいというようなこ

とになりますので、高齢者に最低限のデジタル
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機器活用が少しでも多く浸透することを期待す

るものであります。 

  デジタル戦略計画を進めるに当たっては、当

面５年間の計画となっておりますが、あらゆる

産業、あらゆる分野で、驚異的なスピードで進

行中なのは御案内のとおり。自動運転の車をは

じめ、農業分野では北大農学部で遠隔操作の農

機具を開発中、東京ではロボットカフェが出現、

ロボットがオーダーを取り、配膳をこなす。ロ

ボットを遠隔操作しているのは、自宅にいる障

がい者の方々であり、このオーナーは、将来自

分の介護を自分でするのが当面の目標と言って

おられます。 

  こうした状況を踏まえると、個々あらゆる分

野で、行政として、人材の確保はハードルがか

なり高いと考えます。当面、まずは先ほど来お

話しのとおり、事務的なデジタル化を市行政、

市民生活にＤＸを有効活用することが当面の重

要課題と考えます。 

  また、今後において、デジタル庁が、先ほど

来お話ございましたとおり、マイナンバーカー

ドに国民の個人情報をかなりひもづけしてくる

ことが予想されるわけで、マイナンバーカード

の所持率向上に努めることも、デジタルの活用

につながると考えます。こうした問題について

の課題解決についての御所見を伺います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 デジタル技術は、御案内のとお

り目まぐるしく進展しているわけでありますけ

れども、市の行政内部においてもこうした技術

を活用した変革が求められている状況になって

いるわけでありますが、新たな技術を活用する

ためには、職員もデジタルに関する高い知識と

いうのが当然必要になっていくわけであります

けれども、そうした高い知識を有する人材とい

うのは、なかなか各自治体でも確保するという

のは共通の課題になっております。 

  こうした課題解決に向けて、寒河江市におき

ましては、山形県がウェブで開催する山形デジ

タル道場というのがありますが、そこに職員を

派遣させるとともに、各種のシステム操作研修

などと併せて、国のデジタルに関する最新の情

報、施策などを周知するなどして、知識、技能

の習得に努めているところであります。 

  それだけでなくて、令和３年度におきまして

は、内閣府のデジタル専門人材派遣制度を活用

して、ＮＴＴ東日本の職員１名をデジタル戦略

アドバイザーとして委嘱をして、今回のデジタ

ル戦略計画の策定、さらにはデジタル化に対す

る様々なアドバイスをいただいたところであり

ます。このアドバイザーからは、来年度も、令

和４年度も引き続きお願いをしていくことにし

ているわけでありまして、また職員向けのＤＸ

研修会などにも、アドバイザーからは講師とし

て参加していただくということを考えていると

ころであります。こうした研修などを通して、

日常業務にデジタルがどのように活用できて、

どのような役割を果たしていくのか、また問題

提起と併せて、課題解決に向けた知識習得に鋭

意取り組んでいきたいと思います。 

  多くの職員が、このデジタル化とその施策に

関心を持ってもらって、継続的に勉強して全体

の職員のレベルアップを図りながら、人材の確

保にもつなげていければと考えているところで

あります。 

  それから、マイナンバーカードについての御

質問がありました。自宅にいながら様々な手続

を行う電子申請などの核となるマイナンバーカ

ードでありますけれども、このカードの普及を

さらに図っていくべきではないかという御質問

でありますが、現在、所得税の確定申告の申告

会場に、マイナンバーカードの出張申請を行っ

て、会場で行うことができるようにしています。 

  御案内のとおり、マイナンバーカード、令和

４年度から予定している住民票の写しや戸籍謄

抄本などのインターネット申請において、本人
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確認の手段として用いることから、住民の利便

性の向上、それから事務処理の効率化の上から

も、一層普及促進に努めていかなければならな

いと考えているところであります。 

  こうした様々な取組を創意工夫しながら、継

続的に展開して、デジタル人材の確保、それか

らデジタル施策における様々な課題解決に努め

てまいりたいと考えているところであります。 

○國井輝明議長 柏倉議員。 

○柏倉信一議員 昨今、議場におる我々議員は、

先ほど月光議員の一般質問にもございましたが、

よくこのコロナのことについて様々な問合せが

おのおのに来るわけで、当局側の人間でない私

が申しあげるのもいかがかなと思うのですけれ

ども、先ほど市長はぽけっとナビのお話をされ

ました。月光議員のさっきの質問に対して、ぽ

けっとナビに掲載されている部分というのはか

なりあるんですね。今現在もぽけナビは配信中

なわけで、そんなこともあって、私だけがぽけ

ナビを使っているわけではないと思うのですが、

議場におられる同僚議員の方々にもぜひお使い

いただきたいものだなと。 

  コロナ関連の情報を聞かれることが多いと申

しあげましたが、私はそうしたとき、質問に答

えることもさることながら、スマホやタブレッ

トで市が配信しているぽけっとナビを提示をし

て、コロナの、現在本市が設定している危機管

理レベル、５段階あるわけですが、本市の感染

事例、これに関しては先ほど確認しましたが、

３月８日の感染事例、今日挙がっています。も

ちろん個人情報に関わる部分は当然掲載されて

いないわけですが、10代の方、あるいは男性、

女性等々でいつ反応が出たかまで、もうぽけナ

ビには出てきているわけで、そういう感染事例

であったり、イベントの開催状況であったり、

市の施設の使用状況を私は説明して、できるだ

け相手のスマホとかタブレットにぽけナビアプ

リをダウンロードさせてもらうようにしていま

す。自分で使ってみて、ツイッター、フェイス

ブック等もあるわけですけれども、使い勝手が

いいようなので、主に使わせていただいており

ます。情報が入るスピードが速いということと、

今現在非常に問題だという点に関してすぐ入っ

てくるということで、私はいろんなものを使う

中では、このぽけナビが一番いいのかなと思っ

て、使わせていただいております。 

  また、申しあげましたとおり、今現在知りた

い情報のある箇所というものをタップすること

で、求人であったり、あるいは先ほど古沢議員

の説明にあった災害時の対応であったり、市が

その都度その都度対応している中身がリアルタ

イムで入ってくるということで、大変便利なも

のだなということで、高齢者の方々に私はスマ

ホなりタブレットなりに入れてあげて、ここを

タップするとこういうの出てきます、ここをタ

ップするとこういうのが出てくるんですよと、

市はこういう情報をリアルタイムで配信してい

るんですよというようなことをやっていくこと

で、結構高齢者の方にも喜ばれています。私的

には、こうした地道な努力がデジタル機器の普

及につながればという思いであります。 

  本市のデジタル戦略が、デジタル庁の基本方

針である国民の幸福な生活の実現に、人に優し

いデジタル化、誰一人取り残さないデジタル社

会の実現に向けて、アクセシビリティーの確保、

格差是正となるよう、市民に丁寧な説明をお願

いいたします。 

  次に、通告番号17番、地域医療の課題と今後

の取組について伺います。 

  各都道府県は、2025年度をめどに必要な病床

数などを定めた地域医療構想を策定、急性期病

床からリハビリに取り組む回復期病床への転換

を進めております。将来、回復期病床が不足す

ることを想定しているわけですが、なかなか進

まない状況に、厚生労働省は2019年９月、再編

統合の議論が必要な全国424の病院名を公表、
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全国の公的・公立病院に激震が走りました。 

  その中に、県立河北病院、朝日町立病院、本

市の市立病院も挙げられました。これは2025年

には第１次ベビーブーム、1947年から49年に生

まれた団塊の世代全員が75歳以上の後期高齢者

となることで、社会保障費の大幅増加が懸念さ

れることが大きな要因であります。１年後まで

に結論を求められていましたが、半年もたたな

いうちにコロナ禍が医療現場を襲ったことで、

休止状態となっております。短期的にはコロナ

拡大に備えた病床が必要かもしれませんが、中

長期的には、この議論が再燃するのは明白では

ないでしょうか。 

  新型コロナの影響で、2020年度の国の歳出は

跳ね上がり、１兆円を10万円で一般家庭に置き

換え換算すると、収入551万円の家庭が1,755万

円使い、不足を埋めるために新たに1,126万円

借金、累積の借金が１億円近くに迫っている状

況です。財務省の試算では、75歳以上の１人当

たりの医療費の国庫負担は、65歳から74歳の４

倍、介護費の国庫負担は10倍に跳ね上がるとの

試算のようです。 

  さて、本市を含めた西村山公立病院の再編問

題について、県に対し、前段で申しあげた課題

解決に向け、強力なリーダーシップを発揮し、

議論の場を設けることを要望し、２年となりま

すが、進捗状況について伺います。 

○國井輝明議長 この際、暫時休憩いたします。 

  再開は午後１時といたします。 

 休 憩 午前１１時５７分  

 再 開 午後 １時００分  

○國井輝明議長 休憩前に引き続き会議を開きま

す。 

  佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 午前中、柏倉議員より西村山公

立病院の再編問題について、県に要望し２年と

なるが、その進捗状況はどうかという御質問を

いただきましたので、お答えを申しあげたいと

思います。 

  地域の公立病院につきましては、進展する人

口減少社会においても、地域住民に安全・安心

な医療を提供できるように、健全な経営の下、

充実した医療体制を継続し、確保していく役割

を担っていると認識しているところであります。 

  病院経営の健全化に向けては、寒河江市立病

院のみならず、県立河北病院なども、それぞれ

において、これまでも病床の削減や病床機能の

見直しなどを実施し、経営改善に努力してまい

ったと理解しているわけでありますけれども、

議員御指摘のように、厚生労働省から再編統合

の議論が必要な病院の中に名前が挙げられたと

ころでございます。 

  また、地域全体の人口減少と高齢化率の増加

による社会状況の変化に加えて、病院施設など

の老朽化と不足する医師確保なども大きな課題

になっているわけであります。 

  これらの課題の解決に向かうために、寒河江

市としては今年度も昨年度に引き続き、県に対

する重要事業要望を昨年７月にさせていただき

ましたが、県立河北病院と寒河江市立病院の統

合を軸に、西村山管内の１市４町による協議の

場や、地域医療構想調整会議などにおける検討

を、県主導の下に早急に進めるということを要

望してきたわけであります。その際、知事から

は、西村山地域の医療提供体制の在り方につい

て、地域医療構想調整会議に加え、新たなステ

ージの協議の場を設置するなどして、県も積極

的に参画しながら関係者の議論を進めていきた

いという回答をもらっているわけであります。 

  しかしながら、御指摘のように、２年に及ぶ

新型コロナウイルス感染症の拡大の影響もあっ

て、議論する場にたどり着いていない、膠着状

態にならざるを得ないという状況になっている

わけでありますが、県として、その１市４町の

代表者をメンバーとする新たな協議の場を立ち

上げていくということでありますので、市とし
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てもできる限り早期に議論が進むよう期待して、

さらに働きかけを進めてまいりたいと考えてい

るところであります。 

○國井輝明議長 柏倉議員。 

○柏倉信一議員 コロナ禍とはいえ、１市４町が、

残念ながら具体的にテーブルに着く準備が整わ

ないというようなことだろうと聞いておりまし

た。本市がいきなり前に出るわけにも簡単には

いかないと。医療分野に豊富な経験と実績を持

つ佐藤市長からすれば、断腸の思いではないか

なと察するところであります。 

  この問題が浮上したときに私の脳裏をかすめ

たのは、約15年ぐらい前になりますが、平成の

大合併に絡んだ寒河江、西村山の合併問題であ

ります。当時のことを経験した議員も数少なく

なってしまいましたが、私には苦い思い出とな

って残っています。当時経験した合併問題も、

病院再編問題も、寒河江、西村山一帯の問題で

あり、共通する部分があると考えるところです。

当時、何とかまとまらないものかと議会として

も奔走したのですが、結果は御案内のとおり、

土壇場まで頑張ったのですが、破談となりまし

た。私なりに振り返ると、１つには、議論する

時間が足りなかったことで、腹を割った話合い

ができなかったことが大きな要因ではと思って

おります。 

  こうしたことの反省もあり、私は２年前、議

長の職を頂戴しており、１市４町の議会議員が

まずはいち早く問題意識を共有することから始

めなくてはと考え、４町の議長了解の下、単身

で山大医学部にお邪魔し、村上教授を講師に、

再編問題について勉強会を開催することができ

ました。大半の西郡議員から御参加いただけた

ことで、取りあえず一歩踏み出せたと思ってい

ましたが、コロナの関係もあるとはいえ、何の

具体的進展もないのは残念な限りであります。 

  医療従事者はもとより、待ったなしで少子高

齢化の波が押し寄せている状況で、市立病院新

改革プランの成果を確実に出しているにもかか

わらず、残念ながら毎年一般会計からの繰入れ

が続いております。こうした実態を理解してい

る行政当局、我々議員で、再編問題を議論する

必要を感じない、そんな関係者はいないのでは

ないでしょうか。現状のまま、いつまで現在の

医療体制を維持できるのか不安は拭い切れませ

ん。 

  我が市立病院は、市長の答弁にもございまし

たとおり、平成29年から寒河江市立病院新改革

プランを、地域医療構想に沿って策定し、久保

田病院事業管理者を中心に経営健全化に向け取

り組んでいます。 

  しかしながら、先ほどの答弁にもありました

とおり、医療従事者の確保、医療機器更新整備、

また間もなく病院建設から築50年が迫ってきて

おり、施設や設備の整備も検討する時期が迫っ

てきました。県内でも、庄内地域、置賜、新庄

最上地域等で地域医療構想の取組が進んでいま

す。こうした状況も踏まえ、喫緊の課題に対応

し、本市が持続可能な医療体制を整えるには、

西村山地域の再編問題の方向性が定まらなけれ

ば、進めることは困難と考えます。こうした状

況を踏まえ、今後どのように取り組まれるのか

伺います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 先ほども申しあげましたが、将

来においても、住民の皆さんが安心して暮らせ

る医療を安定的に提供していくというのは、

我々の使命であるわけであります。西村山地域

の医療体制を持続するためには、その中心とな

る、核となる病院がどうしても必要だと思いま

す。これまで、その中心的な役割の１つを担っ

てきたのは市立病院なわけでありますけれども、

旧館が昭和48年、新館が平成２年の建築であり

まして、新館で32年、旧館では49年が経過して

いる状況であります。今後、この市立病院をど

うしていくのか、その在り方というのは、もう
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時間があまりない喫緊の課題だと考えていると

ころであります。 

  さらにもう少し顔を上げてみますと、寒河江

市立病院のみならず、西郡全体の中では河北病

院も大変老朽化が進んでいる、施設の維持や健

全な経営が厳しい状態が続いていると伺ってお

ります。今後、社会情勢の変化などを考慮しま

すと、それぞれ単独で運営を継続していくとい

うのは、大変厳しいのではないかと推察される

ところであります。したがいまして、両病院の

今後の在り方については、先ほど申しあげまし

たが、県と寒河江市の問題だけでなくて、西村

山地域全体に関わる問題であるという共通認識

に立って、県が主導の下に、寒河江市立病院と

河北病院の統合を軸として、新たなステージで

協議を進めてほしいという先ほどの御要望をさ

せていただいたところでございます。 

  今後の医療提供体制についてのお尋ねであり

ますけれども、県の地域医療構想、それから国

の医師の働き方改革などの推進によって、現在

よりも多くの医師を配置して、数多くの診療科

や高度な急性期医療を設置するということは、

大変厳しい、難しいと我々も認識しております。

また、仮に多くの診療科や専門性の高い診療科

の設置となれば、それに伴う高額な医療機器の

整備が必要となるということで、現実的ではな

いのではないかと認識しているわけであります。 

  したがって、地域医療構想にもありますよう

に、高度急性期及び専門性の高い診療は村山地

域の３次医療機関と連携し、さらに回復期や地

域の２次救急及び在宅支援などは各病院やかか

りつけ医との連携を強化していくということが

大切であると考えているところであります。 

  そういった将来の医療の在り方や、理想とす

る連携の在り方などについて、一つ一つ慎重に

協議するため、地域の医療に関するデータなど

も活用しながら、新たなステージの場において、

行政、関係機関はもとより、地域住民の皆さん

の御理解をいただきながら、早急に西村山地域

の医療体制の方向性を定めていくために、県か

ら主導的に議論を進めていただきたいというこ

とで考えているところであります。県のほうに

は期待したいと思います。 

○國井輝明議長 柏倉議員。 

○柏倉信一議員 胸中は似たものがあるなと思い

ながらお伺いをしたわけでありますが、少しく

どいと思われるかもしれませんが、今年２月１

日の山形新聞に、小国町立病院が24時間体制で

患者を受け入れる救急告示病院を取り下げる方

針を表明した旨の記事が掲載されました。対応

するだけの看護師の確保が難しくなったこと、

一般会計からの繰入れが過去最大の４億2,000

万円に上ったことなどが主な要因のようであり

ます。小国町は、５年、10年後に病院自体を存

続するため、問題を先送りしないが町の方針で

あり、診療科の休診、病床数削減など厳しい判

断が求められ、続いているようであります。20

年前に開院した頃と比較して、人口が３分の２

に減り、見える景色が変わってしまったと言っ

ておられます。 

  病院再編問題は、新たな枠組みの必要性を言

及する関係者は少なくないとはいえ、政局も絡

み、役割分担は、エリアが広がるほど、自治体

が多いほど困難と言われております。あっては

ならないことでありますが、将来において方向

性を示さないままで診療機能が落ちるようなこ

とがあれば、結局困るのは住民であります。こ

うした現状を、市民にも理解を求めなければ、

議会としての責任は免れないとの思いで、この

質問を取り上げさせていただきました。 

  最近読んだ本に、未来は予測するものではな

く、つくり出すものと書かれておりました。含

蓄のある言葉であると受け止めたところであり

ます。以上で私の質問を終わります。 

 

阿部 清議員の質問 
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○國井輝明議長 通告番号18番について、11番阿

部 清議員。 

○阿部 清議員 寒政クラブの阿部 清です。 

  ３月に入り、春の兆しが見え始め、２月まで

の大雪がうそのように爽やかな日々が続いてお

ります。今年は特に降雪が多かったため、雪下

ろしや除雪作業中での事故が多く報道されまし

た。１月19日に市役所前の降雪量が80センチと

なり、市豪雪対策本部が設置され、道路除排雪

の徹底、児童生徒の登下校の安全確保の徹底、

高齢者世帯の援助が必要な方々の除雪対策に努

め、除雪管理システムを活用しながらの除雪に

努められました。 

  除雪に関しては、毎年雪が降るたび同じよう

な問題が起き、同じような除雪を繰り返す日々

になります。市民が雪のある生活の中で少しで

も安心できるような除雪ができればと思い、今

年の冬を振り返りながら一般質問をさせていた

だきます。重箱の隅をつつくような一般質問に

なるかもしれませんが、御答弁よろしくお願い

したいと思います。 

  18番、除雪について伺います。 

  （１）令和３年度の除雪件数について伺いま

す。 

  今年は例年にない大雪となり、早い時期から

の除雪になりました。市民生活の足となる道路

の除雪は、市民にとって生活の基盤であり、生

活に支障を来さないよう、早朝から長時間にわ

たり除雪作業に従事していただいております。

寒河江市除雪協力会関係者及び市の除雪関係者

の皆様には心から感謝を申しあげるところであ

ります。 

  そこで、令和３年度寒河江市除雪協力会の除

雪出動件数と、市民の通報により稼働した除雪

や幅出しの出動件数、及び地区民による除排雪

作業の申込み件数について伺います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 阿部議員から除雪関係の御質問

をいただいておりますけれども、今年度、御案

内のとおり、12月下旬から２月下旬までまとま

った雪が降り続いたということで、記録的な豪

雪になっているわけであります。この冬の傾向

としては、気温の低い日が続くことにより雪解

けが進まず、市役所で観測している積雪量調査

では、２月25日に96センチメートルと今季最高

積雪深を観測しているわけでありますが、市と

しては、早朝の一斉除雪はもちろんのこと、日

中も除雪車を出動させるなど、万全の体制で除

雪作業を行ってまいりました。 

  除雪の実施状況でありますが、車道は262.22

キロメートル、歩道は36.16キロメートルを、

市所有機９台、除雪協力会所有機64台の計73台

で除雪を行ってまいりました。 

  出動件数になりますが、除雪協力会及び市所

有の除雪機械で行う一斉除雪については、今日

まで22回とこれまでにない出動回数となってお

ります。自主出動を含めますと、幸生地区では

26回、田代地区では27回の出動回数となってお

ります。 

  また、雪の総合窓口への相談も大変多くなっ

ておりまして、２月末現在で654件に上ってお

り、昨年度の約1.4倍の件数になってございま

す。相談の内容としては、市道除雪の依頼が最

も多くて、180件と全体の３割近くを占めてい

るところであります。おのおの相談内容につい

ては、市職員が現場を確認した上で対応させて

いただいているところでございます。 

  そのほかの相談としては、私道の除雪とか歩

道の除雪についての相談も寄せられているとこ

ろであります。 

  また、町会などで実施する除排雪作業への補

助の申込みでありますけれども、２月末現在で

７件いただいているところであります。 

  以上であります。 

○國井輝明議長 阿部議員。 
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○阿部 清議員 ありがとうございます。 

  今市長から答弁をいただきました。市長から

もあったように、本当に今年は例年にない大雪

になりました。協力会の皆様方には、除雪の出

動回数も非常に多かったということで、御苦労

をおかけしたなと思っています。 

  ただいま、市民からの通報により稼働した除

雪、幅出しについての件数が654件、昨年度の

1.4倍という非常に多い件数に驚きました。そ

れだけ雪が多かったのかなと感じております。 

  除雪に関しては、これで満足したということ

はないと思いますので、市民の要望に十分耳を

傾けていただきたいと思っております。 

  また、地区民による除排雪については、コロ

ナ禍の中、地域の共同作業というのはなかなか

大変なのかなと思いますけれども、７件の申込

みがあるということで、平年にない除排雪の補

助件数だったのかなと思っています。 

  また、地域の集団による集まりというのは、

なかなか共助での作業ということ自体が難しく

なっているということもあるかもしれませんが、

今後とも丁寧な除雪をよろしくお願いしたいと

思います。 

  （２）の建物の北側にある道路の除雪につい

て伺います。 

  最初に、除雪後も雪が残る凸凹道の対策につ

いて伺います。 

  太陽の当たる南側や東側の道路の雪は早めに

消えますが、太陽の光が当たりにくい建物の北

側にある道路は、除雪後も路面に雪が残ってい

る状況にあります。特に家が建て込んでいる日

が当たらない凸凹の道路は、わだちが３本にな

って危険に感じているところもあります。建物

の北側にある道路の雪を路面からきれいに除雪

することについての見解をお伺いしたいと思い

ます。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 建物の北側にある道路につきま

しては、日当たりが少なく、気温低下により雪

が氷状態になり堆積されるということで、早朝

の一斉除雪だけでは、路面まで現すことは、削

り取ることはなかなか困難な状況となっている

ことがあるわけであります。市民の方から寄せ

られた情報、それから市職員によるパトロール

によって現地を確認して対応を行っているわけ

でありますけれども、日中に気温が上がったと

きの作業などにおいても、氷状の路面を削り取

ることはなかなか困難だと聞いているところで

あります。 

  その解決策ということになりますけれども、

早めの消雪剤の散布でありますとか、気温の上

昇に合わせて小まめな除雪を実施していくこと

で、凹凸やわだちの解消を図っていくしかない

のではないかと聞いております。引き続き安全

確保に努めて実施していければと考えていると

ころであります。 

○國井輝明議長 阿部議員。 

○阿部 清議員 答弁ありがとうございます。や

はり市長から答弁いただいたように、早朝の除

雪だけではなかなか難しいのかなと思っていま

す。私も建物の北側にある道路の住人の１人で

ありますが、除雪で残された山積みの雪という

のはなかなか消えてくれません。除雪を繰り返

しても、雪が降るたび同じような状況になりま

す。１日１回の早朝の除雪だけでは、今までと

変わらないような状況なのかなと思っています。

やはりある程度ロータリー車による幅出しを考

えていただきながら、排土板の除雪、それから

消雪剤の使用などにより、路面が見える除雪を

心がけていただきたいと思っております。どう

ぞこれからも路面が見えるような丁寧な除雪を

お願いしたいと願っているところであります。 

  次に、イの道路にあるマンホール周りの除雪

について伺います。 

  建物の北側にある道路に面したマンホール上

の雪は、下からの温かさで雪も早く解けるよう
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でありますが、マンホール周りの雪は早朝除雪

が行われても残ってしまいます。除雪を繰り返

すと、10センチから15センチぐらいの段差がで

き、車やトラックがマンホール上を通過すると、

がたんという大きな音のする状況で、運転にも

危険が伴う状況であります。車の通りがないと

きには、右側を通行している状態になってしま

います。安全を確保するためにも、建物の北側

にある道路のマンホール周りの凸凹をなくす除

雪ができないか、見解を伺いたいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 汚水流量が多い地域の下水道マ

ンホールの上については、熱により雪が解けや

すいということで、積雪が少なくなる傾向にあ

ります。除雪の際には段差ができないよう注意

して作業を進めておりますが、日当たりが少な

い建物北側道路では段差が生じるということが

多く見られるわけであります。 

  そういったことについて、最近ではマンホー

ル蓋に熱を通さない内蓋が開発されているとい

うことですので、降雪による路面の段差解消の

一つの手段として検討してまいりたいと考えて

いるところであります。 

○國井輝明議長 阿部議員。 

○阿部 清議員 市長からは、マンホールの裏に

裏蓋をつけて、温度差をなくして段差をなくす

ということでありますが、段差をなくすことも

必要なんですが、雪を下から持っていくことが

必要なのかなと思いまして、先日下水道課で話

を伺ってまいりました。基本的にマンホールは

５ミリメートルから１センチメートルぐらい路

面より低く設置になっているということであり

ました。そして、今考えているのが、先ほど市

長から答弁いただきました、裏蓋をして、そし

てその温度差によっての消雪をなくしていくと

いうことでした。 

  そして、今路面より低く設置になっているマ

ンホールなのですが、道路の沈下によって、マ

ンホールが盛り上がってしまう傾向があるよう

であります。見つかれば、順次上下水道課で整

備をしているということでありますが、職員の

方から、もしマンホールが路面より高くなって

いるところを見つけたときには、上下水道課ま

で連絡をお願いしたいということでありました。

順次、整備をしていくということでありますの

で、よろしくお願いしたいと思います。 

  マンホールが路面より高くなっていますと、

除雪作業時、ショベルの排土板を引っかけて、

運転手がけがをすることがあるということでし

た。市民の皆様にも、家の前のマンホール点検

をよろしくお願いしたいと思っているところで

あります。また、市におかれましても、年間を

通しながらマンホール点検をお願いし、安全な

冬の除雪作業ができるようお願いしたいと思っ

ています。私自身も注意しながら見守っていき

ますので、どうぞマンホールと雪面の凸凹が少

しでも解消できるようにお願いしたいと願って

いるところであります。 

  次に、ウ、路線バス通りの除雪について伺い

ます。 

  建物の北側にある路面の除雪は、質問ア、北

側にある除雪と、イ、マンホール周りの除雪と

同じような案件で、日田地区内の旧県道23号線、

日田地区の天童市営バス天童寒河江線が通る道

路で、朝７時から18時50分まで１日６往復して

いる道路があります。バス停留所の日田口から

西側に進行する東団地近くの十字路までの約

500メートル区間になり、朝夕通勤する車の多

い幹線道路でもあります。 

  この道路は南側に住居が建ち並び、道路が建

物の北側にあるため、日陰となり、除雪後の雪

が道路脇に押され山積みになっており、排土板

で除雪をしても道路幅が出ないため、毎年苦情

の多い場所になっております。そのたびに市の

除雪をお願いしているところであります。北側

のマンホールの上は雪が消えておりますが、や
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はり周りの雪が山積みのため、消えなく、凸凹

道で段差のある悪路になっております。降雪の

続く年は同じような状況が続いており、路面に

雪を残さないような排土板による除雪と、ロー

タリー車での幅出し除雪ができないのか、見解

を伺います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 御質問の路線は、市道赤田川前

線ということでありますが、排土板除雪車によ

る除雪作業を行っている路線でございます。ロ

ータリー車と一緒にセットでどうかということ

でありますが、市所有のロータリー車について

は、一斉除雪において担当路線の除雪を行って

いるという状況でありますので、市除雪車と市

所有のロータリー車セットでの除雪作業という

のはなかなか難しいと考えております。 

  しかし、バス路線であることから、先ほど申

しあげました下水道マンホールの対応でありま

すとか、一斉除雪後に行う市所有除雪機による

小まめな対応などにおいて、交通障害が起きな

いようにするなど、除雪の方法を検討していき

たいと考えているところであります。 

○國井輝明議長 阿部議員。 

○阿部 清議員 今、市長のほうから除雪方法を

考えていくということでありました。旧県道23

号線につきましては、除雪が始まりますと、道

路幅が出ないために、毎年同じように除雪や幅

出しをお願いしています。 

  現在、日田地区で雨水対策の工事が行われて

おりまして、天童寒河江線の停車場の日田のと

ころで十字路がありまして、そこにマンホール

があります。それが去年まで２センチぐらい道

路より出ていたということで、非常にがたん、

がたんと音がして大変な状況にあったわけです

が、今年工事の中で出っ張っているマンホール

が整備されることになりました。きれいに整備

されますと、早朝の一斉除雪でも排土板を一番

下まで下げて除雪できるのかなと思っておりま

すので、それなりの除雪ができてくるというこ

とで、一安心はしているところでありますが、

それにしても排土板だけですと、どうしても幅

が出ませんので、日中でも構いませんので、で

きれば月に何回か幅出しのためのロータリー車

をお願いしたいなと思っていますので、よろし

くお願いしたいと思っております。 

  次に、エ、日中の除雪後のロータリー車によ

る幅出しについて伺います。 

  建物の北側にある道路は、気温が上がってく

ると路上に残った残雪がざらざらになり、交通

の障害になっています。日中除雪をお願いし、

排土板での除雪になりますが、除雪後を見ます

と、40センチから50センチの大きな雪玉が道路

沿いに並んで残され、道路幅が逆に狭くなって

しまいます。玄関先に置かれた雪玉は、時間が

たつと固くなり、片づけるのに大変になります。

また、道路脇に置かれますと、夜に冷やされ、

次の朝は凍るため、通行する車の障害となりま

す。気温が上がってからの除雪は、排土板とロ

ータリー車の除雪をセットで対応できないか見

解を伺います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 気温の上昇によって路面がざぶ

ついてきた場合などにおきましては、交通障害

解消のため、日中に除雪を行っているわけであ

ります。この作業については、排土板による除

雪となりますが、極力玄関先に雪の塊を置かな

いように努めていただいているというところで

ありますが、ロータリー車、先ほど申しました

が、担当路線を受け持っておりますので、一斉

除雪に幅出しの対応はできませんが、状況によ

って、日中において排土板とロータリー車セッ

トでの個別対応を実施しているところでありま

す。 

  一斉除雪、排土板での作業が主となりますの

で、雪の塊ができやすいこともあります。市民

の皆さんには大変御迷惑をおかけすることにな
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りますが、御理解と御協力をいただきたいとい

うことで考えているところであります。 

  日中においては、状況によって排土板とロー

タリーセットでの対応は可能でありますので、

よろしくお願いしたいと思います。 

○國井輝明議長 阿部議員。 

○阿部 清議員 答弁ありがとうございました。

今、市長から排土板とロータリーの日中の除雪、

幅出しができるということで安心しました。 

  私も建設管理課に行って、排土板で掃いた後

の写真を撮らさせていただいて、見ていただき

ました。ざらざら雪になりまして、車のハンド

ルがうまく操作できなくなってしまうというこ

とで、ちょっと運転に支障を来すということで

建設管理課にお願いしているわけですが、ただ

排土板で掃いた後の雪の塊というのは、40セン

チ、50センチということで今述べさせていただ

きましたが、実は四、五十センチというのは普

通の塊であって、１メートル以上の大きい雪が

置かれるということがありました。それだけ、

逆に言えば道路に雪が残っているんだなという

ことで思い知らされたわけですが、ここの道路

というのは通学路、それから路線バスの運行し

ている場所でありますので、ぜひ排土板とロー

タリー車での、日中でも構いませんので、幅出

しをよろしくお願いしたいと思っております。 

  次に、オ、雪捨て場の確保による除雪につい

て伺います。 

  同じ県道23号線から日田地区に入る旧県道23

号線の寒河江市営バス天童寒河江線が通る道路

でありますが、県道23号線から日田地区に入る

東側に県の官地があります。今までは市が借り

上げて、高田地区の花の植栽場所になっている

場所でもあります。現在はコロナ禍の影響で、

花の植栽は中止になっている場所であります。

この県の官地の場所を市が借り上げ、旧県道23

号線の除雪と幅出しを兼ねた排雪、除雪の雪押

し場として活用できないのか、見解を伺いたい

と思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 御指摘の箇所、県道の敷地であ

りますから、現在は県道の管理者から使用許可

を受けて、花の植栽の場所として確保しておる

わけでありますが、なかなかコロナで実施でき

なかったわけでありますけれども、地域の実情

などをお伝えして、雪押し場として利用ができ

ないのかどうか、県道の管理者と協議していき

たいと考えているところであります。 

○國井輝明議長 阿部議員。 

○阿部 清議員 ありがとうございます。県の官

地がもし雪置場として使用可能であれば、今ま

で質問させていただいた北側のざらざら雪、そ

れからマンホール面の除雪なども、一石三鳥ぐ

らいの形できれいになっていくのかなと思いま

す。 

  そして、ここは路線バスが運行している場所

でもありますので、非常に通りも楽になるのか

なと。そして、東側からちょうど150メートル

ぐらいなのですが、小学校７名の、朝７時15分

頃出発する通学路として使っている状況にもな

りますので、非常に危ないということで、親が

ついて安全なところまで連れていっているとい

う状況がありますので、県との協議をよろしく

お願いしたい、使えるような体制をお願いした

いと思います。 

  （３）その他の除雪について伺います。 

  最初に、ア、県道と市道の除雪による段差に

ついて伺います。 

  県道から除雪された雪が市道に残され、雪の

段差になって残されているところが見られます。

市道の幹線道路は、排土板の角度調整によって

問題はないようでありますが、市道の狭い道路

と県道の交差するところに置き雪が見られます。

段差になって残っており、車の通行を大変にし

ている状況があるようです。県道の除雪による

市道への段差をなくす対策について、見解を伺
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います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 この件については、毎年、除雪

作業シーズンの前の11月に県と西村山地区１市

４町の除雪担当者が集まって会議を開催しても

らって、懸案事項でありますとか、代替路線な

どについて意見交換を行っております。その中

で、除雪作業に係る交差点の段差について意見

などが出ておりまして、県と市、町道の段差解

消に向けて議論してきた経緯があります。 

  したがって、段差解消に関しては、市民の皆

さんから実際問合せがあった場合などには、県

道管理者にきちっとお伝えをして、その解消を

図っていくということになっておりますので、

そういった場合はそういうふうにさせていただ

いているというところでございます。 

○國井輝明議長 阿部議員。 

○阿部 清議員 11月に県と４市町が段差につい

て話し合われるということでありましたが、こ

ういう苦情が出てくるということは、なかなか

まだうまくいっていない状況があるのかなと思

いますけれども、11月の打合せのときにはきっ

ちりと除雪できるような体制づくりをお願いし

たいと思います。 

  次に、イ、雪の排雪場所について伺います。 

  令和３年度雪の排雪場所指定が、八鍬地区、

西根地区、南部地区の３か所での雪捨場が開設

されました。令和３年12月下旬からの大雪のた

め、令和４年１月21日に西根地区の雪捨場が閉

鎖、２月３日南部地区が閉鎖になりました。積

雪が多く、排雪量が多かったこともあり、受入

れ限度を超えて雪捨場が閉鎖されたと思ってお

ります。そして、１月21日から日田地区の村山

橋付近へ雪の排雪場所が開設されました。日田

地区と八鍬地区の排雪場所が２か所で市内の雪

捨場となりましたが、この大雪の中で問題なく

排雪ができたのか、見解を伺いたいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 阿部議員御指摘のとおり、この

冬に設けました寒河江市の指定排雪場所３か所

のうち、西根地区は１月21日、南部地区は２月

３日に閉鎖されたということであります。西根

地区の閉鎖に伴って、同じ日に新たに日田地区

の排雪場所を開設して対応を行ったところでご

ざいます。 

  この排雪場所の閉鎖あるいは開設というのは、

雪の総合窓口での電話対応でありますとか市報、

あるいは市のホームページ、ツイッターなどで

周知を図ってまいりました。今までのところ、

大きなトラブルなどもなくておりますので、問

題はさほどなかったのではないかと考えている

ところであります。 

  しかしながら、近年大雪が続いておりますの

で、来年度以降についても、今年度の雪、排雪

場所の使用状況などを検証して、新たな排雪場

所の確保などについても検討する必要があると

考えております。 

○國井輝明議長 阿部議員。 

○阿部 清議員 ありがとうございます。 

  私もその排雪場所にまだ行ったことがなかっ

たものですから、八鍬地区の排雪場に、半日で

すが、小型ダンプを運転させていただきまして、

雪捨ての体験をさせていただきました。国道

287号の八鍬地区の陸橋を降りてすぐ、陸橋を

通りますと交通量が多くて右に戻れないという

ことで、112号の国道まで１回途中から下りて、

そして287号を横切るような形で行って、大型

ダンプも、それから軽自動車なんかも雪捨てを

しているような場所でありましたが、ちょうど

287号の陸橋を下りてすぐのところから寒河江

川の河原に続く細い道路が雪捨場になっている

状況でありました。道路が狭いために、雪捨場

はロータリー式になっておりまして、雪捨てを

終えて、終わると同じ道を戻るために、雪捨て

に来る車を待ちながら、交互に譲り合って通行

しているような状況でした。そして、雪捨場に
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行くところに２軒の民家がありまして、そこを

毎日大型ダンプ、それから軽自動車等が通行し

ているというのは、非常に迷惑なんだろうなと

思いながら、私も半日雪捨てをさせていただき

ましたが、自分で思ったのは、もう少し環境が

整った雪捨場が見つからないのかなというとこ

ろでありました。 

  それから、もう１点思ったのが、私も小型ダ

ンプを運転したのは初めての経験でありました

ので、下の悪路が非常に凸凹のために、うまく

運転しづらいということで、できれば雪捨場の

排土板で下だけでも平らにしていただくと非常

に雪捨てが楽なのかなと思って、素人運転手が

感じてきたところでありました。 

  そして、西根地区の雪捨場も見させていただ

きましたが、今工事中で途中までしか行けませ

んでした。道路の端のほうを整地していたよう

でありましたが、工事内容についてちょっと分

かりませんでしたが、ただ雪が結構堤防の近く

まで来ていて、随分今年は排雪が多かったんだ

なと思って、見させていただきました。 

  そして、日田地区の雪捨場でありますが、２

月21日、最後に開設されました。この雪捨場は、

村山橋の北側と南側に設置されるということで、

市民の皆様方に図面をもって報告されておりま

したが、現在のところは南側を排雪場所として

使っておりました。その規模は非常に大きくて、

まだまだ余裕があるな、さすが最上川の排雪場

所だなと思いながら感じてきたところでありま

すが、地域や安全性を考えての各地区での排雪

場の選定なのかなと思いますが、できれば最初

から最後まで同じ雪捨場で活用できれば、各家

庭で軽トラックなどで捨てに行くときには、最

初からだと最後まで流れれば分かりやすいなと

感じてきましたので、いい対策をお願いしたい

と思っております。 

  次に、ウの丁字路の除雪について伺います。 

  丁字路の除雪について目につくのが、丁字路

の突き当たりに押された雪の塊が多く積み上げ

られているところが見られます。また、雪捨場

のない旧丁字路は、丁字路の突き当たりに雪を

押したままになっているところが見受けられ、

道路側に盛り上がって、道路を狭くしていると

ころも見られます。市として、丁字路の対応に

ついて見解を伺いたいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 御指摘のとおり、突き当たりの

丁字路については、雪を押して逃げ場がないと

いうことで、多くの雪が積み上げられている状

態になっているわけであります。積み上げられ

た雪が崩壊しないように、雪置場として使用し

ている箇所などについて、順次排雪作業などを

実施しているところであります。そういう意味

で、そういうところがあれば御指摘をいただき

たいなと思います。 

  また、十字路については、積み上げた雪によ

り、歩行者の通行が見えにくいところも生じる

ということもありますし、また車道の見通しが

利かないというようなこともあるわけでありま

すので、そういうことがないように、排雪や積

み上げた雪を低くするなどして、安全な通行の

確保に努めていきたいと考えているところであ

ります。 

○國井輝明議長 阿部議員。 

○阿部 清議員 今年は特に雪が多いということ

で、丁字路の雪押し場のあるところは大分うず

高くたまっていたんですが、ちょうど市民の方

から連絡がありまして、行きましたところ、町

会長連合会長のほうに行きましたら、ちょうど

今市と打合せを行っているところだということ

で話を伺いました。そして、後日伺いましたら

きれいになっていたということで、非常にあり

がたいなと思って、感謝しているところであり

ます。 

  ただ、雪押し場のない丁字路のところ、どう

してもショベルで押しっ放しになっていて、膨
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らんでいる状況のところが、ところどころ見受

けられるという状況があります。こういうとこ

ろは、やはりロータリー車で出っ張ったところ

を排雪してもらっただけでも、飛ばしてもらっ

ただけでも大分違うのかなと思いますので、よ

ろしくお願いしたいと思います。こういうとこ

ろがないようにパトロールをしていただいて、

適切な対応をよろしくお願いしたいと思います。 

  （４）歩道のない通学路除雪について伺いま

す。 

  最初に、ア、通学路点検・通学路除雪につい

て伺います。 

  子供たちは決められた通学路を、雪が降って

も吹雪でも元気に登校しています。歩道やグリ

ーンベルトのある学校近くの通路は除雪されて

おりますが、学校から離れ、遠くから通学する

児童は、除雪しても狭い道路を通学することを

余儀なくされているところもあります。歩道の

ない冬場の通学路点検や、通学路の除雪につい

て見解を伺います。 

○國井輝明議長 軽部教育長。 

○軽部 賢教育長 学校から離れた歩道のない通

学路の点検あるいは通学路の除雪という御質問

でございますけれども、本市におきましては、

寒河江市通学路交通安全プログラムと、これに

基づいて学校関係者、道路管理者、交通安全関

係者が合同で、交通安全上あるいは防犯上危険

だと思われる箇所については、冬期間に危険が

予想される箇所も含めまして、年に１回通学路

の点検を行っております。また、冬期間の点検

につきましては、今申しあげた定期的な点検に

加えて、状況に応じて随時行っております。 

  さらに、小学校では冬場の一斉下校に併せて、

教員も付き添って、子供の目線で通学路の危険

箇所、あるいは積雪状況を確認、点検している

ところであります。大雪などで除雪されていな

い箇所があって、通学に支障を来すような場合

につきましては、子供や保護者、地域の方から

学校に連絡をいただくというようなこともあり

ます。学校から教育委員会に連絡が入ったもの

につきましては、状況を確認させていただくと

ともに、当該の箇所を管理する道路管理者に報

告して除雪をお願いしているという状況でござ

います。 

○國井輝明議長 阿部議員。 

○阿部 清議員 ありがとうございます。今、教

育長のほうから冬場年１回の通学路点検を行っ

ているということでありますが、やはり雪の降

る時期というのは大分違ってきますので、その

辺をうまく考慮していただきながら、よろしく

お願いしたいと思います。 

  子供たちというのは、どんなに大変でも、決

められた道路をきちっと守りながら通学してい

ますので、その子供たちを守るのはやっぱり保

護者であり、地区民であり、学校関係者、寒河

江市民全体で子供たちを守っていかなければな

らないという状況がありますので、今後とも冬

場だけでなくて、夏場も冬場も通学路点検、そ

れから通学路の除雪による安全な対策をよろし

くお願いしたいと思っております。 

  次に、イの定期的なロータリー車の除雪につ

いて伺います。 

  寒河江市は昔のお城があったところで、その

名残として、町の中に入ると道路幅が狭く、入

り組んでいる道路が多く見られます。昔、楯の

あった日田地区を例に挙げますと、どこの道路

を通っても曲がりくねった狭い道路になってい

ます。 

  今の児童の通学路を見ると、60年前私たちが

通学した通りを同じように通学している状況が

あります。当時よりも車の量が増え、通学時間

と通勤時間が同じということもあり、車との擦

れ違いが多くなっています。少しでも道路の幅

を出すための、定期的な早朝の排土板による除

雪とロータリー車による幅出しが必要と思いま

すが、見解を伺います。 
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○國井輝明議長 軽部教育長。 

○軽部 賢教育長 定期的なロータリー車による

通学路の除雪ということでございますが、通学

路の除雪につきましては、これまでも児童生徒

の通学に支障のないように道路管理者に配慮し

ていただいておりますけれども、積雪等の状況

によって、特に狭い道路がますます狭くなって

いる箇所につきましては、議員御指摘のように、

ロータリー車での幅出しを行うということで、

通学路の安全が確保できるんだろうと認識して

おります。 

  ロータリー車による除雪での対応については、

降雪の状況、あるいは積雪の程度、場所など予

測できない要因も多々あることから、定期的に

行うということは容易ではないと思われますが、

積雪等で通学が大変であるといった状況につい

ては、子供たちの安全確保のため、迅速に対応

する必要があると認識しております。 

  このような場合につきましては、学校や教育

委員会だけで十分に把握するということは難し

い点もございますので、お気づきの際には保護

者の方や地域住民の皆様から学校や教育委員会

に連絡していただくよう、学校あるいは学校運

営協議会を通して働きかけてまいりたいと考え

ております。 

  また、学校や保護者から教育委員会に要望が

寄せられた際には、道路管理者に連絡して通学

路の除雪を依頼するようにしたいと考えており

ます。 

  市としましても、今後も児童生徒が冬期間安

全に登下校できるように、道路管理者等関係機

関と連携しながら、通学路の安全確保に努めて

まいりたいと考えております。 

○國井輝明議長 阿部議員。 

○阿部 清議員 ありがとうございます。 

  朝の登校について、うちの前が集まり場にな

っていますので、孫から登校の様子について聞

いてみました。家のところから７人で通学して

おりますが、途中で２人が加わって、１列に並

んで通学しているようであります。地域の狭い

道路の中で、車に会うと端に止まって、車を通

してから歩いていくんだと。そして、車が止ま

ってくれたときにはお礼を言って、横を通って

通学しているという話を伺いました。子供たち

はそんなに大きな問題とは思っていないようで

ありますが、保護者からすると車との擦れ違い

というのは大きな障害になっているのかなと思

いますので、やっぱりうちのところであれば、

安全なところまで親がついていって、子供に頑

張っていけよとか声をかけるのか分かりません

が、学校に行かせているのかなと思いますが、

歩道のある広い通学路まで行けば、それなりに

安全に通学はできますが、そこに行くまでに結

構時間のかかる子供も中には見られますので、

安全に通学できるような体制づくりということ

をよろしくお願い申しあげたいと思います。 

  今までいろいろと質問させていただいた中で、

今後、今現在でもそうですが、春から秋にかけ

て、非常に豪雨による被害が多くなっていると

いう状況を考えますと、冬場も降雪量が多くな

ってくる可能性が少なくもあらずと思いますの

で、ぜひ、通学路もそうですが、市全体による

ロータリー車の活用というのを十二分に考慮し

ていただきながら、除雪対策に御尽力をいただ

ければ大変ありがたいと思っております。 

  これで一般質問を終わらせていただきます。

ありがとうございました。 

 

荒木春吉議員の質問 

 

○國井輝明議長 通告番号19番について、13番荒

木春吉議員。 

○荒木春吉議員 私は、通告19番、教育問題につ

いて質問します。軽部教育長の御答弁よろしく

お願いします。 

  まず、（１）のコロナ禍の市内小中学校授業
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状況について伺います。 

  ３月１日火曜日の毎日新聞社会面によると、

新型コロナウイルス感染者は一昨年１月に初感

染者が出てから、２年間たった今年の１月28日

で250万人に達した。その後は、強感染力のオ

ミクロン株の感染拡大も相まって、２月３日に

300万人、２月15日に400万人、２月28日はとう

とう倍の500万人に達した。また、死者は２万

3,600人余となっており、ワクチン接種後は、

１回目が80％、２回目が79％、３回目は19％と

なっており、３回目の接種が待たれている。ま

た、県内の感染者は１万1,600人余、死者は65

人となっている。 

  本市内の感染者は昨日現在で600人となって

います。 

  ①そこで、本市内小中高のコロナ禍の授業状

況について伺います。 

○國井輝明議長 軽部教育長。 

○軽部 賢教育長 コロナ禍の市内小中学校での

授業への影響ということでございますが、まず

先ほど月光議員の質問にもありましたけれども、

オミクロン株による感染の急拡大を受けて、市

内の小中学校では、今年に入ってからこれまで

４校で休校、４校で学年閉鎖、３校で学級閉鎖

の措置を取っております。こういう措置が重複

している学校もありますので、市内12校中８校

でこれらの対応を行っております。 

  また、県からの通知に基づいて、同居の家族

に風邪症状等の体調不良が見られる場合は、本

人が元気であっても、感染防止のため登校を控

えるよう、家庭の理解、協力を呼びかけている

ということもありまして、どの学校においても

子供たちが通常どおり全員そろって学習すると

いう状況が少なくなっている状況にございます。 

  また、オミクロン株の感染力が強力であると

いうことから、体育の授業も含め、学習活動は

マスクを着用してできる内容に限定することや、

感染症対策を講じても、なお感染のリスクが高

い学習活動のうち、特にリスクが高いものにつ

いては、実施を基本的に控えるよう県より指導

されているところであります。 

  各教科に共通する感染のリスクが高い学習活

動のうち、特にリスクが高いものとしましては、

長時間、近距離で対面方式となるグループワー

ク、それから近距離で一斉に大声で話す活動と

いうことが示されております。具体的な教科で

申しあげますと、音楽では室内で近距離で行う

合唱、及びリコーダーや鍵盤ハーモニカ等の管

楽器演奏、体育につきましては、子供たちが密

集して行う運動、近距離で組み合ったり接触し

たりする運動、こういったものが例示されてお

りまして、児童生徒は通常のように関わり合っ

たり、協同的に学ぶということに制限が強いら

れているために、ストレスを感じている状況に

あると認識しているところであります。 

○國井輝明議長 この際、暫時休憩いたします。 

  再開は午後２時30分といたします。 

 休 憩 午後 ２時１９分  

 再 開 午後 ２時３０分  

○國井輝明議長 休憩前に引き続き会議を開きま

す。 

  荒木議員。 

○荒木春吉議員 次に、月光議員への答弁にもあ

りましたように、学校閉鎖、学年閉鎖、学級閉

鎖があったんですよね。それで、支障を来した

授業の補塡策について伺います。 

○國井輝明議長 軽部教育長。 

○軽部 賢教育長 コロナ禍における授業の補塡

策ということでございますけれども、本市にお

きましては、昨年度末、２月から、１年前にな

りますけれども、ＧＩＧＡスクール構想で整備

しました１人１台タブレット端末を児童生徒に

配付して、各学校でも授業での活用を始めてお

ります。 

  また、保護者からも家庭における通信環境を

整えていただいたことで、配付と同時に端末を
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家庭に持ち帰って、家庭でもインターネットに

つないで学習ができる環境を早い段階から整備

することができております。 

  このような環境を生かして、昨年５月末から

は登校を控えている児童生徒に対して、教員が

学級で通常行っている授業を、自宅にいる児童

生徒にも同時に配信し、リモートでの授業を行

う、教室にいる子供たちへの対面授業と、自宅

にいる子供へのリモート授業を一緒に行う、い

わゆるハイブリッド型の授業を行うことができ

るようになっております。今では、登校できな

い児童生徒がいる場合でも、このハイブリッド

型の授業がどの学校でも日常的に行われており

ます。 

  また、学級、学年閉鎖、休校の措置を取った

場合には、自宅にいる児童生徒に向けて、完全

リモートでの授業を行って、学習の機会を保障

するように努めております。 

  このリモート授業を行う中で新たに見えてき

たこともございます。それは、家庭の子供の側

で保護者も授業を見ている、視聴している場面

もあるということから、教員はこれまで以上に

緊張感を持って授業に向かうようになったとい

うことでございます。このことは、授業の様子

を児童生徒以外の方からも見ていただく機会が

増えたことで、授業を外に開くという効果もあ

ると受け止めているところでございます。 

  リモート授業を行った教員の声を聞きますと、

多くの教員が学びを止めない効果があると捉え

ている一方で、教室で行う通常の対面授業と比

べて、テンポが通常とちょっと違ってくるとか、

あるいは子供の集中力が続かない、また対面授

業と同じ理解度に達するまでには時間がかかる

などの課題も感じている教員もございます。 

  授業を受けている子供たちからは、黒板に書

く文字やカメラで映し出されたプリントの文字

が読みにくいなどの声も聞こえているところで

あります。 

  今後、リモートでの授業特性を踏まえた授業

展開、ＩＣＴ機器の特性を踏まえた板書の在り

方、資料の提示の仕方などについて、より一層

工夫を重ねて、リモート授業の質の向上に努め

てまいりたいと考えております。 

○國井輝明議長 荒木議員。 

○荒木春吉議員 コロナのおかげでリモート授業

に取り組んだということですが、ぜひ欠点を克

服し、いいところを伸ばしていただきたいなと

思います。それと同時に、リアル授業の充実も

よろしくお願いしたいと思います。 

  今、親御さんが一緒に見聞しているというこ

とでしたが、親御さんの心配は、多分親御さん

がいなくなるとゲームばっかりしているんだ、

うちの子はというのが多分親御さんの心配かと

思いますので、そこら辺の対策もよろしくお願

いしたいと思います。 

  次に、（２）の市内各小学校の教科担任制に

ついて伺います。 

  先月20日に発行された中部小広報紙「山法

師」に渡辺 聡校長の教科担任制を導入しての

文章が掲載されています。渡辺校長の文章では、

４ないし６年生それぞれの実施状況と、先生及

び講師名が記され、師弟から見た、長所、利点

の列挙と課題なども挙げられています。そこで、

市内小学校の教科担任制の状況について伺いま

す。 

○國井輝明議長 軽部教育長。 

○軽部 賢教育長 小学校における教科担任制の

本市における実施状況ということでございます

が、令和２年８月の中央教育審議会の新しい時

代の初等中等教育の在り方特別部会において、

義務教育９年間を見通した教育課程を支える指

導体制の構築、それからＧＩＧＡスクール構想

の加速化と併せて、個別最適化された学びを実

現していくための取組として、令和４年度を目

途に、小学校高学年に教科担任制を本格的に導

入する必要があるということが議論されて、文
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科省は昨年12月に教員の増員を決定しておりま

す。 

  現在、本市の全ての小学校では、各学校の事

情に応じて選択した特定の教科を、教頭あるい

は教務主任などの担任外の教員が授業を受け持

つということが日常的に行われております。寒

河江小学校や寒河江中部小学校など、児童数、

学級数の多い学校では、複数の学年、学級に指

導する担任外の加配教員という教員が国によっ

て配置されておりますので、理科などの特定の

教科を専門的に受け持って実施しているところ

であります。 

  今年度は、来年度からの教科担任制の実施に

向けた準備として、今申しあげたような従前の

実施形態をさらに進めた形で、学級担任が、担

外ではなくて、学級担任が特定の教科について

自分の受持ち以外の学級あるいは学年の児童に

指導する形態を取っているという小学校が４校

ございます。議員が例に挙げられました寒河江

中部小学校もその１つで、寒河江中部小学校で

は１学年に４人の学級担任がいるということを

生かして、国加配の教員や非常勤講師も加えて、

４つの教科で教科担任制を実施しております。 

  また、西根小学校では、ベテランの教員と若

手教員、あるいは講師を組み合わせて、１つの

学年団というものを構成して、ほとんどの学年

が多くの教科で教科担任制を実施しております。 

  また、１学年単学級あるいは複式学級のある

醍醐小学校と三泉小学校では、教員がそれぞれ

の得意分野を生かして、受け持っている学年以

外の学年に対しても、特定の教科で教科担任と

して指導しているということがございます。 

  どの学校からも、教材研究の合理化と深化、

教材研究を深めるということが図られて、教科

担任は同じ指導内容を複数行うということにな

るために、最初に行った授業の様子を基にして、

子供たちの興味関心をさらに引きつけるにはど

うしたらいいか、あるいは指導内容をさらに、

どうすれば焦点化できるかなど、授業をさらに

ブラッシュアップできるということで、多くの

利点があると各学校から教育委員会に寄せられ

ているところであります。 

  また、子供側から見ますと、学習の主役であ

る子供たちにとっても、複数の先生から学ぶこ

とができるということで、多様な価値観に触れ

るということとともに、担任以外の複数の教員

から認められたり褒められたりする機会が増え

ているということで、喜ぶ姿が見られるという

ことも聞いているところであります。 

  一方、教科担任制を円滑に実施していくため

には、子供たちの習熟の度合いとか、他教科で

の学習状況など、多岐にわたって教科担任間で

打合せ、情報共有、そういったものが必要にな

るために、打合せの時間確保に苦労していると

いうことも聞いているところであります。 

  小規模の学校では、担任以外の教員が少ない

ということもあって、授業準備のための教材研

究や保護者の連絡に目を通して回答したり、保

護者への連絡を作成する時間として活用したり

する、授業をしないいわゆる空き時間、こうい

ったものを確保するのが難しくて、休憩時間あ

るいは子供たちが帰った後の時間でやりくりし

ている実態もあるという声が寄せられていると

ころであります。 

  教科担任制を実施する学校が増えてくる中で、

様々な課題も明らかになっているわけでありま

すが、何よりも教科担任制が子供たちにとって

総じて好評であると。先ほど申しあげたような

複数の先生方から認めてもらうと、そういった

ことで大変好評であるということから、このシ

ステム導入の成果としては、極めて大きな意味

があると認識しているところであります。 

  教育委員会としましても、教科担任制のよさ

や課題、そういったものをさらに明確にして、

それを市内全部の学校で共有化しながら、本格

導入を進めてまいりたいと考えているところで
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あります。 

○國井輝明議長 荒木議員。 

○荒木春吉議員 来年からの市内小学校のその策

について教えてください。 

○國井輝明議長 軽部教育長。 

○軽部 賢教育長 来年度からの実施につきまし

ては、今年度取り組んだ小学校に来年度の実施

の予定について問い合わせたところ、全ての小

学校で教科担任制を実施する予定であると答え

ております。国からの加配教員が配置されやす

い、比較的規模の大きい学校については、それ

を生かした教科担任制が引き続き実施されるも

のと考えております。 

  それから、これまでのものに加えて、県教育

委員会の事業でありますけれども、これまでの

教育マイスター制度という制度を、来年度、教

科担任マイスター制度ということで形を変えて

実施されていくと聞いております。この教科担

任マイスター制度につきましては、算数と英語

の教科指導力向上と、児童の学習内容の理解度、

定着度の向上と、学びの高度化を図る目的とい

うことで行われて、国から加配されていない小

学校を対象に非常勤講師を県が加配すると。国

から加配されていない小学校に非常勤講師を県

が加配して、教科担任制を実施するというよう

な内容になっております。この制度を希望する

小学校については、この制度を取り入れたいと

いうことで、自ら名のりを上げるということで、

学力向上計画書というものを作成して、自ら名

のりを上げる方式で取り組むということになっ

ておりまして、本市におきましては、今現在３

つの小学校が計画書を提出して、採用の結果を

待っている段階でございます。 

  このように様々な制度を積極的に活用して、

子供たちや教員の実態、学校の規模に応じた工

夫を施しながら、児童にとって魅力ある教科担

任制にするべく、各小学校で準備が進められて

いるところであります。 

  教育委員会としましても、教科担任制の先進

事例あるいは好事例などを紹介して、指導助言

を行うとともに、学力向上に係る会計年度任用

職員の適正な配置などを通して、各学校の取組

を支援していきたいと考えているところであり

ます。 

○國井輝明議長 荒木議員。 

○荒木春吉議員 どうもありがとうございます。 

  「山法師」の中で校長先生も言っていました

が、要するに財政的な面でなかなか充実させる

ことができないようなことをちらっと書いてお

りましたが、要するに財政の手当ては国と県な

んだそうで、だから中部小学校の来年の名簿に

も先生、正規の教員がほとんどでしたが、１人

だけ講師の方が載っていた。打合せでやったら、

あの人は優秀なんだということなのであれば、

正式な教員として採用して、きちんとした先生

を配置しろなんて言うのはおこがましいのです

が、講師ではなく、ちゃんと先生は先生を配置

していただけたらありがたいと思っています。 

  そして、市内では３校だけということですが、

それは中規模校であれ、小規模校であれ、みん

なのところでやれば、学級担任の負担が軽減に

なって、ゆとりある授業ができるんじゃないか

なと私は思って、働き方改革の一環としてもか

なり有効な手だと思いますので、そこら辺は配

慮していただければと思います。 

  いつも私、田中角栄の話をするのですが、小

学校の先生は、手間３倍あげたいんだと。いつ

も、コロナがなかった場合は、入学式と卒業式

で東西南北、上下左右も分からないよちよちの

１年生が、６年たてばちゃんとした大人になる

という、あれは相当な先生の力業がないと多分

できないと思うのですね。そういう先生にはも

ちろん手間もいっぱいあげたいし、時間的余裕

もあげないと、そういう望むべく成果は出ない

と私は思うのですが、そこら辺も配慮して、小

規模校と言わず、あまねく市内小学校でやって
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いただきたいと私は願っています。 

  以上で質問を終わります。 

 

   散    会    午後２時４７分 

 

○國井輝明議長 以上をもちまして、本日の日程

は終了いたしました。 

  本日はこれにて散会いたします。 

  御苦労さまでした。 



 - 116 - 

 



 - 117 - 

令和４年３月１０日（木曜日）第１回定例会 

 

○出席議員（１６名） 

   １番  國  井  輝  明  議員     ２番  太  田  陽  子  議員 

   ３番  鈴  木  み ゆ き  議員     ４番  安 孫 子  義  徳  議員 

   ５番  月  光  裕  晶  議員     ６番  後  藤  健 一 郎  議員 

   ７番  渡  邉  賢  一  議員     ８番  古  沢  清  志  議員 

   ９番  佐  藤  耕  治  議員    １０番  太  田  芳  彦  議員 

  １１番  阿  部     清  議員    １２番  沖  津  一  博  議員 

  １３番  荒  木  春  吉  議員    １４番  柏  倉  信  一  議員 

  １５番  木  村  寿 太 郎  議員    １６番  伊  藤  正  彦  議員 

○欠席議員（なし） 

○遅刻議員（なし） 

○早退議員（なし） 

○説明のため出席した者の職氏名 

佐 藤 洋 樹  市 長  菅 原 隆 平  副 市 長 

軽 部   賢  教 育 長  設 楽 伸 子  
総務課長（併） 
選挙管理委員会 
事 務 局 長 

武 田 伸 一  企画創成課長  大 沼 利 子  財 政 課 長 

片 桐 勝 元  税 務 課 長  高 林 清 美  市民生活課長 

武 田 新 二  建設管理課長  猪 倉 秀 行  
農林課長（併）
農 業 委 員 会 
事 務 局 長 

鈴 木   隆  健康福祉課長  今 野 育 男  高齢者支援課長 

眞 木 立 子  子育て推進課長     

○事務局職員出席者 

高 林 雅 彦  事 務 局 長  東海林 茂 美  総 務 主 幹 

兼 子 拓 也  総 務 係 主 任  古 谷 駿 幸  総 務 係 主 事 
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   議事日程第４号       第１回定例会 

   令和４年３月１０日（木）  午前９時３０分開議 

 

   再  開 

日程第 １ 承認第１号 専決処分の承認を求めることについて（令和３年度寒河江市一般会計補正予 

            算（第８号）） 

 〃  ２ 議第 １号 令和３年度寒河江市一般会計補正予算（第９号） 

 〃  ３ 議第 ２号 令和３年度寒河江市国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 

 〃  ４ 質疑 

 〃  ５ 予算特別委員会設置 

 〃  ６ 委員会付託 

   散  会 

 

 

   本日の会議に付した事件 

 

   議事日程第４号に同じ 

 

 

 

   再    開    午前９時３０分 

 

○國井輝明議長 おはようございます。 

  ただいまから本会議を再開いたします。 

  本日の欠席通告議員はありません。 

  出席議員は定足数に達しておりますので、こ

れより本日の会議を開きます。 

  本日の会議は、議事日程第４号によって進め

てまいります。 

 

議 案 上 程 

 

○國井輝明議長 日程第１、承認第１号専決処分

の承認を求めることについて（令和３年度寒河

江市一般会計補正予算（第８号））から日程第

３、議第２号令和３年度寒河江市国民健康保険

特別会計補正予算（第１号）までの３案件を一

括議題といたします。 

 

質     疑 

 

○國井輝明議長 日程第４、これより質疑に入り

ますが、所属する委員会の審査案件に関する質

疑は極力控えるとともに、概括的な質疑にとど

めていただくようお願いいたします。 

  初めに、承認第１号専決処分の承認を求める

ことについて（令和３年度寒河江市一般会計補

正予算（第８号））に対する質疑はありません

か。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第１号令和３年度寒河江市一般会計

補正予算（第９号）に対する質疑はありません

か。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第２号令和３年度寒河江市国民健康

保険特別会計補正予算（第１号）に対する質疑

はありませんか。 
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   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて質疑を終結いたします。 

 

予算特別委員会設置 

 

○國井輝明議長 日程第５、予算特別委員会の設

置についてお諮りいたします。 

  議第１号令和３年度寒河江市一般会計補正予

算（第９号）については、議長を除く15人を委

員に選任して構成する予算特別委員会を設置し、

これに付託の上、審査することにしたいと思い

ます。これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり) 

  御異議なしと認めます。 

  よって、議第１号令和３年度寒河江市一般会

計補正予算（第９号）については、予算特別委

員会を設置し、これに付託の上、審査すること

に決しました。 

 

委 員 会 付 託 

 

○國井輝明議長 日程第６、委員会付託でありま

す。 

  このことにつきましては、お示ししておりま

す委員会付託案件表のとおりそれぞれ所管の委

員会に付託いたします。 

 

 委員会付託案件表  

委 員 会 付 託 案 件  

総務産業常任委員会 承認第１号 

厚生文教常任委員会 議第２号 

予算特別委員会 議第１号 

 

 

   散    会    午前９時３３分 

 

○國井輝明議長 以上で本日の日程は終了いたし

ました。 

  本日はこれにて散会いたします。 

  御苦労さまでした。 
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令和４年３月１４日（月曜日）第１回定例会 

 

○出席議員（１６名） 

   １番  國  井  輝  明  議員     ２番  太  田  陽  子  議員 

   ３番  鈴  木  み ゆ き  議員     ４番  安 孫 子  義  徳  議員 

   ５番  月  光  裕  晶  議員     ６番  後  藤  健 一 郎  議員 

   ７番  渡  邉  賢  一  議員     ８番  古  沢  清  志  議員 

   ９番  佐  藤  耕  治  議員    １０番  太  田  芳  彦  議員 

  １１番  阿  部     清  議員    １２番  沖  津  一  博  議員 

  １３番  荒  木  春  吉  議員    １４番  柏  倉  信  一  議員 

  １５番  木  村  寿 太 郎  議員    １６番  伊  藤  正  彦  議員 

○欠席議員（なし） 

○遅刻議員（なし） 

○早退議員（なし） 

○説明のため出席した者の職氏名 

佐 藤 洋 樹  市 長  菅 原 隆 平  副 市 長 

軽 部   賢  教 育 長  久保田 洋 子  病院事業管理者 

設 楽 伸 子  
総務課長（併） 
選挙管理委員会 
事 務 局 長 

 武 田 伸 一  企画創成課長 

大 沼 利 子  財 政 課 長  片 桐 勝 元  税 務 課 長 

高 林 清 美  市民生活課長  武 田 新 二  建設管理課長 

伊 藤   孝  上下水道課長  猪 倉 秀 行  
農林課長（併） 
農 業 委 員 会 
事 務 局 長 

鈴 木   隆  健康福祉課長  今 野 育 男  高齢者支援課長 

眞 木 立 子  子育て推進課長  小 林 弘 之  病 院 事 務 長 

○事務局職員出席者 

高 林 雅 彦  事 務 局 長  東海林 茂 美  総 務 主 幹 

兼 子 拓 也  総 務 係 主 任  古 谷 駿 幸  総 務 係 主 事 
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   議事日程第５号       第１回定例会 

   令和４年３月１４日（月）  予算特別委員会終了後開議 

 

   再  開 

  （予算特別委員会付託関係） 

日程第 １ 議第 １号 令和３年度寒河江市一般会計補正予算（第９号） 

 〃  ２ 予算特別委員会の審査の経過並びに結果報告 

 〃  ３ 質疑・討論・採決 

 

  （総務産業常任委員会付託関係） 

日程第 ４ 承認第１号 専決処分の承認を求めることについて（令和３年度寒河江市一般会計補正予

算（第８号）） 

 〃  ５ 総務産業常任委員会の審査の経過並びに結果報告 

 〃  ６ 質疑・討論・採決 

 

  （厚生文教常任委員会付託関係） 

日程第 ７ 議第 ２号 令和３年度寒河江市国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 

 〃  ８ 厚生文教常任委員会の審査の経過並びに結果報告 

 〃  ９ 質疑・討論・採決 

 

日程第１０ 議第 ３号 令和４年度寒河江市一般会計予算 

 〃 １１ 議第 ４号 令和４年度寒河江市国民健康保険特別会計予算 

 〃 １２ 議第 ５号 令和４年度寒河江市後期高齢者医療特別会計予算 

 〃 １３ 議第 ６号 令和４年度寒河江市介護保険特別会計予算 

 〃 １４ 議第 ７号 令和４年度寒河江市介護認定審査会共同設置特別会計予算 

 〃 １５ 議第 ８号 令和４年度寒河江市財産区特別会計（高松、醍醐、三泉）予算 

 〃 １６ 議第 ９号 令和４年度寒河江市下水道事業会計予算 

 〃 １７ 議第１０号 令和４年度寒河江市立病院事業会計予算 

 〃 １８ 議第１１号 令和４年度寒河江市水道事業会計予算 

 〃 １９ 議第１２号 寒河江市ゼロカーボンシティ宣言について 

 〃 ２０ 議第１３号 寒河江市課制条例の一部改正について 

 〃 ２１ 議第１４号 寒河江市職員の育児休業等に関する条例の一部改正について 

 〃 ２２ 議第１５号 つのだ地域コミュニティ活性化推進基金条例の制定について 

 〃 ２３ 議第１６号 寒河江市地域経済牽引事業の促進のための固定資産税の課税免除に関する条

例の制定について 

 〃 ２４ 議第１７号 寒河江市立保育所設置条例の一部改正について 

 〃 ２５ 議第１８号 寒河江市市民浴場に関する条例の一部改正について 

 〃 ２６ 議第１９号 寒河江市が管理する市道の構造の技術的基準等を定める条例の一部改正につ
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いて 

日程第２７ 議第２０号 寒河江市都市公園条例の一部改正について 

 〃 ２８ 議第２１号 西村山広域行政事務組合と寒河江市との事務委託に関する規約の一部変更に

ついて 

 〃 ２９ 議第２２号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の一部変更について 

 〃 ３０ 議第２３号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の一部変更について 

 〃 ３１ 請願第１号 人道的見地から沖縄戦戦没者の遺骨等を含む土砂を採取し埋め立てに使用し

ないよう国に意見書提出を求める請願 

 〃 ３２ 質疑 

 〃 ３３ 予算特別委員会設置 

 〃 ３４ 委員会付託 

   散  会 

 

 

   本日の会議に付した事件 

 

   議事日程第５号に同じ 

 

 

 

   再    開     午前９時４５分 

 

○國井輝明議長 おはようございます。 

  ただいまから本会議を再開いたします。 

  本日の欠席通告議員はありません。 

  出席議員は定足数に達しておりますので、こ

れより本日の会議を開きます。 

  本日の会議は、議事日程第５号によって進め

てまいります。 

 

議 案 上 程 

 

○國井輝明議長 日程第１、議第１号令和３年度

寒河江市一般会計補正予算（第９号）を議題と

いたします。 

 

予算特別委員会の審査の 

経過並びに結果報告 

 

○國井輝明議長 日程第２、予算特別委員会の審

査の経過並びに結果報告であります。 

  予算特別委員長報告を求めます。佐藤予算特

別委員長。 

   〔佐藤耕治予算特別委員長 登壇〕 

○佐藤耕治予算特別委員長 予算特別委員会にお

ける審査の経過と結果について御報告申しあげ

ます。 

  本委員会に付託になりました案件は、議第１

号令和３年度寒河江市一般会計補正予算（第９

号）であります。 

  ３月10日、委員15名全員出席、当局からは市

長はじめ関係課長出席の下、委員会を開会し、

議第１号を議題とし、質疑の後、各分科会に分

担付託し審査することといたしました。 

  各分科会の審査の経過につきましては、本日

再開されました委員会で詳しく報告されており

ますので省略させていただきますが、各分科会
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とも原案を了とすることと決した旨の報告があ

りました。 

  各分科会委員長報告の後、委員長報告に対す

る質疑を行い、討論を終結し、採決に入りまし

た。 

  議第１号を採決の結果、賛成多数をもって原

案のとおり可決すべきものと決しました。 

  以上で、予算特別委員会における審査の経過

と結果について御報告を終わります。 

 

質疑・討論・採決 

 

○國井輝明議長 日程第３、これより質疑・討

論・採決に入ります。 

  ただいまの委員長報告に対する質疑はありま

せんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。討論はありません

か。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  討論を終結いたします。 

  これより議第１号令和３年度寒河江市一般会

計補正予算（第９号）を採決いたします。 

  本案に対する委員長報告は可決であります。 

  本案は委員長報告のとおり決することに御異

議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、議第１号は原案のとおり可決されま

した。 

 

議 案 上 程 

 

○國井輝明議長 次に、日程第４、承認第１号専

決処分の承認を求めることについて（令和３年

度寒河江市一般会計補正予算（第８号））を議

題といたします。 

 

総務産業常任委員会の 

審査の経過並びに結果報告 

 

○國井輝明議長 日程第５、総務産業常任委員会

の審査の経過並びに結果報告であります。 

  総務産業常任委員長報告を求めます。後藤総

務産業常任委員長。 

   〔後藤健一郎総務産業常任委員長 登壇〕 

○後藤健一郎総務産業常任委員長 総務産業常任

委員会における審査の経過と結果について御報

告申しあげます。 

  本委員会は、３月10日、委員全員出席し開会

いたしました。 

  付託されました案件は、承認第１号の１案件

であります。 

  順を追って審査の内容を申しあげます。 

  承認第１号専決処分の承認を求めることにつ

いて（令和３年度寒河江市一般会計補正予算

（第８号））を議題とし、当局の説明を求め質

疑に入りましたが、質疑もなく、討論を終結し、

採決の結果、賛成多数をもって原案のとおり承

認すべきものと決しました。 

  以上で、総務産業常任委員会における審査の

経過と結果について御報告を終わります。 

 

質疑・討論・採決 

 

○國井輝明議長 日程第６、これより質疑・討

論・採決に入ります。 

  ただいまの委員長報告に対する質疑はありま

せんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。討論はありません

か。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  討論を終結いたします。 
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  これより承認第１号専決処分の承認を求める

ことについて（令和３年度寒河江市一般会計補

正予算（第８号））を採決いたします。 

  本案に対する委員長報告は承認であります。 

  本案は委員長報告のとおり決することに御異

議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、承認第１号は原案のとおり承認され

ました。 

 

議 案 上 程 

 

○國井輝明議長 次に、日程第７、議第２号令和

３年度寒河江市国民健康保険特別会計補正予算

（第１号）を議題といたします。 

 

厚生文教常任委員会の 

審査の経過並びに結果報告 

 

○國井輝明議長 日程第８、厚生文教常任委員会

の審査の経過並びに結果報告であります。 

  厚生文教常任委員長報告を求めます。鈴木厚

生文教常任委員長。 

   〔鈴木みゆき厚生文教常任委員長 登壇〕 

○鈴木みゆき厚生文教常任委員長 厚生文教常任

委員会における審査の経過と結果について御報

告申しあげます。 

  本委員会は、３月10日、委員全員出席し開会

いたしました。 

  付託されました案件は、議第２号の１案件で

あります。 

  順を追って審査の内容を申しあげます。 

  初めに、議第２号令和３年度寒河江市国民健

康保険特別会計補正予算（第１号）を議題とし、

当局の説明を求め、質疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「病院事業会計繰出金の351万3,000

円は市立病院の施設整備事業等のための繰出金

とのことだが、その使途の詳細は」との問いが

あり、当局より「レントゲン設備等を整備する

ための繰出金です」との答弁がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、賛成多数をもっ

て原案のとおり可決すべきものと決しました。 

  以上で、厚生文教常任委員会における審査の

経過と結果について御報告を終わります。 

 

質疑・討論・採決 

 

○國井輝明議長 日程第９、これより質疑・討

論・採決に入ります。 

  ただいまの委員長報告に対する質疑はありま

せんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。討論はありません

か。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  討論を終結いたします。 

  これより議第２号令和３年度寒河江市国民健

康保険特別会計補正予算（第１号）を採決いた

します。 

  本案に対する委員長報告は可決であります。 

  本案は委員長報告のとおり決することに御異

議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、議第２号は原案のとおり可決されま

した。 

 

議 案 上 程 

 

○國井輝明議長 次に、日程第10、議第３号令和

４年度寒河江市一般会計予算から日程第31、請

願第１号人道的見地から沖縄戦戦没者の遺骨等

を含む土砂を採取し埋め立てに使用しないよう
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国に意見書提出を求める請願までの22案件を一

括議題といたします。 

 

質     疑 

 

○國井輝明議長 日程第32、これより質疑に入り

ますが、所属する委員会の審査案件に関する質

疑は極力控えるとともに、概括的な質疑にとど

めていただくようお願いいたします。 

  初めに、議第３号令和４年度寒河江市一般会

計予算に対する質疑はありませんか。沖津議員。 

○沖津一博議員 当初予算ということで大幅な増

額、そして過去最大ということで、当局、市長

部局に感謝を申しあげたいなというふうに思っ

ているところであります。 

  しかしながら、最近、コロナの影響で原油の

高騰でありますとか原材料の高騰などで、輸送

費の値上がりやほとんどのものが値上がりする

ということで、今現在テレビなどマスコミ報道

されている状況にあります。当然ながら、当初

予算を計画したときはその値上がりを計算しな

いでやっていたのではないかなというふうに思

われるわけでありますが、これからいろんな事

業をするに当たって、値上がって市で計画して

いた事業が思うどおりならなかったり予算が少

し多くなったりする場合も当然あるかというふ

うに思いますが、その辺の考え方についてお伺

いしたいというふうに思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 当初予算を上程させていただい

ていますが、実は、昨年末ですかね、昨年の秋

頃から予算編成を進めて、そして１月、２月と

いうことで予算を形づくって今議会に上程をさ

せていただいているわけでありますが、その編

成過程以降のいろんな情勢の変化というのは、

予期せぬ事態などもありますし、ロシアのウク

ライナ侵攻などもあって、原油をはじめいろん

な物価の上昇なども最近とみに顕著に表れてい

るということであります。 

  そういった中で、予算を執行する段階におい

てなかなか当初計画した額というんですかね、

積算では収まり切らないという場合も当然いろ

んなケースが出てくるというふうに思いますけ

れども、そういった時点においては、必要に応

じてまた議会のほうにも相談をさせていただき

ながら、当初計画した事業などを進行、進めて

いけるようにしていきたいというふうに思いま

すし、また、市民の皆さんの生活などにおいて

もいろんな物価の上昇によって支障を来すとい

うような事態も想定されますし、またコロナの

問題もありますから、そういう状況なども我々

としては注視しながら、ある程度臨機応変に対

応していく必要があるというふうに思いますの

で、その節はまた議会の皆さんにも御理解をい

ただいて予算を補正をして、そして市民の生活

を守っていく対応を進めていければというふう

に考えておりますので、よろしくお願いを申し

あげたいと思います。 

○國井輝明議長 沖津議員。 

○沖津一博議員 ありがとうございます。せっか

く大きな予算を取って建設とかいろんなところ

に発注するわけですけれども、大きい会社が全

然利益がなくて、下請いじめのようなことがあ

っては困るなと思って質問をさせていただいた

ところでありますので、ぜひ、今市長の答弁を

聞いて安心したところでありますので、よろし

くお願いを申しあげたいというふうに思います。 

○國井輝明議長 ほかに質疑はありませんか。柏

倉議員。 

○柏倉信一議員 今、沖津議員のほうから質問が

あったわけでございますけれども、御案内のと

おり231億円という新年度予算で６％増と。市

税については9.7％で51億755万円の増額の予定

ということの予算を設定していただいているわ

けで、非常に、コロナとの関係が微妙にあって、

それでまたなおかつウクライナの問題も出てき
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ているということで、直接の影響はなくても間

接的にかなり難しいのかな、かじ取りはという

ふうに思っているわけですけれども、そうした

中で、ここ２年間、様々な経済対策で非常に厳

しい職種に関しててこ入れをしていただいてい

るわけですけれども、結果的にそういうような

方法は当然財布のあんばいにもよるわけで、い

たちごっこで、どこまでやれるかなというふう

になったらなかなか大変なのかなというふうに

思える部分があって、そうした中で、根本的な

解決策ということであればやはり自立支援が一

番なんだろうなと。 

  その自立支援をするということになってくる

と、極めて影響を受けている分野が観光関係で

あり、あるいは飲食関係であると。本市の場合、

大きなイベントをたくさん開催をさせていただ

いて、交流人口の拡大に努めた中で様々なにぎ

わいに通じているというふうな過去の経緯があ

るというふうに思っています。そうした中で、

新年度からのイベント開催に向けた方向性とい

うものをどのようにお考えになっているのか、

お伺いをしたいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 議員御指摘のとおり、これまで

もいろんな節目節目というんですかね、そうい

うことで大きなイベントなどを開催して誘客を

したり、それからホテル、飲食業などに恩恵を

被っていただけるような取組をしてきたわけで

すが、コロナもあって、過去２年間、そういっ

た取組はほとんど実施をできないという状況に

なっております。 

  そういうことからすれば、第一にはやっぱり

コロナの収束、それに向けたいろんな取組、ワ

クチン接種も含めてですね、そういう取組を前

に進めていって、コロナ以前のような観光誘客

のためのイベントなどを実施できるような状況

につくっていくということが大きな我々の第一

の取組、予算編成過程の中でもコロナ対策と言

っていますから、そういう取組を進めていくと

いうことが必要でありますけれども、ただ、２

年間のいろんな経験などを生かして、こういう

状況、必ずしも昔の生活にきちっと戻っていけ

るような状況がすぐ来るのかということになる

と、これも読めないわけですので、ああいう状

況ということではなしに、コロナの状況がゼロ

にならない状況の中でも様々な業種について活

性化させていく、観光も含めて飲食産業も含め

て、ウィズコロナ、コロナと共に地域の活性化

を復興させていく取組というのを進めていかな

ければならないというふうに考えています。 

  そういう意味では、新年度、イベントなどに

ついても、状況を見ながらでありますけれども、

新たな取組についてさらに今模索している段階

ですけれども、そういう取組を復活させる、あ

るいは新たなイベントなどを起こしてさらに誘

客に努めていくということで今模索をしている

段階であります。 

  ですから、今まで２年間できなかったイベン

トをただ復活させる、コロナの収束を待って復

活させるという待ちの姿勢ではなくて、さらに、

ウィズコロナ、コロナの状況がまだまだ収まら

ない状況の中にあっても何とか誘客して寒河江

の経済を回していくような、そういう取組ので

きるようなイベントなども誘客活動も含めて展

開できればということで、今、そういう取組を

していくべく検討している状況でありますので、

もうちょっとお待ちいただきたいなというふう

に思います。 

○國井輝明議長 柏倉議員。 

○柏倉信一議員 本市の場合、とにかくさくらん

ぼにこだわったまちづくりというようなことで

これまで取り組んできて、それなりの成果を十

二分に上げてきているわけで、当面、６月前後

がイベントに関する部分ではまた一つの山場が

来るのかなというふうに思っておるわけで、そ

うした中で、直接本市の予算には関係ないとは
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いいながら、先般の山新さんの記事なんかを拝

見すると、県議会の中で最上川ふるさと総合公

園に果樹王国情報発信の拠点施設というような

ことで提案があったようですが、ちょっと根回

し不足か何かで、少しもめておるようでござい

ますけれども、ああいったような施設なんかも

もし誘致していただけるようなことがあれば本

市の経済には大きな影響を与えるのかなという

ふうに思って伺っておりました。 

  市長の答弁にもございましたとおり、とにか

くある程度コロナを抑え込まないうちはなかな

か次の一手が打てないというのは誰が考えても

当然のことなわけで、ワクチン接種の予定を拝

見させていただくと、大体ブースターが終わる

のが５月いっぱいというような予定のようで、

その後、子供さん方の接種も始まるのかなとい

うふうに思いますけれども、そこら辺以降の部

分に対してどのように検討していけるのかとい

うのが一つの課題かなというふうに思っており

ます。 

  市長の答弁にございましたとおりで、何のイ

ベントでもそうですけれども、私もちょっと神

輿関係の役職を頂戴して、いろいろうちの会の

中でも話をさせていただいておりますけれども、

何せこの２年間全く活動をやっていないと。あ

と、当然のことながら顔ぶれの年齢も変わって

きたり、会員そのものの環境、周りを取り巻く

環境もかなり変わっているというふうな状況で、

さあ、じゃあもう１回担ごうじゃないかという

ふうになったときに、かなりいろんなハードル

が出てくるなというふうに考えております。勤

め先の関係であったり本人の年齢的なものであ

ったりと。 

  ですから、やっぱり市長のお考えのとおり、

今のお話のとおりで、新たな方向性というもの、

あるいは新たな取組をやっていかないと、ただ

単に今までと同じイベントがすんなりこれまで

やってきたからやれるというふうにはなかなか

いかないんじゃないかなと。そういう意味でぜ

ひ、何度も申し上げますが、何とかコロナは克

服しなくてはいけないわけですけれども、その

後のイベント開催に向けたアイデアというか、

そういったものをぜひ御検討いただいて経済対

策にお願いしたいというふうに思います。 

○國井輝明議長 ほかに質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第４号令和４年度寒河江市国民健康

保険特別会計予算に対する質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第５号令和４年度寒河江市後期高齢

者医療特別会計予算に対する質疑はありません

か。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第６号令和４年度寒河江市介護保険

特別会計予算に対する質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第７号令和４年度寒河江市介護認定

審査会共同設置特別会計予算に対する質疑はあ

りませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第８号令和４年度寒河江市財産区特

別会計（高松、醍醐、三泉）予算に対する質疑

はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第９号令和４年度寒河江市下水道事

業会計予算に対する質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第10号令和４年度寒河江市立病院事

業会計予算に対する質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第11号令和４年度寒河江市水道事業

会計予算に対する質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第12号寒河江市ゼロカーボンシティ

宣言についてに対する質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 
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  次に、議第13号寒河江市課制条例の一部改正

についてに対する質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第14号寒河江市職員の育児休業等に

関する条例の一部改正についてに対する質疑は

ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第15号つのだ地域コミュニティ活性

化推進基金条例の制定についてに対する質疑は

ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第16号寒河江市地域経済牽引事業の

促進のための固定資産税の課税免除に関する条

例の制定についてに対する質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第17号寒河江市立保育所設置条例の

一部改正についてに対する質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第18号寒河江市市民浴場に関する条

例の一部改正についてに対する質疑はありませ

んか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第19号寒河江市が管理する市道の構

造の技術的基準等を定める条例の一部改正につ

いてに対する質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第20号寒河江市都市公園条例の一部

改正についてに対する質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第21号西村山広域行政事務組合と寒

河江市との事務委託に関する規約の一部変更に

ついてに対する質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第22号辺地に係る公共的施設の総合

整備計画の一部変更についてに対する質疑はあ

りませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第23号辺地に係る公共的施設の総合

整備計画の一部変更についてに対する質疑はあ

りませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、請願第１号人道的見地から沖縄戦戦没

者の遺骨等を含む土砂を採取し埋め立てに使用

しないよう国に意見書提出を求める請願に対す

る質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて質疑を終結いたします。 

 

予算特別委員会設置 

 

○國井輝明議長 日程第33、予算特別委員会の設

置についてお諮りいたします。 

  議第３号令和４年度寒河江市一般会計予算か

ら議第11号令和４年度寒河江市水道事業会計予

算までの９案件については、議長を除く15人を

委員に選任して構成する予算特別委員会を設置

し、これに付託の上、審査することにしたいと

思います。これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、議第３号令和４年度寒河江市一般会

計予算から議第11号令和４年度寒河江市水道事

業会計予算までの９案件については、予算特別

委員会を設置し、これに付託の上、審査するこ

とに決しました。 

 

委 員 会 付 託 

 

○國井輝明議長 日程第34、委員会付託でありま

す。 

  このことにつきましては、お示ししておりま

す委員会付託案件表のとおりそれぞれ所管の委

員会に付託いたします。 
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 委員会付託案件表  

委 員 会 付 託 案 件 

総務産業常任委員会 

議第１３号、議第１４号、

議第１５号、議第１６号、

議第１９号、議第２０号、

議第２１号、議第２２号、

議第２３号、請願第１号 

厚生文教常任委員会 
議第１２号、議第１７号、

議第１８号 

予算特別委員会 

議第 ３号、議第 ４号、

議第 ５号、議第 ６号、

議第 ７号、議第 ８号、

議第 ９号、議第１０号、

議第１１号 

 

 

   散    会    午前１０時１４分 

 

○國井輝明議長 以上で本日の日程は終了いたし

ました。 

  本日はこれにて散会いたします。 

  御苦労さまでした。 
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   議事日程第６号       第１回定例会 

   令和４年３月２３日（水）  予算特別委員会終了後開議 

 

   再  開 

日程第 １ 議第２４号 寒河江市教育委員会教育長の任命について 

 〃  ２ 議案説明 

 〃  ３ 委員会付託 

 〃  ４ 質疑・討論・採決 

 

  （予算特別委員会付託関係） 

日程第 ５ 議第 ３号 令和４年度寒河江市一般会計予算 

 〃  ６ 議第 ４号 令和４年度寒河江市国民健康保険特別会計予算 

 〃  ７ 議第 ５号 令和４年度寒河江市後期高齢者医療特別会計予算 

 〃  ８ 議第 ６号 令和４年度寒河江市介護保険特別会計予算 

 〃  ９ 議第 ７号 令和４年度寒河江市介護認定審査会共同設置特別会計予算 

 〃 １０ 議第 ８号 令和４年度寒河江市財産区特別会計（高松、醍醐、三泉）予算 

 〃 １１ 議第 ９号 令和４年度寒河江市下水道事業会計予算 

 〃 １２ 議第１０号 令和４年度寒河江市立病院事業会計予算 

 〃 １３ 議第１１号 令和４年度寒河江市水道事業会計予算 

 〃 １４ 予算特別委員会の審査の経過並びに結果報告 

 〃 １５ 質疑・討論・採決 

 

  （総務産業常任委員会付託関係） 

日程第１６ 議第１３号 寒河江市課制条例の一部改正について 

 〃 １７ 議第１４号 寒河江市職員の育児休業等に関する条例の一部改正について 

 〃 １８ 議第１５号 つのだ地域コミュニティ活性化推進基金条例の制定について 

 〃 １９ 議第１６号 寒河江市地域経済牽引事業の促進のための固定資産税の課税免除に関する条

例の制定について 

 〃 ２０ 議第１９号 寒河江市が管理する市道の構造の技術的基準等を定める条例の一部改正につ

いて 

 〃 ２１ 議第２０号 寒河江市都市公園条例の一部改正について 

 〃 ２２ 議第２１号 西村山広域行政事務組合と寒河江市との事務委託に関する規約の一部変更に

ついて 

 〃 ２３ 議第２２号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の一部変更について 

 〃 ２４ 議第２３号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の一部変更について 

 〃 ２５ 請願第１号 人道的見地から沖縄戦戦没者の遺骨等を含む土砂を採取し埋め立てに使用し

ないよう国に意見書提出を求める請願 

 〃 ２６ 総務産業常任委員会の審査の経過並びに結果報告 



 - 133 - 

日程第２７ 質疑・討論・採決 

 

  （厚生文教常任委員会付託関係） 

日程第２８ 議第１２号 寒河江市ゼロカーボンシティ宣言について 

 〃 ２９ 議第１７号 寒河江市立保育所設置条例の一部改正について 

 〃 ３０ 議第１８号 寒河江市市民浴場に関する条例の一部改正について 

 〃 ３１ 厚生文教常任委員会の審査の経過並びに結果報告 

 〃 ３２ 質疑・討論・採決 

 

日程第３３ 議第２５号 令和３年度寒河江市一般会計補正予算（第１０号） 

 〃 ３４ 議第２６号 令和４年度寒河江市一般会計補正予算（第１号） 

 〃 ３５ 議第２７号 寒河江市立病院企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部改正につ 

            いて 

 〃 ３６ 議第２８号 損害賠償の額を定めることについて 

 〃 ３７ 議案説明 

 〃 ３８ 委員会付託 

 〃 ３９ 質疑・討論・採決 

 〃 ４０ 議会案第２号 人道的見地から沖縄戦戦没者の遺骨等を含む土砂を採取し埋め立てに使用 

             しないよう国に求める意見書の提出について 

 〃 ４１ 議会案第３号 寒河江市議会委員会条例の一部改正について 

 〃 ４２ 議案説明 

 〃 ４３ 質疑・討論・採決 

 〃 ４４ 常任委員会及び議会運営委員会の閉会中における委員会調査申出並びに委員派遣承認要求 

      について 

   閉  会 

 

 

   本日の会議に付した事件 

 

   議事日程第６号に同じ 

 

 

 

   再    開    午前１０時１５分 

 

○國井輝明議長 おはようございます。 

  ただいまから本会議を再開いたします。 

  本日の欠席通告議員はありません。 

  出席議員は定足数に達しておりますので、こ

れより本日の会議を開きます。 

  ここで、本日の会議運営について、議会運営

委員長の報告を求めます。阿部議会運営委員長。 

   〔阿部 清議会運営委員長 登壇〕 

○阿部 清議会運営委員長 おはようございます。 
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  本日の会議運営につきましては、３月22日、

委員６名全員出席並びに関係者出席の下、議会

運営委員会を開催し、協議いたしましたので、

その結果について御報告申しあげます。 

  初めに、本日追加されます案件について申し

あげます。 

  追加案件は、議第24号寒河江市教育委員会教

育長の任命について、議第25号令和３年度寒河

江市一般会計補正予算（第10号）、議第26号令

和４年度寒河江市一般会計補正予算（第１号）、

議第27号寒河江市立病院企業職員の給与の種類

及び基準に関する条例の一部改正について、議

第28号損害賠償の額を定めることについて、議

会案第２号人道的見地から沖縄戦戦没者の遺骨

等を含む土砂を採取し埋め立てに使用しないよ

う国に求める意見書の提出について、議会案第

３号寒河江市議会委員会条例の一部改正につい

て及び常任委員会及び議会運営委員会の閉会中

における委員会調査申出並びに委員派遣承認要

求についての８案件であります。 

  このことにより、議事日程の一部変更が必要

となります。 

  日程変更の詳細につきましては、お示しして

おります日程表のとおり変更となります。 

  以上、よろしくお取り計らいくださいますよ

うお願い申しあげ、御報告といたします。 

○國井輝明議長 お諮りいたします。 

  本日の会議運営は、議会運営委員長報告のと

おり決定することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、本日の会議運営は議会運営委員長報

告のとおり決定いたしました。 

  本日の会議は、議事日程第６号によって進め

てまいります。 

 

議 案 上 程 

 

○國井輝明議長 日程第１、議第24号寒河江市教

育委員会教育長の任命についてを議題といたし

ます。 

 

議 案 説 明 

 

○國井輝明議長 日程第２、議案説明であります。 

  市長から提案理由の説明を求めます。佐藤市

長。 

   〔佐藤洋樹市長 登壇〕 

○佐藤洋樹市長 おはようございます。 

  私から議第24号寒河江市教育委員会教育長の

任命についてを御説明申しあげます。 

  軽部 賢教育長が令和４年３月31日をもって

辞職されることに伴い、新たに寒河江市大字柴

橋1618番地、佐藤志津男氏を任命いたしたく、

御提案するものでございます。 

  御同意くださいますよう、よろしくお願い申

しあげます。以上でございます。 

 

委 員 会 付 託 

 

○國井輝明議長 日程第３、委員会付託でありま

す。 

  お諮りいたします。 

  ただいま議題となっております議第24号につ

いては、会議規則第37条第３項の規定により委

員会付託を省略したいと思います。これに御異

議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、委員会付託を省略することに決しま

した。 

 

質疑・討論・採決 

 

○國井輝明議長 日程第４、これより質疑・討

論・採決に入ります。 
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  議第24号について、質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて質疑を終結いたします。 

  討論に入ります。討論はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  討論を終結いたします。 

  これより議第24号寒河江市教育委員会教育長

の任命についてを採決いたします。 

  お諮りいたします。 

  ただいま議題となっております議第24号につ

いては、これに同意することに御異議ありませ

んか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、議第24号についてはこれに同意する

ことに決しました。 

 

議 案 上 程 

 

○國井輝明議長 日程第５、議第３号令和４年度

寒河江市一般会計予算から日程第13、議第11号

令和４年度寒河江市水道事業会計予算までの９

案件を一括議題といたします。 

 

予算特別委員会の審査の 

経過並びに結果報告 

 

○國井輝明議長 日程第14、予算特別委員会の審

査の経過並びに結果報告であります。 

  予算特別委員長報告を求めます。佐藤予算特

別委員長。 

   〔佐藤耕治予算特別委員長 登壇〕 

○佐藤耕治予算特別委員長 予算特別委員会にお

ける審査の経過と結果について御報告申しあげ

ます。 

  本委員会に付託になりました案件は、議第３

号令和４年度寒河江市一般会計予算、議第４号

令和４年度寒河江市国民健康保険特別会計予算、

議第５号令和４年度寒河江市後期高齢者医療特

別会計予算、議第６号令和４年度寒河江市介護

保険特別会計予算、議第７号令和４年度寒河江

市介護認定審査会共同設置特別会計予算、議第

８号令和４年度寒河江市財産区特別会計（高松、

醍醐、三泉）予算、議第９号令和４年度寒河江

市下水道事業会計予算、議第10号令和４年度寒

河江市立病院事業会計予算及び議第11号令和４

年度寒河江市水道事業会計予算であります。 

  ３月14日、委員15名全員出席、当局からは市

長はじめ関係課長等出席の下、委員会を開会し、

９案件を一括議題とし、質疑の後、各分科会に

分担付託し、審査することといたしました。 

  各分科会の審査の経過につきましては、本日

再開されました委員会で詳しく報告されており

ますので省略させていただきますが、各分科会

とも原案を了とすることと決した旨の報告があ

りました。 

  各分科会委員長報告の後、委員長報告に対す

る質疑を行い、討論を終結し、採決に入りまし

た。 

  議第３号、議第４号、議第５号、議第６号、

議第７号、議第８号、議第９号、議第10号及び

議第11号の９案件を一括して採決した結果、賛

成多数をもって原案のとおり可決すべきものと

決しました。 

  以上で、予算特別委員会における審査の経過

と結果について御報告を終わります。 

 

質疑・討論・採決 

 

○國井輝明議長 日程第15、これより質疑・討

論・採決に入ります。 

  ただいまの委員長報告に対する質疑はありま

せんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて質疑を終結いたします。 

  討論に入ります。討論はありませんか。 
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   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  討論を終結いたします。 

  これより採決に入ります。 

  議第３号令和４年度寒河江市一般会計予算、

議第４号令和４年度寒河江市国民健康保険特別

会計予算、議第５号令和４年度寒河江市後期高

齢者医療特別会計予算、議第６号令和４年度寒

河江市介護保険特別会計予算、議第７号令和４

年度寒河江市介護認定審査会共同設置特別会計

予算、議第８号令和４年度寒河江市財産区特別

会計（高松、醍醐、三泉）予算、議第９号令和

４年度寒河江市下水道事業会計予算、議第10号

令和４年度寒河江市立病院事業会計予算及び議

第11号令和４年度寒河江市水道事業会計予算の

９案件を一括して採決いたします。 

  ただいまの９案件に対する委員長報告はいず

れも可決であります。 

  ９案件は委員長報告のとおり決することに御

異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、議第３号、議第４号、議第５号、議

第６号、議第７号、議第８号、議第９号、議第

10号及び議第11号の９案件は原案のとおり可決

されました。 

 

議 案 上 程 

 

○國井輝明議長 次に、日程第16、議第13号寒河

江市課制条例の一部改正についてから日程第25、

請願第１号人道的見地から沖縄戦戦没者の遺骨

等を含む土砂を採取し埋め立てに使用しないよ

う国に意見書提出を求める請願までの10案件を

一括議題といたします。 

 

総務産業常任委員会の 

審査の経過並びに結果報告 

 

○國井輝明議長 日程第26、総務産業常任委員会

の審査の経過並びに結果報告であります。 

  総務産業常任委員長報告を求めます。後藤総

務産業常任委員長。 

   〔後藤健一郎総務産業常任委員長 登壇〕 

○後藤健一郎総務産業常任委員長 総務産業常任

委員会における審査の経過と結果について御報

告申しあげます。 

  本委員会は、３月14日、委員全員出席し開会

いたしました。 

  付託されました案件は、議第13号から議第16

号まで及び議第19号から議第23号まで並びに請

願第１号の10案件であります。 

  順を追って審査の内容を申しあげます。 

  初めに、議第13号寒河江市課制条例の一部改

正についてを議題とし、当局の説明を求め、質

疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「教育委員会において総合的な慈恩

寺の振興を担うという説明であったが、地域振

興であれば教育委員会は職務権限外であり、市

長部局での実施がふさわしいのではないかと考

える。そこで、総合的な慈恩寺振興の具体的な

内容と、生涯学習課に設置予定の慈恩寺振興係

の事務分掌について伺う」との問いがあり、当

局より「教育委員会では、史跡慈恩寺旧境内の

整備、慈恩寺テラスの活用及び文化財の保存活

用により、総合的に慈恩寺振興を担っていくこ

とを想定しております。事務分掌は今後規則で

定めていきますが、予算上で申しあげますと、

史跡慈恩寺旧境内整備事業及び慈恩寺第１・第

２駐車場と慈恩寺テラスの指定管理は生涯学習

課、観光ガイドアプリぐるぐるさがえや慈恩寺

観光振興協議会等の観光事業はさくらんぼ観光

課で担う想定です」との答弁がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、賛成多数をもっ

て原案のとおり可決すべきものと決しました。 

  次に、議第14号寒河江市職員の育児休業等に
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関する条例の一部改正についてを議題とし、当

局の説明を求め、質疑に入りましたが、御報告

する質疑もなく、討論を終結し、採決の結果、

賛成多数をもって原案のとおり可決すべきもの

と決しました。 

  次に、議第15号つのだ地域コミュニティ活性

化推進基金条例の制定についてを議題とし、当

局の説明を求め、質疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「角田商事株式会社から頂いた寄附

金1,000万円を原資とし、地域づくりを推進す

るとのことだったが、使途の方向性や補助金の

上限等は決まっているのか」との問いがあり、

当局より「本基金を活用したつのだ地域コミュ

ニティ活性化推進事業については、寄附者の意

向を踏まえ、地域コミュニティーの維持や向上

につながる事業、地域での恒例イベントなど、

町会等が主体となり実施する地域住民の親睦を

深めるための事業に対して交付するものです。

補助金の詳細は、これから要綱を定め決定して

いきます」との答弁がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、賛成多数をもっ

て原案のとおり可決すべきものと決しました。 

  次に、議第16号寒河江市地域経済牽引事業の

促進のための固定資産税の課税免除に関する条

例の制定についてを議題とし、当局の説明を求

め、質疑に入りましたが、質疑もなく、討論を

終結し、採決の結果、賛成多数をもって原案の

とおり可決すべきものと決しました。 

  次に、議第19号寒河江市が管理する市道の構

造の技術的基準等を定める条例の一部改正につ

いてを議題とし、当局の説明を求め、質疑に入

りましたが、質疑もなく、討論を終結し、採決

の結果、賛成多数をもって原案のとおり可決す

べきものと決しました。 

  次に、議第20号寒河江市都市公園条例の一部

改正についてを議題とし、当局の説明を求め、

質疑に入りましたが、質疑もなく、討論を終結

し、採決の結果、賛成多数をもって原案のとお

り可決すべきものと決しました。 

  次に、議第21号西村山広域行政事務組合と寒

河江市との事務委託に関する規約の一部変更に

ついてを議題とし、当局の説明を求め、質疑に

入りましたが、御報告する質疑もなく、討論を

終結し、採決の結果、賛成多数をもって原案の

とおり可決すべきものと決しました。 

  次に、議第22号辺地に係る公共的施設の総合

整備計画の一部変更についてを議題とし、当局

の説明を求め、質疑に入りましたが、御報告す

る質疑もなく、討論を終結し、採決の結果、賛

成多数をもって原案のとおり可決すべきものと

決しました。 

  次に、議第23号辺地に係る公共的施設の総合

整備計画の一部変更についてを議題とし、当局

の説明を求め、質疑に入りましたが、質疑もな

く、討論を終結し、採決の結果、賛成多数をも

って原案のとおり可決すべきものと決しました。 

  次に、請願第１号人道的見地から沖縄戦戦没

者の遺骨等を含む土砂を採取し埋め立てに使用

しないよう国に意見書提出を求める請願を議題

とし、担当書記による請願文書朗読の後に審査

に入りましたが、質疑、意見等もなく、討論に

入りました。 

  主な討論の内容を申しあげます。 

  委員より「今回のこの請願の内容はもっとも

だと思う。しかし、以前提出のあった辺野古基

地建設のために、沖縄戦犠牲者遺骨の残る沖縄

本島南部からの土砂採取を中止するよう国に求

める陳情から辺野古基地建設という文言が抜け

ただけで、同じような内容である。また、この

請願の添付書類は、遺骨や土砂の採取よりも、

辺野古や新基地建設反対の内容が主であった。

この請願からは違う目的が見え隠れしており、

賛成できない」という旨の反対討論がありまし

た。 

  委員より「請願にある陸軍歩兵32連隊の隊長
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であった伊東大尉は、生還したが郷土に遺骨を

持ってこられないので、南部で拾った石を砕い

て、遺族に送ったと言われている。本市遺族会

の中村会長にお話を伺ったところ、36名の遺族

も戦後ずっと遺骨がないので、沖縄のほうに向

かってお参りをしているとのことであった。私

はこの遺骨が混じった土砂を基地に使うことも

反対だが、この請願はそういう意味合いの趣旨

ではないと理解しているので、賛成する」とい

う旨の賛成討論がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、賛成多数をもっ

て採択すべきものと決しました。 

  請願第１号が採択すべきものと決しましたの

で、請願第１号に係る意見書について、担当書

記による意見書案朗読後、審査に入りましたが、

質疑もなく、討論を終結し、採決の結果、賛成

多数をもって、意見書案のとおり、議会案を提

出するものと決しました。 

  以上で、総務産業常任委員会における審査の

経過と結果について御報告を終わります。 

 

質疑・討論・採決 

 

○國井輝明議長 日程第27、これより質疑・討

論・採決に入ります。 

  ただいまの委員長報告に対する質疑はありま

せんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて質疑を終結いたします。 

  討論に入ります。討論はありませんか。 

  太田陽子議員に申しあげます。何号議案に対

する討論ですか。（「請願第１号です」の声あ

り）賛成討論ですか、反対討論ですか。（「賛成

討論です」の声あり） 

  そのほかに討論はありませんか。よろしいで

すか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  ないようでありますので、進めさせていただ

きます。 

  それでは、太田陽子議員の発言を許します。

太田陽子議員。 

   〔太田陽子議員 登壇〕 

○太田陽子議員 請願第１号人道的見地から沖縄

戦戦没者の遺骨等を含む土砂を採取し埋め立て

に使用しないよう国に求める意見書の提出につ

いて、賛成の立場から討論を行います。 

  私の家は遺族会の会員でした。母の兄が戦死

したからです。母の兄は、フィリピンルソン島

マニラで戦死しました。小学生だった母は、戦

死の公報が家に届いたときのことを私たちにも

よく話してくれました。公報を受け取った私の

祖母は、狂ったように家を出て、夕方まで帰っ

てこなかったという内容です。母には３歳年下

の妹もおりましたので、２人でどんな思いで母

親の帰りを待っていたのかと。子供のときに聞

いていたときはそれほど、ああそうなのかと、

子供が死ぬと母親は狂ったようになるんだなあ

などと簡単に考えていましたが、自分も子供を

持って、母親がいない不安などを考えると、母

と母の妹はどんな思いで母親の帰りを待ってい

たのかと。家族の死は全てを奪ってしまう、子

供たちの心も痛めてしまうということを考えさ

せられました。 

  骨箱の中は遺骨はなく、石ころが一つ入って

いたということを、母はよく覚えていました。

母は伯父の話をするとき、フィリピンルソン島

マニラと正確に言い、お骨は戻らなくても一度

フィリピンルソン島マニラに行ってお参りした

いと、よく話しておりました。母も、墓参もで

きず亡くなってしまいました。工兵で橋を架け

ていたが、爆撃に遭って一瞬のことだったとい

うのが伝え聞かされております。日本中にこん

な思いをしている家族が、いっぱいたくさんい

まだにおります。日本兵は沖縄戦では南部に逃

げ、最終的には20万の方が亡くなりました。 

  先日、テレビ朝日で真夜中に放送したテレメ
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ンタリーという番組での話です。具志堅隆松さ

んという方は、遺骨収集を40年間も継続してき

ました。収集した遺骨は400体にも上るという

ことです。ＤＮＡ鑑定で、遺族の元に帰られた

方もいるということでした。沖縄県以外の戦死

者は６万6,000人余りで、ほとんどの遺族に遺

骨は帰ってきていません。 

  この請願は、遺骨の残る土砂を埋立てに使わ

ないでほしいと訴えている内容です。このテレ

ビ番組で、北海道から沖縄の戦線に参加して戦

死した方の息子さんの話がありました。父親の

遺骨が帰ってこない。帰ってくるまでは戦争は

終わっていないということでした。 

  国には遺骨収集推進法という法律があります。

それにのっとり、遺骨のある土砂を埋立てなど

に使用せず、そのままの形で残してほしい。遺

骨を家族に返したい。遺骨を守りたいという内

容です。 

  私も機会があれば、フィリピンルソン島マニ

ラに行き、骨があるであろう土を可能であれば

持ち帰り、母や祖母が眠るお墓に一緒に埋めて

あげたいと思います。戦没者の尊厳を守る人道

的な観点から、国に意見書を提出し、人骨が眠

る沖縄の土をそのままに静かに眠れるよう、皆

さんのお力をお貸しいただき、意見書を提出さ

せていただきたいと思います。ぜひよろしくお

願いします。 

  これで討論を終わります。 

○國井輝明議長 ほかに討論はありませんか。 

  柏倉議員に確認をいたします。何号議案に対

する討論ですか。（「請願第１号です」の声あ

り）請願第１号。賛成討論ですか、反対討論で

すか。（「賛成です」の声あり）賛成討論。 

  ほかにございませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  それでは、請願第１号賛成討論について柏倉

信一議員の発言を許します。柏倉議員。 

   〔柏倉信一議員 登壇〕 

○柏倉信一議員 請願第１号について、紹介議員

として賛成の立場から討論をさせていただきま

す。 

  手前みそな話になりますが、私がこの政治の

世界に入るきっかけとなったのは、２年前に御

逝去された山形市選出の今井県議会議員の初当

選から５年間、事務所のスタッフとしてお手伝

いをさせていただいたのがきっかけとなりまし

た。 

  警視庁の警護をしておられるＳＰの方々のこ

とわざに、付き人昼夜分かたずということわざ

がございます。警護をする人間は、昼も夜もな

い。昼夜を問わず警護に専念しなくてはならな

いという言い伝えというか、ことわざとなって

おります。私の仕えた５年間は、まさに朝から

晩まで県議と共に行動し、様々なことを勉強を

させていただいた５年間でありました。そうし

た中で、今井県議が１期４年の任期の中で、必

死になって取り組んだ政治課題が３つございま

した。 

  １つには、初陣の戦いに公約として掲げた、

山形にもっと大学を、この実現に向けて粉骨砕

身したわけですが、出来上がったのが今の芸術

工科大学であります。 

  また２つ目には、カモシカの個体調整問題が

ありました。山形市の高瀬地区を中心にして、

被害が甚大となったカモシカ被害に対する対応

でございます。 

  そして３番目が、雪部隊の遺骨収集でありま

した。私にとっては、忘れようにも忘れられな

い出来事でございましたが、たまたま私が事務

所におりましたときに、雪部隊の方々が陳情に

お見えになりました。後々雪部隊の遺骨収集団

の代表となられた三部弘一さんという方だった

というふうに私は記憶しておりますが、その方

を中心にして陳情に見えられました。 

  冒頭に私に申されたのは、「柏倉君な、雪部

隊というのを知っているか」というふうに言わ
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れました。雪部隊というのは、東北を中心にし

て集められた精鋭部隊、青森、岩手、秋田、そ

して山形県、20代を中心とした若者たちの郷土

部隊だったそうであります。戦地に入り、当初

は連戦連勝ということで、その成果を遺憾なく

発揮してこられたそうでありますが、一旦国に

帰って家族との面会を果たし、それからまた戦

地に赴く予定だった。ところが残念ながら、風

雲急を告げる戦況の中、家族との対面もままな

らず、インドネシアに転戦するということにな

ってしまったそうです。 

  もはやインドネシアの地に着いた頃は、砲弾

の補給もなく、食料の補給もほとんど取れない

というような中で、いつ果てるともない戦いに

じっと耐え忍ぶしか道はなかった。ある者は気

が狂ったようになり、相手陣営に飛び込み蜂の

巣のように撃ち殺された。しかしながら大半は

餓死であったそうです。飢えに苦しみながら、

毎日毎日、いつになったらこの戦いが終わるの

かと思いながらも、耐えかねて御逝去をしてし

まったのが大半だと。去りゆく戦友が残った雪

部隊の面々に残した言葉は、死ぬ前に日本の雪

が見たいな、日本のあんこ餅が食べたいな。そ

う言う戦友に、我々は紙をちぎって散らしてこ

れが日本の雪だ。土を握って、日本のあんこ餅

だ。そう思って冥土へ行け。そうやって見送っ

たそうであります。 

  終戦を迎えて間もなく50年近くになろうとし

ている。インドネシアの国と日本の国との外交

ルートでは、もはや遺骨収集は終結したという

ことで、１人の遺骨も持ち帰ることができない。

先生によ、何とかしてけんねが。今もインドネ

シアイリアンジャヤには、我々と戦った戦友の

3,559柱、生骨のままさらされているんだと。

当時20歳だった我々も、間もなく70近くになる。

これでは、遺骨を待っている我々が遺骨になっ

てしまう。あの世に行って戦友に合わせる顔が

ない。 

  そんな経緯があって、当時、戦争体験者であ

った板垣知事の配慮もあり、米沢選出の木村莞

爾県会議員が団長となって、インドネシアイリ

アンジャヤに赴いて、私今でも忘れられないん

ですが、その3,559柱の中から３つの、３人の

遺骨を持ち帰ったときの、三部さんはじめ雪部

隊の方々の、顔をくしゃくしゃにした涙でいっ

ぱいにした顔をいまだに私は忘れることができ

ません。 

  政治に携わる者の宿命というのはこういうも

のだ、これが我々の仕事なんだなというものを

肝に銘じさせられた、私にとっては忘れること

のない出来事でありました。 

  にもかかわらず、ウクライナではまたまた戦

争が始まっております。プーチン大統領にぜひ

お聞きしたいのですが、彼はこれだけ多くの死

傷者を出して戦いを続け、その責任をどう考え

ているのか。御逝去された方々にどうやってお

わびをするのか。信じられない、そんな気持ち

でいっぱいであります。 

  私なりにこの請願の趣旨を理解をさせていた

だいた中で、どうか同僚議員各位の御理解をい

ただき、そしてまたインターネット中継でこの

議場を御覧になっている多くの方々に、この趣

旨を御理解をいただきたいものだというふうに

思います。 

  最後になりますが、議員各位の御理解を賜り、

この請願が採択していただけることをお願いを

申しあげ、討論とさせていただきます。 

  御清聴ありがとうございました。 

○國井輝明議長 ほかに討論はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて討論を終結いたします。 

  これより採決に入ります。 

  初めに、請願第１号を除く議第13号寒河江市

課制条例の一部改正について、議第14号寒河江

市職員の育児休業等に関する条例の一部改正に

ついて、議第15号つのだ地域コミュニティ活性
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化推進基金条例の制定について、議第16号寒河

江市地域経済牽引事業の促進のための固定資産

税の課税免除に関する条例の制定について、議

第19号寒河江市が管理する市道の構造の技術的

基準等を定める条例の一部改正について、議第

20号寒河江市都市公園条例の一部改正について、

議第21号西村山広域行政事務組合と寒河江市と

の事務委託に関する規約の一部変更について、

議第22号辺地に係る公共的施設の総合整備計画

の一部変更について及び議第23号辺地に係る公

共的施設の総合整備計画の一部変更についての

９案件を一括して採決いたします。 

  ただいまの９案件に対する委員長報告はいず

れも可決であります。 

  ９案件は委員長報告のとおり決することに御

異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、議第13号、議第14号、議第15号、議

第16号、議第19号、議第20号、議第21号、議第

22号及び議第23号の９案件は原案のとおり可決

されました。 

  次に、請願第１号人道的見地から沖縄戦戦没

者の遺骨等を含む土砂を採取し埋め立てに使用

しないよう国に意見書提出を求める請願を起立

により採決いたします。 

  本案に対する委員長報告は採択であります。

本案は委員長報告のとおり決することに賛成の

議員の起立を求めます。 

   〔賛成議員 起立〕 

  起立多数であります。 

  よって、請願第１号は採択することに決しま

した。 

 

議 案 上 程 

 

○國井輝明議長 次に、日程第28、議第12号寒河

江市ゼロカーボンシティ宣言についてから日程

第30、議第18号寒河江市市民浴場に関する条例

の一部改正についてまでの３案件を一括議題と

いたします。 

 

厚生文教常任委員会の 

審査の経過並びに結果報告 

 

○國井輝明議長 日程第31、厚生文教常任委員会

の審査の経過並びに結果報告であります。 

  厚生文教常任委員長報告を求めます。鈴木厚

生文教常任委員長。 

   〔鈴木みゆき厚生文教常任委員長 登壇〕 

○鈴木みゆき厚生文教常任委員長 厚生文教常任

委員会における審査の経過と結果について御報

告申しあげます。 

  本委員会は、３月14日、委員全員出席し開会

いたしました。 

  付託されました案件は、議第12号、議第17号

及び議第18号の３案件であります。 

  順を追って審査の内容を申しあげます。 

  初めに、議第12号寒河江市ゼロカーボンシテ

ィ宣言についてを議題とし、当局の説明を求め、

質疑に入りましたが、御報告する質疑もなく、

討論を終結し、採決の結果、賛成多数をもって

原案のとおり可決すべきものと決しました。 

  次に、議第17号寒河江市立保育所設置条例の

一部改正についてを議題とし、当局の説明を求

め、質疑に入りましたが、質疑もなく、討論を

終結し、採決の結果、賛成多数をもって原案の

とおり可決すべきものと決しました。 

  次に、議第18号寒河江市市民浴場に関する条

例の一部改正についてを議題とし、当局の説明

を求め、質疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「市内在住の避難者の人数は。また、

避難者の利用は、年間でどの程度あるのか」と

の問いがあり、当局より「市内在住の避難者は、

令和４年３月１日現在で19世帯、49名です。避
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難者の延べ利用者数は、令和２年度が1,035人、

令和３年度が、令和３年12月末現在で666人と

なっており、年間で約1,000人を見込んでおり

ます」との答弁がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、賛成多数をもっ

て原案のとおり可決すべきものと決しました。 

  以上で、厚生文教常任委員会における審査の

経過と結果について御報告を終わります。 

 

質疑・討論・採決 

 

○國井輝明議長 日程第32、これより質疑・討

論・採決に入ります。 

  ただいまの委員長報告に対する質疑はありま

せんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて質疑を終結いたします。 

  討論に入ります。討論はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  討論を終結いたします。 

  これより採決に入ります。 

  議第12号寒河江市ゼロカーボンシティ宣言に

ついて、議第17号寒河江市立保育所設置条例の

一部改正について及び議第18号寒河江市市民浴

場に関する条例の一部改正についての３案件を

一括して採決いたします。 

  ただいまの３案件に対する委員長報告はいず

れも可決であります。 

  ３案件は委員長報告のとおり決することに御

異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、議第12号、議第17号及び議第18号の

３案件は原案のとおり可決されました。 

 

議 案 上 程 

 

○國井輝明議長 次に、日程第33、議第25号令和

３年度寒河江市一般会計補正予算（第10号）か

ら日程第36、議第28号損害賠償の額を定めるこ

とについてまでの４案件を一括議題といたしま

す。 

 

議 案 説 明 

 

○國井輝明議長 日程第37、議案説明であります。 

  市長から提案理由の説明を求めます。佐藤市

長。 

   〔佐藤洋樹市長 登壇〕 

○佐藤洋樹市長 まず、議第25号令和３年度寒河

江市一般会計補正予算（第10号）及び議第26号

令和４年度寒河江市一般会計補正予算（第１

号）につきまして、関連がございますので一括

して御説明を申しあげます。 

  このたびの補正予算２件は、令和４年度に実

施予定としておりました新市民浴場整備事業の

一部が、国における令和３年度補正予算の地方

創生拠点整備交付金を活用するチェリースポー

ツパーク拠点施設整備事業として採択されたこ

とから、令和４年度予算を減額し、令和３年度

補正予算として事業費を追加するものでござい

ます。 

  その結果、議第25号令和３年度寒河江市一般

会計補正予算（第10号）は、歳入歳出予算それ

ぞれ７億1,570万円を追加し、予算総額を歳入

歳出それぞれ285億8,078万円とするものでござ

います。 

  これに対する歳入につきましては、国庫支出

金３億5,785万円、繰入金５万円、市債３億

5,780万円を追加し対応することといたしまし

た。 

  また、議第26号令和４年度寒河江市一般会計

補正予算（第１号）は、歳入歳出予算それぞれ

７億1,570万円を減額し、予算総額を歳入歳出

それぞれ223億8,430万円とするものでございま

す。 
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  これに対する歳入につきましては、国庫支出

金３億5,785万円、繰越金3,585万円、市債３億

2,200万円を減額し、対応することといたしま

した。 

  次に、議第27号寒河江市立病院企業職員の給

与の種類及び基準に関する条例の一部改正につ

いてを御説明申しあげます。 

  令和４年度からの再任用職員の雇用に際し、

再任用職員に係る手当の規定について、所要の

改正をしようとするものでございます。 

  次に、議第28号損害賠償の額を定めることに

ついてを御説明申しあげます。 

  本件は、令和３年12月22日午前５時頃、寒河

江市大字島字島北地内の市道島高屋線において

発生した車両の事故について、損害賠償の額を

確定するため、地方自治法第96条第１項第13号

の規定により、議会の議決を求めようとするも

のでございます。 

  以上４案件を御提案申しあげましたが、詳細

につきましては、病院事業管理者及び関係課長

より御説明を申しあげますので、よろしく御審

議の上、御可決くださいますようお願い申しあ

げる次第であります。 

  以上でございます。 

○國井輝明議長 大沼財政課長。 

   〔大沼利子財政課長 登壇〕 

○大沼利子財政課長 私から、議第25号令和３年

度寒河江市一般会計補正予算（第10号）及び議

第26号令和４年度寒河江市一般会計補正予算

（第１号）につきまして御説明を申しあげます。 

  先ほど市長から御説明いたしましたとおり、

このたび令和４年度に実施予定としておりまし

た新市民浴場整備事業の一部が国における令和

３年度補正予算の地方創生拠点整備交付金を活

用するチェリースポーツパーク拠点施設整備事

業として採択をされました。 

  これは、従来の市民の健康増進機能に加え、

チェリークア・パークからグリバーさがえまで

の多彩なスポーツができる環境をチェリースポ

ーツパークエリアと見立て、スポーツを見る人、

する人、そして周辺の観光要素やスポーツを支

える人々との交流や、地域連携も付加した機能

を有するシンボル的な施設を整備することで、

人が集い、にぎわい、稼ぐまちづくりの実現を

図るものです。このため、令和４年度予算を減

額し、令和３年度補正予算として事業費を追加

するものです。 

  初めに、議第25号の令和３年度寒河江市一般

会計補正予算（第10号）について御説明を申し

あげます。 

  先に歳出のほうから説明をさせていただきま

すので、７ページの事項別明細書を御覧くださ

い。先ほど御説明しましたとおり、令和４年度

に事業予定としておりました新市民浴場整備事

業の一部７億1,570万円が、国の地方創生拠点

整備交付金を活用する事業として採択されたこ

とから、この７億1,570万円を新たに計上する

ものです。 

  続きまして、歳入について御説明をいたしま

すので、６ページを御覧ください。この15款国

庫支出金は、このたび内閣府の地方創生拠点整

備交付金について、令和３年度補正予算分とし

て採択をされたことから、事業費７億1,570万

円の２分の１を計上するものです。19款の繰入

金は、このたびの補正予算の財源とするため、

財政調整基金から５万円を繰り入れるものです。

22款市債につきましては、このたびの国の補正

予算の内示を受けて、後年度の元利償還につい

て市債額の２分の１が交付税措置となる有利な

起債を活用するものです。これにより、将来の

財政負担軽減につながるものと考えております。 

  令和３年度の補正予算については以上でござ

います。 

  続きまして、議第26号について御説明をいた

しますので、令和４年度の補正予算（第１号）

のほうを御覧いただきたいと思います。 
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  すみません、令和３年度について、繰越明許

と起債について御説明が抜けてしまいましたの

で追加をさせていただきます。令和３年度補正

予算、第２表繰越明許費の補正について御説明

いたしますので、４ページを御覧ください。 

  先ほど説明いたしましたチェリースポーツパ

ーク拠点施設整備事業が令和４年度にわたって

実施をするため、全額を翌年度へ繰り越すもの

です。 

  続きまして、第３表地方債について御説明を

いたしますので、５ページを御覧ください。 

  チェリースポーツパーク拠点施設整備事業の

財源として、国の交付金を充てた後に残る地方

負担分全額に補正予算債を活用することができ

ますので、この分を追加するものです。 

  続きまして、議第26号令和４年度寒河江市一

般会計補正予算（第１号）について御説明申し

あげます。５ページの事項別明細書を御覧くだ

さい。 

  こちらにつきましては、国庫支出金、繰越金、

それから市債等につきまして、今回減額をする

事業費の財源として計上していたものを減額を

するものです。 

  国庫支出金については、令和３年度と同額の

３億5,785万円を減額いたします。繰越金につ

いては、3,585万円を減額いたします。市債に

つきましては、事業費の90％相当額を市債とし

て見込んでおりました３億2,200万円を減額と

いたします。 

  続きまして、歳出について御説明いたします

ので、６ページを御覧いただきたいと思います。

先ほど御説明いたしましたとおり、新市民浴場

整備事業の一部が令和３年度補正予算の事業と

して採択されたことから、対象となる事業費７

億1,570万円を減額するものです。 

  続きまして、第２表地方債を御説明いたしま

すので、４ページを御覧ください。 

  こちらのほうは、補助対象事業のうち、国の

交付金を充てた後に残る地方債分90％の起債を

予定しておりましたが、この分を減額するもの

です。 

  以上、議第25号と議第26号につきまして一括

して御説明をさせていただきました。どうぞよ

ろしくお願いいたします。 

○國井輝明議長 久保田病院事業管理者。 

   〔久保田洋子病院事業管理者 登壇〕 

○久保田洋子病院事業管理者 議第27号寒河江市

立病院企業職員の給与の種類及び基準に関する

条例の一部改正について御説明申しあげます。 

  令和４年度より、市立病院において新たに再

任用職員を雇用するに当たりまして、当該職員

に支給する手当について所要の改正をするもの

であります。よろしくお願いいたします。 

○國井輝明議長 武田建設管理課長。 

   〔武田新二建設管理課長 登壇〕 

○武田新二建設管理課長 私から、議第28号損害

賠償の額を定めることについての詳細について

御説明を申しあげます。 

  令和３年12月22日午前５時頃、請求者の運転

する車両が市道島高屋線を走行中、道路欠損箇

所、穴ぼこに入り、右側フロントバンパーの下

部が損傷したことに対する損害賠償について、

今回請求者との協議が調いましたので、速やか

に賠償金をお支払いするために、議案を追加さ

せていただいたものであります。 

  なお、当欠損箇所につきましては、事故後速

やかに補修したところでございます。 

  以上どうぞよろしくお願いいたします。 

 

委 員 会 付 託 

 

○國井輝明議長 日程第38、委員会付託でありま

す。 

  お諮りいたします。 

  ただいま議題となっております議第25号、議

第26号、議第27号及び議第28号の４案件につい
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ては、会議規則第37条第３項の規定により委員

会付託を省略したいと思います。これに御異議

ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、委員会付託を省略することに決しま

した。 

 

質疑・討論・採決 

 

○國井輝明議長 日程第39、これより質疑・討

論・採決に入ります。 

  初めに、議第25号について質疑はありません

か。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第26号について質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第27号について質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第28号について質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて質疑を終結いたします。 

  討論に入ります。討論はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  討論を終結いたします。 

  これより、議第25号令和３年度寒河江市一般

会計補正予算（第10号）を採決いたします。 

  本案は原案のとおり決することに賛成の議員

の起立を求めます。 

   〔賛成議員 起立〕 

  起立多数であります。 

  よって、議第25号は原案のとおり可決されま

した。 

  次に、議第26号令和４年度寒河江市一般会計

補正予算（第１号）を採決いたします。 

  本案は原案のとおり決することに賛成の議員

の起立を求めます。 

   〔賛成議員 起立〕 

  賛成多数であります。 

  よって、議第26号は原案のとおり可決されま

した。 

  次に、議第27号寒河江市立病院企業職員の給

与の種類及び基準に関する条例の一部改正につ

いてを採決いたします。 

  本案は原案のとおり決することに賛成の議員

の起立を求めます。 

   〔賛成議員 起立〕 

  賛成多数であります。 

  よって、議第27号は原案のとおり可決されま

した。 

  次に、議第28号損害賠償の額を定めることに

ついてを採決いたします。 

  本案は原案のとおり決することに賛成の議員

の起立を求めます。 

   〔賛成議員 起立〕 

  賛成多数であります。 

  よって、議第28号は原案のとおり可決されま

した。 

 

議 案 上 程 

 

○國井輝明議長 日程第40、議会案第２号人道的

見地から沖縄戦戦没者の遺骨等を含む土砂を採

取し埋め立てに使用しないよう国に求める意見

書の提出について及び日程第41、議会案第３号

寒河江市議会委員会条例の一部改正についての

２案件を一括議題といたします。 

 

議 案 説 明 

 

○國井輝明議長 日程第42、議案説明であります。 

  お諮りいたします。 

  ただいま議題となっております議会案第２号

及び議会案第３号の２案件については、会議規

則第37条第３項の規定により提案理由の説明を

省略したいと思います。これに御異議ありませ
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んか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、提案理由の説明を省略することに決

しました。 

 

質疑・討論・採決 

 

○國井輝明議長 日程第43、これより質疑・討

論・採決に入ります。 

  初めに、議会案第２号について質疑はありま

せんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議会案第３号について質疑はありませ

んか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて質疑を終結いたします。 

  討論に入ります。討論はありませんか。 

  月光議員、確認させていただきます。第何号

議案に対する討論ですか。（「議会案第２号で

す」の声あり）賛成討論ですか、反対討論です

か。（「反対討論です」の声あり） 

  ほかに討論はありませんか。 

  安孫子議員に確認いたします。第何号議案に

対する討論ですか。（「議会案第２号です」の声

あり）賛成討論ですか、反対討論ですか。（「賛

成討論です」の声あり） 

  ほかに討論はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  では、初めに議会案第２号に対する反対討論

について、月光裕晶議員の発言を許します。月

光議員。 

   〔月光裕晶議員 登壇〕 

○月光裕晶議員 まず私は、戦没者の遺骨を埋立

て等に使用するのは反対でございます。それを

踏まえまして、今回のこの請願を拝見しまして

どうにも違和感を感じるというか、不可解な点

がありました。 

  まず１点目でございます。 

  埋立てという言葉です。１項目めの戦没者の

遺骨等が含まれた土砂を埋立て等に使用しない

こととあります。確かに戦没者の遺骨が含まれ

ている土砂を埋立てに使用するのは、言うまで

もなくよくないことです。とても正当なことを

言っておりますし、私もそう思います。 

  しかし、それは埋立てにだけではなく、あら

ゆるものにその土砂は使用するべきではないと

私は考えます。埋立て等という言葉を入れる必

要性がありません。ですので、この項目は、遺

骨等が含まれる土砂は、あらゆることにおいて

使用しないこと。もしくは、遺骨等が含まれる

土砂の採取をやめることとするべきではないか

と考えます。 

  次に、２点目です。 

  ２つ目の項目にあります沖縄戦跡国定公園と

いう言葉です。請願項目には、沖縄戦跡国定公

園を聖域とし、遺骨を採取する環境を保存する

こととなっております。こちらについても、御

遺族の気持ちも考えますと当然のことかと思い

ます。 

  私は立場上、お骨に接する機会が多いですの

で、お骨に対する遺族の思いというのはよく分

かっているつもりです。もしそこに遺骨がある

のであれば、帰ってきてほしいと思うのは自然

なことです。採取する環境が守られているので

あれば、まだ見つかる可能性はありますので、

その帰ってくる可能性まで潰してはならない、

ぜひ御遺族のためにも保存していただきたいと

思います。 

  しかし、なぜ沖縄戦跡国定公園だけなのでし

ょうか。請願趣旨にもありますように、沖縄戦

で命を落としたのは20万人となっております。

20万人という多くの方が沖縄で命を落とし、ま

だ少数でも眠っているのであれば、南部の沖縄

戦跡国定公園に限定せず、遺骨が眠っている可

能性のある全ての場所の環境を保存することと
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すべきです。南部以外で亡くなられた方とその

御遺族のことも考えた内容の請願にするべきだ

と考えます。 

  では、なぜその使わなくてもいい２つの言葉

が使われたのかということであります。それは

その２つの言葉が意味するものが、本当の目的

だからと考えます。沖縄戦跡国定公園の土砂を

使って、どこを埋め立てるのか。辺野古沿岸を

米軍の新基地建設の埋立てに使われるようです。

どうやら基地の埋立てに使う土砂の約７割が、

沖縄戦跡国定公園のある南部地区より採取する

ようです。沖縄戦跡国定公園から土砂を採取で

きなくすることによって、新基地建設の埋立て

に必要な土砂が足りなくなり、結果、辺野古へ

の基地の建設を阻止できるようになるわけです。 

  しかし、この請願には、辺野古や基地の文言

は一言もないのではないかとの御指摘もあるで

しょう。以前、同じ方からの同じような内容の

陳情がありました。その陳情の内容は、辺野古

基地建設のために、沖縄戦犠牲者遺骨の残る沖

縄本島南部からの土砂採取を中止するよう国に

求めるものでした。陳情のときは、辺野古基地

としっかりと出だしからございます。なぜ今回

はその文言を使わなかったのでしょうか。 

  ある市議会での話であります。その議会での

最大会派や政権与党の会派など、辺野古の新基

地建設には賛成の立場だったそうです。しかし、

市議会では、これらの会派が請願に賛同できる

よう、当初の文にあった辺野古や基地の文言を

削除し、あらゆる埋立てに使用しないこととの

表現にすることで、全会一致にこぎ着けたそう

です。 

  そして今回は、改めてその市議会が全会一致

したような、辺野古や基地の文言を削除した文

章でこの請願が参りました。与党系の会派に反

対する理由を与えないためでしょうか。辺野古

や基地という文言はなくとも、埋立てさえ止め

られれば目的は達成されますので、反対理由と

なり得る辺野古や基地の文言を使わなかったと

考えられます。 

  それと、この問題を積極的に支援している団

体で、沖縄島ぐるみの宗教者の会という団体が

ございます。同じ宗教者として、どういった考

えをお持ちなのか参考にさせていただきたかっ

たので、調べさせていただきました。この島ぐ

るみの宗教者の会という名称は略称であり、正

式には、辺野古に新基地を造らせない宗教者の

会ということでした。そして、目的と業務は、

辺野古に新基地を造らせないために各種活動を

行うとなっておりました。 

  また別の話ですが、問題の南部地区の土砂で

すが、過去にも使われた事例があったようで、

那覇空港第２滑走路建設等にも使われていて、

そのときにはこういった大きな反対はなかった

そうです。やはり今回は、基地の建設に使うか

ら声が上がったのではないかと考えます。 

  私は、辺野古への基地の建設について、賛成

反対を申しあげているわけではございません。

米軍の新基地建設は、多くの方の多くの事情が

あり複雑な問題ですので、勉強不足の私がとや

かく言うことではないと思っております。長く

なりましたが、最後に反対の理由を申しあげま

す。 

  私は、遺骨の混ざった土砂は埋立てに使うの

は反対ですし、御遺族の元に遺骨が帰れるよう

に、最善を尽くすべきだと思います。この請願

の内容が、本当に戦没者とその御遺族のことを

考えた内容であれば大賛成です。しかし、この

請願は、戦没者の御遺骨を前面に出しながら、

本来の目的である辺野古に新基地を建設させな

いということを達成しようとするものであると

考えます。それこそ、御遺骨の尊厳を考えれば

してはならない行為ではないでしょうか。 

  内容は、戦没者の御遺骨をあらゆることに使

用しない。遺骨の眠る地を保存することでよい

ではないですか。私は僧侶としての側面も持っ
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ております。だからこそ、戦没者の御遺骨やそ

の御遺族のことを本当に思っての内容なのか、

疑問に思ってしまうような、この請願には反対

とさせていただきます。 

  以上でございます。 

○國井輝明議長 次に、議会案第２号について賛

成討論で安孫子議員の発言を許します。安孫子

議員。 

   〔安孫子義徳議員 登壇〕 

○安孫子義徳議員 ただいま議題になっておりま

す議会案第２号人道的見地から沖縄戦戦没者の

遺骨等を含む土砂を採取し埋め立てに使用しな

いよう国に求める意見書の提出について、賛成

の立場から討論いたします。 

  一般質問で太田議員がおっしゃられましたが、

日本国憲法前文には、「平和を愛する諸国民の

公正と信義に信頼して、われらの安全と生存を

保持しようと決意した」、つまり、世界の国々

の人を信じることによって、日本の安全と生存

を保持すると書かれております。 

  ウクライナは、1994年当時世界第３位規模の

核保有国でしたが、核兵器放棄を条件にアメリ

カ、イギリス、ロシアが安全を保障するという

約束、ブダペスト覚書に署名しました。安全と

生存を保持するために、諸国を信頼だけではな

く約束まで交わしたのですが、簡単にほごにさ

れ、現在、ロシア軍の侵攻を受けております。

また、ロシアは日本とも国境を接しております

が、つい先日、我が国との平和条約締結交渉の

中断を一方的に発表しました。 

  今定例会で、ロシアによるウクライナ侵略に

断固抗議をする決議を採決したばかりであり、

現下の世界情勢は、間違いなく冷戦終結後で最

も危険な状況になっております。 

  このような状況ですので、我が国の安全保障

確保に資する議論はしっかりと行われるべきで

すが、その議論と混同せず、国を守るために戦

ってきた御霊への尊厳ということを、この点に

ついて私は賛成であることを述べ、私の賛成討

論とさせていただきます。 

○國井輝明議長 ほかに討論はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて討論を終結させていただきます。 

  これより採決に入ります。 

  初めに、議会案第２号人道的見地から沖縄戦

戦没者の遺骨等を含む土砂を採取し埋め立てに

使用しないよう国に求める意見書の提出につい

てを起立により採決いたします。 

  本案は原案のとおり決することに賛成の議員

の起立を求めます。 

   〔賛成議員 起立〕 

  起立多数であります。 

  よって、議会案第２号は原案のとおり可決さ

れました。 

  次に、議会案第３号寒河江市議会委員会条例

の一部改正についてを採決いたします。 

  本案は原案のとおり決することに御異議あり

ませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり) 

  御異議なしと認めます。 

  よって、議会案第３号は原案のとおり可決さ

れました。 

 

常任委員会及び議会運営委員会の 

閉会中における委員会調査申出 

並びに委員派遣承認要求について 

 

○國井輝明議長 日程第44、常任委員会及び議会

運営委員会の閉会中における委員会調査申出並

びに委員派遣承認要求についてであります。 

  このことにつきましては、お示ししておりま

す文書のとおり各委員長より申出があります。 

  お諮りいたします。 

  各委員長の申出のとおり決することに御異議

ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 
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  御異議なしと認めます。 

  よって、各委員長の申出のとおり決しました。 

 

   閉    会    午前１１時４０分 

 

○國井輝明議長 これにて令和４年第１回寒河江

市議会定例会を閉会いたします。 

  大変御苦労さまでした。 
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    寒河江市議会議長   國  井  輝  明 

 

 

    会議録署名議員   月  光  裕  晶 

 

 

    会議録署名議員   荒  木  春  吉 
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令和４年３月１０日（木曜日）予算特別委員会① 

 

○出席委員（１５名） 

   ２番  太  田  陽  子  委員     ３番  鈴  木  み ゆ き  委員 

   ４番  安 孫 子  義  徳  委員     ５番  月  光  裕  晶  委員 

   ６番  後  藤  健 一 郎  委員     ７番  渡  邉  賢  一  委員 

   ８番  古  沢  清  志  委員     ９番  佐  藤  耕  治  委員 

  １０番  太  田  芳  彦  委員    １１番  阿  部     清  委員 

  １２番  沖  津  一  博  委員    １３番  荒  木  春  吉  委員 

  １４番  柏  倉  信  一  委員    １５番  木  村  寿 太 郎  委員 

  １６番  伊  藤  正  彦  委員 

○欠席委員（なし） 

○遅刻委員（なし） 

○早退委員（なし） 

○説明のため出席した者の職氏名 

佐 藤 洋 樹  市 長  菅 原 隆 平  副 市 長 

軽 部   賢  教 育 長  設 楽 伸 子  
総務課長（併） 
選挙管理委員会 
事 務 局 長 

武 田 伸 一  企画創成課長  大 沼 利 子  財 政 課 長 

片 桐 勝 元  税 務 課 長  高 林 清 美  市民生活課長 

武 田 新 二  建設管理課長  猪 倉 秀 行  
農林課長（併） 
農 業 委 員 会 
事 務 局 長 

鈴 木   隆  健康福祉課長  今 野 育 男  高齢者支援課長 

眞 木 立 子  子育て推進課長     

○事務局職員出席者 

高 林 雅 彦  事 務 局 長  東海林 茂 美  総 務 主 幹 

兼 子 拓 也  総 務 係 主 任  古 谷 駿 幸  総 務 係 主 事 
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   予算特別委員会議事日程第１号  第１回定例会 

   令和４年３月１０日（木）    本会議終了後開議 

 

   開  会 

日程第 １ 議第 １号 令和３年度寒河江市一般会計補正予算（第９号） 

 〃  ２ 議案説明 

 〃  ３ 質疑 

 〃  ４ 分科会分担付託 

   散  会 

 

 

   本日の会議に付した事件 

 

   議事日程第１号に同じ 

 

 

 

   開    会    午前９時３７分 

 

○佐藤耕治委員長 おはようございます。 

  ただいまから予算特別委員会を開会いたしま

す。 

  出席委員は定足数に達しておりますので、こ

れより本日の会議を開きます。 

 

議 案 上 程 

 

○佐藤耕治委員長 日程第１、議第１号令和３年

度寒河江市一般会計補正予算（第９号）を議題

といたします。 

 

議 案 説 明 

 

○佐藤耕治委員長 日程第２、議案説明でありま

す。 

  お諮りいたします。 

  議案説明は本会議において受けておりますの

で、この際省略することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、議案説明は省略することに決しまし

た。 

 

質     疑 

 

○佐藤耕治委員長 日程第３、これより質疑に入

りますが、各委員の所属する分科会の審査案件

に関する質疑は極力控えるとともに、直接予算

に関わる部分に絞って発言され、また、執行部

におきましても、質問者の意をよく捉えられ、

簡潔にして適切に答弁されますよう御協力願い

ます。 

  初めに、議第１号第１表中歳入全部について

質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、歳出第１款について質疑はありません

か。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、歳出第２款について質疑はありません

か。 
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   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、歳出第３款について質疑はありません

か。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、歳出第４款について質疑はありません

か。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、歳出第６款について質疑はありません

か。伊藤委員。 

○伊藤正彦委員 １項５目農地費についてお伺い

します。一番下の多面的機能支払交付金事業、

1,100万円の減額という補正になっております

けれども、これは当初予定していた活動がなか

ったからの減額なのか、もしくは当初予定した

活動は実施されたけれども減額になったという

ことなのか、お伺いしたいと思います。 

○佐藤耕治委員長 猪倉農林課長。 

○猪倉秀行農林課長（併）農業委員会事務局長  

  お答えいたします。 

  現在、多面的機能支払交付金につきましては

15組織に支払いを行っておりますけれども、国

からの補助が半分ほど入っているような事業で

ございます。こちらのほうの本市への割り当て

が当初の予定より減ってしまったということが

大きな要因というふうに考えております。以上

でございます。 

○佐藤耕治委員長 ほかに質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、歳出第８款について質疑はありません

か。伊藤委員。 

○伊藤正彦委員 ２点お伺いいたします。 

  まず、住宅宅地開発指導事業の2,100万円の

減額ですけれども、当初予算で2,100万円だっ

たと思うんですが、減額2,100万円ということ

はゼロということになるかと思うんですけれど

も、要は開発行為がなかったという、予定して

いたけれどもなかったということなんでしょう

か。予定したのがなくなったのであれば、その

理由等が分かればお伺いしたいと思います。 

○佐藤耕治委員長 武田建設管理課長。 

○武田新二建設管理課長 お答えいたします。 

  住宅宅地開発指導事業につきましては、開発

事業者に対する支援というふうになっておりま

す。予定しているものについては、民間事業者

のほうに聞き取りをして計上しております。年

度内に完成する開発というふうなことで、開発

のほうが見送られたというふうなことでの減額

となります。 

○佐藤耕治委員長 伊藤委員。 

○伊藤正彦委員 もう１点。その下の住宅建築推

進事業の2,000万円の減額ですけれども、当初

が１億円で今回2,000万円減額ということで、

8,000万円ということになると思うんですけれ

ども、令和２年度の決算では１億1,630万円と

なっていて、比較すると3,600万円ぐらいのマ

イナスということになると思うんですが、この

要因は、子育て世代の住宅取得が鈍化している

とか、何か要因が分かるのであればお伺いした

いと思います。 

○佐藤耕治委員長 武田建設管理課長。 

○武田新二建設管理課長 お答えいたします。 

  要因というふうな、決定ということではない

んですけれども、コロナ禍によりますウッドシ

ョック、また、民間開発による分譲宅地が少な

かったというのが要因ではなかろうかというふ

うに思っております。 

○佐藤耕治委員長 ほかに質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第１号第２表、第３表及び第４表に

ついて質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて質疑を終結いたします。 

 

分科会分担付託 

 

○佐藤耕治委員長 日程第４、分科会分担付託で
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あります。 

  このことにつきましては、お示ししておりま

す分科会分担付託案件表のとおり、それぞれの

分科会に分担付託いたします。 

 

分科会分担付託案件表 

分 科 会 分担付託案件 

総務産業分科会 

議第１号第１表中歳入全

部、歳出第１款、歳出第２

款の一部、歳出第３款の一

部、歳出第６款、歳出第８

款、第２表、第３表、第４

表 

厚生文教分科会 

議第１号第１表中歳出第２

款の一部、歳出第３款の一

部、歳出第４款 

 

 

   散    会    午前９時４４分 

 

○佐藤耕治委員長 本日はこれにて散会いたしま

す。 

  御苦労さまでした。 
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令和４年３月１４日（月曜日）予算特別委員会① 

 

○出席委員（１５名） 

   ２番  太  田  陽  子  委員     ３番  鈴  木  み ゆ き  委員 

   ４番  安 孫 子  義  徳  委員     ５番  月  光  裕  晶  委員 

   ６番  後  藤  健 一 郎  委員     ７番  渡  邉  賢  一  委員 

   ８番  古  沢  清  志  委員     ９番  佐  藤  耕  治  委員 

  １０番  太  田  芳  彦  委員    １１番  阿  部     清  委員 

  １２番  沖  津  一  博  委員    １３番  荒  木  春  吉  委員 

  １４番  柏  倉  信  一  委員    １５番  木  村  寿 太 郎  委員 

  １６番  伊  藤  正  彦  委員 

○欠席委員（なし） 

○遅刻委員（なし） 

○早退委員（なし） 

○説明のため出席した者の職氏名 

佐 藤 洋 樹  市 長  菅 原 隆 平  副 市 長 

軽 部   賢  教 育 長  設 楽 伸 子  
総務課長（併） 
選挙管理委員会 
事 務 局 長 

武 田 伸 一  企画創成課長  大 沼 利 子  財 政 課 長 

片 桐 勝 元  税 務 課 長  高 林 清 美  市民生活課長 

武 田 新 二  建設管理課長  猪 倉 秀 行  
農林課長（併） 
農 業 委 員 会 
事 務 局 長 

鈴 木   隆  健康福祉課長  今 野 育 男  高齢者支援課長 

眞 木 立 子  子育て推進課長     

○事務局職員出席者 

高 林 雅 彦  事 務 局 長  東海林 茂 美  総 務 主 幹 

兼 子 拓 也  総 務 係 主 任  古 谷 駿 幸  総 務 係 主 事 
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   予算特別委員会議事日程第２号  第１回定例会 

   令和４年３月１４日（月）    午前９時３０分開議 

 

   再  開 

日程第 １ 議第 １号 令和３年度寒河江市一般会計補正予算（第９号） 

 〃  ２ 分科会審査の経過並びに結果報告 

      （１）総務産業分科会委員長報告 

      （２）厚生文教分科会委員長報告 

 〃  ３ 質疑・討論・採決 

   閉  会 

 

 

   本日の会議に付した事件 

 

   議事日程第２号に同じ 

 

 

 

   再    開     午前９時３０分 

 

○佐藤耕治委員長 おはようございます。 

  ただいまから予算特別委員会を再開いたしま

す。 

  出席委員は定足数に達しておりますので、こ

れより本日の会議を開きます。 

 

議 案 上 程 

 

○佐藤耕治委員長 日程第１、議第１号令和３年

度寒河江市一般会計補正予算（第９号）を議題

といたします。 

 

分科会審査の経過並びに結果報告 

 

○佐藤耕治委員長 日程第２、分科会審査の経過

並びに結果報告であります。 

 

総務産業分科会委員長報告 

 

○佐藤耕治委員長 初めに、総務産業分科会委員

長報告を求めます。後藤総務産業分科会委員長。 

  〔後藤健一郎総務産業分科会委員長 登壇〕 

○後藤健一郎総務産業分科会委員長 総務産業分

科会における審査の経過と結果について御報告

申しあげます。 

  本分科会は、３月10日、委員全員出席し開会

いたしました。 

  分担付託されました案件は、議第１号第１表

中歳入全部、歳出第１款、歳出第２款の一部、

歳出第３款の一部、歳出第６款及び歳出第８款

並びに第２表、第３表及び第４表であります。 

  順を追って審査の内容を申しあげます。 

  初めに、議第１号令和３年度寒河江市一般会

計補正予算（第９号）第１表中歳入全部を議題

とし、当局の説明を求め質疑に入りましたが、

御報告する質疑もなく、討論を終結し、採決の

結果、賛成多数をもって原案を了とすることに

決しました。 

  次に、議第１号第１表中歳出第１款を議題と
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し、当局の説明を求め質疑に入りましたが、質

疑もなく、討論を終結し、採決の結果、賛成多

数をもって原案を了とすることに決しました。 

  次に、議第１号第１表中歳出第２款の一部を

議題とし、当局の説明を求め質疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「県と市町村が連携実施する若者定

着奨学金返還支援事業の負担金は、本市におい

て当初配分20名に対し26名の申請があり、その

６名分の増額という説明であったが、今後の見

通しは」との問いがあり、当局より「奨学金の

活用については、現時点で今後の増減は分かり

ませんが、コロナ禍にあって保護者の減収等も

考えられますので、来年度以降も同程度の申請

はあるのではないかと考えております」との答

弁がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、賛成多数をもっ

て原案を了とすることに決しました。 

  次に、議第１号第１表中歳出第３款の一部を

議題とし、当局の説明を求め質疑に入りました

が、質疑もなく、討論を終結し、採決の結果、

賛成多数をもって原案を了とすることに決しま

した。 

  次に、議第１号第１表中歳出第６款を議題と

し、当局の説明を求め質疑に入りましたが、質

疑もなく、討論を終結し、採決の結果、賛成多

数をもって原案を了とすることに決しました。 

  次に、議第１号第１表中歳出第８款を議題と

し、当局の説明を求め質疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「コロナ禍による資材不足や高騰及

び民間の宅地開発がなかったことが減額補正と

なった要因ではないかとのことだったが、民間

事業者もこのコロナ禍の影響を考慮し、慎重に

ならざるを得ない状況だと思われる。そこで、

民間の宅地開発を待つのではなく、区画整理事

業なども含め都市計画マスタープランなどの見

直しを検討していくべきではないか」との問い

があり、当局より「都市計画マスタープランは

現時点では令和７年度に見直しを行う計画とし

ております。見直しに向け、令和６年度から準

備に入る予定です」との答弁がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、賛成多数をもっ

て原案を了とすることに決しました。 

  次に、議第１号第２表を議題とし、当局の説

明を求め質疑に入りましたが、質疑もなく、討

論を終結し、採決の結果、賛成多数をもって原

案を了とすることに決しました。 

  次に、議第１号第３表を議題とし、当局の説

明を求め質疑に入りましたが、質疑もなく、討

論を終結し、採決の結果、賛成多数をもって原

案を了とすることに決しました。 

  次に、議第１号第４表を議題とし、当局の説

明を求め質疑に入りましたが、質疑もなく、討

論を終結し、採決の結果、賛成多数をもって原

案を了とすることに決しました。 

  以上で、総務産業分科会における審査の経過

と結果について御報告を終わります。 

 

厚生文教分科会委員長報告 

 

○佐藤耕治委員長 次に、厚生文教分科会委員長

報告を求めます。鈴木厚生文教分科会委員長。 

  〔鈴木みゆき厚生文教分科会委員長 登壇〕 

○鈴木みゆき厚生文教分科会委員長 厚生文教分

科会における審査の経過と結果について御報告

申しあげます。 

  本分科会は、３月10日、委員全員出席し開会

いたしました。 

  分担付託されました案件は、議第１号第１表

中歳出第２款の一部、歳出第３款の一部及び歳

出第４款であります。 

  順を追って審査の内容を申しあげます。 

  初めに、議第１号令和３年度寒河江市一般会

計補正予算（第９号）第１表中歳出第２款の一

部を議題とし、当局の説明を求め質疑に入りま
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したが、質疑もなく、討論を終結し、採決の結

果、賛成多数をもって原案を了とすることに決

しました。 

  次に、第１表中歳出第３款の一部を議題とし、

当局の説明を求め質疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「老人福祉施設整備補助事業につい

て、令和３年度に事業完了予定だった長生園の

施設整備の工期が令和４年度に延びたとのこと

だが、その原因は」との問いがあり、当局より

「旧施設解体時にアスベストが発見されたこと

に伴い対策の必要性が生じたことから、工期が

延長されたものです」との答弁がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、賛成多数をもっ

て原案を了とすることに決しました。 

  次に、第１表中歳出第４款を議題とし、当局

の説明を求め質疑に入りましたが、質疑もなく、

討論を終結し、採決の結果、賛成多数をもって

原案を了とすることに決しました。 

  以上で、厚生文教分科会における審査の経過

と結果について御報告を終わります。 

 

質疑・討論・採決 

 

○佐藤耕治委員長 日程第３、これより質疑・討

論・採決に入ります。 

  初めに、総務産業分科会委員長報告に対する

質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、厚生文教分科会委員長報告に対する質

疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。討論はありません

か。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  討論を終結いたします。 

  これより議第１号令和３年度寒河江市一般会

計補正予算（第９号）を採決いたします。 

  本案に対する各分科会委員長報告は、いずれ

も原案を了とするものであります。 

  本案は原案のとおり決することに御異議あり

ませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、議第１号は原案のとおり可決すべき

ものと決しました。 

 

   閉    会     午前９時４０分 

 

○佐藤耕治委員長 以上をもって予算特別委員会

を閉会いたします。 

  御苦労さまでした。 

 

 

 以上会議の結果を記載し、相違ないことを証す

るために署名する。 

 

予算特別委員会委員長  佐 藤 耕 治 
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令和４年３月１４日（月曜日）予算特別委員会② 
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石 橋 慶 幸  
デジタル戦略 
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   予算特別委員会議事日程第３号  第１回定例会 

   令和４年３月１４日（月）    本会議終了後開議 

 

   開  会 

日程第 １ 議第 ３号 令和４年度寒河江市一般会計予算 

 〃  ２ 議第 ４号 令和４年度寒河江市国民健康保険特別会計予算 

 〃  ３ 議第 ５号 令和４年度寒河江市後期高齢者医療特別会計予算 

 〃  ４ 議第 ６号 令和４年度寒河江市介護保険特別会計予算 

 〃  ５ 議第 ７号 令和４年度寒河江市介護認定審査会共同設置特別会計予算 

 〃  ６ 議第 ８号 令和４年度寒河江市財産区特別会計（高松、醍醐、三泉）予算 

 〃  ７ 議第 ９号 令和４年度寒河江市下水道事業会計予算 

 〃  ８ 議第１０号 令和４年度寒河江市立病院事業会計予算 

 〃  ９ 議第１１号 令和４年度寒河江市水道事業会計予算 

 〃 １０ 議案説明 

 〃 １１ 質疑 

 〃 １２ 分科会分担付託 

   散  会 

 

 

   本日の会議に付した事件 

 

   議事日程第３号に同じ 

 

 

 

   開    会    午前１０時２０分 

 

○佐藤耕治委員長 ただいまから予算特別委員会

を開会いたします。 

  出席委員は定足数に達しておりますので、こ

れより会議を開きます。 

 

議 案 上 程 

 

○佐藤耕治委員長 日程第１、議第３号令和４年

度寒河江市一般会計予算から日程第９、議第11

号令和４年度寒河江市水道事業会計予算までの

９案件を一括議題といたします。 

 

議 案 説 明 

 

○佐藤耕治委員長 日程第10、議案説明でありま

す。 

  お諮りいたします。 

  議案説明は本会議において受けておりますの

で、この際省略することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、議案説明は省略することに決しまし

た。 
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質     疑 

 

○佐藤耕治委員長 日程第11、これより質疑に入

りますが、各委員の所属する分科会の審査案件

に関する質疑は極力控えるとともに、直接予算

に関わる部分に絞って発言され、また、執行部

におきましても、質問者の意をよく捉えられ、

簡潔にして適切に答弁されますよう御協力願い

ます。 

  初めに、議第３号令和４年度寒河江市一般会

計予算の質疑に入ります。 

  議第３号第１表中歳入全部について質疑はあ

りませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、歳出第１款について質疑はありません

か。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、歳出第２款について質疑はありません

か。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  ここで当局入替えのため暫時休憩いたします。 

 休 憩 午前１０時２２分  

 再 開 午前１０時２３分  

○佐藤耕治委員長 休憩前に引き続き会議を開き

ます。 

  歳出第３款について質疑はありませんか。後

藤委員。 

○後藤健一郎委員 53ページ、３款２項１目児童

福祉総務費の放課後児童対策事業についてお伺

いいたします。 

  今年度の予算で第六、第七の施設整備をする

ということでありました。やっぱり人数が増え

たときに施設を探すのは非常に苦労しますので、

大変ありがたい予算だと思うんですけれども、

私が危惧するのは運営側の負担であります。例

えば、１施設40名程度が目安でありますので、

単純計算しますと、第七わんぱくというと四七、

二十八、280名となります。280名ということは、

市内でいえば南部小とか柴橋小に匹敵するよう

な人数、しかも全学年が均等ではなくて、大半

が１・２年生という低学年であります。また、

運営費は年間数千万円になります。 

  わんぱくクラブは児童を預けている保護者が

運営委員や会長になるのですが、何の経験もな

い一保護者が市内中規模小学校程度の児童と数

千万円の運営費で施設を運営していくというの

は、私はかなり厳しい状況ではないかと思って

おります。 

  場所を確保する、そして運営費用の補助とし

て委託料を予算として組み込まれているわけで

すけれども、もっと運営ですね、直接的な支援

をすることも考慮した予算を検討していかなく

てはならないと思うのですが、その点について

いかがお考えでしょうか。 

○佐藤耕治委員長 眞木子育て推進課長。 

○眞木立子子育て推進課長 学童クラブの運営と

いうのは、今委員からもありましたとおり、指

導員の確保とか児童の入退所という人数の管理、

委託料と保育料というお金の管理など、大変負

担は重く責任も重いものがあると承知しており

ます。 

  運営ということについてはずっとこちらのほ

うでも検討しているところなんですが、昨年度

中も全国で運営実績のある事業者に話を聞くな

ど、運営業務の委託について検討しているとこ

ろです。多くのメリットがある一方でデメリッ

トもあり、まだそういった委託については決断

には至っておりません。保護者で組織する運営

委員会と地域の方で組織する運営委員会と各ク

ラブの形態も様々であり、問題点も異なるため、

市としてどのような支援をしていったらいいか、

現在も模索し、検討しているところでございま

す。 

○佐藤耕治委員長 後藤委員。 

○後藤健一郎委員 分かりました。共働き率、子

供自体が減っているので世帯数は減っているか
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もしれませんが、共働き率というのはどんどん

増加しておりまして、学童というのは子育ての

必須インフラでありますので、ぜひよりよい方

向というのを見定めていただいて、その方向で

進めていただければと思います。 

○佐藤耕治委員長 ほかに質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、歳出第４款について質疑はありません

か。後藤委員。 

○後藤健一郎委員 第４款１項３目再生可能エネ

ルギー設備導入事業費補助金についてお伺いし

ます。こちらは次年度の新規事業ということで

Ｖ２Ｈ設備への補助を行うということでありま

した。これは、ゼロカーボンシティの取組だけ

ではなく、停電時にバックアップ用電源として

機能しますので、災害に強いまちづくりという

視点でも私は非常にいい取組であると思ってお

ります。 

  ただ、このＶ２Ｈ設備は高価ですので伺いた

いのですが、今回の予算はどの程度の補助率で、

そして何件ぐらいというのを目標にしているの

か。 

  そしてもう１点、同様の補助が県とかあと国

にもあるようなんですけれども、こういったも

のと併用はできるものなのか、２点伺います。 

○佐藤耕治委員長 高林市民生活課長。 

○高林清美市民生活課長 お答えいたします。 

  今回の予算に計上しているものですが、市と

しましては、補助率が６分の１、上限12万円で

５件の予算を計上しております。 

  ２点目ですが、国と県におきましては、国は

電気自動車とＶ２Ｈの同時購入という補助があ

ります。また、県におきましては、同時購入で

はなく、市と同じような単独での設置が補助の

対象になっております。国におきましては同時

購入なので併用はできませんが、県と市の併用

は可能でございます。以上です。 

○佐藤耕治委員長 ほかに質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  ここで当局入替えのため暫時休憩いたします。 

 休 憩 午前１０時３０分  

 再 開 午前１０時３１分  

○佐藤耕治委員長 休憩前に引き続き会議を開き

ます。 

  歳出第５款について質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、歳出第６款について質疑はありません

か。沖津委員。 

○沖津一博委員 69ページですかね、水田農業経

営確立というふうに書いてありますけれども、

昨年から見ると今年、飼料米ですね、米、寒河

江でははえぬき、あるいはつや姫などをたくさ

ん植えていて、ふるさと納税などにも使って、

はえぬきは若干足りないような状況にある中で、

飼料米を作れということで、国のほうからです

か、県のほうからですか、大量のものが来てい

ると思うんです。私のところにも、実はうちな

んか、農家なんか半百姓みたいなものなんです

けれども、２反歩ほど飼料米を作ってくれとい

うことで来ております。その飼料米を作るには

１反歩何ぼという助成金があると思うんですけ

れども、その助成金がこの1,200万円の中に入

っているのか、どの程度の量の飼料米が国のほ

うから来ているのか、教えていただきたいと思

います。 

○佐藤耕治委員長 猪倉農林課長。 

○猪倉秀行農林課長（併）農業委員会事務局長  

  お答えいたします。飼料用米への負担という

か、助成金の割合ということでよろしかったで

しょうか。（「割合と面積。昨年との比較」の声

あり） 

  申し訳ございません。飼料用米の資料につい

てはちょっと手元に今ございませんので、改め

て示させていただきたいと思いますので、御了

承いただきたいと思います。よろしいでしょう

か。 
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○佐藤耕治委員長 ほかに質疑はありませんか。

伊藤委員。 

○伊藤正彦委員 予算書68ページの新規就農者等

育成推進事業についてですけれども、令和３年

度よりも3,300万円ほど減額になっていると思

うんですが、この要因は、要は実績から減らし

たのか、あるいは新規就農者が減少してきてい

るということで減らしたのか等、理由があれば

お伺いしたいと思います。 

○佐藤耕治委員長 猪倉農林課長。 

○猪倉秀行農林課長（併）農業委員会事務局長  

  お答えいたします。 

  法改正に伴いまして、69ページの一番上の項

目になりますが、新規就農者育成総合対策事業

というものが令和４年度から始まります。こち

らのほうの事業と前のページの農業次世代人材

投資資金、今までの方々が農業次世代人材投資

資金での支援、令和４年度からは69ページの新

規就農者育成総合対策事業助成金ということで

２つに分かれるというようなことで御理解いた

だきたいと思います。ですので、ベースになる

新規就農者の人数については、従来の人数と変

わりないというふうに予定しております。以上

でございます。 

○佐藤耕治委員長 伊藤委員。 

○伊藤正彦委員 ということは、予算額も合わせ

ると一緒になるということですかね。 

○佐藤耕治委員長 猪倉農林課長。 

○猪倉秀行農林課長（併）農業委員会事務局長  

  今年度と比べますと若干増になるというふう

に見込んでおります。 

○佐藤耕治委員長 ほかに質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、歳出第７款について質疑はありません

か。伊藤委員。 

○伊藤正彦委員 74ページの商工振興費について

お伺いします。商工業資金融資円滑化事業の貸

付金が８億1,400万円ということで計上されて

いますけれども、昨年に比較すると２億円ほど

減っているかと思います。この理由についてお

伺いしたいと思います。 

○佐藤耕治委員長 小林商工推進課長。 

○小林博之商工推進課長 お答えいたします。 

  こちらのほうの商工業資金融資円滑化事業の

貸付金が主なところでございますが、原資預託

となります貸付金が、令和３年度の融資額が見

込みより少なかったことなどによりまして、中

小企業振興資金への預託金が前年度より１億

7,600万円ほどの減になりました。また、産業

立地促進資金貸付金が前年度より新年度での貸

付分が少なかった関係で4,500万円ほど減とな

っておりまして、約２億2,000万円ほどの減と

なっている状況でございます。 

○佐藤耕治委員長 ほかに質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、歳出第８款について質疑はありません

か。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、歳出第９款について質疑はありません

か。木村委員。 

○木村寿太郎委員 私のほうは総務産業常任委員

会ですから担当なんですけれども、市長がいら

っしゃいますのでちょっとお聞きしたいんです

が、私、議員歴も長いんですけれども、佐藤誠

六市長のときから私、二、三回質問しているん

ですけれども、はしご車の件、それを市長がい

らっしゃるから市長に直接お聞きしたいんです。

それでよろしいですね。 

  はしご車の件は何年か前にも何回か質問して

いるんですけれども、市と町の温度差というの

がちょっとあるのかなという感じがするんです

けれども、あれからもう、私十何年ですから、

15年ぐらい前に１回お聞きしたときも、そうい

う答えが大分あったんですけれども、やっぱり

こういうふうに震災も続きますし、いろいろな

形で何か防災のためにということも今結構ある
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んでしょうから、ぜひその見通しとか何かあり

ましたらちょっとお聞きしたいんですけれども、

市長の御意見をお伺いいたします。 

○佐藤耕治委員長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 御案内のとおり、はしご車につ

いては広域の消防のほうで検討しているわけで

あります。そういった意味では、寒河江市単独

で整備をするわけでなくて、１市４町の組合で

整備をするということになりますから、当然の

ことながらその整備費についてもそれぞれの自

治体が応分で負担をするという形になるわけで

すね。そうすると、その恩恵もやっぱり１市４

町の恩恵を被っていかなければならないという

ことになると、ただ、はしご車を必要とするの

はある程度高い階層の建物に対して効果がある

わけでありますが、１市４町全体を見た場合に、

実際にはしご車を使って消防活動をするような

建物がそれぞれの自治体にみんなあるかという

と、なかなか、その点について御理解をいただ

くことについてまだまだ、我々の努力も足りな

いわけでありますけれども、そこまで至ってい

ないということであります。 

  なかなかはしご車は御案内のとおり大変高額

な消防車でありますから、そういう意味では引

き続き理解をいただいて整備ができるように努

力をしたいというふうに考えております。 

○佐藤耕治委員長 木村委員。 

○木村寿太郎委員 今御答弁いただいたとおりか

と思いますけれども、なかなか、何回も申しあ

げますけれども、やっぱり市と町の温度差とい

うのも結構あると思いますし、あと大変なのは、

やっぱり電柱の地中化がならないと大変だとい

うような御意見も前にいただきました。 

  全くそのとおりだと思いますけれども、こう

いうふうに震災も続きますし、今の現状の、特

に本市の消防署に対しては場所が狭くて一部賃

貸であるということもお答えいただきました。

その方面から考えても当然もう、やっぱり移転

するということも当然考えなくてはならないと

思いまして、そのときまでに十分準備を整えて

いただいてぜひ達成されることをお願い申しあ

げます。 

○佐藤耕治委員長 ほかに質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、歳出第10款について質疑はありません

か。後藤委員。 

○後藤健一郎委員 ２つございますので、一つ一

つ別にお伺いさせていただきたいと思います。 

  まず、89ページ、10款１項３目学力向上推進

事業のＡＬＴの配置についてであります。昨年、

新型コロナの影響により、入国制限でＡＬＴの

先生方が来日できないという問題が全国各地で

起きました。生の英語に触れる機会を増やすた

めに、次年度は各中学校に１名以上のＡＬＴを

配置するということでしたけれども、なかなか

コロナの状況が読めないので、また入国制限が

かかるなんていうことも考えられるわけなんで

すが、そういったリスクというものは検討して

いるのかどうか。 

  そして、そのＡＬＴの方々が入国できないと

なった場合に、他の自治体ですと、皆さんタブ

レットを持っていますので、オンラインで先生

とつないで授業をするなんていう取組を行った

自治体もあるようなんですけれども、そういっ

たものと例えば切り替えての授業にするなんて

いうことは可能なのかどうか、お伺いしたいと

思います。 

○佐藤耕治委員長 佐藤学校教育課長。 

○佐藤 肇学校教育課長 ＡＬＴの配置について

でございますけれども、現時点での情報になり

ますけれども、４月に入ってから入国して５名

体制になる現時点での予定でございます。 

  コロナの影響によってというふうなことにな

りますけれども、まず配置する基本的な考え方

としては、英語は授業だけでなくて、今後５名

体制で各学校１名以上配置することで日常的に
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英語に接するというふうなことで、授業だけで

なくて、学校にＡＬＴがいるというふうなこと

で、日常的な場面でも英語が使えるような環境

というふうな趣旨で増やした経過がございます

ので、そういうことでは引き続き５名配置とい

うことで考えていきたいと思います。 

  なお、オンラインの授業というふうなことで

すけれども、先ほどの配置の趣旨はそれは別問

題として、今後可能性はあるのかなとは思いま

す。以上です。 

○佐藤耕治委員長 後藤委員。 

○後藤健一郎委員 分かりました。 

  同じく89ページの10款１項３目コミュニテ

ィ・スクール推進事業のさがえ未来コンソーシ

アムの発足についてであります。私も保護者な

のでよく今体感として分かるんですけれども、

コミュニティ・スクールという言葉自体が、な

かなか児童も、そしてＰＴＡも理解が難しくて、

やっと少しずつこういうことだったのかなとい

うふうに分かってきて、それに臨む態勢ができ

てきたような気がします。 

  ただ、今回その事業の一つとしてさがえ未来

コンソーシアムをするよとなったときに、「そ

れって何や」という話に多分なってしまって、

なかなかこれを進めたいのに理解がされないの

で浸透しないということがちょっと私としては

考えられるんですけれども、なので、まず動き

出す、発足するのは当然そうなんですけれども、

これはこういう目的でしますよという言葉の意

味だったり目的というのを十分に浸透させてか

ら動き始めないと、なかなか思うように効果が

上がらないと思うんですが、こういった予算の

中で告知であるとか事前の皆さんにお伝えする

ような動きなんていうのは考えていらっしゃる

のでしょうか。 

○佐藤耕治委員長 佐藤学校教育課長。 

○佐藤 肇学校教育課長 まず、さがえ未来コン

ソーシアム、新たな事業ということになります

けれども、簡単に申しあげますと、今度全学校

でコミュニティ・スクールを推進していくとい

うことになります。コンソーシアムにおいて新

たに地域おこし推進員を配置して、各学校で学

校、地域、企業等と連携したキャリア教育プロ

グラムを実施していくというふうなことに当面

なると思うんですけれども、各学校でコミュニ

ティ・スクールでその推進員というふうなこと

でキャリア教育等に取り組んでいるんですけれ

ども、その各学校の推進員の実施の情報を共有

して、そして情報を一本化することでレベルア

ップを図るというふうな事業になろうかと思い

ます。 

  その告知の仕方になりますけれども、各学校

で学校運営協議会というふうなことで、総会を

含めて各学校の運営をどういうふうにしていく

かというふうなことで話し合われる機会がござ

います。まずそちらのほうでその内容について

周知させていただくなり、そして学校の運営の

中で、逐次そういったことでこういう業務をや

っていくというふうなことでは周知を図ってい

くというふうに考えております。 

○佐藤耕治委員長 後藤委員。 

○後藤健一郎委員 やっぱり難しい単語が出てく

るとなかなか理解が難しくて、思ったような効

果が出ないと思いますので、多分、私的にはこ

の未来コンソーシアムというのは、企業と学校

もしくは企業と児童がタッグを組むことによっ

てよりよい未来をつくっていくとか、よりよい

企業をつくっていくようなイメージなんですけ

れども、こういうことだよみたいなことを分か

りやすくぜひ御説明いただいてからこういった

事業を進めていただくと、より効果が高まると

思いますので、そういった点もぜひ御配慮いた

だきたいと思います。 

○佐藤耕治委員長 ほかに質疑はありませんか。

渡邉委員。 

○渡邉賢一委員 生涯スポーツ、生涯学習関係に
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ついて御質問させていただきます。予算書の

103ページ、10款５項の生涯スポーツ振興事業

あるいは地域スポーツ活性化推進事業でござい

ます。 

  先ほど本会議において柏倉議員の総括質問と

いうか、本市のビッグイベント関係、さくらん

ぼのシーズンなどでの今後の考え方ということ

で、市長からも御答弁いただき、市長の答弁を

メモしたんですけれども、誘客のため今後何と

かやれるものを模索、検討しているんだと。コ

ロナの収束でイベント実施ができる状況を見な

がら今後進めていきたいというふうな御答弁で

した。 

  そこは一定理解するのですが、さくらんぼマ

ラソン、昨年はコロナということでオンライン

開催というふうなことで、実際2,000人ぐらい

のエントリーがあって様々参加をしていただい

たというふうな実績も伺ったんですけれども、

令和４年度、新年度についてはオンラインすら

厳しいのではないかということで、先般、実行

委員会の会議の中でそういう事務局からの御報

告をいただき、ちょっと愕然としたわけです。 

  一方というか、他市の状況を見ますと、東根

などは今年もオンライン開催などで誘客も図っ

ていくというふうなことなども伺っております。

募集も始まっているわけですけれども、さくら

んぼウォーク、ツール・ド・さくらんぼなど、

様々な本市にとってはかけがえのないそうした

ものが今後断念せざるを得なくなるのかという、

オンライン開催すら難しいのかというふうなこ

と。四季のまつりのやつもちょっと見ているん

ですけれども、新第６次振興計画の行動計画の

９ページにも、サイクルイベントの新しい形態

等を視野に入れたサイクルモデルコースの整備

を図り、そこで様々な試みもやっていくんだと

いうふうなことの一方で、四季を通じたイベン

トの充実というところでは、昨年、予算上

6,100万円のやつが2,100万円と、4,000万円も

そこでダウンをしているというふうなことから

して、私も一般質問で教育長にも、市民の体力

低下とかあるいはスポーツ振興について、今後

どういった進め方をお考えなのかというふうな

ことで12月議会などでも申しあげたわけですけ

れども、そういったものが残念ながら反映され

ていないというふうに言わざるを得ないんです

けれども、イベント関係、先ほど総論的なとこ

ろは分かったんですけれども、各論で６月以降

にどのようにさくらんぼマラソンも含め今後の

在り方、進め方などをお考えなのか、お伺いし

たいと思います。 

○佐藤耕治委員長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 コロナ下というんですかね、ウ

ィズコロナの中で誘客活動としてどういうイベ

ントを開催していくかということでお答えした

いと思いますが、先ほど柏倉議員からも御質問

にありましたけれども、やはりコロナが収束し

て元のイベントを開催するということでいろん

な企画をするということは、ここ２年間の経験

でなかなかそれは難しいのではないかというふ

うに思っているんです、そのものを元に戻すと

いうのは。それはコロナの感染状況もあるわけ

ですけれどもね。 

  ただ、我々はそういう経験を生かして来年度

どういうふうにしていくかということを考えて

いくわけですけれども、ただ、今オンラインで

もどうかというお話がありましたが、オンライ

ンというのは人が来ないんですよね。人が来な

いんですよ。私からするとやっぱり人が来て何

ぼだというところがあるので、オンラインなら

ば、実際人を呼んでイベントをするということ

をどうしたらいいかということを考えるべきな

のではないかというところがあります。例えば

東京マラソンとかいろんなマラソンはやってい

るでしょ、実際。やっているんですよ。だから、

そういういろんな対策を講じて実際人を呼んで

イベントをする。ただ、６月にできないかもし
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れませんよ。秋の神輿のときになるかもしれま

せんが、そういうことで、いろんな工夫をして

人を呼び込んで観光誘客を図ってお金を落とし

てもらうというのが、そういうことが我々が税

金を使ってイベントをする意味なのではないか

というふうに思っているんですね。 

  ただ、オンラインでも確かに経費はかかりま

す。かかった経費は何かというと、参加した人

にさくらんぼをおあげする経費なんですね。そ

れだけなんですよ。だからやっぱり人を呼んで

何ぼなのではないかというふうに我々は、税金

を使う、イベントに対して血税を使って取り組

むという意味はそういうところにあるのではな

いかというふうに思っています。 

  ですから、コロナが危ないからしない、何で

も自粛をして縮小するという意味ではありませ

ん。もちろん対策も講じなければいけませんけ

れども、柏倉議員の御質問にもお答えしました

が、やっぱり誘客、こういう状況の中でコロナ

と共存しながら誘客活動をどういうふうにして

展開していくかということを工夫をしながらで

すね、新しい取組、方法なども工夫してやって

いく必要があるのではないかというのは私ども

今思っています。 

  ですから、できればいろんな工夫をして、さ

くらんぼの時期に新しいイベントなどもやって

いければいいのではないかというふうに思いま

す。さくらんぼウォークなどは、そういう意味

では去年も実施をしたわけでありますけれども、

工夫をしていけばさくらんぼの時期に実際参加

をするイベントなども可能だというふうに思い

ますから、そういうことを知恵を絞って取り組

んでいきたいというふうに思います。ですから、

予算は今のところそこの部分は計上しておりま

せんけれども、工夫をして実際取り組めるとい

う段階になった場合には、ぜひ議会のほうから

も御理解をいただいて予算を確保させていただ

いて取り組めるように検討していきたいという

ふうに思いますので、御理解をいただきたいと

思います。 

○佐藤耕治委員長 渡邉委員。 

○渡邉賢一委員 市長の前向きなというか、今後

に向けた工夫をしながら知恵を絞って進めてい

くんだと、補正もありだというふうな含みも含

めて理解します。分かりました。 

  ただ、オンラインというところで若干違うの

は、やはりウィズコロナの中で――来て何ぼと

いうのは当然そこは分かります。けれども、い

ろんな地方自治体で考えて、オンラインとかリ

アルタイムで様々なハイブリッド型とか様々と

工夫を凝らしてやっているところもあって、今

回、参加賞、さくらんぼだけかというと、様々

それに付随したさくらんぼ関連のグッズとかい

ろいろ考えられて今までも情報発信をずっとや

ってきているわけですよ。それで六十数回ずっ

と歴史がある中で、スパッともうオンラインも

ないんだはと、中止というふうになると、非常

にまた隣の町と差がついてしまうんじゃないか

なと。後から来た人から笑われるんじゃないか

なというふうなことなどもちょっと心配して、

また復活するにはかなりのエネルギーも必要に

なってきて、中止というふうなところは非常に

痛いわけですけれども、市長は代替というふう

なことなども含めて御検討されるということで、

ぜひそこは進めていただきたい、このことを要

望させていただきます。よろしくお願いします。

以上です。 

○佐藤耕治委員長 ほかに質疑はありませんか。

月光委員。 

○月光裕晶委員 ２項小学校費の93ページ、ＩＣ

Ｔ整備推進事業の小学校費のほうだけ備品購入

費が計上されておりますが、これはどういった

ものを御購入の予定なんでしょうか。 

○佐藤耕治委員長 佐藤学校教育課長。 

○佐藤 肇学校教育課長 小学校の備品購入費で

すけれども、電子黒板の購入費ということで予
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算計上しております。以上です。 

○佐藤耕治委員長 月光委員。 

○月光裕晶委員 ありがとうございます。 

  また別のものなんですけれども、４項社会教

育費２目文化センター費の文化センター整備事

業なんですが、こちら見させていただくと、老

朽化もしていますし、かなり大きな整備になる

かと思うんですけれども、こちらは今年はどう

いったものを整備して、それは集団接種とかに

は影響はないのでしょうか。 

○佐藤耕治委員長 佐藤生涯学習課長補佐。 

○佐藤陽一生涯学習課長補佐 来年度の文化セン

ターの整備事業の内容につきましては、中央公

民館部分と勤労青少年ホームの体育館を除く部

分の２階の屋根の防水の補修工事がメインにな

ります。コロナのワクチン接種、８月ぐらいま

で入ってくるというふうな予想では動いており

ますが、それには影響しないような形で基本的

に工事を進めていくというようなことで現在準

備をしております。以上です。 

○佐藤耕治委員長 ほかに質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、歳出第11款について質疑はありません

か。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、歳出第12款について質疑はありません

か。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、歳出第13款について質疑はありません

か。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第３号第２表について質疑はありま

せんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第３号第３表について質疑はありま

せんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  猪倉課長。 

○猪倉秀行農林課長（併）農業委員会事務局長  

  申し訳ございません。先ほど伊藤委員に対す

る回答について私のほうで不適切だと思いまし

たので、ちょっと訂正をさせていただきたいと

思います。 

  予算書68ページにあります新規就農者等育成

推進事業の予算について、今年度から比べてお

よそ3,000万円の減額がなされている理由とい

うことなんですけれども、こちらのほうにつき

ましては、今年度に、令和２年の豪雪災害によ

る補助事業、こちらのほうが計上されておりま

して、来年度事業にはこの分が入っておりませ

んので、その分が減額になっているというふう

に御理解いただければというふうに思っており

ます。大変失礼しました。以上でございます。 

○佐藤耕治委員長 ここで当局入替えのため暫時

休憩いたします。 

 休 憩 午前１１時０６分  

 再 開 午前１１時０７分  

○佐藤耕治委員長 休憩前に引き続き会議を開き

ます。 

  議第４号令和４年度寒河江市国民健康保険特

別会計予算について質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第５号令和４年度寒河江市後期高齢

者医療特別会計予算について質疑はありません

か。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第６号令和４年度寒河江市介護保険

特別会計予算について質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第７号令和４年度寒河江市介護認定

審査会共同設置特別会計予算について質疑はあ

りませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第８号令和４年度寒河江市財産区特

別会計（高松、醍醐、三泉）予算について質疑

はありませんか。 
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   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第９号令和４年度寒河江市下水道事

業会計予算について質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第10号令和４年度寒河江市立病院事

業会計予算について質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第11号令和４年度寒河江市水道事業

会計予算について質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて質疑を終結いたします。 

 

分科会分担付託 

 

○佐藤耕治委員長 日程第12、分科会分担付託で

あります。 

  このことにつきましては、お示ししておりま

す分科会分担付託案件表のとおりそれぞれの分

科会に分担付託いたします。 

 

 分科会分担付託案件表 

分 科 会 分担付託案件 

総務産業分科会 

議第３号第１表中歳入全

部、歳出第１款、歳出第２

款の一部、歳出第３款の一

部、歳出第５款、歳出第６

款、歳出第７款、歳出第８

款、歳出第９款、歳出第１

１款、歳出第１２款、歳出

第１３款、第２表、第３

表、議第８号、議第９号、

議第１１号 

厚生文教分科会 

議第３号第１表中歳出第２

款の一部、歳出第３款の一

部、歳出第４款、歳出第１

０款、議第４号、議第５

号、議第６号、議第７号、

議第１０号 

 

 

   散    会    午前１１時１０分 

 

○佐藤耕治委員長 本日はこれにて散会いたしま

す。 

  御苦労さまでした。 
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令和４年３月２３日（水曜日）予算特別委員会② 

 

○出席委員（１５名） 

   ２番  太  田  陽  子  委員     ３番  鈴  木  み ゆ き  委員 

   ４番  安 孫 子  義  徳  委員     ５番  月  光  裕  晶  委員 

   ６番  後  藤  健 一 郎  委員     ７番  渡  邉  賢  一  委員 

   ８番  古  沢  清  志  委員     ９番  佐  藤  耕  治  委員 

  １０番  太  田  芳  彦  委員    １１番  阿  部     清  委員 

  １２番  沖  津  一  博  委員    １３番  荒  木  春  吉  委員 

  １４番  柏  倉  信  一  委員    １５番  木  村  寿 太 郎  委員 

  １６番  伊  藤  正  彦  委員 

○欠席委員（なし） 

○遅刻委員（なし） 

○早退委員（なし） 

○説明のため出席した者の職氏名 

佐 藤 洋 樹  市 長  菅 原 隆 平  副 市 長 

軽 部   賢  教 育 長  設 楽 伸 子  
総務課長（併） 
選挙管理委員会 
事 務 局 長 

武 田 伸 一  企画創成課長  大 沼 利 子  財 政 課 長 

伊 藤   孝  上下水道課長  鈴 木   隆  健康福祉課長 

今 野 育 男  高齢者支援課長  小 林 弘 之  病 院 事 務 長 

○事務局職員出席者 

高 林 雅 彦  事 務 局 長  東海林 茂 美  総 務 主 幹 

兼 子 拓 也  総 務 係 主 任  古 谷 駿 幸  総 務 係 主 事 
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   予算特別委員会議事日程第４号  第１回定例会 

   令和４年３月２３日（水）    午前９時３０分開議 

 

   再  開 

日程第 １ 議第 ３号 令和４年度寒河江市一般会計予算 

 〃  ２ 議第 ４号 令和４年度寒河江市国民健康保険特別会計予算 

 〃  ３ 議第 ５号 令和４年度寒河江市後期高齢者医療特別会計予算 

 〃  ４ 議第 ６号 令和４年度寒河江市介護保険特別会計予算 

 〃  ５ 議第 ７号 令和４年度寒河江市介護認定審査会共同設置特別会計予算 

 〃  ６ 議第 ８号 令和４年度寒河江市財産区特別会計（高松、醍醐、三泉）予算 

 〃  ７ 議第 ９号 令和４年度寒河江市下水道事業会計予算 

 〃  ８ 議第１０号 令和４年度寒河江市立病院事業会計予算 

 〃  ９ 議第１１号 令和４年度寒河江市水道事業会計予算 

 〃 １０ 分科会審査の経過並びに結果報告 

      （１）総務産業分科会委員長報告 

      （２）厚生文教分科会委員長報告 

 〃 １１ 質疑・討論・採決 

   閉  会 

 

 

   本日の会議に付した事件 

 

   議事日程第４号に同じ 

 

 

 

   再    開     午前９時３０分 

 

○佐藤耕治委員長 おはようございます。 

  ただいまから予算特別委員会を再開いたしま

す。 

  出席委員は定足数に達しておりますので、こ

れより本日の会議を開きます。 

 

議 案 上 程 

 

○佐藤耕治委員長 日程第１、議第３号令和４年

度寒河江市一般会計予算から日程第９、議第11

号令和４年度寒河江市水道事業会計予算までの

９案件を一括議題といたします。 

 

分科会審査の経過並びに結果報告 

 

○佐藤耕治委員長 日程第10、分科会審査の経過

並びに結果報告であります。 

 

総務産業分科会委員長報告 

 

○佐藤耕治委員長 初めに、総務産業分科会委員

長報告を求めます。後藤総務産業分科会委員長。 

  〔後藤健一郎総務産業分科会委員長 登壇〕 
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○後藤健一郎総務産業分科会委員長 おはようご

ざいます。 

  総務産業分科会における審査の経過と結果に

ついて御報告申しあげます。 

  本分科会は、３月14日及び15日、委員全員出

席し開会いたしました。 

  分担付託されました案件は、議第３号第１表

中歳入全部、歳出第１款、歳出第２款の一部、

歳出第３款の一部、歳出第５款から歳出第９款

まで及び歳出第11款から歳出第13款まで並びに

第２表及び第３表並びに議第８号、議第９号及

び議第11号であります。 

  審査に入る前に、審査の都合上、議第３号に

ついては、初めに第１表中歳入全部の審査を行

い、次に歳出第１款議会費、歳出第２款の一部

総務費、歳出第３款の一部民生費、歳出第９款

消防費、歳出第５款労働費、歳出第７款商工費、

歳出第６款農林水産業費、歳出第11款災害復旧

費、歳出第８款土木費、歳出第12款公債費、歳

出第13款予備費、第２表債務負担行為、第３表

地方債の順で審査を行うこととし、その後、議

第８号、議第９号、議第11号の順で審査するこ

とを諮り、異議なく了承され、そのように審査

することに決しました。 

  順を追って審査の内容を申しあげます。 

  初めに、議第３号令和４年度寒河江市一般会

計予算第１表中歳入全部を議題とし、当局の説

明を求め質疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「昨年末からこの予算を組み始めた

と思うが、その後、原油や木材などの高騰等、

世界経済が非常に厳しい状況になっている。ま

た、コロナ禍が長引いてイベントが開催できな

い等、税収が落ちることが予想される。説明で

は回復基調とのことだったが、楽観視できない

状況であり、税収減による財源不足により必要

な事業が行えないという事態には陥らないの

か」との問いがあり、当局より「当初予算は、

昨年秋から財政計画、ヒアリングを行い、最終

的には１月、２月に予算案を固めたところです

が、コロナ禍の長期化やロシアのウクライナ侵

攻等の影響を反映し切れていない部分もありま

す。今後、アンテナを高くし情報収集しながら、

補正予算等で臨機応変に対応していきたいと考

えています」との答弁がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、賛成多数をもっ

て原案を了とすることに決しました。 

  次に、議第３号第１表中歳出第１款を議題と

し、当局の説明を求め質疑に入りましたが、質

疑もなく、討論を終結し、採決の結果、賛成多

数をもって原案を了とすることに決しました。 

  次に、議第３号第１表中歳出第２款の一部を

議題とし、当局の説明を求め質疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「チェリーランド再整備事業が始ま

るが、この状況下において、資材の高騰により

整備に支障を来すことはないのか」との問いが

あり、当局より「事業者と協議を重ねた上で、

物価スライドに合わせ補正なども検討しながら

対応していきたいと考えております」との答弁

がありました。 

  委員より「結婚新生活支援事業費補助金の目

的と具体的な内容は」との問いがあり、当局よ

り「低所得者の婚姻に伴う新生活に関する支援

及び地域における少子化対策の強化に資するこ

とを目的とし、新しく婚姻した世帯に対して補

助金を交付するものです。対象となる世帯の要

件は３つあり、１つ目は、夫婦の双方または一

方が寒河江市外からの転入者であること。２つ

目は、夫婦がともに結婚した時点で39歳以下で

あること。３つ目は、夫婦の合計所得が400万

円未満であることです。補助の対象となる経費

は、住居費として最初の月の家賃、共益費、敷

金、礼金、仲介手数料、引っ越し費用です。補

助金の額及び予算の内訳は、29歳以下の場合は

上限60万円で５世帯分、それ以外の方は上限30
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万円で５世帯分を計上しています」との答弁が

ありました。 

  委員より「コミュニティセンター管理運営事

業の工事請負費約2,100万円の主なものは、駐

車場の整備とのことであった。現時点でもこの

交流センターには大きな駐車場が整備されてい

ると思うが、さらに拡張するのか」との問いが

あり、当局より「現在、しばはし保育所を改築

中ですが、新しい保育所が整備されればこれま

でのしばはし保育所の部分を撤去しなければな

りません。その撤去後の更地の部分と学童保育

の裏にある未舗装の部分を舗装する予定です」

との答弁がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、賛成多数をもっ

て原案を了とすることに決しました。 

  次に、議第３号第１表中歳出第３款の一部を

議題とし、当局の説明を求め質疑に入りました

が、質疑もなく、討論を終結し、採決の結果、

賛成多数をもって原案を了とすることに決しま

した。 

  次に、議第３号第１表中歳出第９款を議題と

し、当局の説明を求め質疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「消防団員退職報償負担金の約

1,600万円は、何名程度を見込んでいるのか」

との問いがあり、当局より「条例上の定数831

名分を計上し、県消防補償等組合にお支払いす

る予定です」との答弁がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、賛成多数をもっ

て原案を了とすることに決しました。 

  次に、議第３号第１表中歳出第５款を議題と

し、当局の説明を求め質疑に入りましたが、質

疑もなく、討論を終結し、採決の結果、賛成多

数をもって原案を了とすることに決しました。 

  次に、議第３号第１表中歳出第７款を議題と

し、当局の説明を求め質疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「今年度はプレミアム商品券を電子

と紙の２形態で行ったが、今年度の総括を踏ま

え、次年度はどのような形態で行うことを考え

ているのか」との問いがあり、当局より「チェ

リンＰａｙのＡ券、Ｂ券の販売実績は、販売額

ベースで約49％、飲食店等の６業種を限定した

Ｃ券が約50％でした。その後、従来型の紙ベー

スでも実施し、こちらは全額販売できましたが、

先行販売した関係もあり御高齢の方の購入が多

く見受けられました。新年度の経済対策事業は

そういった点を踏まえて実施していかなければ

ならないと思いますが、チェリンＰａｙ購入者

からは、使ってみて利用しやすかったという声

もいただいており、またコロナ対応でキャッシ

ュレス化やデジタル化を進めていかなければな

らないと思いますので、御高齢の方にも使って

いただけるような対応も取りながら、電子と紙

の配分を検討して実施していきたいと考えてお

ります」との答弁がありました。 

  委員より「今年度はコロナ禍によりイベント

が激減したため、選ばれたミスさくらんぼの

方々の活躍の場がほとんどなかったと伺ってい

る。コロナの予測がつかないので新年度も同じ

ようなことが危惧されるが、どのように考えて

いるのか」との問いがあり、当局より「コロナ

前と比べますと機会は少なくなりましたが、首

都圏に向けたさくらんぼの出発式や慈恩寺テラ

スオープン時等に出ていただきました。実際、

新年度にどれくらいイベントを通した活躍の機

会があるかは不透明なところもありますが、イ

ベント参加だけではなく、以前行ったユーチュ

ーブなどで寒河江をＰＲする情報発信という形

で御活躍いただけるような工夫などを検討して

いきたいと考えております」との答弁がありま

した。 

  討論を終結し、採決の結果、賛成多数をもっ

て原案を了とすることに決しました。 

  次に、議第３号第１表中歳出第６款を議題と

し、当局の説明を求め質疑に入りました。 
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  主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「収入保険新規加入緊急奨励事業助

成金について、助成額はどれぐらいか。また、

どの程度の加入を見込んでいるのか」との問い

があり、当局より「収入保険への助成額は上限

が１件当たり３万円となります。そのうち県が

３分の２の２万円を、市が３分の１の１万円を

負担することになります。加入世帯数について

は現在の加入件数の２倍を目指しており、46件

分を見込んでおります」との答弁がありました。 

  委員より「農業経営セーフティネット研修支

援事業の20万円の具体的な目的と内容は」との

問いがあり、当局より「昨年の凍霜害等に起因

した事業です。生産者や農業法人、生産組合な

どで、収入保険制度や共済制度といった様々な

制度や事業への理解を深めるために、研修会の

開催を支援するものです。開催費用の３分の２

を補助する予定です」との答弁がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、賛成多数をもっ

て原案を了とすることに決しました。 

  次に、議第３号第１表中歳出第11款を議題と

し、当局の説明を求め質疑に入りましたが、質

疑もなく、討論を終結し、採決の結果、賛成多

数をもって原案を了とすることに決しました。 

  次に、議第３号第１表中歳出第８款を議題と

し、当局の説明を求め質疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「市道ほなみ団地陵東中学校線新設

のための予算が計上されているが、現在工期が

５か月も延長している。その要因及び新年度へ

の影響を伺う」との問いがあり、当局より「要

因としては、雪などの気象条件のほか、道路で

使用する製品が受注生産であることや、工事発

注に若干の遅れが生じたことなどが挙げられま

す。工事発注の遅れについては、道路の両脇が

農地であるため用排水路整備の協議に若干時間

がかかってしまったことなどが影響しています。

新年度は、現在行っている工事区間と違う部分、

西根小学校前の通りから100メートル部分につ

いて工事を行う考えで、全体の工期については

変わらないものと考えております」との答弁が

ありました。 

  討論を終結し、採決の結果、賛成多数をもっ

て原案を了とすることに決しました。 

  次に、議第３号第１表中歳出第12款を議題と

し、当局の説明を求め質疑に入りましたが、質

疑もなく、討論を終結し、採決の結果、賛成多

数をもって原案を了とすることに決しました。 

  次に、議第３号第１表中歳出第13款を議題と

し、当局の説明を求め質疑に入りましたが、質

疑もなく、討論を終結し、採決の結果、賛成多

数をもって原案を了とすることに決しました。 

  次に、議第３号第２表を議題とし、当局の説

明を求め質疑に入りましたが、質疑もなく、討

論を終結し、採決の結果、賛成多数をもって原

案を了とすることに決しました。 

  次に、議第３号第３表を議題とし、当局の説

明を求め質疑に入りましたが、質疑もなく、討

論を終結し、採決の結果、賛成多数をもって原

案を了とすることに決しました。 

  次に、議第８号令和４年度寒河江市財産区特

別会計（高松、醍醐、三泉）予算を議題とし、

当局の説明を求め質疑に入りましたが、質疑も

なく、討論を終結し、採決の結果、賛成多数を

もって原案を了とすることに決しました。 

  次に、議第９号令和４年度寒河江市下水道事

業会計予算を議題とし、当局の説明を求め質疑

に入りました。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「新第６次振興計画行動計画に記載

されている下水道管渠整備等の金額について、

令和４年度と令和３年度の金額に大きな差異が

あるが、この理由は」との問いがあり、当局よ

り「行動計画の記載については、令和３年度に

ついては実績見込額を、令和４年度以降につい

ては計画額を記載しているため、大きな差異が
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生じているものです」との答弁がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、賛成多数をもっ

て原案を了とすることに決しました。 

  次に、議第11号令和４年度寒河江市水道事業

会計予算を議題とし、当局の説明を求め質疑に

入りましたが、御報告する質疑もなく、討論を

終結し、採決の結果、賛成多数をもって原案を

了とすることに決しました。 

  以上で、総務産業分科会における審査の経過

と結果について御報告を終わります。 

 

厚生文教分科会委員長報告 

 

○佐藤耕治委員長 次に、厚生文教分科会委員長

報告を求めます。鈴木厚生文教分科会委員長。 

  〔鈴木みゆき厚生文教分科会委員長 登壇〕 

○鈴木みゆき厚生文教分科会委員長 厚生文教分

科会における審査の経過と結果について御報告

申しあげます。 

  本分科会は、３月14日及び15日、委員全員出

席し開会いたしました。 

  分担付託されました案件は、議第３号第１表

中歳出第２款の一部、歳出第３款の一部、歳出

第４款及び歳出第10款並びに議第４号から議第

７号まで及び議第10号であります。 

  審査に入る前に、審査の都合上、議第３号に

ついては、初めに第１表中歳出第４款の審査を

行い、その後歳出第２款の一部、歳出第３款の

一部、歳出第10款の順で審査を行うことを諮り、

異議なく了承されました。 

  順を追って審査の内容を申しあげます。 

  初めに、議第３号令和４年度寒河江市一般会

計予算第１表中歳出第４款を議題とし、当局の

説明を求め質疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「寒河江市再生可能エネルギー設備

導入事業費補助金990万円の内訳は」との問い

があり、当局より「太陽光発電設備が25件、蓄

電池設備が25件、木質バイオマス燃焼機器の電

源ありが10件、同電源なしが６件、Ｖ２Ｈが５

件、合計で71件を見込んでいます」との答弁が

ありました。 

  委員より「骨髄移植ドナー助成事業について、

骨髄バンクのドナーに対して１日２万円の助成

が出るとのことだが、これは入院等に対する助

成なのか」との問いがあり、当局より「骨髄を

提供する方が会社等を休まなければならない場

合もあるため、その給料等の補償的な意味合い

で２万円を助成しています」との答弁がありま

した。 

  討論を終結し、採決の結果、賛成多数をもっ

て原案を了とすることに決しました。 

  次に、議第３号第１表中歳出第２款の一部を

議題とし、当局の説明を求め質疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「高齢者運転免許証自主返納支援事

業について250名分を見積もっているとのこと

だが、ここ数年の実績は」との問いがあり、当

局より「令和元年度が225件、令和２年度が172

件、令和３年度は令和４年３月11日現在で165

件です」との答弁がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、賛成多数をもっ

て原案を了とすることに決しました。 

  次に、議第３号第１表中歳出第３款の一部を

議題とし、当局の説明を求め質疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「総合福祉保健センター管理事業に

ついて、防犯カメラを取り付けるとのことだが、

設置場所と設置台数、設置時期は」との問いが

あり、当局より「ハートフルセンターの出入口

付近の３か所及び同駐車場の３か所に各１台で

合計６台を想定しており、できるだけ早い段階

で設置したいと考えています」との答弁があり

ました。 

  委員より「障がい児支援事業について放課後

等デイサービスが新設されるとのことだが、現
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在、施設は市内に何か所あり、何人程度利用し

ているのか」との問いがあり、当局より「現在

施設は市内に５か所あり、児童発達支援及び放

課後等デイサービスを約150人の方が利用して

います」との答弁がありました。 

  委員より「新事業の子ども家庭総合支援拠点

事業の概要は」との問いがあり、当局より「本

市内の全ての子供と家庭を対象として、特に要

支援児童及び要保護児童等への支援業務の強化

を図るものです。この事業は、平成28年度の児

童福祉法改正によって市町村の支援拠点整備が

義務づけられたことに伴い、本市においては令

和４年度から実施するものです」との答弁があ

りました。 

  討論を終結し、採決の結果、賛成多数をもっ

て原案を了とすることに決しました。 

  次に、議第３号第１表中歳出第10款を議題と

し、当局の説明を求め質疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「（仮称）さがえ未来コンソーシア

ムの推進のために地域おこし推進員を１名置く

とのことだが、推進員はいずれかの学校を拠点

として活動するのか。また、どのような活動を

行うのか」との問いがあり、当局より「地域お

こし推進員は学校教育課内に配置します。活動

内容としては、各学校のコミュニティ・スクー

ルの事業レベルの均一化及びレベルアップを図

るための活動や、学校、地域、企業等が連携し

た教育の推進に係る活動などを想定していま

す」との答弁がありました。 

  委員より「このたび中学１年生にリーディン

グスキルテストを実施するとのことだが、その

目的は」との問いがあり、当局より「リーディ

ングスキルテストは、読解力のテストです。文

章を読み解いたり、文章と図形の関連を読み取

るなどといった力は、教科にかかわらず重要な

ものであるという観点から、本市内中学校にお

ける実態の把握を目的とするものです」との答

弁がありました。 

  委員より「スクールバス運行事業について、

その利用者数は。また、昨年度に比べて委託料

が増えた理由は」との問いがあり、当局より

「スクールバスの利用者数は、小学生が11名、

中学生が12名、保育園児が１名です。スクール

バスは校外活動にも活用しており、委託料もそ

れに係るものですが、各小中学校より校外活動

の回数を増やしたいとの要望があり、増額とな

ったものです」との答弁がありました。 

  委員より「指定文化財等補助事業について、

慈恩寺本堂の屋根のふき替えは３か年での計画

とのことだが、計画の詳細は」との問いがあり、

当局より「令和４年度はかやぶき屋根のカヤを

全て撤去し、内部の木の部材の傷み具合などを

調査します。その後、令和５年度、令和６年度

において復旧していく計画です」との答弁があ

りました。 

  討論を終結し、採決の結果、賛成多数をもっ

て原案を了とすることに決しました。 

  次に、議第４号令和４年度寒河江市国民健康

保険特別会計予算を議題とし、当局の説明を求

め質疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「特定健康診査等事業費が前年度よ

り増えているが、受診する高齢者の増加等を見

込んだことによるものなのか。また、受診率は

どの程度なのか」との問いがあり、当局より

「事業費の増加は、データ管理手数料の増加が

主な要因です。受診率については、平成29年度

は45.2％であったのに対し、令和２年度は

50.6％となっており、年々上昇しています」と

の答弁がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、賛成多数をもっ

て原案を了とすることに決しました。 

  次に、議第５号令和４年度寒河江市後期高齢

者医療特別会計予算を議題とし、当局の説明を

求め質疑に入りましたが、質疑もなく、討論を
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終結し、採決の結果、賛成多数をもって原案を

了とすることに決しました。 

  次に、議第６号令和４年度寒河江市介護保険

特別会計予算を議題とし、当局の説明を求め質

疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「要介護状態区分が要介護３以上の

方で、特別養護老人ホームに申込みをしたが、

入所できずに待機している方の人数は」との問

いがあり、当局より「令和４年１月末現在、老

人保護施設や病院、在宅で待機されている方の

人数は、要介護３の方が64名、要介護４の方が

74名、要介護５の方が55名です」との答弁があ

りました。 

  討論を終結し、採決の結果、賛成多数をもっ

て原案を了とすることに決しました。 

  次に、議第７号令和４年度寒河江市介護認定

審査会共同設置特別会計予算を議題とし、当局

の説明を求め質疑に入りましたが、御報告する

質疑もなく、討論を終結し、採決の結果、賛成

多数をもって原案を了とすることに決しました。 

  次に、議第10号令和４年度寒河江市立病院事

業会計予算を議題とし、当局の説明を求め質疑

に入りました。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「第２条の建設改良事業について、

医療機器及び備品購入事業6,500万円の内訳

は」との問いがあり、当局より「主なものとし

ては眼底検査装置、生化学分析装置、血液分析

装置などを購入予定です」との答弁がありまし

た。 

  討論を終結し、採決の結果、賛成多数をもっ

て原案を了とすることに決しました。 

  以上で、厚生文教分科会における審査の経過

と結果について御報告を終わります。 

 

質疑・討論・採決 

 

○佐藤耕治委員長 日程第11、これより質疑・討

論・採決に入ります。 

  初めに、総務産業分科会委員長報告に対する

質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、厚生文教分科会委員長報告に対する質

疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。討論はありません

か。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  討論を終結いたします。 

  これより採決いたします。 

  議第３号令和４年度寒河江市一般会計予算、

議第４号令和４年度寒河江市国民健康保険特別

会計予算、議第５号令和４年度寒河江市後期高

齢者医療特別会計予算、議第６号令和４年度寒

河江市介護保険特別会計予算、議第７号令和４

年度寒河江市介護認定審査会共同設置特別会計

予算、議第８号令和４年度寒河江市財産区特別

会計（高松、醍醐、三泉）予算、議第９号令和

４年度寒河江市下水道事業会計予算、議第10号

令和４年度寒河江市立病院事業会計予算及び議

第11号令和４年度寒河江市水道事業会計予算の

９案件を一括して採決いたします。 

  ただいまの９案件に対する各分科会委員長報

告は、いずれも原案を了とするものであります。 

  ９案件は原案のとおり決することに御異議あ

りませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、議第３号、議第４号、議第５号、議

第６号、議第７号、議第８号、議第９号、議第

10号及び議第11号の９案件は原案のとおり可決

すべきものと決しました。 
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   閉    会    午前１０時０４分 

 

○佐藤耕治委員長 以上をもって予算特別委員会

を閉会いたします。 

  御苦労さまでした。 

 

 

 以上会議の結果を記載し、相違ないことを証す

るために署名する。 

 

予算特別委員会委員長  佐 藤 耕 治 

 


